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新聞の新しい魅力、提案します。

月刊切抜き速報⑧シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用して頂きやすい形で提供し、幅広さと

深さを兼ね備えた情報誌として1970年の創業以来多くの方にご愛読頂いております。@一
お
仕
事
・
ご
興
味
に
あ
わ
せ
て
併
読
も
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。
お
申
込
、
お
問
い
合
わ
せ
は
ホ

l

ム
ベ
l

ジ
ま
で
!

月刊切抜き速報⑮

祉会版
政治経済法律、国際関係、歴史など、

時事問題の総覧と比較から三ユ スを

深く理解し、より良い社会を考える。

eA4判 /96 頁・配本日毎月 10 日

.年間購読料 18.000 円(本体 16.667 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑨

教育版
学校経営運営、教職員、学校安全、

生徒指導、学習指導など、学校教員

子どもを取り巻く問題の、傾向と対策0

eA4 判パ 68 頁・配本日毎月 28 日

.年間購読料 27.720 円(窓体 25.667 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑧

食と生活版
食の安全、食品流通や食の歴史文化、

食育、給食など。栄養管理指導や

家庭科教育に携わる方、食品業界の方にも0

eA4 判 /96 頁.配本日毎月 9 日

.年間購読料 18.000 円(本体 16，667 円十校)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑨

健康りてらしい
こころとからだの健康情報、医学基礎知識、

生活習慣改善、健康教育保健指導など、

セルフケアの実践に向けて。

eA4判 /96 頁・配本日毎月 5 日

.年間購読料 18.000 円団体 16田7 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑧

保育と幼児教育版
保育行政、幼児教育の動きー実践から

子育ての知恵まで、保育士、幼稚園教諭

はもちろん、子育て中の保護者にも。

eA4 判 /96 頁.配本日毎月 30 日

.年間購読料 18.000 円(本体時間7 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑨

科学と環境版
新発見や研究成果、研究者、科学用語や

原理の解りやすい解説など、白然科学

技術に関する知識欲を刺激する情報誌。

eA4判 /96 頁・配本日毎月 14 日

.年間購読料 18.000 円団体 16.667 円+税)

.送料サビス

月刊切抜き速報⑮

福祉ニZース障害福祉編
保育、教育、就労、福祉施設の取り組み、

行政の動きなど、さまざまな実践、報道から、

よりよい障害福祉を考える。

eA4判 /96 頁.配本日毎月 15 日

.年間購読料 18.000 円(本体 16，667 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑮

福祉ニュース高齢福祉編
高齢化社会の問題、介護施設の取り組み、

社会保障行政など、介護者と高齢者を

とりまく幅広い話題を掲載。

eA4判 /96 頁・配本日毎月 20 日

.年間購読料 18.000 円(本体 16.667 円十税]

・送料サピス

月刊コラム歳時記スペシャル版
『新聞コラム読み比べ』大晦日&元日版付

全国の地方紙1 面コラムを毎月200本厳選。

地域の話題、心動かされるエピソードや時事

問題など、幅広い話題を幅広い視点、で。

eA5 判 /216 頁 /12 冊配本日毎月末日

+読み比べ A5 判パ 28 頁 /1 冊

.年間購読料 16.188 円団体 14.989 円+税)

.送料サービス

月刊切抜き速報⑮

医療と安全管理総集版
病院運営、医療技術倫理、医療従事者の

育成ー労働環境、患者心理。支援など。

医療に携わるすべての方に。

eA4判 /120 頁・配本日毎月 29 日

.年間購読料 23.940 円(本体 22.167 円+税)

.送料サービス

本誌は、発行日に確実にお手元にお送りするために予約購読での販売と、購読期間の自動継続システムをとっております。ご購読いただい

ている雑誌が途切れることがないよう、お申し込みいただいた定期購読期聞が満了する 17月ほど前に、郵便で継続のご案内を差し上げ
ます。お客さまから特に送本停止のご連絡がない限り定期賜読を継続更新させていただきます。定期購読期間を気にして、メールや電話・

葉書などて‘ご連絡いただく必要がないシステムです。

送り先 送料

大阪府 日00円

北陸(石川田福井・富山) 東海(静岡愛知・三重岐阜) 近畿 中国 四国 900円

関東 甲信越(山梨新潟・長野) 九州 1.000円

東北 1.100円

北海道沖縄 1 .400円

笠里紅~[ニホンミツク

専用ファイルのご案内

01 冊980円(ホ体叩7円+税)

。特別製作による題字銀文字表示

銘柄により、ファイルへの収納冊数が異なります。

《ファイル1 冊の収納数}

f教育版)6冊(半年分)
f医療と安全管理総集版J6冊〔半年分)

その他銘柄7誌([コラム歳時記j を除く)12冊 (1 年分)

『医療と安全管理総集版』継続特典
『医療と安全管理総集版j を継続頂いた方に 1 冊プレゼント ※ご希望の方は弊社まで必ずご連絡くたさい。

切抜き速報引こついての詳しい内容・最新情報は |http://www.nihon-mic.co.jp/
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[今号の話題5選]

在宅看取り推進の課題@
逝き方尊重するとは
厚生労働省が終末期医療に関する治療方針の決定手I1震などを定めた国の指針を改定す

る方針を決め、今後ますます在宅看取りは求められるようになるでしょう。一方で患者や家

族の延命治療への意識や急変時の救急隊の対応、慢性的な訪問看護師不足など様々な課

題があります。患者それぞれが考える逝き方を尊重するために、在宅看取りに挑む各地の

取り組みの記事を集めました。

災害看護 @ 
災害によって心身ともに負担を感じていた時、看護師の励

ましが大きな力になった、そんな経験が看護師になりたいと

いう若い世代を生むことがあるようです。災害看護に取り組

んできた人、目指す人、彼らの思いは。

貧困と医療 @ 
貧困から治療を受けられない患者がいます。行政、自治体の

取り組みを知るとともに、連載では日雇い労働者の医療に

献身的に尽くした医師の人生がまとめられています。彼の

患者と向き合う心とは。

周産期を支える @ 
産科医不足をはじめ過酷な状況にある周産期医療。遠方ま

で通院する人も少なくなく、母子の負担は大きいです。安心

して出産してもらえるように、人材育成や妊産婦とその伴侶

への支援の記事を集めました。

海外医療支援 @ 
紛争地や途上国で一人でも多くの命を救うために奮闘する

医療者たち。十分な医療を受けられない人々を無償で救

い、現地医療の底上げも目指しています。一過性で終わら

せないためにはより多くの関心を集める乙とが必要です。

KEZOKU 下OPCS8
[継続トピックス/毎月知りたいキーワード]
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連携・ネットワーク・ ......................................70

患者・家族支援……………………………………72

ターミナルケア・緩和ケア………………………..82
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精神医療…………………………………………86
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意見・社説…………………………………………98
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医薬品の安全………………………………… 112
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当社 HP (索引検索/目次・索引ダウンロード)のログイン 10・パスワードは裏表紙の裏(表 3) をご覧ください。
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テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など一部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。NTENTS 
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同
)

ア
フ
ガ
ン
外
相
か
ら
表
彰
:
:
:
・
:
・
:
・:
:
:
:
:
:
:
:
1

・
5

静
岡
新
聞
・

南
ス
|
ダ
ン
支
援
継
続
を
:
:
:
:
:
:
J
J

・-
j
i
-
-
:
:
:
2

・
叩
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・
:

44 45 45 46 46 48 49 50 51 52 53 53 54 55 

3 



Nihon-Miと

モ
ン
ゴ
ル
の
子

虫
歯
か
ら
守
れ
:
・:
:
:
:
:
-
J
J

・
-
-
6

大
阪
日
日
新
聞
(
共
同
)
日

紛
争
地
で
命
と
向
き
合
う
:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
1

・
初
山
梨
日
日
新
聞
:
・

ヨ
ル
ダ
ン
の
医
療
向
上
支
援
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
2

・
6

読
売
新
聞
(
和
歌
山
)

医
療
団
の
献
身
描
く

干
ば
つ
の
工
チ
オ
ピ
ア
で
奔
走

1

・
引
東
京
新
聞

医
療
従
事
者

[
医
人
伝
]
メ
ス
を
捨
て
「
町
医
者
」
に
・
:
・:
j
i
-
-
-
m
M

・
お
中
日
新
聞::
:
j
i
-
-

[
か
お]
H
A
M
新
薬
の
有
効
性
を
証
明
し
た
医
師

:
:
:
2

・
引
南
日
本
新
聞
・
:
:
:

[
医
人
伝
]
親
切
第
一
「
村
の
主
治
医
」
・
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-

初
中
日
新
聞:
j
i
-
-
:

タ
イ
ム
カ
l

ド
使
用5

・
5
%

大
学
病
院
医
師
の
労
働
時
間
管
理2

・
叩
愛
媛
新
聞
(
共
同
)

過
労
死
ラ
イ
ン
超

救
急
、
産
科
勤
務
医
残
業
ア
ン
ケ
ー
ト
2

・
引
福
島
民
報
(
共
同
)

7

割
超
労
基
署
が
勧
告

違
法
残
業
な
ど
特
定
機
能
病
院
2

・

m
神
奈
川
新
聞
(
共
同
)

高
ス
ト
レ
ス
者
が
多
い
女
性
福
祉
ワ
|
力
l
i
-
-
-
-
j
i
-
-
2

・
市
産
経
新
聞
(
東
京
)
・
・

養
成
・
研
修

発
達
障
害
対
応
の
医
師
育
成

地
域
の
小
児
科
医
ら
対
象

2

・
剖
信
濃
毎
日
新
聞

人
体
モ
デ
ル
手
術
練
習
用
に
・

j
i
-
-

・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
2

・
引
朝
日
新
聞
(
名
古
屋
)

芸
術
や
文
学
で

名
医
が
育
つ
つ
:
:
j
i
-
-
:

・:
j
i
-
-
-
2

・

U
福
井
新
聞
(
共
同
)
・
・

技
術
・
療
法

が
ん
ゲ
ノ
ム
拠
点
什
病
院

:
:
j
i
-
-
J
J

・-
:
j
i
-
-
2

・
日
読
売
新
聞
(
東
京
)
・

瞬
帯
血
投
与
の
新
生
児
退
院

脳
性
ま
ひ
予
防
の
6

人
・:
2

・
包
高
知
新
聞
(
共
同
) 58 58 59 60 60 61 61 62 63 63 64 64 

A

ー
で
口
内
が
ん
、
虫
歯
診
療
:
:
・:
:
:
:
:
:
j
i
-
-

・
:
:
2

・
引
高
知
新
聞
(
共
同
)
:
・

56 

人
工
股
関
節
が
特
別
賞
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
-
J
J

・
-
-
2

・
9

佐
賀
新
聞
:

57 

伸
び
縮
み
体
に
貼
れ
る
心
電
図
:
:
:
:
・
j
i
-
-
:
:
:
:
:
2

・
ゆ
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・

57 

「
曲
が
っ
て
届
く
」
国
産
手
術
ロ
ポ
:
:
・:
:
:
j
i
-
-
:
:
2
-
m

静
岡
新
聞
(
共
同
)

病
院
運
営

関
西
で
医
療
ツ
|
リ
ズ
ム
:
・
:
:
:
・
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
・

2

・

2
産
経
新
聞
(
大
阪
)
・
:

医
療
も
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
に

透
析
と
競
技
観
戦
・:
:
:
:
2

・
川
下
野
新
聞
:
・
:
:

病
院
運
営
ロ
ボ
で
効
率
化

-
j
i
-
-
:
:・:
:
j
i
-
-
:
:
:
2

・

m
日
本
経
済
新
聞
・
:
:
:

地
域
医
療
を
支
え
る

離
島
病
院
に
外
国
人
看
護
助
手
;
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
・:
2

・

m
長
崎
新
聞
・

若
手
医
師
の
定
着
促
進
・
:
:
・:
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:

・
2

・
お
北
日
本
新
聞ji
-
-
-
:

ふ
る
さ
と
納
税
で
医
師
を
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
2

・
市
中
日
新
聞
(
三
重
)
・

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

遠
隔
医
療
医
師
ら
手
応
え
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
:
2

・
引
読
売
新
聞
(
和
歌
山
)

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
活
用
広
が
る

:
j
i
-
-
j
j
i
-
-
:

・
2

・

U
西
日
本
新
聞
:
:
:
:

ゲ
ノ
ム
デ
|
夕
刊
ヵ
国
共
有
:
・

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:

・
2

・
お
日
本
経
済
新
聞
:
・
・

患
者
・
家
族
支
援

入
院
の
子
に
出
前
授
業
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
J
J

・
-
-
日
中
日
新
聞
・
:
:

4 

64 65 65 65 66 67 67 68 68 69 70 70 71 72 



テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など 部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。NTENTS 

連
載
・
わ
が
子
と
と
も
に

医
療
的
ケ
ア
児
と
家
旗

茨
嶋
新
聞

1 

誕
生

事
る
不
安
、
笑
頗
に
感
謝

:
:
:
j
i
-
-
:

ロ
・7

2 

自
宅
へ

孤
独
救
っ

た
肪
問
看
睡

12 

8 

3 

着
陸

ベ
ッ
ド
寄
り
添
う
日
々

ロ
・9

4 

預
付
先

「
デ
イ
」
の
必
要
性
実
感
:
:
・
j
i
-
-
・
ロ
・
叩

コ
ア
イ
」
に
職
場
を
併
股

:
:
:
:
j
i
-
-・
也
・
ロ

施
股
連
携
、
復
聴
後
押
し
:
・
j
i
-
-

・
:
怯
・
時

人
工
呼
吸
器
襲
着
が
量
:
:
:
:
:
・
j
i
-
-
-

ロ
・
叫

ス
マ
ホ
か
ら
目
離
せ
ず

:
:
:
-
j
i
-
-
:
:

ロ
・
市

「
居
場
所
」
確
保
に
不
安
:
j
i
-
-
・
:
:
:
ロ
・
時

5 

働
く

e 
保
育
所

7 

通
学

8 

待
機

9 

寧
襲

骨
折
病
思
い
知
り
、
そ
の
先
へ

:
:
:
:
・
2

・
市
毎
日
新
聞
(
東
京
)
:

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
に
暮
ら
す
家
庭
の
よ
う
に
最
期
の
日
々
を
2

・

2
朝
日
新
聞
(
東
京
)

緩
和
病
棟
思
い
出
の
地
へ
旅

j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
2

・

m
朝
日
新
聞
(
大
阪
)
:

医
療
倫
理

[
記
者
の
目
]
新
型
出
生
前
診
断
本
格
実
施
-
J
J

・
-
-
:
2
・

2
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・
:

「
出
自
を
知
る
権
利
」
ど
う
守
る

:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
2

・
市
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・

精
神
医
療

認
知
行
動
療
法
実
施
4

劃
弱

報
酬
低
く
敬
遠
:
:
:
:
・2

・
氾
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

80 79 78 78 77 76 76 75 74 80 82 83 84 84 86 

抗
う
つ
剤
効
果
網
羅
解
析

:
:
j
i
-
-
:
・j
i
-
-
:
:
:
・:
2

・

n
京
都
新
聞
:
:
:
j
i
-
-
-

[
ひ
と
]
精
神
障
害
の
社
員
と
書
籍
刊
行
続
け
叩
周
年
:
・

2

・
吃
西
日
本
新
聞
・

障
害
あ
る
暮
ら
し
多
彩
に

:
j
i
-
-
:

・
:
:
:
j
i
-
-
:
1

・
げ
毎
日
新
聞
(
東
京
)
:
・

救
急
医
療

運
航
再
開
へ
安
全
誓
う

:
:
:
-
J
J

・-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
2

・
お
信
濃
毎
日
新
聞
:
:
:
:

ド
ク
タ
ー
カ
|
運
用
拡
大
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
2

・
幻
茨
城
新
聞:j
i
-
-
・
:
:

救
命
士
ベ
テ
ラ
ン
が
指
導

医
師
の
負
担
を
軽
減
:
:
:
2
・
惜
産
経
新
聞
(
大
阪
)

予
防
塵
療

入
院
患
者
の
体
力
維
持

活
動
量
測
定
し
分
析
へ
・
:
:
:
2
・

2
紀
伊
民
報
J
J

・
-
-

が
ん
新
検
査
実
力
未
知
数

:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・:
:
2

・
お
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・

刊
の
国
・
地
域
比
較
調
査
が
ん
5

年
生
存
率
分
析
・
:
2

・

m
朝
日
新
聞
(
東
京
)

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
|
病
リ
ス
ク
血
液
判
定

:
:
:
:
:
:
:
:
:
2

・
1

毎
日
新
聞
(
大
阪
)

感
染
症
新
薬
で
防
げ

2 

27 

日
本
経
済
新
聞

医
薬
品

イ
ン
フ
ル
新
薬

1
回
飲
む
だ
け

:
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
2

・
包
読
売
新
聞
(
東
京
)
・

高
齢
者
に
減
薬
の
「
す
す
め
」
:
・:
j
i
-
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
2

・

2
朝
日
新
聞
(
東
京
)
:

副
作
用
少
な
い
糖
原
病
薬
期
待
・

:
:
j
i
-
-
:
:

・j
i
-
-
2

・
叩
新
潟
日
報
:
・

後
発
薬
の
安
全
性
理
解
を
・
:
:
:
:
:
:
・
:
-
J
J

・
-
:
・:2

・
叩
熊
本
日
日
新
聞j
i
-
-

後
発
薬
9

割
が
積
極
処
方

:
J
J

・-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
2

・
叩
福
井
新
聞
:

86 87 87 88 88 89 90 90 92 92 93 94 94 95 95 96 

5 



Nihon-Mi� 

後
発
薬
使
用
率

地
域
差
大
き
く
:
・:
:
j
i
-
-
:
:

・
:
:
:
2
・

M
M日
本
経
済
新
聞
・
:
:
:
:

意
見
・
社
説

[
潮
流
]
地
域
医
療
と
「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
」
:
:
・
:
1

・

2
日
本
海
新
聞
j
i
-
-
:

[
く
ら
し
と
つ
な
ぐ
]
語
り
合
い
孤
立
脱
却
を
J
J

・
-
:
1
-
m毎日
新
聞
(
東
京
)
:

「
命
」
の
費
用
対
効
果
つ
:
-
J
J

・
-
-
j
i
-
-
J
J

・-
2

・

U
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・
:

[
風
向
計
]
研
究
者
の
思
い
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:

・
:
:
:
:
:
2

・
叩
南
日
本
新
聞
:
:
:

[
世
談
]
新
治
療
へ
の
時
間
:
・
j
i
-
-
-
:
:
:
:

・
:
:
:
2

・
什
中
日
新
聞
j
i
-
-
-
:

[
一
筆
多
論
]
「
治
し
、
支
え
る
医
療
」
と
は
・
:
:
:
:
:
:
2
・
げ
産
経
新
聞
(
東
京
)
・

医
療
ニ
ュ
ー
ス

苦
境
に
救
い
の
手
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:

・
2

・
ゆ
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・

日
本
最
も
安
全
に
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:

・
2

・

m
愛
媛
新
聞
(
共
同
)
・
:

医
療
事
故
・
訴
訟

輸
血
で
肝
炎
女
性
死
亡

献
血
者
シ
カ
肉
を
生
食

:
:
:
2

・
1

毎
日
新
聞
(
東
京
)

チ
ュ
ー
ブ
位
置
「
正
し
い
と
過
信
」

2

・
M門
読
売
新
聞
(
大
阪
)

乳
児
事
故
で
謝
罪

「
胃
が
ん
」
検
査
結
果
見
逃
す

治
療
7

か
月
遅
れ
:
・
・
2

・
市
読
売
新
聞
(
大
阪
)

勘
違
い
で
胃
を
全
摘

食
道
が
ん
手
術
中
j
i
-
-
j
i
-
-
2
-
m

高
知
新
聞
:
j
i
-
-
:

医
療
安
全

無
痛
分
娩
施
設
に

情
報
公
開
要
請
へ
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
2

・
市
朝
日
新
聞
(
東
京
)
:
・

医
療
の
安
全

患
者
も
参
加
:
:
:
・:j
i
-
-
:
:
:

・
:
・
:
2

・
叩
日
本
経
済
新
聞
:

97 98 99 100 100 101 101 102 103 104 104 105 105 106 106 

陣
痛
促
進
剤
危
険
性
知
っ
て

J
J

・-
:
:
J
J

・-
:
:
:
2

・
市
東
京
新
聞
・

病
院
清
掃
で
菌
の
拡
散
防
ぐ
・
:
:
:
j
i
-
-

・:
:
:
j
i
-
-
2

・

m
中
部
経
済
新
聞
:
・

感
染
耐
性
菌
珍
し
い
型
:
:
:
:
:
j
i
-
-

・
:
-
J
J

・-
:
:
2

・
げ
福
島
民
友
:

風
邪
に
抗
生
物
質
使
わ
ぬ
病
院
へ
報
酬

:
:
-
J
J

・
-
・:
2

・
市
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・

薬
剤
耐
性
菌
殺
さ
ず
無
害
に

:
-
J
J

・-
:
j
i
-
-
:
:
2

・

2
日
経
産
業
新
聞
:
・
:
:

医
薬
品
の
安
全

体
調
不
良
の
相
談
也
件子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
窓
口
1

年
2

・
お
山
梨
日
日
新
聞
:

子
宮
頚
が
ん
接
種
め
ぐ
る
議
論
な
お

:
:
:
:
:
2

・
日
朝
日
新
聞
(
東
京
)
:

災
害
に
備
え
る

被
災
者
医
師
ら
が
相
談
・
支
援

:
:
j
i
-
-
:
:
:
:

・
:
・

2

・

2
日
経
産
業
新
聞
・
:
:
:
:

迫
る
東
京
五
輪

医
療
の
備
え
必
須
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
2

・
1

神
戸
新
聞
(
共
同
)

「
震
災
時
の
医
療
」
伝
え
るj
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
:

・:
:
:
:
2

・
市
読
売
新
聞
(
東
京
)
・

災
害
医
療
重
要
な
市
民
協
力
・

:
:
:
j
j
i
-
-
:
:
:
:
:

・
2

・
市
熊
本
日
日
新
聞
・

災
害
時
に
効
く
「
走
る
薬
局
」
金
沢
の
企
業
民
間
全
国
初

2

・
お
北
陸
中
日
新
聞

早
咲
き
の
サ
ク
ラ
見
頃

紀
南
に
春
の
訪
れ
・
:
:
:
:
:
・
:
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E3到l
在
宅
み
と
り
対
応
ヘ

厚
生
労
働
省
は
、
終
末
期
医
療
に
関
し
治
療
方
針
の
決
定
手
順
な
ど
を
定
め

た
国
の
指
針
(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)
を
改
定
す
る
方
針
を
決
め
た
。

2
0
0
7

年

の
策
定
以
来
、
内
容
の
改
定
は
初
め
て
。
現
在
は
主
に
病
院
を
念
頭
に
置
い
て

い
る
た
め
、
自
宅
や
施
設
で
の
み
と
り
に
活
用
で
き
る
よ
う
見
直
す
。
患
者
が

最
期
の
積
む
方
を
周
囲
と
話
し
合
い
、
意
思
決
定
で
き
る
よ
う
医
師
ら
が
支

援
す
る
こ
と
の
重
要
性
も
盛
り
込
む
。

国
は
住
み
慣
れ
た
場
所
一
ア
」
や
在
宅
医
療
の
普
及
一
し
が
必
要
と
判
断
し
た
。

で
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
一
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
一
策
定
か
ら
叩
年
余
り
た

う
に
す
る
「
地
域
包
括
ケ
一
に
合
わ
せ
て
指
針
の
見
直
一
ち
、
医
療
現
場
の
実
態
や

厚生労働省の終末期医療に
関する指針の主恕内容

治療やケアの方針は、患者本人に
よる決定を基本とし、医師や看護
師、ソーシャルワー力ーら多職種
のチームで判断

患者と医師らが十分話し合い、合
意内容について文書を作成

可能芯限り苦痛を緩和し、患者と
家族を精神的、社会的に援助

患者の意思を確認できない場合は、
家族による推定意思を尊重

治療方針の決定が困難広場合は、
複数の専門家による委員会で検討

終
末
期
医
療
病
気
や
老
衰
、
事
故
な
ど
で
回
復
一
り
、

A
C
P
の
考
え
方
も

鴇
割
が
塁
め
な
い
患
者
に
対
す
る
医
療
。
厚
生
一
取
り
入
れ
る
方
向
だ
。

倍
程
労
働
省
は2
0
1
6

年
度
か
ら
、
患
者
や
家
一
指
針
の
警
は
、
理

族
の
相
談
に
乗
る
医
師
、
看
護
師
ら
の
チ

l

ム
を
育
一

成
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、
日
年
の
調
一
に
発
覚
し
、
医
師

2

人
が

査
で
は
、
終
末
期
医
療
に
関
す
る
指
針
の
存
在
を
医
一
殺
人
容
疑
で
書
類
送
検

師
の3
人
に1
人
が
知
ら
ず
、
周
知
不
足
が
課
題
。
一
(
後
に
不
起
訴
)
さ
れ
た

日
本
で
は
、
薬
物
投
与
な
ど
で
患
者
を
死
に
導
く
一
富
山
県
・
射
水
市
民
病
院

「
安
楽
死
」
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
善
治
療
を
一
の
人
工
震
器
取
り
外
し

控
え
た
り
中
止
し
た
り
す
る
「
尊
厳
死
」
の
法
制
ヒ
一

を
目
指
す
動
き
が
あ
っ
た
が
、
書
し
て
い
な
い
三
問
題
が
き
っ
か
け
だ
っ

一
た
。
仰
年
に
「
終
末
期
医

ザ
古
痛
を
緩
和
し
、
患
者
と
一
カ
バ
ー
す
る
。
一
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関

国
民
の
意
識
に
合
わ
な
く
一
び
掛
け
る
。
一
家
族
を
糟
神
的
、
社
会
的
一
終
末
期
医
療
の
現
場
で
一
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と

な
っ
て
き
た
こ
と
も
背
景
一
現
行
の
指
針
は
①
患
者
一
に
援
助
す
る
ー
な
ど
で
、
一
は
近
年
、
患
者
と
家
族
、
一
し
て
定
め
ら
れ
、
日
年
に

に
あ
る
。
一
本
人
に
よ
る
決
定
が
基
本
一
基
本
的
に
病
院
を
想
定
。
一
医
師
ら
が
治
療
内
容
や
療
一
「
終
末
期
医
療
」
を
「
人

今
月
中
に
改
定
案
を
有
一
②
患
者
と
十
分
話
し
合
一
こ
の
た
め
「
在
宅
医
療
に
一
養
場
所
を
繰
り
返
し
話
し
一
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

識
者
検
討
会
に
示
し
、
3

一
い
、
合
意
内
容
を
文
書
に
一
う
ま
く
対
応
で
き
て
い
な
一
合
っ
て
決
め
る
「
ア
ド
パ
一
医
療
」
と
書
き
換
え
た

月
末
ま
で
に
ま
と
め
る
。
一
ま
と
め
る
③
医
療
・
ケ
ア
一
い
」
と
の
指
摘
が
あ
り
、
一
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
一
が
、
内
容
の
変
更
は
な
か

医
療
機
関
や
介
護
施
設
な
一
の
方
針
は
多
職
種
の
チ

1

一
改
定
版
で
は
在
宅
医
療
や
一
ン
グ

(
A
C
P
)」
と
い
一
っ
た
。

ど
に
周
知
し
、
活
用
を
呼
一
ム
で
判
断
④
可
能
な
限
り
一
介
護
施
設
で
の
み
と
り
も
一
う
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
一

厚労省方針

患者、家族、
観を踏まえ
「アドバンス・
(ACP)の考

一
の5
%
程
度
に
と
ど
ま
っ
一
だ
少
な
い
。
医
療
や
介
護

一
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
一
の
専
門
職
が
丁
寧
に
時
間

一
因
の
一
つ
だ
。
病
院
に
偏
一
を
か
け
て
患
者
の
意
思
を

一
っ
た
医
療
の
態
勢
を
在
宅
一
く
み
取
り
、
家
族
と
も
共

「
川
町
引J

厚
生
労
働
一
設
で
最
期
を
」
と
思
っ
て
一
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
一
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
て
い
く
一
有
す
る
。
指
針
の
改
定
を

4
同
h
u
省
が
終
末
期
一
も
、
医
療
や
介
護
の
態
勢
一
と
考
え
て
い
る
が
、
実
際
一
必
要
が
あ
る
。
一
そ
ん
な
取
り
組
み
が
広
が

医
療
の
指
針
を
見
直
し
、
一
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
一
に
は

4
人
に3
人
は
病
院
一
「
病
院
で
チ
ュ
ー
ブ
に
一
る
き
っ
か
け
と
し
た
い
。

在
宅
み
と
り
へ
の
対
応
や
一
が
現
状
だ
。
指
針
は
一
般
一
や
診
療
所
で
死
亡
し
て
い
一
つ
な
が
れ
て
死
に
た
く
は
一
〈
共
同
通
信
〉

患
者
の
意
思
決
定
支
援
を
一
原
則
を
示
し
て
い
る
に
す
一
る
。
自
宅
や
老
人
ホ

l

ム
一
な
い
」
と
考
え
る
人
は
多
一

盛
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
一
ぎ
ず
、
患
者
の
希
望
が
か
一
で
亡
く
な
る
人
も
徐
々
に
一
い
だ
ろ
う
。
近
年
は
自
然
一

の
は
、
国
民
の
意
識
の
変
一
な
え
ら
れ
る
環
境
の
実
現
一
壇
え
て
い
る
も
の
の
、

2

一
な
衰
弱
で
亡
く
な
る
「
平
一

化
を
考
え
る
と
自
然
な
流
一
が
課
題
と
な
る
。
一
割
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
一
穏
死
」
へ
の
共
感
も
広
が
一

れ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
一
内
閣
府
の
意
識
調
査
で
一
在
宅
で
の
み
と
り
に
取
一
っ
た
。
だ
が
、
実
際
に
そ
の
一

だ
「
住
み
慣
れ
た
家
や
施
一
は
、
国
民
の
半
数
以
上
は
一
り
組
む
医
療
機
関
が
全
葎
一
意
思
を
表
示
す
る
人
は
ま
一

希
望
か
な
う
態
勢
実
現
を

徳
島
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
7

日
(
目
)

在
宅
著
取
り
推
進
の
課
題

3

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

f
}

7 
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在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

i

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

蚕
一

二
宜
固

J

Z
言
回
一

議
一

孟
息
一

扇
一

京
一

義
一

8
%
が
書
類
作
成

厚
生
労
働
省
は
お
目
、
一
般
国
民
を
対
象
に
実
施
し
た
終
末
期
医
療
に
関
す
る
意

識
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。
終
末
期
の
治
療
方
針
に
つ
い
て
自
分
が
意
思
決
定
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
ど
ん
な
治
療
を
受
け
た
い
か
、
受
け
た
く
な
い
か
を

記
し
た
「
事
前
指
示
書
」
の
作
成
に
は
侃
・
0
%
の
人
が
賛
成
し
た
。
こ
の
う
ち
実

際
に
指
示
書
を
作
成
済
み
の
人
は8
・

1
%
で
、
2
0
1
3

年
の
前
回
調
査
か
ら
増

え
た
も
の
の
、
少
数
に
と
ど
ま
っ
た
。

人
の
意
思
決
定
を
基
本
に
、
医
療
行
為

終
末
期
医
療

の
不
開
始
や
中
止
は
医
療
・
ケ
ア
チ
1

〉
病
気
や
事
故
、
老
衰
な
ム
が
慎
重
に
判
断
す
べ
き
だ
」
と
の
終

圃
司
直
ど
で
治
療
を
尽
く
し
て
も
末
期
医
療
の
指
針
を
策
定
し
た
。
凶
年

内
5

凶
回
復
が
見
込
め
な
い
患
者
に
初
め
て
内
容
を
改
定
す
る
方
針
。
「
終

i

に
対
す
る
医
療
。
心
身
の
末
塑
と
い
ヨ
語
感
が
冷
た
い
と
の
指

苦
痛
を
和
ら
げ
、
残
り
の
時
聞
を
穏
や
摘
も
あ
り
、
厚
労
省
は
近
年
「
人
生
の

か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
厚
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
」
と
の
表
現

生
労
働
省
は2
0
0
7

年
に
「
患
者
本
を
使
っ
て
い
る
。

前
回
は
指
示
書
作
成
に
賛
成

が
ω
・

7
%
、

F
2り
作
成
済
み

は
3

・

2
%
だ
っ
た
。

調
査
は
5

年
ご
と
に
実
施
し

て
お
り
、
今
回
で6
回
目
。
昨
年

ロ
月
、
全
国
の
男
女6
千
人
に

尋
ね
、9
7
3

人
が
回
答
し
た
。

自
分
の
終
末
期
医
療
を
巡
っ て

周
囲
と
話
し
合
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
は
ぬ
・5
%
で
、
前
回

終末期医療に関する意議謁査
(厚生労働省、 2017年12月実施)

.n分の終本}切に備え、
どのような氏療を受
けたいか、受けたく
ないかを z記した書出
( 'Jî. lìíj指ぷ冷)を
あらかじめ作成
しておくことに
ついて

の
必
・
2
%
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
P
)
」
と
い
う
取
り
組
み
に
つ

い
。
人
生
の
最
期
を
迎
え
る
場
い
て
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
の

所
を
決
め
る
の
に
考
慮
す
る
点
は
わ
ず
か3
・

3
%
。
厚
労
省

を
複
数
回
答
で
聞
く
と
、
「
家
はA
C
P

を
普
及
さ
せ
た
い
考

族
ら
の
負
担
に
な
ら
な
い
こ
hえ
だ
が
、
「
知
ら
な
い
」
が
巧

と
」
が
ね
・
3
%
で
最
多
。
「
体
・5
%
と
認
知
度
が
低
か
つ

や
心
の
苦
痛
な
く
過
ご
せ
る
こ
た
。

と
」
(
日
・
1
%
)
、
「
経
済
一
般
国
民
と
は
別
に
、
病
院

的
負
担
が
少
な
い
こ
と
」
(
日
や
診
療
所
の
医
師
1
0
6
0

人

・

2
%
)
が
続
い
た
。
が
回
悠

P
レ
た
調
査
で
は
、
厚
労

串
笠
宮
と
家
族
、
医
師
ら
が
繰
省
が
仰
年
に
策
定
し
た
終
末

り
返
し
話
し
合
っ
て
治
療
方
針
期
医
療
の
指
針
を
臨
床
現
場

を
決
め
る
「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
で
「
参
考
に
し
て
い
る
」
と
答

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

(
A
C
え
た
医
師
が
却
・2
%
と
前
回

の
印
・
7
%
か
ら
増
加
。
「
知

ら
な
い
」
と
し
た
医
師
はM
・

3
%
(
前
回
お
・
8
%
)
だ
っ

た
。

皮対 2.1

t 
a事前指示容を実際に作成しているか

一% 思議出

大
分
合
同
新
聞
・
夕
刊

置置置置E冨i

〈
共
同
通
信
)

2
0
1
8

年
2

月
沼
田
(
金
)

8 
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3

年
間

終
末
期

延
命
治
療
を
望
ま
な
い
終
末
期
の
高
齢
者
ら
が
心
肺
停
止

と
な
り
、
駆
け
付
け
た
救
急
隊
員
が
い
っ
た
ん
開
始
し
た
蘇

生
処
置
圏
を
中
止
し
た
事
例
が
、
全
国
主
要
却
消
防
機
関
で

2
0
1
7

年
末
ま
で
の3
年
間
に
少
な
く
と
も
日
件
あ
っ
た

こ
と
が
、
読
売
新
聞
の
調
査
で
わ
か
っ
た
。
蘇
生
中
止
に
関

す
る
国
の
規
定
は
な
く
、
各
地
の
消
防
機
関
で
対
応
が
分
か

れ
て
い
た
。
救
急
現
場
か
ら
は
統
一
的
な
ル
l

ル
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
た
。

国
規
定
な
く
対
応
に
差

在
宅
医
療
の
普
及
で
自
宅
や

施
設
で
最
期
を
迎
え
る
人
が
増

え
、
家
族
に
蘇
生
中
止
を
求
め

ら
れ
た
救
急
隊
が
苦
慮
す
る
ケ

ー
ス
が
出
て
い
る
。
調
査
は
ア

ン
ケ
ー
ト
方
式
で
、
口
年ui

ロ
月
、
東
京
消
防
庁
と
政
令
市

.
県
庁
所
在
市
の
消
防
局
・
消

防
本
部
の
臼
機
関
を
対
象
に
実

施
。
全
て
の
機
関
か
ら
回
答
を

得
た
。

過
去
の
蘇
生
中
止
の
有
無
に

つ
い
て
、
約4
割
に
あ
た
る
別

機
関
が
「
あ
る
」
と
答
え
た
。
い

ず
れ
も
家
族
や
介
護
施
設
の
職

員
に
蘇
生
中
止
を
要
望
さ
れ
、

52消防本紙調査

家
族
要
望
で

罰
蘇
生
処
置
心
肺
停
止
状

E

態
の
人
に
、
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
や
人
工
呼
吸
、
電
気
シ
ョ

ッ
ク
な
ど
を
行
っ
て
救
命
す
る

行
為
。
救
急
救
命
土
は
医
師
の

指
示
を
受
け
て
、
気
管
挿
管
や

薬
剤
投
与
な
ど
、
よ
り
高
度
な

処
置
が
で
き
る
。

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
処
置
を

取
り
や
め
て
い
た
。
患
者
本
人

が
中
止
の
意
思
を
書
面
に
残
し

て
い
た
ケ
l

ス
も
あ
っ
た
。

一
方
、
お
機
関
は
蘇
生
中
止

の
事
例
が
「
な
い
」
と
回
答
。

「1
1
9

番
で
出
動
し
て
い
る

以
上
は
家
族
を
説
得
し
て
搬
送

す
べ
き
だ
」
(
九
州
地
方
の
機

関
)
な
ど
と
し
て
、
救
命
を
続

け
て
い
た
。
残
る7
機
関
は
「
把

在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

i

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

r
〉

握
し
て
い
な
い
」
と
し
た
。

消
防
法
な
ど
は
、
救
急
隊
は

死
亡
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
い

て
傷
病
者
の
応
急
処
置
を
行

い
、
病
院
へ
搬
送
す
る
と
定
め

て
い
る
。
蘇
生
中
止
に
つ
い
て

は
触
れ
て
お
ら
ず
、
総
務
省
消

防
庁
は
「
中
止
し
て
も
法
令
違

反
に
は
当
た
ら
な
い
」
と
の
立

場
だ
が
、
事
例
の
な
い
機
関
の

中
に
は
「
民
事
訴
訟
の
リ
ス
ク

が
ゼ
ロ
で
は
な
い
」
(
近
畿
地

方
)
と
懸
念
す
る
所
も
あ
っ
た
。

8

割
以
上
に
あ
た
る
必
機
関

が
、
蘇
生
中
止
に
関
し
て
「
地

域
に
よ
っ
て
死
の
あ
り
方
に
差

異
が
生
じ
る
の
は
望
ま
し
く
な

い
」
な
ど
と
統
一
的
な
ルl
ル

の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

蘇
生
中
止
を
巡
っ
て
は
、
学

会
な
ど
の
場
で
議
論
と
な
っ
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。
日
本
臨
床

救
急
医
学
会
は
昨
年
春
、
蘇
生

中
止
の
手
順
を
初
め
て
公
表
。

こ
れ
を
受
け
、
救
急
隊
の
具
体

的
な
活
動
を
こ
れ
に
準
じ
る
よ

う
指
示
し
た
機
関
も
あ
る
。

救
急
医
療
に
詳
し
い
有
賀
徹

.
労
働
者
健
康
安
全
機
構
理
事

長
は
「
救
命
を
前
提
と
し
て
き

だ
救
急
現
場
が
、
社
会
の
変
化

に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
の
表
れ
。
救
急
搬
送
の
あ

り
方
を
見
直
す
時
期
に
き
て
い

る
」
と
指
摘
す
る
。

終
末
期
の
患
者
に
対
す
る
治

療
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省

が
3

月
の
公
表
を
目
指
し
、
医

師
、
看
護
師
ら
に
向
け
た
終
末

期
医
療
指
針
(
2
0
0
7年
策

定
)
の
改
定
作
業
を
進
め
て
い

る
。
同
省
は
「
改
定
後
の
指
針

の
方
向
性
に
沿
っ
た
形
で
、
地

域
で
議
論
を
進
め
て
ほ
し
い
」

と
し
て
い
る
。

読

官
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
同
日
(
水
)

〔
次
ぺ1
ジ
に
関
連
記
事
〕

9 
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〔
前
ぺl
ジ
に
関
連
記
事
〕

王毘 イ王 -

在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

i

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

劃
湖
国
刻
剖
掴
罰
羽
糊
口
紅
事
鯛
劃

「
救
命
」
を
任
務
と
す
る
救
急
隊
員
が
、
蘇
生
処
置
を
中
止
で
き

る
の
か
|
|
。
読
売
新
聞
が
行
っ
た
全
国
臼
消
防
機
関
へ
の
調
査
で

は
、
苦
悩
す
る
現
場
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
救
急
搬
送
さ
れ

る
人
の
半
数
以
上
を
高
齢
者
が
占
め
る
中
、
現
場
は
生
死
に
関
わ
る

重
い
判
断
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

(
西
部
社
会
部

-
在
宅
医
療
の
普
及

「
母
が
息
を
し
て
い
な
い
」
。

川
崎
市
消
防
局
の
救
急
救
命

士
、
笹
岡
賢
一
さ
ん
(
お
)
が
昨

年
5

月
、
1
1
9

番
で
市
内
の

住
宅
に
駆
け
つ
け
る
と
、
ベ
ッ

ド
の
上
で
別
歳
代
の
女
性
が
横

た
わ
っ
て
い
た
。

女
性
は
末
期
が
ん
で
、
娘
夫

婦
と
同
居
し
て
い
た
。
笹
岡
さ

ん
た
ち
は
女
性
を
ベ
ッ
ド
か
ら

降
ろ
し
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

開
始
。
か
か
り
つ
け
医
に
対
応

を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

「
(
女
性
の
娘
と
)
自
宅
で
香

取
ろ
う
と
前
日
に
話
し
て
い
た

手
嶋
由
梨
、
西
田
忠
裕
)

政調査に寄せられた
異体的な事例

決断したケース

・介護施設で蘇主主処薗を開始
したが、主治践が電話でf搬
送する必要はない J と指示
した (九州地方)

.自宅で家族が「本人は望ん
でいなかったJと申告し、主
治医から醤話で蘇生中止の
指示を受けた(関西地方)

対拡に普搬したケース

-慰子は蘇生を盟まなかった
が、婆は救命を強く望み、
家族聞で意見が分かれた

(北陸地方)

・深夜でかかりつけ医になか
なか連絡がつかず、長時間
にわたって蘇生処置を継続
した (関東地方)

の
で
、
蘇
生
処
置
を
行
う
必
要

は
な
い
。
も
し
も
の
と
き
は
救

急
車
を
呼
ば
な
く
て
い
い
と
説

明
し
て
い
た
」
と
言
わ
れ
た
。

混
乱
し
た
様
子
だ
っ
た
娘
は

医
師
と
の
電
話
で
落
ち
着
き
、

蘇
生
中
止
に
納
得
。
笹
岡
さ
ん

で
判
断
し
て
い
る
が
、
不
安
も

あ
る
。
救
急
隊
も
『
と
に
か
く

救
命
す
る
』
だ
け
で
な
く
、
家

族
に
配
慶
し
た
対
応
を
と
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
」
と
語
る
。

-
中
止
も
選
択
肢

医
師
に
相
談
し
指
示
に
従
う
」

と
の
記
載
に
と
ど
ま
る
が
、
広

島
市
消
防
局
な
ど8
機
関
で

は
、
「
(
患
者
の
)
主
治
医
の

指
示
が
あ
れ
ば
中
止
で
き
る
」

と
明
記
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

広
島
県
は2
0
0
3

年
に
救

急
隊
向
け
の
蘇
生
中
止
の
手
順

を
作
成
し
、
広
島
市
も
そ
れ
に

倣
っ
た
。
岡
市
で
は
日
年
4

月

i
m
年
ロ
月
の1
年
9

か
月
間

に
、
蘇
生
を
望
ま
な
い
と
の
意

思
表
示
が
あ
っ
た
初
件
の
う

ち
、
医
師
と
連
絡
が
つ
か
な
か

っ
た
ケl
ス
な
ど
を
除
くM
件

で
処
置
を
中
止
。
市
消
防
局
の

久
保
富
嗣
・
救
急
担
当
部
長
は

「
救
命
は
大
前
提
だ
が
、
『
中

止
』
と
い
う
選
択
肢
を
示
し
て

お
く
こ
と
は
、
様
々
な
ケl
ス

が
想
定
さ
れ
る
現
場
の
活
動
に

有
用
」
と
話
す
。

日
本
臨
床
救
急
医
学
会
が
昨

年
春
に
公
表
し
た
蘇
生
中
止
の

本
人
と
家
族
問
で
蘇
生
を
し
な

い
と
決
め
て
い
て
も
、
容
体
の

急
変
に
驚
い
た
り
、
対
処
に
迷

っ
た
り
し
た
家
族
や
介
護
施
設

の
職
員
が1
1
9

番
す
る
ケ
ー

ス
は
多
い
と
み
ら
れ
る
。

厚
生
労
働
省
は
ロ
年
、
か
か

り
つ
け
医
は
患
者
の
最
期
に
立

ち
会
わ
な
く
て
も
、
死
後
に
患

者
を
診
て
死
亡
診
断
で
き
る
と

の
通
知
を
出
し
た
。
救
急
車
を

呼
ば
ず
、
医
師
の
到
着
を
待
つ

こ
と
が
可
能
だ
と
明
確
に
し
た

形
だ
。
調
査
で
は
、
「
蘇
生
を

望
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
1
1

9

番
を
し
な
い
と
の
指
針
や
啓

発
が
必
要
だ
」
(
九
州
地
方
)

な
ど
の
意
見
が
目
立
っ
た
。

ま
た
今
回
、
調
査
で
明
ら
か

に
な
っ
た
蘇
生
中
止
の
日
件
す

べ
て
が
最
終
的
に
医
師
の
指
示

に
基
づ
い
て
い
た
が
、
「
看
取

り
を
行
う
は
ず
の
医
師
に
何
度

電
話
し
て
も
つ
な
が
ら
ず
、
結

局
(
病
院
に
)
搬
送
し
た
ケ
ー

ス
が
あ
っ
た
」
(
東
北
地
方
)

と
明
か
す
機
関
も
多
数
あ
っ

た
。
医
師
と
連
絡
が
で
き
て
い

れ
ば
、
蘇
生
中
止
の
事
例
数
は
、

さ
ら
に
増
え
た
と
み
ら
れ
る
。

10 
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在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

i

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

h自
υ

在
宅
と
救
急
医
療
の
連
携
を
目
指

町
山
C

』
す
県
内
の
医
師
や
看
護
師
ら
で
つ
く

4
明
彦

L
，
、
佐
る
「
高
知
県
の
在
宅
急
変
対
応
を
考

し
j

泊
w

え
る
会
」
(
発
起
人
H

野
島
剛
・
高
知

J
J

ら
医
療
セ
ン
タ
ー
救
命
救
急
科
医
師
)

ど
師
が
、
在
宅
療
養
者
の
急
案
応
に
特

軍
蒋
化
し
た
「
在
宅B
L
S
(
1次
救
命

主
ザ
ロ

M

処
置
)
研
修
」
を
高
知
市
池
の
高
知

也
け
臼
M
目
』
斗
大
学
で
初
め
て
聞
き
、
高
知
市

頑
夕
刊
炉
や
四
万
+
市
の
訪
問
看
護
師
ら
お
人

誌
訪
が
受
講
し
た
。

M
M
内
恩
吾
、
在
宅
と
救
急
を
担
う
双

-
4主
主

h

方
の
県
内
専
門
職
約
加
人
が
、
連
携

わ
じ
I
J

強
化
や
在
宅
専
門
職
の
急
変
対
応
ス

J
f

キ
ル
の
向
上
を
目
指
し
、
昨
年
4

月

に
結
成
。

研
修
は
一
般
的
な1
次
救
命
研
修

と
異
な
り
、
在
宅
(
自
宅
や
介
護
施

設
)
で
の
実
議
面
を
想
定
。
参
加

者
1

人
に
対
し
、1
人
以
上
の
医
師

主
轟
師
ら
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。

救
命
救
急
医
ら
は
、
脳
へ
の
血
液

(
酸
素
)
循
環
を
保
つ
た
め
に
も

「
早
期
の
胸
骨
圧
迫
が
重
要
」
と
強

調
。1
分
あ
た
りm
i
m回
マ
押
す

深
さ
は
成
人
で51
6

今
ー
な
ど
の

方
法
を
伝
え
た
。

在
宅
で
は
看
護
師
が
1

人
で
急
変

に
遭
遇
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
家
族
や
近
所
の
協
力
を
仰
ぎ
な が

ら
問
番
通
報
やA
E
D
(自
動
体

外
式
除
細
動
器
)
を
取
り
寄
せ
る
訓

練
も
。
食
事
介
助
中
に
食
べ
物
が
の

ど
に
つ
ま
っ
た
想
定
で
、
背
中
を
た

た
い
て
窒
息
を
解
除
す
る
方
法
な
ど

も
学
ん
だ
。

研
修
に
参
加
し
た
県
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
森
下
幸
子
・
県
立
大
特
任
准

教
授
は
「
自
宅
が
病
院
と
同
じ
よ
う

な
療
養
の
場
と
な
る
時
代
。
在
宅
と

救
急
の
連
携
は
大
切
で
、
救
急
医
ら

が
問
題
意
識
を
持
っ
て
研
修
を
呼
び

掛
け
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
」
と
話
し
た
。

養
成
所
不
足
、
金
銭
負
担
重
く

「
ー
考
え
る
会
」
は
、
「

1

次
救
命

処
置
」
に
続
き
、
「
緊
急
度
の
判
断
」

「
急
変
へ
の
気
づ
き
」
な
ど
の
研
修

も
予
定
。
訪
問
・
施
設
介
護
員
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
福
祉
職
へ
の

対
象
拡
大
の
ほ
か
、
高
知
県
の
実
情

を
踏
ま
え
た
急
変
対
応
教
材
の
開
発

も
目
指
し
て
い
る
。
(
早
崎
康
之
)

12 

高
知
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
沼
田
(
金
)

員
の
負
担
に
な
る
。
研
修
を
終

え
た
木
下
さ
ん
も
「
試
験
前
は

仕
事
を
休
む
な
ど
し
て
対
応
し

た
」
と
い
う
。

い
。
こ
の
た
め
交
通
費
や
看
護

師
が
不
在
の
聞
に
職
員
を
雇
用

す
る
人
件
費
な
ど
、
事
業
者
に

上
限
2
1
0

万
円
の
補
助
事
業



と安全管理総集版 2018 年 5 号

看護師も医療
普及は程遠く

医
師
の
不
足
や
偏
在
を
補
う
た
め
に
看
護
師
で
も
医
療
行
為
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
国
の
「
特
定
行
為
研
修
制
度
」
が
施
行
か
ら

2

年
が
経
過
し
た
。
団
塊

の
世
代
が
百
歳
以
上
に
な
る
2
0
2
5

年
を
見
据
え
て
在
宅
医
療
の
需
要
の
高

ま
り
を
支
え
、
地
域
医
療
を
活
性
化
す
る
狙
い
だ
。
た
だ
医
師
不
足
な
の
に
研

修
を
受
け
る
病
院
が
な
い
地
域
も
あ
る
ほ
か
、
研
修
を
受
け
る
看
護
師
を
支
え

る
仕
組
み
が
十
分
で
な
い
な
ど
修
了
者
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

患
者
・
医
師
に
思
恵

「
患
者
や
医
師
の
負
担
軽
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
」
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
愛
美

園
(
茨
城
県
桜
川
市
)
の
看
護

師
、
木
下
真
里
さ
ん
(
却
)
は

同
年
に
栃
木
県
内
の
医
療
機
関

で
約1
年
か
け
て
特
定
行
為
研

修
を
修
了
し
た
。

こ
れ
ま
で
患
者
の
気
管
に
入

れ
て
呼
吸
を
確
保
す
る
医
療
器

具
の
チ
ュ
ー
ブ
が
唾
液
で
詰
ま

っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
こ
と

し
か
で
き
な
か
っ
た
。
修
了
後

特定行為の一例

!呼吸器関連(気道控保!己認孟肩為子
経LJ ・経鼻気管挿'IJiチューブの位置調節

明器関連(長期呼吸療法に係る行為〉
(気道を確保する「気管カニューレ」の交換

う孔管理関連

{悶ろうカテーテルの交換など

i循環器関連
山一時ベースメーカー」の操作・管理など

!血糠コントロールに係る薬剤投与関連

病態に応じたインスリン投与量の調整

j感染に係る薬剤投与関連

臨時薬剤の投tj・

?栄養・水分管理に係る薬剤投与関連

税収の限度の判断と輸液による補ïF

栄養に採るカデーテル管理関連

{中心静脈カテーテルの抜去

護団傷の管理関連

慢性創慌の治療における壊死(えい組織の除
去など

栄養及び水分管理に係る薬剤投与

持続点滴1\1の高カロリー輸液の投与量調撃など

t循環動態に係る薬剤投与関連

持続点滴iいの降!王斉IJの投与最調整など

は
医
療
行
為
と
し
て
医
師
し
か

認
め
て
い
な
か
っ
た
器
具
の
交

換
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

患
者
の
家
族
か
ら
は
「
日
ご

ろ
か
ら
接
し
て
い
る
看
護
師
が

一
部
の
医
療
行
為
ま
で
対
応
し

て
く
れ
、
体
調
面
な
ど
の
相
談

が
し
や
す
く
な
っ
た
」
と
喜
ば

れ
る
と
い
う
。
分
刻
み
で
地
域

を
飛
び
回
る
医
師
も
「
負
担
が

軽
く
な
り
、
時
間
に
余
裕
が
で

き
た
」
と
歓
迎
す
る
。
木
下
さ

ん
は
「
研
修
を
受
け
主
一
旬
護
師

が
増
え
れ
ば
、
地
域
医
療
の
質

の
向
上
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
」

と
期
待
す
る
。

看
護
師
は
医
師
の
指
示
の

下
、
「
診
療
の
補
助
」
と
し
て

た
ん
の
吸
引
や
注
射
な
ど
一
部

の
医
療
行
為
が
法
的
に
可
能

だ
。
だ
が
そ
の
範
囲
は
明
確
で

は
な
く
、
現
場
の
判
断
に
任
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

日
年
目
月
に
施
行
し
た
国
の

特
定
行
為
研
修
制
度
で
は
、
看

護
師
が
医
師
の
手
順
書
に
従
っ

て
循
環
器
や
呼
吸
器
関
連
の
機

器
の
交
換
や
操
作
な
ど
、
専
門

性
の
高
い
幻
区
分
犯
種
類
の
医

療
行
為
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
医
師
の
指
示
を
待
た
ず
に

看
護
師
が
患
者
の
容
体
に
応
じ

て
判
断
し
、
迅
速
な
措
置
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

一
部
の
現
場
で
看
護
師
が
活

躍
す
る
一
方
、
修
了
者
数
は
伸

び
悩
ん
で
い
る
。

目
標
の
6

分
の
1

厚
生
労
働
省
は
お
年
ま
で
に

看
護
師
を
叩
万
人
以
上
養
成
す

る
目
標
を
掲
げ
る
。
と
こ
ろ
が

同
年
度
末
時
点
の
修
了
者
は
わ

ず
か
5
8
3

人
。
国
が
設
け
た

指
定
の
研
修
機
関
は
口
年
8

月

時
点
で
臼
カ
所
(
却
都
道
府
県
)

に
と
ど
ま
り
、
目
標
の
3
0
0

カ
所
の6
分
の1
程
度
だ
。
地

域
で
規
模
が
大
き
い
病
院
な
ど

を
研
修
機
関
と
し
て
指
定
す
る

が
、
東
北
地
方
や
中
園
地
方
な

ど
の
一
部
県
に
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い
。

制
度
の
認
知
度
も
課
題
だ
。

厚
労
省
が
げ
年15
2

月
に
全

国
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な

ど
約3
5
0
0

カ
所
を
対
象
に

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
3

割
は
制

度
に
つ
い
て
「
知
ら
な
い
」
と

回
答
し
た
。

研
修
で
は
数
カ
月
か
け
て
共

通
の
桝
目
を
受
け
た
後
、
選
択

し
た
区
分
ご
と
に
分
か
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
行
為
に
必
要
な

専
門
知
識
を
学
ぶ
が
、
修
了
に

は
約1
年
ほ
ど
必
要
だ
。
特
に

看
護
師
を
研
修
に
出
せ
ば
施
設

は
入
手
不
足
に
な
り
、
他
の
職

在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

i

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

研
修
の
受
講
に
は
約
印
万
円

か
か
る
な
ど
金
銭
的
な
負
担
も

重
い
。
静
岡
県
の
あ
る
訪
問
看

護
師
は
「
研
修
を
受
け
て
も
手

当
や
給
料
の
増
額
は
な
い
。
職

員
の
増
員
も
な
い
の
で
、
人
員

が
少
な
い
地
方
の
施
設
で
は
業

務
が
ま
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
」
と
嘆
く
。

一
部
の
自
治
体
で
は
研
修
を

受
け
る
看
護
師
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

医
師
不
足
が
深
刻
な
島
根
県

に
は
指
定
の
研
修
機
関
が
な

内
閣
府
が
全
国
の
印
歳
以
上
を
対
象
に
し
た

2
0
1

2

年
の
調
査
で
は
、
「
介
護
を
受
け
た
い
場
所
」
に
つ

い
て
「
自
宅
」
と
答
え
た
人
が
男
性
(
招
・

2
%
)、

女
性
(
叩
・2
%
)
と
も
に
最
も
多
か
っ
た
。
「
治
る

見
込
み
が
な
い
病
気
に
な
っ
た
場
合
、
ど
こ
で
最
期
を

迎
え
た
い
か
」
と
い
う
問
い
で
も
「
自
宅
」
が
男
性
(
臼

・

4
%
)
、
女
性
(
岨
・2
%
)
で
最
多
だ
っ
た
。

急
激
な
高
齢
化
が
進
む
中
、
地
域
一
体
で
医
療
や
介

護
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
国
が
推
進
し
、
介
護
を
受
け
る
場
所
が
自
宅
へ

と
移
り
つ
つ
あ
る
。

特
定
行
為
が
で
き
る
看
護
人
材
の
需
要
も
増
す
と
予

想
さ
れ
る
が
、
訪
問
看
護
師
は
不
足
気
味
だ
。
厚
生
労

働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
訪
問
看
護
師
数
は
同
年
度
末

時
点
で
約4
万
2

千
人
。
看
護
師
全
悼
の
約
3
%
だ
。

全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会
に
よ
る
と
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
口
年4
月
時
点
で
全
国
に
約
9
7
0
0

カ
所
。5
年
ほ
ど
前
か
ら
年80
0

カ
所
の
ぺ1
ス
で

増
加
傾
向
だ
が
看
護
師
が
不
足
傾
向
で
、
人
材
の
確
保

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

在宅医療の需要急増

を
日
年
度
か
ら
取
り
入
れ
た
。

助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
の

は
げ
年
度
時
点
で
同
県
以
外
に

群
馬
県
や
徳
島
県
な
ど
わ
ず
か

6

府
県
。
自
治
医
判
明
大
看
護
学

部
・
看
護
師
特
定
行
為
研
修
セ

ン
タ
ー
責
任
者
の
村
上
礼
子
教

授
は
「
研
修
を
修
了
し
た
看
護

師
の
待
遇
改
善
や
、
補
助
金
な

ど
の
公
的
な
支
援
が
充
実
し
な

い
と
、
こ
れ
か
ら
研
修
生
を
増

や
し
て
い
く
の
は
難
し
い
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
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在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

i

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

訪
問
看
護
の
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム
を
手
掛

け
る
e
w
e
L
L
(イl
ウ
ェ
ル
、
大
阪
市
)

は
看
護
師
が
在
宅
患
者
の
訪
問
時
に
作
成
す

る
「
訪
問
看
護
計
画
書
」
に
人
工
知
能
(
A

I
)を
活
用
す
る
。
現
在
は
看
護
師
の
知
見

や
経
験
を
も
と
に
作
成
し
て
い
る
が
、

A
ー

が
患
者
の
デl
タ
を
学
習
し
、
最
適
な
処
置

を
割
り
出
し
て
効
率
的
に
作
れ
る
よ
う
に
す

る
。
看
護
師
は
入
手
が
不
足
し
て
お
り
、
業

務
の
支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
拡
販
す
る
。

一h
w
E

|イーウ土ル1

看
護
計
画
を
簡
単
に
作
成
で

き
る
よ
う
に
し
た
。3
年
間

で
蓄
積
し
た
約
印
万
件
の
医

レ
ッ
ト
端
末
で
管
理
す
る
サ
療
デ

1

タ
を
A
I
が
学
習
。

l

ビ
ス
「i
B
o
w
(ア
イ
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
適
切

ボ
ウ
)
」
を
手
掛
け
る
。
こ
な
計
画
を
提
案
で
き
る
よ
う

の
シ
ス
テ
ム
にI
B
M
の
A

に
な
る
と
い
う
。

ー
「
ワ
ト
ソ
ン
」
を
導
入
し
、
訪
問
看
護
計
画
曹
は
医
師

計
画
書
作
り
支
援
シ
ス
テ
ム

高
齢
化
が
進
み
、
政
府
は

医
療
費
抑
制
の
た
め
在
宅
医

療
を
促
進
し
て
い
る
。
「
今

後
は
訪
問
看
護
が
医
療
の
中

心
を
担
う
。A
ー
な
ど
を
使

っ
て
業
務
の
効
率
化
に
力
を

入
れ
た
い
」
(
中
野
剛
入
社

長
)
。
新
シ
ス
テ
ム
は3
月

か
ら
訪
問
看
護
ス
テl
シ
ョ

ン
な
ど
約3
6
0

カ
所
に
無

糾
で
提
供
。
そ
の
後
、
有
料

化
し
た
い
考
え
だ
。

イ
l

ウ
ェ
ル
は2
0
1
2

年
創
立
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
。
住
友
商
事
や
リ
ク
ル

ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
な

ど
が
出
資
し
て
い
る
。

訪
問
看
護
の
記
録
を
タ
ブ

A
I
で
効
率
化

訪問看護ステーションの数は5年で
約1.6倍に増加

1.0 ，万(注)全国訪問看護事業協会 I訪問看護
o叫 ステーション数調査j より作成

0.8 ト

0.71-
O.6~ 

2012年 17 

「訪問」足りぬ人手

16 15 14 13 

V
訪
問
看
護
自
宅
で
の

治
療
を
希
望
す
る
患
者
の
も

と
に
看
護
師
や
理
学
療
法

士
、
一
言
語
聴
覚
士
な
ど
が
訪

問
し
、
療
養
生
活
や
診
療
を

補
助
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
利
用

に
は
主
治
医
が
発
行
す
る
指

示
書
が
必
要
。

訪
問
看
護
師
は
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
医
療
機
関

(
病
院
)
に
所
属
し
て
お
り
、

介
護
事
業
者
な
ど
と
も
連
携

す
る
。
患
者
や
家
族
と
適
宜

相
談
し
、
病
状
に
合
わ
せ
て

経
過
観
察
す
る
。

患
者
の
問
題
点
や
解
決
策

を
記
し
た
計
画
曹
を
作
成

し
、
医
師
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
る
。
血
圧
や
体
温
、
脈

拍
の
チ
ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、
カ

テ
1

テ
ル
の
管
理
や
点
滴
、

注
射
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

看護師全体の4%どまり

訪
問
看
護
の
現
場
は
入
手
訪
問
看
護
師
は
全
国
で
約

2

不
足
が
深
刻
だ
。
需
要
の
増
割
増
え
た
が
、
需
要
が
多
い

加
に
合
わ
せ
て
看
護
ス
テ
大
阪
で
は
1

割
弱
の
増
加
と

l

シ
ョ
ン
数
は5
年
で
約6

伸
び
幅
が
小
さ
い
。

割
増
加
。
一
方
、
厚
生
労
働
政
府
は
医
療
費
抑
制
の
た

省
の
調
査
で
は
訪
問
看
護
め
に
も
入
院
に
よ
る
治
療
か

師
は
2
0
1
6

年
末
時
点
で
ら
介
護
施
設
や
在
宅
看
護

4

万
2
2
4
5

人
と
看
護
師
も
含
め
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
」

全
体
の
約
4
%
に
と
ど
ま
に
医
療
・
介
護
を
変
え
よ

る
。
う
と
し
て
い
る
。
「
こ
の
ま

地
域
ご
と
に
必
要
な
人
数
ま
で
は
訪
問
看
護
師
の
人

な
ど
偏
り
が
あ
る
の
も
課
題
数
や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
数
が
足

だ
。
凶
年
か
ら
の2
年
間
で
り
な
く
な
る
」
(
大
阪
府
訪

が
発
行
す
る
指
示
曹
に
基
づ

き
看
護
師
が
作
成
す
る
。
医

師
は
投
与
す
る
薬
の
種
類
な

ど
大
ま
か
な
治
療
方
法
を
指

定
。
た
だ
、
治
療
や
病
状
に

あ
わ
せ
た
血
圧
等
の
基
本
確

認
、
状
態
の
観
察
、
食
事
や

運
動
の
助
言
、
入
浴
回
数
な

ど
は
看
護
師
が
決
め
る
必
要

が
あ
り
、
作
成
に
時
間
が
か

か
る
う
え
、
経
験
が
問
わ
れ

る
場
面
も
多
か
っ
た
。

新
サ
ー
ビ
ス
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
に
患
者
の
性
別
や

年
齢
、
住
所
を
登
録
。
病
状

を
入
れ
る
と
、AI
が
患
者

に
合
っ
た
計
画
を
3
1

叩
通

り
提
案
す
る
。
通
常
は
早
く

て
も
加
分
前
後
の
作
成
時
間

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
協

会
)入

手
不
足
を
背
景
に
看
護

師
の
働
き
や
す
さ
に
着
目
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
は
増
え
て
い

る
。
イ
ー
ウ
ェ
ル
の
今
回
の

サ
ー
ビ
ス
は
作
業
の
軽
減
に

つ
な
が
る
。
医
療
シ
ス
テ
ム

開
発
の
フ
ァ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

は
げ
年
夏
に
訪
問
看
護
計
画

の
作
成
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
試
験
運
用
を
始
め
た
。

(
土
橋
美
沙
)

が
数
秒
で
す
む
と
い
う
。

例
え
ば
、
大
阪
府
在
住
で

引
歳
の
女
性
、
皮
膚
が
た
だ

れ
る
病
状
の
「
梼
膚
(
じ
よ

く
そ
う
)
」
と
患
者
デlタ

を
記
入
す
る
と
、
基
本
治
療

の
医
療
ク
リ
ー
ム
の
塗
布
以

外
に
、
全
身
状
態
の
観
察
や

シ
ャ
ワ
ー
洗
浄
な
ど
い
く
つ

か
の
処
置
方
法
が
提
案
さ
れ

る
。
A
I

の
計
画
を
も
と
に

看
護
師
が
処
置
を
決
め
る
。

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
医

療
機
関
に
と
っ
て
は
経
験
の

浅
い
看
護
師
で
も
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
作
業
負
担

の
軽
減
の
ほ
か
、
浮
い
た
時

間
を
使
っ
て
看
護
師
の
訪
問

患
者
数
を
増
や
せ
る
た
め
、

訪
問
看
護
事
業
者
は
収
益
を

高
め
ら
れ
る
。
イ
l

ウ
ェ
ル

は
シ
ス
テ
ム
を
拡
販
し
、
現

在
1

億
円
程
度
の
年
間
売

上
高
を5
年
後
に
数
十
億
円

規
模
に
増
や
し
た
い
考
え

だ
。日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
お
日
(
金
)

戸、口
周 訪問韓
で垂直yょ:以ご工…多 3豆杢き〉

14 



l<同nuki Sokuhou 

j摸療と安全管理総集版 2018 年 5 号

在
宅
療
養
A
I
で
支
援

センサーで患者行動把握

人
工
知
能
(
A
I
)を
活
用
し
て
在

宅
療
養
患
者
へ
の
支
援
を
効
率
化
す
る

研
究
に
、
福
井
大
地
域
医
療
推
進
講
座

の
山
村
修
講
師
(
四
九
)
ら
の
チ

l

ム
が
取

り
組
ん
で
い
る
。
訪
問
費
護
師
と
病
院

ス
タ
ッ
フ
が
交
わ
す
通
信
記
録
と
、
人

感
セ
ン
サ
ー
で
把
握
し
た
患
者
の
行
動

パ
タ
ー
ン
を
分
析
し
、
治
療
や
介
護
に

生
か
す
。
二O
一
九
年
度
ま
で
に
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
、
二0
年
度
以
降
の
導

入
を
目
指
す
。
(
梶
山
佑
)

福
井
大
・
山
村
講
師
ら
研
究

訪関肴謹輔の負強軽減ヘ

総
務
省
の
「
戦
略
的
情
報
通

信
研
究
開
発
推
進
事
業
」
の
一

環
。
山
村
講
師
に
よ
る
と
近

年
、
病
院
に
通
う
こ
と
が
難
し

い
高
齢
者
が
増
え
、
自
宅
な
ど

で
療
養
す
る
患
者
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
一
方
、
訪
問
費
護
師 は

二
十
四
時
間
の
対
応
を
迫
ら

れ
て
疲
弊
し
て
お
り
、A
I
を

利
用
す
る
こ
と
で
こ
う
し
た
課

題
の
解
決
を
目
指
す
。

研
究
チl
ム
が
目
を
付
け
た

の
は
、
訪
問
看
護
師
と
、
患
者

が
以
前
に
入
院
し
て
い
た
病
院

の
費
謹
師
や
医
師
と
の
や
り
と

り
。
従
来
は
電
話
で
患
者
の
症

状
や
治
療
法
を
話
し
合
う
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
会
話
型
の
通
信
機

能
「
チ
ャ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
情
報
を
共
有
し

て
文
字
デl
タ
と
し
て
蓄
積
で

き
る
。

肺
が
ん
末
期
の
女
性
患
者

(
六
回
)
の
例
で
は
、
入
院
中
と
退

院
後
の
鎮
痛
剤
の
服
用
量
が
チ

ヤ
ツ
ト
上
で
議
題
と
な
っ
た
。

退
院
後
は
家
事
な
ど
に
よ
る
活

動
量
が
増
え
た
こ
と
で
、
入
院

時
と
同
じ
服
用
量
で
は
痛
み
に

耐
え
切
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が

判
明
。
A
I
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
こ
う
し
た
在
宅
療
養
な
ら

で
は
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

研
究
チ
1

ム
が
注
目
す
る
患

者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
で
は
、
寝

室
や
居
間
な
ど
に
人
の
動
き
や

ド
ア
の
開
聞
を
感
知
す
る
セ
ン

サ
ー
を
設
置
。
患
者
の
運
動
量

や
睡
眠
量
を
把
握
し
、
筋
肉
の

量
と
質
の
低
下
具
合
な
ど
を
推

測
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

研
究
は
今
後
、
こ
れ
ら
の
情

報
を
集
積
し
てA
I
に
分
析
さ

せ
る
段
階
に
進
み
、
訪
問
看
護

師
の
質
問
に
シ
ス
テ
ム
が
答
え

る
機
能
の
構
築
を
目
指
す
。
山

村
講
師
は
「
孤
立
し
が
ち
な
患

者
が
『
見
守
ら
れ
て
い
る
』
と

感
じ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
い
」
と
話
す
。

二
十
日
に
福
井
市
北
四
ツ
居

町
の
県
看
護
協
会
で
聞
か
れ
た

研
修
会
で
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に

向
け
た
研
究
成
果
が
紹
介
さ
れ

た
。

北
陸
中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
缶
日
(
木
)

在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

i

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

工呼吸器が対象。通信網を介して関係者が瞬時

に情報共有できるようなシステムを目指す。ス

マートフォン(スマホ)のアプリでも情報の把

握を可能にする予定。

在宅医療機器を使用する場合、現状では警報

が発信されれば家族が電話で救急要請する。家

族の負担は大きく、病院なども患者の状況を瞬
時に確認することは難しし、。

総務省は「戦略的情報通信研究開発推進事業

(SCOPE) J の「若手 ICT研究者等育成

型」として研究テーマを公募し、信大のグルー
プの研究提案を採択した。研究期間は最長 3年
2 カ月。初年度の 2 カ月は 100万円、次年度か
ら 1000万円の資金が提供される。

在宅用人工呼吸器の警報

病院でも即時把握ヘ
【松本】信州大学付属病院の医師を中心とす

るグループは、在宅で使用する人工呼吸器の警
報データを共有できるネットワークシステムの

開発に乗り出す。総務省の研究推進事業として

採択された。 3年計画で実施する。実用化でき

れば、家族や病院などが遠隔地でも警報情報を

瞬時に把握し、緊急時の即時対応が可能になる
とし、う。

吉川健太郎医師を代表とするグループが、警

報情報を外部に発信できるようにするほか、デ

ータ形式も整備する。在宅で子供が利用する人

|日経産業新聞・朝刊 I 2018年1 月 19 日(金) I 
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在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

j

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

人生の最終段階の過ごし方と在宅医

療について考える緩和ケア県民公開講

座(岡山大緩和医療学講座など主催)

が11日、岡山市北区鹿田町、岡山大鹿

田キャンパスで聞かれた。 2016年12月

に89歳で亡くなったノートルターム清心

学園前理事長の渡辺和子さんを大叔母

に持つ森山ゆりさん (55) =名古屋市=

が講演し、渡辺さんの人生観や充実し

た最期の迎え方を振り返った。

l 緩和ケア講座渡辺和子さん親族講演|

生
き
る「
質
」-・圃圃
』
だ
わ
り

充
実
し
た
最
期
回
想

騨
臓
が
ん
を
患
っ
て
い

た
渡
辺
さ
ん
は
、
手
術
も

抗
が
ん
剤
治
療
も
し
な
か

っ
た
。
岡
山
大
病
院
に
入

院
中
も
学
園
に
通
い
、
退

院
後
は
在
宅
療
養
を
し
な

が
ら
最
期
ま
で
教
壇
に
立

ち
続
け
た
。

渡
辺
さ
ん
の
姉
の
孫
に

当
た
り
、
何
度
も
見
舞
い

に
訪
れ
た
と
い
う
森
山
さ

ん
は
「
逝
く
べ
き
と
き
は

逝
く
っ
そ
れ
が
私
の
生
き

万
。
現
場
で
最
期
を
終
え

た
い
」
と
渡
辺
さ
ん
が
病

室
で
語
っ
た
言
葉
を
紹
介

し
、
そ
の
意
志
の
強
さ
が

最
期
を
迎
え
る
原
動
力
に な

っ
た
と
し
た
。

「
人
生
の
総
決
算
で
あ

る
死
に
ど
う
向
き
合
う
か

は
、
人
生
観
や
死
生
観
が

反
映
さ
れ
る
。
長
く
生
き

る
こ
と
よ
り
も
生
き
る
質

に
こ
だ
わ
っ
た
人
で
あ

り
、
入
院
中
、
死
に
向
か

う
心
の
準
備
や
整
理
を
し て

い
た
と
思
う
」
と
話
し

た
こ
の
ほ
か
、
厚
生
労
働

省
の
担
当
者
が
、
終
末
期

医
療
に
関
す
る
治
療
方
針

を
定
め
た
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
、
最
期
の

過
ご
し
方
を
患
者
が
意
思

決
定
で
き
る
よ
う
に
改
定

す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

訪
問
診
療
を
専
門
に
す
る

医
師
は
、
自
分
の
考
え
を

押
し
付
け
る
の
で
は
な

く
、
患
者
の
人
生
観
を
よ

く
聞
い
て
信
頼
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
め
て
い
る

と
し
た
。

市
民
ら
約2
0
0

人
が

聴
い
た
。
岡
山
市
北
区
清

輝
本
町
、
井
村
洋
子
さ
ん

(
飴
)
は
「
渡
辺
さ
ん
の
生

き
方
を
知
り
、
充
実
し
た

人
生
を
全
う
し
た
い
と
い

う
思
い
が
さ
ら
に
強
く
な

っ
た
」
と
話
し
た
。

(
二
羽
俊
次
)

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
ロ
日
(
月
)

1

千
人
(
日
年
)
。
在
宅
死
の
比
一
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
」
と
現
状
を

一
率
を
現
在
の
ロ
%
程
度
か
ら
オ
ラ
一
分
析
す
る
。

一
ン
ダ
な
ど
と
同
水
準
の
初
%
に
引
一
そ
ん
な
中
で
始
ま
っ
た
、
若
手

一
き
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
訪
問
看
護
一
を
呼
び
込
む
た
め
の
取
り
組
み
。

一
師
は
医
療
機
関
と
合
わ
せ
て
約
日
一
県
内
の
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
を

一
万
人
必
要
と
さ
れ
る
。
一
卒
業
し
た
看
護
師
の
県
内
定
着
率

一
県
内
で
も
訪
問
看
護
ス
テ
l

シ
一
は
こ
こ
数
年
日
1

印
%
程
度
で
推

在
宅
医
療
の
需
要
が
高
ま
る
今
一
い
三
戸
も
あ
る
中
、
担
い
手
確
保
一
塁
善
属
病
院
や
宮
崎
市
立
田
野
一
一
ヨ
ン
の
数
は
増
加
し
て
お
り
、
閑
語
し
て
お
り
、
短
期
間
で
訪
問
看

後
を
見
据
え
、
県
な
ど
は
、
新
卒
一
に
つ
な
が
る
か
注
目
さ
れ
る
。
一
病
院
で
の
臨
床
研
修
も
盛
り
込
一
一
塁
の
調
査
で
は
県
内
に
1
1
0

一
護
師
と
な
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
態

の
看
護
師
ま
訪
堕
看
護
師
と
し
て
一
新
卒
の
訪
喧
轟
師
育
成
は

2

一
み
、
看
護
師
と
し
て
の
資
質
向
上
一
増
大
が
貝
込
ま
れ
る
中
、
国
が
在
一
担
設
(
げ
年

4

月
時
点
)
あ
り
、
一
勢
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
本
県
に

育
成
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。
一

0
1
7

年
度
か
ら
開
始
。
県
や
県
石
支
援
す
る
。
期
間
は

1

年
間
で
一
宅
医
療
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
現
状
一

5

年
前
の
倍
近
く
に
な
っ
た
。
た
一
と
ど
ま
る
比
率
を
少
し
で
も
高
め

新
た
に
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
看
護
協
会
、
県
立
看
護
大
な
ど
で
「
利
用
者
や
家
族
の
思
い
、
希
望
一
が
あ
る
。
全
国
訪
問
看
護
事
業
協
一
だ
、
団
塊
世
代
が
全
て
百
歳
以
上
一
る
狙
い
も
あ
る
。
(
岩
永
貴
宏
)

イ.I-L..
ン守苛

7報

県
な
ど

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
、
始
動

聞園周鳳
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下
、
現
在
は2
人
が
利
用
者
宅
を
一
つ
く
る
推
進
委
員
全
か
プ
ロ
グ
ラ
一
を
確
認
で
き
る
」
な
ど
、
段
階
に
一
会
な
ど
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
全
-
と
な
る
お
年
に
向
け
、
需
要
は
さ

回
っ
て
い
る
。
「
病
院
で
数
年
間
一
ム
を
作
成
し
た
。
在
宅
医
療
に
関
一
応
じ
た
到
達
目
標
も
差
し
た
。
面
高
閉
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
一
ら
に
高
ま
る
量
し
で
、
県
医
療

の
経
験
が
な
け
れ
ば
難
し
い
」
と
す
る
知
識
や
技
術
習
得
に
加
え
、
背
景
に
は
、
高
齢
化
で
医
療
費
一
従
事
す
る
轟
轟
職
員
数
は
約

4

万
一
薬
務
課
は
「
訪
問
看
護
師
の
数
は

需要高まる在宅医療
長
期
的
支
援
実
現
に
期
待

昨
年
ロ
月
上
旬
。
訪
問
看
護
師

の
黒
肱
聖
菜
さ
ん
(
辺
)
は
嘉
多
幸

子
さ
ん
(
邸)H宮
崎
市
清
武
町
リ

方
を
訪
れ
て
い
た
。
血
圧
を
測

り
、
聴
診
器
を
当
て
て
腸
の
動
き

を
確
認
。
墜
房
が
入
っ
て
い
て
熱

が
い
つ
も
よ
り
高
い
こ
と
に
気
付

く
と
「
脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ

う
に
換
気
に
注
意
し
て
」
と
笑
顔

で
呼
び
掛
け
た
。

黒
肱
さ
ん
は
県
な
ど
が
導
入
し

た
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
、
新
卒

で
訪
問
看
護
師
と
し
て
働
く

2

人

の
F
2り
の1
人
。
同
町
で
県
看
護

訪
問
看
護
病
気
や
障

害
の
あ
る
人
の
皇
毛
な
ど

を
看
護
師
ら
が
訪
れ
、
医

療
処
置
や
病
状
の
観
察
な

ど
を
行
い
、
療
養
生
活
を

支
援
す
る
。
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
出
向
く

こ
と
が
多
い
。
厚
生
労
働

協
会
が
運
営
す
る
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
「
な
で
し
こ
3

号
館
」

で
働
い
て
お
り
、
「
病
院
よ
り
難

し
い
と
思
う
け
ど
、
家
庭
こ
と
に

看
護
の
仕
方
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
」

と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

こ
の
日
の
訪
問
先
、
嘉
多
さ
ん

は
1

人
暮
ら
し
で
、
訪
問
看
護
を

利
用
し
始
め
て1
年
半
余
り
。2

年
ほ
ど
前
に
病
気
玄
芋
術
、
入
院

し
て
い
る
。
県
外
で
暮
ら
す
娘
に

同
居
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
住
み
慣

れ
た
地
元
で
暮
ら
し
続
け
て
い

る
。省

の
衛
生
行
政
報
告
例
に

よ
る
と
、
県
内
の
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
く

五
轟
師
・
准
看
護
師
は
計

5
4
7

人
で
、
看
護
師
全

体
(
1万
9
9
9
3

人
)

の
2

・

7
%
と
な
っ
て
い

る

(
2
0
1
6年
)
。

黒
肱
さ
ん
に
は
携
帯
電
話
の
操

作
方
法
な
ど
日
常
の
困
り
ご
と
で

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
。

「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
の
は
訪

問
看
護
師
の
お
か
げ
。
毎
日
で
も

会
い
た
い
く
ら
い
」
と
話
す
。

-
口

県
内
で
は
も
う1
人
、
長
倉
優

希
さ
ん
(
お
)
も
、
新
卒
で
宮
崎
市

内
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
ろ
け
っ
と
女
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
勤
務
す
る
。2
人
が
訪
問
看
護

師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、
学

生
時
代
の
実
習
経
験
。
県
な
ど

は
、
こ
う
し
た
若
手
に
早
い
う
ち

か
ら
訪
問
看
護
師
と
し
て
経
験
を

積
ま
せ
る
こ
と
で
、
今
後
さ
ら
に

高
ま
る
と
貝
込
ま
れ
る
在
宅
医
療

一
一l
ズ
へ
の
対
応
を
目
指
す
。

県
内
で
訪
問
看
護
師
の
入
手
不

足
は
深
刻
だ
。
県
看
護
協
会
が
実

施
し
た
実
態
調
査(
2
0
1
6年

度
)
で
は
、
図
鑑
F
レ
た
県
内
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
悦
施
設
の

F
2り
約4
割
が
看
護
職
員
に
つ
い

在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

j

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

て
「
不
足
し
て
い
る
」
と
回
答
。

看
護
師
不
足
を
主
な
理
由
に
、
依

頼
を
「
断
っ
た
こ
と
が
あ
る
」
施

設
も
約4
割
に
上
る
。

ろ
け
っ
と
女
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

坂
本
郁
代
所
長
は
「
訪
問
看
護
で

働
い
て
い
る
人
を
み
る
と
、
ω
歳

を
渇
き
た
キ
ャ
リ
ア
を
持
っ
た
人

が
多
い
。
こ
れ
か
ら
在
宅
医
療
が

増
え
て
い
く
中
で
、
長
く
支
え
て

い
け
る
若
い
人
を
増
や
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
実
感
す
る
。
長

倉
さ
ん
を
指
導
し
た
経
験
か
ら

「
新
卒
の
方
が
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
、
利
用
者
や
そ
の
家
族
が
気

軽
に
相
談
で
き
る
」
と
い
う
発
見

も
あ
っ
た
。
-
口

医
療
機
関
は
、
今
回
の
取
り
組

み
で
訪
智
者
護
師
と
の
連
携
が
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
新
卒
の
訪
問
看
護
師
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
病
院
で
の
研
修
が

組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
顔
の
見
え

る
関
係
が
構
築
さ
れ
る
た
め
だ
。

長
倉
さ
ん
の
研
修
先
と
な
っ
た
宮

崎
重
斗
田
野
病
院
の
奥
村
智
子
総

看
護
師
長
は
「
研
修
で
訪
れ
る
機

会
か
増
え
れ
ば
意
田
鎌
運
か
円
滑

宮
崎
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
8

日
(
月
)

に
な
り
、
退
院
後
を
見
据
え
た
連

携
強
化
に
つ
な
が
る
」
と
話
す
。

こ
う
し
た
動
き
は
全
国
で
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
に
関
わ
っ
た
県
立
看
護
天
の

川
原
瑞
代
准
教
授
は
、
若
手
の
訪

問
五
轟
師
を
育
て
る
こ
と
で
、
在

宅
医
療
の
利
用
者
に
と
っ
て
も
、

長
期
的
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
説
く
。

「
新
卒
の
訪
問
玉
轟
師
が
一
人

で
も
多
く
増
加
え
、
内
科
や
小
児
科

な
ど
と
同
じ
乾
ひ
支
訪
閉
轟
が

(
卒
業
後
の
)
選
択
肢
の
一
つ
に

な
れ
ば
い
い
」
と
川
原
准
教
授
。

今
後
は
実
績
を
積
み
重
ね
な
が
ら

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
練
り
直
し
、
在
宅

医
療
の
現
場
を
志
す
学
生
ら
の
受

け
皿
と
し
て
、
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
考
え
だ
。
(
岩
永
貴
宏
)

宮
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医師、訪問看護師、介護福祉士ら医療・福祉関係者

多
職
種
連
携
で

高
齢
者
を
ケ
ア

2
0
2
5

年
に
は
団
塊
の
世
代
が
全
員
百
歳
以
上
と
な
り
、

全
人
口
の3
人
に1
人
が
臼
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
時
代
を
迎

え
る
日
本
。
住
み
慣
れ
た
土
地
で
の
晩
年
を
望
む
高
齢
者
を
い

か
に
支
え
る
か
、
各
地
域
の
知
恵
が
間
わ
れ
る
中
、
多
職
種
連

携
で
新
た
な
ケ
ア
体
制
づ
く
り
を
図
る
東
京
都
八
王
子
市
の
動

き
が
、
注
目
を
集
め
て
い
る
。

昨
年
日
月
。NP
O

法
人
「
八

王
子
市
民
の
た
め
の
医
療
と
介

護
連
携
協
議
会
」
の
設
立
記
念

の
集
い
が
開
か
れ
た
。
医
師
、

歯
糾
医
師
、
薬
剤
師
に
加
え
、

理
学
療
法
士
、
社
会
福
祉
士
、

訪
問
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
ら
、

地
元
の
医
療
・
福
祉
関
係
者
が

会
し
、
連
携
を
深
め
る
重
要
性

を
確
認
し
合
っ
た
。

「N
P
O

に
し
た
一
番
の
目

的
は
、
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
の
在

り
方
に
つ
い
て
皆
が
平
等
に
意

見
を
言
い
合
え
る
公
益
性
の
高

い
場
を
つ
く
る
こ
と
」
。
八
王

子
市
医
師
会
の
前
会
長
で
、
協

議
会
理
事
長
の
孫
田
誠
三
さ
ん

は
言
う
。
各
職
種
の
人
の
対
等

な
情
報
交
換
を
通
じ
、
患
者
や

家
族
に
後
悔
さ
せ
な
い
医
療
・

介
護
の
実
現
を
目
指
す
。

高
齢
者
が
急
増
し
て
も
、
医

師
や
病
床
を
急
に
増
や
す
の
は

難
し
い
。
在
宅
療
養
を
拡
充
し
、

そ
れ
を
支
え
る
体
制
を
地
域
に

ど
う
構
築
す
る
か
が
今
、
各
地

で
課
題
だ
。

八
王
子
市
で
は
約3
年
前
、

在
宅
療
養
を
支
援
す
る
情
報
シ

ス
テ
ム
「
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」

を
医
師
会
主
導
で
導
入
。
患
者

が
ど
ん
な
治
療
や
投
薬
を
受

け
、
ど
の
よ
う
な
最
期
を
望
ん

で
い
る
か
な
ど
を
、
地
域
の
医

療
・
介
護
関
係
者
が
シ
ス
テ
ム

に
入
力
す
る
。
多
職
種
で
情
報

共
有
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ

な
診
療
や
介
護
を
助
け
て
き

た
。高

齢
者
は
認
知
症
や
複
数
の

持
病
の
た
め
救
急
医
療
の
判
断

が
難
し
く
、
た
ら
い
回
し
の
末

「自分らしい最期」支援東京でNPO設立

に
遠
隔
地
の
病
院
に
運
ば
れ
る

例
が
少
な
く
な
い
。
だ
が
こ
の

シ
ス
テ
ム
で
、
か
か
り
つ
け
医

や
病
歴
が
即
座
に
分
か
る
こ
と

で
地
元
の
病
院
が
受
け
入
れ
や

す
く
な
り
、
延
命
措
置
を
望
ま

な
い
人
の
意
志
も
尊
重
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

同
協
議
会
は
今
後
、
シ
ス
テ

ム
の
管
理
運
営
を
担
い
、
多
職

種
で
共
有
す
る
情
報
を
拡
充
さ

せ
て
い
く
ほ
か
、
在
宅
患
者
と

施設や職種聞の垣根取り払う

医
師
を
ネ
ッ
ト
で
直
接
つ
な
ぐ

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
「
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま

で
送
る
」
た
め
に
必
要
な
事
柄

を
さ
ら
に
整
備
す
る
計
画
だ
。

「
医
師
に
は
言
わ
な
い
が
、
他

の
職
種
の
方
に
は
言
う
よ
う

な
、
患
者
さ
ん
の
小
さ
な
不
安

や
意
見
も
記
録
し
て
お
き
た

い
」
と
孫
田
さ
ん
。

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た

当
初
か
ら
、
岡
市
で
医
療
と
介

一部の「志の高さ」が支え

東
京
都
八
王
子
市
は
、
早
く
か

ら
地
域
医
療
の
先
進
地
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。N
P
O

法
人
「
八

王
子
市
民
の
た
め
の
医
療
と
介
護

連
携
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
背

景
に
は
、
約7
年
前
に
始
ま
っ
た

八
王
子
市
高
齢
者
救
急
医
療
体
制

広
域
連
絡
会
(
八
高
連
)
の
活
動

が
あ
っ
た
。

市
内
の
消
防
署
や
救
急
病
院
、

慢
性
期
病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
が
参
加
。
「
高
齢
者
の

救
急
搬
送
で
、
病
院
選
定
が
困
難

な
ケ
l

ス
な
ど
を
減
ら
す
た
め
に

話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、
施

設
や
職
種
の
聞
の
垣
根
を
取
り
払

っ
て
き
た
」
と
、
旗
振
り
役
を
務

め
た
田
中
裕
之
陵
北
病
院
長
は
話

す
。救

急
医
療
の
入
り
口
に
立
っ
た

患
者
の
入
院
先
を
探
す
だ
け
で
な

く
、
退
院
時
の
行
き
先
(
出
口
)

と
な
る
施
設
も
地
域
内
で
調
整
。

護
の
連
携
が
積
極
的
に
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
が
、
現
在
の
形
に

つ
な
が
っ
た
と
い
う
。
協
議
会

事
務
局
長
の
平
川
博
龍
さ
ん
は

「
行
政
も
合
め
、
顔
が
見
え
る

関
係
を
築
く
こ
と
が
何
よ
り
大

事
。
世
界
的
に
見
れ
ば
、
日
本

は
高
齢
化
の
『
先
進
国
』
。
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
は
簡
単
で
は
な

い
が
、
多
く
の
人
の
参
考
に
な

る
取
り
組
み
に
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
る
。

地
域
医
療
の
流
れ
を
つ
く
っ
た
。

救
急
患
者
の
た
ら
い
回
し
が
社

会
問
題
化
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
自
ら
の
病
院
以
外
の
患
者
の

搬
送
も
担
う
「
病
院
救
急
車
」
を

約
3

年
前
に
導
入
し
た
の
は
南
多

摩
病
院
。
在
宅
医
療
の
か
か
り
つ

け
医
ら
が
搬
送
を
依
頼
で
き
、
互

い
に
「
顔
が
見
え
る
関
係
」
を
生
か

し
て
行
き
先
の
病
院
を
指
定
す
る
。

「
現
在
は
月
に
羽
田
ほ
ど
出
動

し
て
い
る
が
、
一
部
の
費
用
は
う

ち
の
病
院
の
持
ち
出
台
と
同
病
院

長
の
益
子
邦
洋
さ
ん
は
明
か
す
。

八
高
連
も
手
弁
当
で
進
め
ら
れ

て
き
た
。
各
地
で
整
備
が
急
が
れ

て
い
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
が
、

一
部
の
人
の
「
志
の
高
さ
」
で
成
り

立
っ
て
い
る
現
状
が
垣
間
見
え
る
。

(
共
同
通
信
)
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一
辺
賀
・
東
近
江
永
源
寺
地
域
の
取
り
組
み

ムが支える切・・・チ最期まで家で、

琵
琶
湖
の
東
に
広
が
る
滋
賀
県
東
近
江
市
の
永
源
寺
地
域
で
は
、

高
齢
者
の
半
数
近
く
が
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
。
在
宅
看
取
り
の
文

化
を
地
域
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
四
年
前
に
赴
任
し
た
永
源
寺
診
療

所
長
の
医
師
、
花
戸
貴
司
さ
ん
(
訂
)
だ
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
ゃ

患
者
と
の
日
々
を
、1
月
に
出
版
し
た
本
に
つ
づ
っ
て
い
る
。

豊
か
な
自
然
に
集
落
が
点
在
す

る
永
源
寺
地
域
。
高
齢
他
が
進

み
、
住
民5
3
0
0

人
余
り
の
、

3

人
に
1

人
が
邸
歳
以
上
だ
。

「
家
に
い
ら
れ
る
の
は
み
ん
な

の
お
か
げ
や
」
。
何
度
も
繰
り
返

す
一
人
暮
ら
し
の
紺
野
マ
ツ
エ
さ

ん
(
但
)
。
9

年
ほ
ど
前
に
認
知
症

と
診
断
さ
れ
た
が
、
愛
犬
テ
ツ
と

の
暮
ら
し
を
続
け
て
き
た
。

お
金
の
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
食

事
の
用
意
、
入
浴
、
掃
除
も
で
き

な
い
。
そ
れ
で
も
「
家
に
い
た

い
」
と
い
う
マ
ツ
エ
さ
ん
の
願
い

を
か
な
え
た
い
と
、
花
戸
さ
ん
が

ま
と
め
役
と
な
っ
て
ケ
ア
チ
l

ム

を
結
成
。
食
事
や
洗
濯
は
ヘ
ル
パ

ー
マ
公
共
料
金
の
支
払
い
は
社
会

福
祉
協
議
会
マ
見
守
り
は
近
所
の

人
々
ー
ー
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
支
え

る
。
離
れ
て
住
む
、
お
い
夫
婦
を

含
め
、
体
調
の
わ
ず
か
な
変
化
も

チ
l

ム
で
共
有
す
る
。

笑
顔
の
毎
日
を
送
っ
て
い
た
マ

ツ
エ
さ
ん
だ
が
、
昨
夏
、
テ
ツ
が
四

歳
で
死
ん
だ
。
「
な
ん
で
動
か
へ
ん

の
か
」
。
マ
ツ
エ
さ
ん
は
こ
間
だ
け

の
自
宅
で
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
テ

わず、かな変化も共有医師・ヘルパー・ご近所
ま
で
長
生
き
を
し
て
が
ん
ば
り
ま

し
た
v
。
マ
ツ
エ
さ
ん
の
居
間
に

は
、
お
い
が
昨
夏
に
書
い
た
1

枚

の
紙
が
、
今
も
貼
つ
で
あ
る
。

「
も
う
テ
ツ
は
お
ら
ん
で
な
。
賢 い

犬
ゃ
っ
た
」
。1
月
の
花
戸
さ

ん
の
訪
問
診
療
時
、
マ
ツ
エ
さ
ん

は
、
そ
ん
な
思
い
出
話
を
し
た
。

「
テ
ツ
の
分
を
み
な
さ
ん
が
補

っ
て
く
れ
て
い
る
。
認
知
症
の
進

「
在
宅
医
療
は
地
域
別
つ
く
り
」
実
感

終
末
期
を
ど
う
過
ご
し
た
い

か
。
花
戸
さ
ん
は
患
者
が
元
気
な

う
ち
か
ら
折
に
触
れ
て
尋
ね
る
。

「
病
院
に
行
き
た
く
な
い
」
「
妻

と
最
期
ま
で
」
。
電
子
カ
ル
テ
に

は
患
者
が
深
く
考
え
、
口
に
し
た

言
葉
が
残
る
。
花
戸
さ
ん
自
身
が

在
宅
を
勧
め
る
こ
と
は
な
い
。

地
域
医
療
を
志
し
、
滋
賀
県
内

の
中
核
病
院
か
ら20
0
0

年
、

永
源
寺
地
域
に
赴
任
。
最
先
端
の

医
療
で
、1
秒
で
も
延
命
す
る
こ

と
が
医
師
の
使
命
と
疑
わ
な
か
っ

た
。
転
機
は
初
め
て
在
宅
で
看
取

っ
た
男
性
。
最
期
の
と
き
を
迎
え

て
い
る
と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、

『チーム永源寺』のイメージ

薬剤師

訪問
看護師

医師族
類
家
親

ご近所

在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

i

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

必
死
で
点
滴
を
準
備
し
て
い
た
自

分
に
家
族
の
声
が
聞
こ
え
て
き

た
。
「
先
生
、
も
う
あ
か
ん
な
」

男
性
も
家
族
も
、
死
を
自
然
な

も
の
と
受
け
止
め
て
い
た
の
に
、

自
分
だ
け
が
患
者
で
は
な
く
病
気

を
見
て
い
た
の
だ
と
気
付
い
た
。

点
滴
を
や
め
た
数
日
後
。
男
性
は

穏
や
か
な
表
情
で
逝
っ
た
。

地
域
医
療
で
医
師
は
何
が
で
き

る
か
。
自
問
し
た
結
論
は
「
1

人

で
は
何
も
で
き
な
い
」
。
介
護
の

専
門
家
や
行
政
、
薬
剤
師
、
お
寺

や
交
番
の
嘗
察
官
、
消
防
士
ら
も

含
め
、
地
域
の
人
み
ん
な
が
協
力

す
る
チl
ム
を
つ
く
り
、
自
分
は

ケア
マネジャー

ヘルパー

お寺

ボランティア
民生委員

など福祉施設
グループ
ホーム忽ど

ι 
地域のみんなで支え合う

高齢者

嘗察

行
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
花
戸
さ

ん
。
最
期
を
ど
こ
で
迎
え
た
い
か

と
聞
く
花
戸
さ
ん
に
、
マ
ツ
エ
さ

ん
は
「
ず
っ
と
家
に
お
る
の
が
え

え
」
と
笑
顔
で
答
え
た
。

一
員
に
徹
す
る
。
そ
ん
な
「
チ
ー

ム
永
源
寺
」
を
め
ざ
し
た
。

在
宅
患
者
が
増
え
始
め
た
の
は

赴
任
か
ら5
年
ほ
ど
後
。
今
は
約

別
人
を
診
る
。
全
国
的
に
見
れ

ば
、
死
亡
者
の8
割
近
く
が
医
療

機
関
で
亡
く
な
る
な
か
、
昨
年
1

年
、
永
源
寺
地
域
で
亡
く
な
っ
た

市
人
のF
2
q
花
戸
さ
ん
は
却
人

を
在
宅
で
看
取
っ
た
。
「
チ
l

ム

で
支
え
合
う
安
心
感
が
地
域
に
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。
在
宅
医
療
と
は

地
域
づ
く
り
だ
と
実
感
し
ま
す
」

永
源
寺
地
域
の
取
り
組
み
は
様

々
な
形
で
広
が
り
始
め
て
い
る
。

東
京
都
世
田
谷
区
でU
年
か
ら
続

く
「
せ
た
カ
フ
ェ
」
も
そ
の
一

つ
。
世
話
人
代
表
の
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
中
揮
ま
ゆ
み
さ

ん
(
郎
)
が
花
一
戸
さ
ん
ら
へ
の
取
材

か
ら
着
想
。
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
作
る
た
め
、
医
療
や
子
育

て
、
福
祉
な
ど
の
情
報
や
知
恵
を

持
ち
込
み
、
自
由
に
語
り
合
う
揚

だ
。
「
都
会
で
も
永
源
寺
の
よ
う

な
つ
な
が
り
を
作
れ
る
、
と
実
証

し
た
い
」
と
話
す
。
(
青
田
貴
光
)

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
時
日
(
木
)
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在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

j

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

j

-上

た医師を追ったドキュメンタリー映画が

完成し、東京、名古屋でも上映されるこ

ととなった。 I自分は幸せに死ねるのだ

ろうか-J 。見る人は、それぞれの立場

で考えさせられるだろう。(三浦耕喜)

生老病死は人の定め。権勢におごって

も、やがて最期は訪れる。その時をどう

迎えるか。その結末は人生の幸・不幸を

左右する。高知県・四万十川の四季を背

景に、多くの人たちの命に寄り添ってき

!問万卜で命に寄り添う記録映両完成|

映
画
の
名
は
「
四
万
十
・
い

の
ち
の
仕
舞
い
」
。
監
督
の
溝

測
雅
幸
さ
ん
(
五
五
)
は
元
新
聞
記

者
で
、
前
作
の
「
い
の
ち
が
い

ち
ば
ん
輝
く
日
」
(
二O
一
三

年
)
で
も
、
終
末
期
の
が
ん
患

者
な
ど
が
人
間
ら
し
い
最
期
を

迎
え
る
た
め
の
施
設
「
ホ
ス
ピ

ス
」
に
密
着
。
人
の
「
み
と
り
」

に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
。

前
作
で
は
、
臨
終
の
瞬
間
に

も
立
ち
会
っ
た
。
映
像
表
現
と

し
て
は
「
タ
ブl
」
と
さ
れ
る

人
の
「
死
に
顔
」
に
も
カ
メ
ラ

を
向
け
、
み
と
り
の
在
り
方
を

世
に
問
う
た
。
今
作
で
も
、
高

知
県
四
万
十
市
で
診
療
所
を
聞

き
、
主
に
高
齢
者
の
在
宅
診
療

に
力
を
入
れ
る
医
師
の
小
笠
原

望
さ
ん
(
六
六
)
に
密
着
し
た
。

重
い
テl
マ
だ
が
、
四
万
十

川
の
四
季
折
々
の
風
景
も
手
伝

っ
て
、
映
画
に
は
柔
ら
か
な
雰

囲
気
が
漂
う
。
夕
刻
、
診
療
所

で
の
外
来
診
療
が
終
わ
る
と
、

軽
自
動
車
で
患
者
宅
に
向
か

う
。
山
深
い
過
疎
地
の
こ
と
。

車
が
す
れ
違
え
な
い
崖
道
を
通

る
時
も
あ
る
と
い
う
。

在
宅
診
療
で
訪
ね
た
九
十
二

歳
の
女
性
は
末
期
の
が
ん
を
抱

え
、
自
宅
で
の
療
養
を
選
ん
だ
。

当
初
、
は
っ
き
り
し
て
い
た
声

が
、
診
療
に
立
ち
寄
る
た
び
に

弱
々
し
く
な
る
。
「
何
を
食
べ
て

も
昧
が
し
な
い
。
(
好
物
の
)
ブ

リ
の
味
が
ほ
し
い
」
と
か
す
か

な
声
で
訴
え
る
女
性
。
「
し
ん
ど

さ
が
取
れ
る
よ
う
に
薬
を
考
え

る
か
ら
」
と
小
笠
原
さ
ん
。
女

性
は
痛
み
も
苦
し
み
も
訴
え
る

こ
と
な
く
、
家
族
に
見
守
ら
れ
、

三
日
後
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。

在
宅
だ
け
で
は
な
い
。
小
笠

原
さ
ん
は
老
人
施
設
も
回
っ
て

み
と
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
長

年
診
て
き
た
女
性
(
八
る
の
体
調

が
悪
化
し
た
と
の
連
絡
に
施
設

に
駆
け
つ
け
る
小
笠
原
さ
ん
。

女
性
は
も
は
や
食
べ
物
を
受
け

付
け
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

診
療
所
が
開
く
前
な
ど
、
時

間
を
や
り
く
り
し
て
通
い
、
点

幸
せ
な
最
期

滴
の
注
入
液
量
の
調
整
な
ど
を

す
る
。
や
が
て
脈
も
触
れ
ず
、

心
音
も
小
さ
く
な
っ
た
。
小
笠

原
さ
ん
は
女
性
の
息
子
に
状
況

を
説
明
す
る
。
「
ぎ
り
ぎ
り
の

状
態
で
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
み

と
る
場
面
に
入
る
方
が
い
い
と

思
い
ま
す
」
。
う
な
ず
く
家

族
。
翌
日
、
家
族
に
見
守
ら
れ

て
女
性
は
亡
く
な
っ
た
。
「
本

当
に
す
ご
く
が
ん
ば
り
ま
し
た

ね
。
命
と
い
う
も
の
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」
。
声
を
か

け
る
小
笠
原
さ
ん
。
そ
の
声
を

聞
い
て
か
聞
か
ず
か
、
故
人
の

穏
や
か
な
横
顔
も
画
面
に
写
り

こ
ん
で
い
る
。

人
の
み
と
り
に
こ
だ
わ
る
の

は
、
監
督
自
身
の
経
験
も
背
景

に
あ
る
。
新
聞
社
で
記
者
を

し
、
そ
の
後
、
映
像
の
世
界
ヘ

入
っ
て
も
、
み
と
ら
れ
る
こ
と

の
な
い
死
を
取
材
す
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
「
そ
こ
に
は
、
残

さ
れ
た
遺
族
の
癒
や
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
悲
し
み
、
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
時
間
、
行
き
場
の
な

い
怒
り
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

だ
が
、
阪
神
大
震
災
を
き
っ

サ
ポ
ー
ト

か
け
に
、
見
方
が
変
わ
っ
た
。

同
震
災
で
は
六
千
人
以
上
が
犠

牲
と
な
っ
た
が
、
同
じ
年
、
日

本
で
は
九
十
二
万
人
が
亡
く
な

っ
て
い
た
。
「
事
故
や
災
害
で

な
く
て
も
、
本
来
、
死
は
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
い
つ
も
あ

る
。
な
の
に
、
死
を
直
視
す
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
て
き
た
。
そ

れ
を
打
ち
破
り
、
『
よ
い
み
と

り
』
『
幸
せ
な
み
と
り
』
を
追

究
し
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

命
が
受
け
継
が
れ
る
幸
せ
な

み
と
り
。
そ
の
実
現
に
は
。

「
下
」
に
続
く
。

。

【
東
京
、
名
古
屋
で
の
上
映

日
程
】
東
京
H
K
L
b
シ
ネ
マ

(
新
宿
区
)
で
二
十
四
日
か

ら
。
初
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

監
督
の
舞
台
あ
い
さ
つ
あ
り
。

轡
K
'
sシ
ネ
マ
H

電
ω
(
3
3

5
2
)
2
4
7
1
 

名
古
屋H
名
古
屋
シ
ネ
マ
テ

i

ク
(
千
種
区
)
で
三
月
十
日

か
ら
。
初
日
と
二
日
目
に
監
督

の
舞
台
あ
い
さ
つ
あ
り
。
骨
名

古
屋
シ
ネ
マ
テl
ク
H

電
0
5

2
(
7
3
3
)
3
9
5
9
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0
1
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日
(
火
)



;晶

は
見
た
く
な
い
と
、
元
気
だ
っ

た
こ
ろ
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
す

ぎ
て
い
る
。
遠
慮
が
な
い
か
ら
、

疲
れ
て
く
る
と
言
葉
が
次
第
に

と
が
っ
て
く
る
」
と
い
う
。

特
に
地
方
で
は
、
都
市
部
に

出
て
い
く
子
が
多
い
た
め
「
老

老
介
護
」
と
な
る
場
合
が
多

い
。
「
介
護
す
る
側
が
認
知
症

に
な
る
と
、
食
事
も
ま
ま
な
ら

な
く
な
り
、
介
護
は
乱
れ
て
く

る
。
無
理
な
在
宅
介
護
は
本
人

に
も
家
族
に
と
っ
て
も
よ
く
な

い
。
介
護
に
疲
れ
て
虐
待
に
ま

で
い
き
か
ね
な
い
」
と
小
笠
原

さ
ん
。
「
在
宅
を
選
ぶ
に
し
て

も
、
仕
事
を
辞
め
る
な
ど
、
多

く
の
も
の
を
失
っ
て
ま
で
行
う

の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
続

け
る
。

在
宅
介
護
を
実
態
以
上
に
美

化
し
、
そ
ち
ら
に
誘
導
し
た
い

政
府
の
方
針
に
は
財
政
難
と
い

う
理
由
が
あ
る
と
し
て
も
、
家

族
の
介
護
力
を
度
外
視
し
て
は

不
幸
な
介
護
に
陥
り
か
ね
な
い

と
い
う
の
が
、
在
宅
診
療
医
の

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
の
警
告
だ
。
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小笠原さんは「在宅死は最高のぜいた

く」と言う。「ぜいたく」は極めて恵ま

れてこそできること。 í施設から在宅

へ」と介護の流れを推し進める政治に

は、違和感を覚える。(三浦耕喜)

高知県・四万十川の四季を背景に、

在宅診療医の小笠原望さん (66) に密着

したドキュメンタリー映画「四万十・

いのちの仕舞いJ (溝測雅幸監督)。多

くの患者を在宅でみとった経験から、

介護聞きさせるこづ | 

-下

在
宅
に
介
護
の
軸
足
を
置
き

た
い
政
府
と
し
て
は
、
小
笠
原

さ
ん
の
よ
う
な
在
宅
診
療
に
熱

心
な
医
師
は
、
望
ま
し
い
存
在

の
は
ず
だ
。
だ
が
、
小
笠
原
さ

ん
の
言
葉
は
「
在
宅
医
療
を
も

っ
と
や
れ
、
と
政
治
か
ら
簡
単

に
言
わ
れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
、
と
言
い
た
い
こ
と
が
あ

る
」
と
手
厳
し
い
。

一
言
に
「
在
宅
」
と
い
っ
て

も
、
家
族
や
そ
れ
を
取
り
巻
く

環
境
は
千
差
万
別
だ
。
「
在
宅

で
介
護
を
す
る
難
し
さ
は
、
か

か
わ
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
い
」
と
小
笠
原
さ
ん
。
確

か
に
、
介
護
政
策
を
決
め
る
政

治
家
や
役
人
に
、
汚
れ
た
親
の

下
着
を
洗
っ
た
経
験
の
あ
る
者

が
何
人
い
る
の
か
。
介
護
を
配

偶
者
や
特
定
の
親
族
に
任
せ
き

り
に
し
て
は
い
な
い
か
。
頭
は

良
く
て
も
経
験
に
よ
る
裏
付
け

脱
完
壁

が
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
政
策
も

空
疎
で
し
か
な
い
。

小
笠
原
さ
ん
が
重
視
す
る
の

は
、
家
族
が
持
つ
実
際
の
「
介

護
力
」
だ
。
そ
の
筆
頭
に
小
笠

原
さ
ん
が
挙
げ
る
の
が
、
先
も

触
れ
た
「
汚
れ
る
こ
と
を
い
と

わ
な
い
気
持
ち
」
だ
。

認
知
症
患
者
に
多
い
が
、
介

護
で
は
本
人
が
排
せ
つ
で
周
り

を
汚
す
場
合
が
あ
る
。
「
『
ど

う
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の

!
』
と
親
を
叱
る
介
護
者
が
い

る
。
で
も
、
そ
れ
が
人
間
な
ん

で
す
。
手
を
汚
す
の
が
介
護
な

ん
で
す
」
と
小
笠
原
さ
ん
。
逆

に
介
護
力
の
高
い
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
だ
と
、
大
量
の
便
の
出
た
紙

お
む
つ
を
替
え
る
時
「
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
!
」
と
お
祝

い
す
る
と
い
う
。
「
そ
う
言
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い

と
、
そ
の
人
は
伺
度
も
僕
に
話

し
て
く
れ
ま
す
」
と
言
う
。

と
は
い
え
、
介
護
す
る
側
の

気
持
ち
が
深
刻
に
張
り
詰
め
て

い
て
ば
か
り
で
は
、
介
護
は
続

か
な
い
。
介
護
力
が
続
く
た
め

に
も
、
小
笠
原
さ
ん
は
、
介
護

に
お
け
る
「
不
良
の
勧
め
」
を

説
く
。
「
『
で
き
る
こ
と
は
で

き
る
け
ど
も
、
で
き
ん
こ
と
は

で
き
ん
』
と
い
う
姿
勢
の
こ

と
。
介
護
で
悪
戦
苦
闘
し
て
い

る
人
に
は
繰
り
返
し
て
そ
う
言

い
ま
す
」

思
い
通
り
に
い
か
な
い
の
が

介
護
の
現
場
。
「
介
護
を
し
て

い
る
人
は
振
り
因
さ
れ
る
毎
日

で
、
く
た
く
た
の
人
が
多
い
。

完
壁
で
な
く
て
い
い
。
介
護
は

少
し
い
い
か
げ
ん
な
人
が
疲
れ

な
い
」
。
「
不
良
」
の
勧
め
だ
。

逆
に
き
っ
ち
り
訪
問
時
間
を

定
め
、
実
際
に
訪
ね
る
と
部
屋

が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
家
が
あ

る
。
そ
ん
な
時
、
小
笠
原
さ
ん
の

警
戒
感
は
上
が
る
。
「
こ
ん
な

に
き
ち
ん
と
し
て
い
て
は
長
続

き
は
し
な
い
」
。
入
院
や
施
設
の

利
用
を
説
得
す
る
時
も
あ
る
。

「
家
族
愛
」
を
強
調
す
る
の
も

要
警
戒
だ
。
「
介
護
を
受
け
て

い
る
の
に
、
親
に
と
っ
て
は
い

つ
ま
で
も
子
ど
も
は
子
ど
も
。

逆
に
子
ど
も
は
親
の
こ
ん
な
姿

「
不
良
の
勧
め
」

在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

i

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i
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日
新
聞
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朝
刊

2
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)
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く隔たり大き希望と現実を

在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

j

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

慣
れ
親
し
ん
だ
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
「
在
宅
死
」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
は
在
宅
や
施
設
で
の
み
と
り

に
対
応
す
る
た
め
、
終
末
期
医
療
に
関
す
る
国
の
指
針
(
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
)
を
年
度
内
を
め
ど
に
改
訂
す
る
方
針
だ
。
在

宅
死
の
実
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
近
年
の
動
向
、
在
宅
医

療
に
携
わ
る
医
師
の
声
な
ど
を
今
回
と
幻
自
の
2
回
に
わ
た

り
紹
介
す
る
。
(
編
集
委
員
福
田
淳
一
)

超
古
同
齢
虚E

の
盟

れ
て
帰
る
こ
と
を
決
意
。
周
り

に
は
猛
反
対
さ
れ
た
が
、
知
人

を
通
じ
て
面
識
の
あ
っ
た
、
在

宅
医
療
に
携
わ
る
金
谷
潤
子
医

師
(
日)
H札
幌
麻
酔
ク
リ
ニ
ッ

ク
リ
に
相
談
し
全
面
的
な
支
援

を
受
け
た
。

自
宅
に
連
れ
戻
す
と
母
親
は

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
食
欲
を
取

り
戻
し
、
マ
グ
ロ
の
刺
し
身
、

イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
と
食
べ
た
い

も
の
を
味
わ
っ
た
。
清
水
さ
ん

は
慣
れ
ぬ
介
護
に
悪
撃
百
闘
し

な
が
ら
も
、
親
子
の
し
ん
み
り

計推と移

所
雄
場
の

い
的

j

国
自

た
刈
仰
の
噂
一
五
敗
割

え
そ
宅
ム
‘
，

h
措
羽
田
漁
ル
亡

迎
初
m
h
描
開
高
硝
昨
日
全
死
)

を
在
日

M雌
，
川
\
4
3
m
M
Z

の
は

期
帰
一
γ
老
樹
ち
・
ジ
‘
働
閣
直
成
団
内
回

同
?
管
内
・
a

納
健
調
作
の
同
蜘

し
た
会
話
も
で
き
た
。
自
宅
に
を
占
め
る
時
代
が
長
く
続
い
て

帰
し
て
2
週
間
後
、
母
親
は
穏
い
る
。
希
望
と
現
実
に
は
大
き

や
か
な
表
情
で
こ
の
世
を
去
つ
な
菱
が
あ
る
の
が
現
実
だ
。

札
幌
市
中
央
区
に
住
む
フ
リ
た
。
清
水
さ
ん
は
今
こ
う
振
り
国
は
医
療
費
抑
制
の
た
め
病

l

ラ
ン
ス
の
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
返
る
。
「
母
と
向
き
合
い
天
が
院
ベ
ッ
ド
数
を
削
減
す
る
方
針

の
清
水
奈
緒
子
さ
ん
(
印
)
は
2
く
れ
た
よ
う
な
貴
重
な
2
週
間
だ
が
、
死
者
が
急
望

9
る
本
格

0
1
6
年
4
月
に
、
当
時
的
歳
で
し
た
。
病
院
で
息
遣
っ
て
い
的
な
多
死
社
会
の
訪
れ
で
亡
く

で
同
居
し
て
い
た
母
親
を
自
宅
た
ら
、
今
も
後
悔
が
残
っ
て
い
な
る
場
所
を
ど
う
確
保
す
る
か

で
見
送
っ
た
。
た
で
し
ょ
う
」
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

母
親
が
肺
が
ん
と
診
断
さ
れ
誰
に
で
も
い
ず
れ
訪
れ
る
死
を
背
景
に
国
は
在
宅
医
療
の
普

た
の
は
ロ
年
4
月
。
そ
の
後
、
を
ど
こ
で
迎
え
る
か
。
内
閣
府
及
を
進
め
て
い
る
。
終
末
期
医

が
ん
は
背
骨
や
脳
に
も
転
移
。
の
ロ
年
の
調
査
で
最
期
を
迎
え
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
の

札
幌
市
内
の
病
院
で
入
退
院
を
た
い
場
所
は
、
自
宅
が

M
・
6
改
定
は
町
年
の
策
定
以
来
、
初

繰
り
返
し
た
。
こ
れ
が
最
後
の
多
死
社
会
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、
人
が
%
と
最
も
多
く
、
病
院
な
ど
の
め
て
。

入
院
か
と
思
わ
れ
た
凶
年
3
大
勢
亡
く
な
る
社
会
で
超
高
齢
社
会
の
後
に
訪
医
療
施
設
が
幻
・
7
%
だ
っ
た
在
宅
で
の
み
と
り
を
支
え
る

月
。
母
親
は
意
識
も
う
ろ
う
の
れ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
全
国
リ
グ
ラ
フ
よ
H
。
し
か
し
、
現
の
が
、
在
宅
医
療
の
医
師
が
拠

様
子
な
が
ら
も
「
家
に
帰
り
た
の
年
間
死
亡
者
数
は
1
9
8
0
年
代
か
ら
増
実
ご
ま
全
国
で
自
宅
で
亡
く
な
点
と
す
る
在
宅
療
養
支
援
診
療

加
。
厚
生
労
働
省
の
推
計
で
は
2
0
1
7
年
にl

い
」
「
家
に
帰
り
た
い
」
と
う
1
3
4
万
4
平
人
に
達
す
る
見
込
み
。
増
加
は
る
人
は
∞
年
以
降
、
u
i
u
%
所
。
そ
の
ひ
と
つ
、
札
幌
市
白

わ
言
の
よ
う
に
繰
り
返
し
た
。
続
き
、
ピ

l
ク
の
却
年
に
は
約
1
6
8
万
人
に
程
度
で
推
移
し
、
病
院
・
診
療
石
区
の
ホ

1

ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ツ

清
水
さ
ん
は
母
親
を
家
に
連
達
す
る
と
聾
計
さ
れ
て
い
る

H
グ
ラ
フ
下
H

。
所
で
亡
く
な
る
人
が
印
%
前
後
ク
札
幌
の
ソl
シ
ャ
ル
ワ
l

カ

『
誰
に
会
い
た
い
の
』
と
普
通
察
が
関
与
す
る
の
で
は
」
と
心
け
付
け
、
亡
く
な
っ
た
こ
と
を

に
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
配
す
る
人
も
い
ま
す
。
確
認
し
て
い
ま
す
」

「
患
者
さ
ん
の
『
真
の
さ
ま
く
聞
か
れ
る
質
問
で
す
。
1
l

医
師
と
し
て
「
死
」
に

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
「
套
七
死
」
。
急
速

な
高
齢
化
で
死
者
が
急
増
し
て
い
る
中
、
死
の
在
り
方
を
支

え
る
在
宅
医
療
の
役
割
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
在
宅
医
療
、 国は病床数削減迫る「多死社会」

一一一わかう 1;J.い

トー+推計

150 

※圏立社会保目白人

「臼木の将来推計人口 (2017年)Jなどから作成

∞
 

1

、
下
倉
賢
士
さ
ん
(
位
)
は
「
人

の
老
い
や
死
が
病
院
、
施
設
任

せ
で
生
活
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

人
々
が
死
に
対
す
る
不
安
と
恐

怖
を
感
じ
て
い
る
の
が
問
題
」

と
指
摘
す
る
。

そ
の
上
で
、
在
宅
み
と
り
を

経
験
す
る
こ
と
で
「
命
や
生
き

る
こ
と
の
尊
さ
を
感
じ
、
支
え

合
う
心
、
他
者
を
思
い
や
る
気

持
ち
も
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
」
と
強
調
。
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
在
宅
み
と
り
を
繰
り
返

し
実
践
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
る
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
市
目
(
月
)

22 



在
宅
死
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
義
、
利
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
在
宅
医
療
に
携
わ
る
医
療
法
人
札
幌
手
術
セ
ン
タ
ー
札

幌
麻
酔
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
札
幌
市
中
央
区
)
の
金
谷
潤
子
医
師

(
臼
)
に
聞
い
た
。
(
編
集
委
員
福
田
淳
一
)

その人らしい「終い方」
在宅医療に携わる金谷潤子医師に聞く

替;関盟結FA

?;iiiiiiiiiiii 
喜望講=回男ゐてぷ『ミ 員 Z 歩

i超

d 
E等ヨA..
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在
宅
死
を
支
-
え
る
意
義
や
情
熱
を
語
る
金
谷
潤
子

医
師

区
な
ど
は
、
患
者
が
末
期
だ
と

判
断
し
た
場
合
、
医
師
が
積
極

的
に
在
宅
医
療
を
勧
め
て
お

り
、
在
宅
死
の
割
合
が
高
い
」

-
|
病
気
の
末
期
に
な
っ
て

病
院
で
は
な
く
在
宅
医
療
を
受

け
て
過
ご
す
意
味
は
。
.

「
ま
ず
、
日
常
の
家
の
環
境
一

が
患
者
さ
ん
の
心
を
い
や
し
て
一

く
れ
ま
す
。
例
え
ば
時
計
の
音
一

と
か
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
、
列
車
一

の
音
、
家
族
の
会
話
な
ど
生
活
一

の
中
の
音
を
聞
く
こ
と
で
、
ほ
一

つ
と
し
た
感
じ
に
な
り
、
体
の
一

痛
み
を
感
じ
る
度
合
い
が
軽
く
一

な
り
、
痛
み
止
め
の
薬
を
減
ら
一

芸
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
一

ば
末
期
の
が
ん
な
ら
、
好
き
な
一

物
は
何
を
食
べ
て
も
い
い
。
三

者
さ
ん
に
『
何
が
飲
み
た
い
の
』
一

かなや・じゅんこ 札幌市生
まれ。札幌医大卒。小樽、旭川

の両市立病院などで麻酔医とし
て勤務。 2014年から医師の夫が
設立した札幌麻酔クリニック
で、在宅医療に当たる。迅速に
患者に対応するため、寝ている
時以外の大半は診察服で過ごす
という。

家族にも満足感
も
自
宅
で
こ
そ
わ
か
り
ま
す
。

在
宅
医
療
で
は
声
の
張
り
、
髪

の
つ
や
、
表
情
を
探
り
、
足
を

触
っ
た
り
、
食
生
活
な
ど
そ
の

人
を
取
り
巻
い
て
い
る
環
境
を

感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
理
解
し

よ
う
と
努
め
ま
す
。
病
気
の
診

療
だ
け
で
な
く
、
部
屋
の
風
通

し
、
ま
く
ら
の
硬
さ
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
そ
の
人
に
合
っ
て
い

る
か
な
ど
も
注
意
し
ま
す
。
こ

う
し
た
治
療
を
全
人
格
治
療
と

呼
ん
で
い
ま
す
」

1
1

「
自
宅
で
死
ぬ
と
、
嘗 大

切
な
の
は
患
者
さ
ん
の
病
気

の
経
過
を
よ
く
知
り
、
往
診
し

て
く
れ
る
か
か
り
つ
け
の
医
師

が
い
る
こ
と
で
す
。
臨
終
の
場

に
立
ち
会
わ
な
く
も
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
が
遺
体
の
状
況
を

確
認
し
、
死
因
が
自
分
が
知
っ

て
い
る
病
気
だ
と
判
断
で
き
れ

ば
、
死
亡
診
断
書
を
書
い
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
警
察
が

関
与
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
が
み
と
っ
た
方
の
7
1

8
割
は
呼
吸
が
止
ま
っ
た
段
階

で
家
族
か
ら
連
絡
を
受
け
て
駆

死
亡
場
所
自
宅
は
日
%
市
年

死亡した場所の推移(全国)
ヨ属生労働省「人口動態統計jを纂に作成

75 ,8 • 
i
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在
宅
看
取
り
推
進
の
課
題

1

逝
き
方
尊
重
す
る
と
は

i

40 

直
面
し
て
感
じ
る
こ
と
は
。

「
死
は
人
の
最
後
の
営
み
で

す
。
病
院
が
死
を
つ
か
さ
ど
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
人
ら
し
い

『
人
生
の
終
い
方
』
を
お
手
伝

い
す
る
の
が
在
宅
医
療
だ
と
思

い
ま
す
。
ご
家
族
は
自
宅
で
み

と
る
こ
と
で
『
大
変
だ
っ
た
け

れ
ど
、
良
か
っ
た
』
と
満
足
感

を
示
さ
れ
る
方
が
多
い
。
亡
く

な
っ
て
も
、
家
族
の
記
憶
の
中

に
故
人
は
生
き
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
感
じ
て
い
ま
す
」

日
本
人
が
亡
く
な
る
場
所
は
1
9
5
0

年
代
の
初
め
は
自
宅
が
印
%
を
超
え
、
病

院
・
診
療
所
は
叩
%
強
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

日
本
の
経
済
成
長
と
と
も
に
病
院
・
診
療

所
数
が
増
え
、
1
9
7
6
年
に
は
病
院
・

診
療
所
で
亡
く
な
る
人
が
自
宅
を
上
回
っ

た
。
近
年
は
病
院
・
診
療
所
で
亡
く
な
る

人
は
印
%
前
後
で
推
移
し
て
い
る
H

グ
ラ

フ
日
。
2
0
1
6
年
は
病
院
・
診
療
所
か

百
・
8
%
、
自
宅
が
口
・
0
%
、
老
人
ホ

ー
ム
が6
・

9
%
、
介
護
老
人
保
健
施
設

が
2
・
3
%
な
ど
だ
っ
た
。

周
年
の
道
内
の
在
宅
死
は
9
・
5
%
で

都
道
府
県
別
で
判
番
目
。
ト
ッ
プ
は
東
京

都
の
口
・
5
%
で
、
中
で
も
葛
飾
区
は
お

・
7
%
に
の
ぼ
る
。
周
年
の
人
口
叩
万
人

当
た
り
の
道
内
の
病
院
の
病
床
数
は
1
7

8
1
。
都
道
府
県
別
で
は
8
番
目
に
多
く
、

最
下
位
か
ら
4
番
目
の
墓
京
都
(
9
4
2
)

の
2
倍
近
い
。

0 
195155 60 65 70 75 80 85 90 95200005 10 15 16(年)

北
海
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新
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・
朝
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2
0
1
8

年
1

月
包
日
(
月
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。23 
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原
子
力
災
害
用
の
防
護
服
を
学
生

仲
間
に
着
て
も
ら
お
う
。
5

日
の
放

課
後
。
石
巻
市
の
石
巻
赤
十
字
看
護

専
門
学
校
で
着
用
体
験
を
企
画
し

た
。
「
す
ご
く
暑
い
」
「
放
射
線
が

完
全
に
防
げ
る
か
どF
?か
心
配
」
。

参
加
者6
人
が
感
想
を
口
に
す
る
。

原
子
力
災
害
を
テl
マ
に
し
た
勉

強
会
を
昨
年
叩
月
に
始
め
た
。
グ
ル

ー
プ
ワl
ク
、
非
常
食
の
試
食
会
に

続
キ
」
今
回
で
3

回
目
。
「
原
発
避
難

の
経
験
を
踏
ま
え
、
災
害
へ
の
備
え

を
伝
え
た
い
」

7

年
前
、
防
護
服
を
着
た
係
員
か

ら
放
射
線
量
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
を
受
け
た
。
福
島
県
浪
江
高
2

年

[間関十字看護専問2年生阿部美沙さんか 1
〈
F
、
2
晶
4
2
さ
2
2
安
信
之
、

J
L
2
1
-

〈
d
ノ
宅
一2
4
4
4
三
間
6
Z
A

だ
っ
た
。
南
相
馬
市
小
高
区
で
、
育

て
の
親
の
祖
父
母
と3
歳
下
の
妹
と

暮
ら
し
て
い
た
。

墓
京
電
力
彊
回
第1
原
発
事
故
の

数
日
後
、A
E津
若
松
市
の
体
育
館
に

た
ど
り
着
く
と
、
福
島
県
沿
岸
部
か

ら
逃
れ
て
セ
に
~
大
勢
の
原
発
避
難
者

が
検
査
の
列
を
作
っ
て
い
た
。

自
分
の
番
か
来
た
。
ビ
l

ッ
。
機

盛
田
が
鳴
っ
た
。
前
方
の
人
た
ち
は

何
事
も
な
く
通
り
抜
け
た
の
に
。
首

と
膝
の
線
量
が
高
い
と
い
う
。
「
新

し
い
服
に
着
替
え
て
、
風
自
に
入
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
大
丈
夫
」
。

係
員
か
ら
告
げ
ら
れ
た
。

最
初
の
避
難
売
だ
っ
た
南
相
馬
市

の
小
学
校
で
、
配
膳
を
毛
住
之
ル
め

に
渡
り
廊
下
を
行
き
来
し
て
放
射
線

を
浴
び
た
の
だ
ろ
う
か
。
古
里
を
離

れ
る
前
、
自
宅
に
い
っ
た
ん
寄
っ
た

の
が
い
け
な
か
っ
た
か
。

「
本
当
に
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う

か
」
。
初
め
て
不
安
を
覚
え
た
。
そ

れ
ま
で
は
「
見
え
な
い
な
ら
放
射
線

は
怖
く
な
い
」
と
高
を
く
く
っ
て
い

災
害
看
護

た
。
家
族
を
心
配
さ
せ
ま
い
と
、
気

に
し
た
そ
ぶ
り
は
見
せ
な
か
っ

た
。2

0
1
1

年
4

月
末
、
福
島
県
南

会
津
町
の
南
会
津
高
に
編
入
し
た
。

「
原
発
事
故
、
大
丈
夫
だ
っ
た
?
」
。

新
天
地
で
尋
ね
ら
れ
る
た
び
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
時
の
不
安
が
頭
を

よ
ぎ
っ
た
。
医
療
機
関
の
検
査
で
健

康
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
。

高
校
卒
業
後
、
陸
上
声
護
憲
工

科
を
経
て
、
日
年
、
石
巻
赤
亭
T看

護
専
門
学
校
に
入
学
し
た
。
昨
夏
、

日
米
の
官
民
組
織
「
ト
モ
ダ
チ
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
」
な
ど
が
主
催
す
る
務
火

地
の
看
護
学
生
を
対
象
に
し
た
米
災

害
看
護
研
修
に
参
加
し
た
。

2

週
間
の
日
程
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
な
ど
を
訪

問
。
原
子
力
災
害
の
講
座
も
あ
り
、

防
護
服
を
着
て
意
思
疎
通
を
図
っ
た

り
、
被
ば
く
し
た
要
介
護
者
に
見
立

て
た
人
形
を
洗
浄
し
た
り
し
た
。
「
自 使

命
に

分
や
家
族
も
動
け
な
か
っ
た
ら
、
こ

う
し
て
洗
わ
れ
た
の
だ
ろ
v
?か
」
。

思
い
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
。勉

強
会
は
研
修
の
成
果
を
生
か
そ

う
と
始
め
た
。
仲
間
の
看
聾T生
は

津
波
の
恐
ろ
し
さ
は
分
か
っ
て
い
て

も
、
原
発
事
故
を
あ
ま
り
知
ら
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
専
門
学
校
の
約
m

J
先
に
は
東
北
電
力
女
川
原
発
(
宮

城
県
女
川
町
、
石
登
巾
)
が
あ
る
。

原
子
力
災
害
を
題
材
に
し
た
の
は
自

然
な
流
れ
だ
っ
た
。

災
害
看
護
の
分
野
で
働
者
見
仙
い
。

看
護
師
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
。

決
意
を
固
め
た
の
も
原
発
事
故
だ
っ

た
。「

あ
の
時
、
誰
の
役
に
も
立
て
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
助
け
る
側
の
人

で
あ
り
た
い
。
原
発
避
難
を
経
験
し

た
私
に
は
そ
の
使
命
が
あ
る
」
。
勉

強
会
は
最
終
学
年
の
新
年
度
も
続
け

る
。

(
報
道
部
・
圧
子
晃
市
)

70% • • • 

普段付き合いがあるのは編入先の高校の友人たち。震
災がなければ出会えなかった人たちだ。私自身も原発事
故を糠に、災害看護の分野で働く看護師への道を一歩ず

つ歩んでいる。一方、帰郷を望んだ祖父は自宅修理中に

大けがを負い、施設に入居したまま。家族は古里に戻る
ことがかなわず、相馬市に家を再建した。残り30%はこ
の先も埋まらないかもしれない。

岡
閣
閣

河
北
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
刊
日
(
日
)
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接
持
犬
震
災

年

被
災
2

日
後
奇
跡
の
産
声

お
年
前
の
阪
神
大
震
災
の
2

日
後
、
被
災
地
の
病
院
で
生
を

受
け
た
女
性
が
看
護
師
と
し
て
歩
み
始
め
た
。
昨
春
か
ら
兵
庫

医
糾
大
病
院
(
兵
庫
県
西
宮
市
)
に
勤
務
す
る
看
護
師
、
大
橋

奈
央
さ
ん(
n
)
H神
戸
市
須
磨
区U
は
、
い
つ
も
患
者
と
笑
顔

で
向
き
合
う
。
「
陣
痛
で
苦
し
む
母
を
笑
顔
で
励
ま
し
続
け
た

看
護
師
さ
ん
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
私
が
い
る
」
。
母
を

支
え
た
H

先
輩
μ
へ
の
感
謝
を
胸
に
き
ょ
う
も
病
棟
で
働
い
て

い
る
。
(
桑
村
朋
)

「
大
丈
夫
で
す
か
?

測
り
ま
す
ね
」

肝
臓
や
胆
道
、
府
膨
の
病
気

を
治
療
す
る
肝
・
胆
・
陣
内
糾

の
病
棟
内
で
、
新
人
看
護
師
の

奈
央
さ
ん
が
男
性
患
者
の
血
圧

を
測
っ
て
い
た
。
慣
れ
な
い
業

務
に
先
輩
か
ら
叱
ら
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
「
が
む
し
ゃ
ら

に
日
々
を
乗
り
切
る
こ
と
で
精

い
っ
ぱ
い
」
と
照
れ
笑
い
を
浮

か
べ
る
。
た
だ
、
笑
顔
は
常
に

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
ポ
リ
シ
ー

血
圧

看護師・大橋奈央さん

母
支
え
た

だ
。
き
っ
か
け
は
阪
神
大
震
災

だ
っ
た

c

平
成
7

年
1

月
口
日
、
当
時

関
東
に
住
ん
で
い
た
母
の
祐
子

さ
ん
(
日
)
は
、
出
産
を
控
え
て

神
戸
市
垂
水
区
の
実
家
に
い

た
。
そ
こ
へ
激
し
い
揺
れ
が
襲

っ
た
。
直
後
に
陣
痛
に
見
舞
わ

れ
た
。

神
戸
市
の
多
く
が
壊
滅
状
態

に
陥
る
中
、
大
き
な
お
な
か
を

抱
え
、
出
産
を
予
定
し
て
い
た

病
院
ヘ
走
っ
た
。
だ
が
、
停
電

や
断
水
の
た
め
受
け
入
れ
ら
れ

災
害
看
護

な
か
っ
た
。
壊
れ
た
道
路
を
抜

け
必
死
の
思
い
で
隣
の
須
磨
区

へ
。
な
ん
と
か
た
ど
り
つ
い
た

病
院
が
よ
う
や
く
応
じ
て
く
れ

た
。故

郷
の
被
災
、
直
後
の
陣
痛

・
:
。
不
安
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う

な
祐
子
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
励

ま
し
続
け
て
く
れ
た
の
が
「
笑

顔
」
の
看
護
師
だ
っ
た
。

祐
子
さ
ん
は2
日
後
、
無
事

に
奈
央
さ
ん
を
出
産
。
「
今
の

奈
央
が
あ
る
の
は
、
あ
の
と
き

看
護
師
さ
ん
が
笑
顔
で
優
し
く

接
し
て
く
れ
た
お
か
げ
」
。
母

か
ら
当
時
の
こ
と
を
よ
く
聞
か

さ
れ
た
。
奈
央
さ
ん
の
命
を
つ

な
い
だ
H

奇
跡
の
2

日
間
μ

は
、
看
護
師
の
笑
顔
な
く
し
て

あ
り
得
な
か
っ
た
。顔

」

白
衣
に
姿
重
ね

母
の
言
葉
が
脳
裏
に
あ
っ
た

た
め
か
、
高
校
で
進
路
を
決
め

る
際
、
真
っ
先
に
頭
に
浮
か
ん

だ
の
は
白
衣
に
身
を
包
ん
だ
自

分
の
姿
だ
っ
た
。
兵
庫
医
療
大 看

護
学
部
(
神
戸
市
中
央
区
)

に
進
学
。
実
習
で
は
出
産
に
臨

む
女
性
を
担
当
し
た
。

「
私
も
こ
ん
な
ふ
う
に
生
ま

れ
た
の
か
な
」
。
幸
せ
そ
う
な

母
子
の
姿
を
自
ら
と
重
ね
、
涙

が
あ
ふ
れ
た
。
昨
年4
月
、
阪

神
大
震
災
で
医
療
拠
点
と
も
な

っ
た
兵
庫
医
税
大
病
院
に
就
職

し
た
。

社
会
人
と
な
っ
て
叩
カ
月
。

一
お
年
前
は
混
乱
の
中
、
看
護

師
の
方
々
は
相
当
過
酷
な
状
況

で
対
応
し
て
い
た
は
ず
。
も
し

自
分
な
ら
何
が
で
き
た
の

か
」
。
同
じ
立
場
に
な
っ
た
こ

と
で
初
め
て
過
酷
さ
を
リ
ア
ル

に
想
像
で
き
、
同
時
に
「
あ
の

と
き
」
の
先
輩
看
護
師
へ
の
感

謝
の
思
い
も
強
く
な
っ
た
。

私
も

生
ま
れ
た
意
味

間
も
な
く
看
護
師
に
な
っ
て

初
め
て
の
「
1

・
口
一
、
そ
の

2

日
後
に
は
お
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
る
。
社
会
人1
年
目
の
今

年
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
自

分
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
意

味
を
か
み
し
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
」
と
考
え
る
。

再
び
起
き
る
か
も
し
れ
な
い

大
災
害
に
も
二
人
で
も
多
く

の
命
を
救
い
た
い
-
と
考
え
て

い
る
。
「
常
に
冷
静
に
判
断
で

き
る
看
護
師
に
な
る
の
が
夢
。

患
者
さ
ん
に
元
気
を
与
え
ら
れ

る
存
在
に
な
り
た
い
」
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
歩
み
続
け

る
。も

ち
ろ
ん
、
ど
ん
な
状
況
で

も
母
を
励
ま
し
、
自
分
を
生
か

し
て
く
れ
た
先
輩
看
護
師
の
よ

う
に
、
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
つ

も
り
だ
。

。

阪
神
大
震
災
か
ら
口
日
で
お

年
。
震
災
当
時
ま
だ
幼
か
っ
た

被
災
地
の
子
供
や
赤
ん
坊
も
社

会
人
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し

た
り
、
第
一
線
で
活
躍
し
た
り

す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
彼
ら

は
震
災
か
ら
何
を
感
じ
取
り
、

今
の
進
路
に
ど
う
つ
な
げ
て
き

た
の
か
c

彼
ら
が
歩
い
た
道

の
先
に
あ
っ
た
も
の
を
見
つ
め

た
。

産

経
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
1

月
9

日
(
火
)
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日々研さん被災ぞ想定

阪神 ti首弘山
大震災r:!t、灘F

災
害
看
護

支
援
体
験
し
心
構
え
ー------Â

変

日
赤
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
(
和
歌
山
市
)
の
統
括
看
護
師
長
・
吹
田
奈
津
子

さ
ん
(
却
)
は
、
阪
神
大
震
災
の
被
災
地
で
活
動
し
た
お
年
前
、
ナ

l

ス
と
し
て
の

考
え
方
を
変
え
さ
せ
ら
れ
た
。
医
療
物
資
が
全
く
足
り
な
い
混
乱
の
状
況
下
、
適

切
な
初
期
治
療
を
施
す
に
は
日
々
の
心
構
え
が
重
要
だ
、
と
痛
感
し
た
。
毎
年

1

月
打
日
が
近
付
く
た
び
「
あ
の
時
」
を
思
い
出
し
、
吹
田
さ
ん
は
気
持
ち
を
引
き

締
め
る
。
(
東
直
哉
)

被
災
地
入
り
し
た
の
は
、
地

震
発
生3
日
後
。
避
難
所
に
な

っ
て
い
た
神
戸
市
長
田
区
の
公

園
は
焦
げ
た
臭
い
が
漂
い
、
や

け
ど
を
負
う
な
ど
し
た
人
た
ち

が
、
急
き
ょ
開
設
さ
れ
た
診
療

所
に
列
を
作
っ
て
い
た
。

初
め
て
身
を
置
く
状
況
に
、

「
焦
る
ば
か
り
で
体
が
つ
い
て

こ
な
か
っ
た
」
。
治
療
す
る
に

は
負
傷
時
の
状
況
を
知
ら
ね
ば

な
ら
な
い
の
に
、
「
聞
い
て
も

い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
腰
が
引

け
た
。

物
資
不
足
も
深
刻
だ
っ
た
。

ガ
l

ゼ
な
ど
を
挟
む
医
療
用
ピ

ン
セ
ッ
ト
は
、
通
常
な
ら
使
用

後
は
廃
棄
す
る
。
し
か
し
、
数

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
や
む
な

く
薬
品
で
煮
沸
消
毒
し
て
再
利

用
し
た
。
看
護
学
生
時
代
に
学

ん
だ
衛
生
の
在
り
方
を
思
い
出

し
、
懸
命
に
熱
湯
に
く
ぐ
ら
せ

た
。

当
時
、
看
護
師5
年
目
の
お

歳
。
「
日
常
業
務
は
一
通
り
こ

な
し
て
い
け
る
」
と
自
負
も
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
被
災
地
で

活
動
し
た
わ
ず
か3
日
間
で
、

そ
の
思
い
は
打
ち
砕
か
れ
た
。

ふ
が
い
な
さ
か
ら
、
「
漫
然
と

過
ご
し
て
き
で
し
ま
っ
た
」
と

悔
い
る
と
と
も
に
、
思
い
至
っ

た
。「

い
き
な
り
特
別
な
力
を
発

揮
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
毎
日 積

み
重
ね
る
経
験
だ
け
が
、
自

分
を
、
患
者
さ
ん
を
助
け
る
ん

だ
」被

災
地
で
の
経
験
を
踏
ま

え
、
和
歌
山
に
戻
っ
て
か
ら
は

自
ら
を
高
め
る
た
め
、
一
瞬
の

判
断
が
生
死
を
分
け
る
環
境
に

身
を
置
き
た
い
と
、
希
望
し
て

大
半
を
集
中
治
療
室(
I
C
U
)

で
勤
務
し
て
い
る
。

災
害
時
に
遭
遇
す
る
で
あ
ろ

う
ケ
l

ス
を
想
定
し
、I
C
U

勤
務
で
は
求
め
ら
れ
な
い
皮
膚

疾
患
や
処
方
薬
、
患
者
の
心
的

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
医
療
知
識
の
研

さ
ん
に
も
余
念
が
な
い
。
日
常

業
務
と
は
直
接
関
係
が
な
い
と

思
わ
れ
る
研
修
に
も
、
経
験
の

幅
を
広
げ
る
〈
糧
〉
と
捉
え
て

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

現
在
、
多
く
の
看
護
師
を
束

ね
る
立
場
と
な
り
、
避
難
訓
練

を
指
導
す
る
機
会
も
増
え
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
行
動
す
る

だ
け
で
な
く
、
「
自
力
で
避
難

が
で
き
な
い
患
者
の
集
ま
るI

C
U
で
、
万
一
の
場
合
、
ど
う

対
応
す
る
か
」
「
上
司
不
在
の

当
直
時
、
避
難
を
自
分
で
判
断

で
き
る
の
か
」
|
|
。
入
院
患

者
を
思
い
浮
か
べ
、
常
に
イ
メ

ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
よ
う

後
輩
に
促
し
て
い
る
。

「
私
も
考
え
続
け
る
し
、
後

輩
た
ち
に
も
考
え
抜
い
て
ほ
し

近
い
将
来
、
必
ず
発
生
す
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
慌
て

な
い
た
め
に
も
、
自
ら
と
仲
間

に
求
め
る
の
は
、
医
療
人
と
し

て
の
覚
悟
と
自
覚
だ
。

読
売
(
和
歌
山
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
目
目
(
月
)

」
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2" 色

三J

阪
神
大
震
災
で
兵
庫
県
看
護
協
会
が
先
駆
け
と
な
っ

た
、
看
護
師
が
被
災
者
の
も
と
に
赴
く
活
動
が
存
在
感

を
増
し
て
い
る
。
災
害
復
興
公
営
住
宅
を
訪
れ
て
行
う

健
康
相
談
は
、
高
齢
化
が
進
む
住
民
同
士
を
つ
な
ぐ
役

割
を
果
た
す
。
一
方
、
被
災
直
後
に
現
場
ヘ
駆
け
付
け

る
「
災
害
支
援
ナl
ス
」
の
全
国
の
登
録
者
は
こ
こ
8

年
で
2

倍
近
く
に
増
え
た
。
同
協
会
は
「
平
時
の
活
動

が
被
害
軽
減
に
つ
な
が
る
」
と
指
摘
す
る
。

「
体
脂
肪
率
が
高
い
の
が

気
に
な
っ
て
」
「
食
べ
ら
れ

る
の
は
良
い
こ
と
だ
け
ど
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
」
。

2
0
1
7

年
ロ
月
中
旬
、
兵

庫
県
川
西
市
の
復
興
住
宅
の

集
会
所
で
聞
か
れ
た
「
ま
ち

の
保
健
室
」
。
看
護
師
ら
3

人
が
血
圧
や
体
重
を
測
り
な

が
ら
、
住
民
ら
に
最
近
の
体

調
を
尋
ね
る
。1
時
間
半
の

聞
に
辺
人
が
訪
れ
、
問
診
が

終
わ
っ
た
住
民
ら
は
雑
談
に

花
を
咲
か
せ
た
。

岡
県
宝
塚
市
で
被
災
後
、

家
が
損
傷
し
た
た
め
現
在
の

復
興
住
宅
に
移
っ
た
木
村
孝

子
さ
ん
(
邸
)
は
「
住
人
の

つ
な
が
り
を
保
て
て
、
独
り

身
で
も
寂
し
く
な
い
。
災
害

へ
の
備
え
と
い
う
点
で
も
心

強
い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

災害時現場に急行

問診で平時から備え
る
。ま

ち
の
保
健
室
は
兵
庫
県

看
護
協
会
が
阪
神
大
震
災
後

の
例
年
に
被
災
者
の
心
の
ケ

ア
や
病
状
の
継
続
的
な
把
握

を
目
的
と
し
て
始
め
た
活
動

で
、
県
内
の
看
護
師
ら
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い

る
。
同
住
宅
で
は
白
年
か
ら

定
期
的
に
ま
ち
の
保
健
室
を

開
い
て
い
る
。

活
動
開
始
の
当
初
か
ら
参

加
し
て
い
る
看
護
師
の
池
信

は
つ
こ
さ
ん
(
倒
)
は
「
生

活
密
着
型
な
の
で
小
さ
な
異

常
に
も
気
付
き
ゃ
す
い
。
震

(災害支援ナースの畳録者数は i
i8年で約2倍に i 

人獄は各年3月末時点)

: 1 0000 r 人 i

8000f 

災
害
看
護

災
を
機
に
移
住
し
た
人
と
そ

う
で
な
い
人
と
を
結
ぶ
機
会

に
も
な
る
」
と
語
っ
た
。

震
災
を
き
っ
か
け
に
誕
生

し
た
ま
ち
の
保
健
室
は
県
内

全
域
に
広
が
り
、
台
風
な
ど

の
被
害
が
起
き
た
地
域
で

も
行
っ
て
き
た
。
打
年
ロ
月

時
点
で1
5
0
0

人
余
り
が

参
加
し
、
県
内1
4
2

カ
所

で
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
。被

災
者
の
ケ
ア
は
復
興
期

は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
発
生
直

後
に
も
欠
か
せ
な
い
。
お
年

前
に
阪
神
大
震
災
が
起
き
た

6000 

4000 

2000 ト

oL 
2009~手 10 11 12 13 14 15 16 17 i 

直
後
、
対
応
で
き
る
医
療
従

事
者
が
少
な
い
中
、
多
数
の

救
急
患
者
が
押
し
寄
せ
病
院

は
混
乱
に
見
舞
わ
れ
た
。
看

護
活
動
を
効
率
よ
く
行
う
体

制
を
整
え
る
た
め
、
兵
庫
県

看
護
協
会
が
各
避
難
所
の
被

災
者
の
状
況
を
把
握
し
、
日

本
看
護
協
会
が
各
都
道
府
県

の
協
会
に
派
遣
で
き
る
看
護

師
を
募
集
し
た
。
こ
の
仕
組

み
が
災
害
支
援
ナl
ス
の
原

型
と
な
っ
た
。

災
害
支
援
ナl
ス
は
日
本

看
護
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
で
、
同
協
会
が
各
都
道

府
県
の
看
護
協
会
を
通
じ
て

募
っ
た
看
護
師
を
被
災
現
場

に
派
遣
す
る
。
現
場
で
は
主

に
治
療
の
優
先
順
位
を
決
め

る
ト
リ
ア
!
ジ
な
ど
を
行

い
、
適
切
な
処
置
が
多
く
の

傷
病
者
に
行
き
渡
る
よ
う
に

す
る
役
割
を
担
う
。

参
加
で
き
る
の
は
5

年
以

上
の
実
務
経
験
を
持
つ
看
護

師
、
保
健
師
、
助
産
師
。
災

害
時
の
動
き
や
被
災
者
の

心
の
ケ
ア
な
ど
に
関
す
る
研

修
を
受
け
た
上
で
、
都
道
府

県
の
看
護
協
会
に
登
録
す

る
。阪

神
大
震
災
以
降
、
新
潟 県

中
越
地
震
(
ω年
)
や
東

日
本
大
震
災
(
日
年
)
な
ど

の
地
震
災
害
の
ほ
か
、
九
州

北
部
豪
雨
(
打
年
)
な
ど
で

も
全
国
各
地
の
看
護
師
ら
が

現
地
に
飛
ん
だ
。
登
録
者
数

は
げ
年3
月
末
時
点
で93

4
5

人
と
、ω
年
の
4
7
2

8

人
に
比
べ
て
お
よ
そ2
倍

に
拡
大
。
特
に
熊
本
地
震
が

起
き
た
同
年4
月
か
ら
口
年

3

月
に
か
け
て9
0
0

人
以

上
と
登
録
が
急
増
し
た
。

兵
庫
県
看
護
協
会
の
中
野

則
子
会
長
は
「
近
年
の
災
害

の
増
加
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
の
懸
念
が
、
各
地
の
看

護
師
の
心
を
動
か
し
た
の
で

は
な
い
か
」
と
登
録
者
増
加

の
背
景
を
分
析
。
「
頼
れ
る

も
の
が
経
験
と
そ
の
場
に
あ

る
道
具
だ
け
と
い
う
災
害
現

場
で
の
活
動
は
看
護
の
原

点
。
日
ご
ろ
か
ら
判
断
力
を

磨
き
、
受
診
者
の
健
康
状
態

を
追
い
続
け
る
こ
と
が
緊
急

時
の
ス
ム
ー
ズ
な
処
置
に
つ

な
が
る
」
と
強
調
す
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
間
同
日
(
木
)
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熊
本
地
震
で
被
災
し
た
熊
本

県
・
阿
蘇
地
域
の
主
要
医
療
機

関
に
期
間
限
定
で
勤
務
す
る
看

護
職
員
「
く
ま
も
と
復
興
応
援

ナ
l

ス
」
の
登
録
者
数
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
。
昨
年5
月
に
募

集
を
始
め
、7
月
ま
で
は
叩
人

前
後
が
新
規
登
録
し
て
い
た

が
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向
。
現

場
は
深
刻
な
人
手
不
足
が
続
い

て
お
り
、
窓
口
と
な
っ
て
い
る

県
ナ
l

ス
セ
ン
タ
ー
は
「
一
人

で
も
多
く
確
保
で
き
る
よ
う
に

全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。
(
丸
山
一
樹
)

阿
蘇
地
域
(
阿
蘇
市
、
南
阿

蘇
村
な
ど
)
に
は
、
阿
蘇
古
野

病
院
、
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
な

ど
六
つ
の
病
院
が
あ
る
。
地
震

後
、
主
要
幹
線
の
国
道
町
号
が

寸
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
通
勤

困
難
や
、
被
災
家
屋
の
復
旧
な

ど
を
理
由
に
、
看
護
職
員
白
人

が
離
職
し
た
。

地
域
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
維
持
す
る
に
は
別
人
程
度
不

12月新規登録 3 人

蘇地震後人手不足続く

••••••• 
，ぺ

5

午
旧

，
a
干
E
A
F
d
，
.

~復興応援ナースの
新規登録者数と
問い合わせ件数

(2017年)

も
15 

10 

新
規
登
録
者
数
は
昨
年
の5

月
8

人
、
6

月
比
人
、7
月
日

τ〉

J' 
人
と
順
調
に
推
移
し
て
い
た

が
、
8

月
は
4

人
に
急
減
。9

月
は
2

人
、
叩
月1
人
、
日
月

5

人
で
ロ
月
は3
人
だ
っ
た
。

5

月
に
お
件
あ
っ
た
問
い
合
わ

せ
も
ロ
月
は
3

件
だ
け
。

現
在
の
総
登
録
者
数
は
印
人

い
る
が
、
阿
蘇
地
域
の
医
療
機

関
で
現
在
勤
務
し
て
い
る
の

は
、
求
職
活
動
を
す
る
な
ど
し

て
い
た
ロ
人
で
、
必
要
な
応
援

ナ
l

ス
の
半
分
程
度
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
登
録
者
に
は
京
都

や
広
島
、
東
京
な
ど
遠
隔
地
の

「
疲
労
蓄
積
今
こ
そ
応
援
必
要
」

「
現
場
の
看
護
職
員
は
、
体

も
気
持
ち
も
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態

が
続
い
て
い
る
」
。
昨
年
8

月

か
ら
2

か
月
間
、
応
援
ナl
ス

と
し
て
阿
蘇
地
域
の
医
療
施
設

で
勤
務
し
た
広
島
市
の
看
護
師

山
口
恵
子
さ
ん
(
日
)
は
現
場
の

窮
状
を
訴
え
る
。

広島の看護師

ご
と
と
は
思
え
な
い
」
と
思
い

立
ち
、
登
録
し
た
。

派
遣
先
の
大
阿
蘇
病
院
(
阿

蘇
市
)
は
、
看
護
師
の
数
が
足

り
て
お
ら
ず
、
日
動
や
夜
勤
の

勤
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
の

に
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
。
法
定
の

休
日
は
何
と
か
取
れ
て
い
た

居
住
者
が
多
く
、
長
期
滞
在
が

難
し
い
こ
と
な
ど
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
。

県
や
同
セ
ン
タ
ー
は
、
派
遣

す
る
看
護
職
員
に
阿
蘇
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
温
泉

や
観
光
施
設
の
無
料
券
を
配
る

な
ど
し
て
い
る
が
、
派
遣
者
の

増
加
に
は
結
び
つ
い
て
い
な

冬
場
の
阿
蘇
地
域
は
、
積
雪

や
道
路
凍
結
な
ど
で
不
便
さ
が

増
す
た
め
、
新
規
登
録
が
さ
ら

に
伸
び
悩
む
可
能
性
も
あ
り
、

同
セ
ン
タ
ー
は
「
窮
状
を
粘
り

強
く
P
R

し
、
協
力
を
呼
び
か

け
た
い
」
と
し
て
い
る
。

内
科
医
で
地
域
医
療
に
詳
し

い
上
昌
広
・
医
療
ガ
バ
ナ
ン
ス

研
究
所
理
事
長
は
、
「
『
被
災

地
が
大
変
だ
か
ら
応
援
し
て
ほ

し
い
』
と
い
う
情
報
発
信
だ
け

で
は
看
護
師
は
集
ま
り
に
く

い
。
高
い
技
術
を
学
べ
る
な
ど
、

応
援
に
来
た
看
護
師
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要
だ
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

仮
設
入
居
6

割
延
長
希
望

熊
本
県
調
査
自
宅
再
建
見
通
し
遠
く

熊
本
地
震
で
仮
設
住
宅
に
入

居
す
る
被
災
者
の
う
ち
、20

1
8

年
度
ま
で
に
自
宅
な
ど
の

再
建
を
見
込
ん
で
い
る
被
災
者

は
約
半
数
で
、
入
居
者
の
6

割

が
原
則2
年
間
の
仮
設
住
宅
の

入
居
期
限
の
延
長
を
希
望
し
て

い
る
こ
と
が
、
熊
本
県
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
わ
か

っ
た
。
県
は
「
住
ま
い
再
建
の

見
通
し
の
立
た
な
い
人
が
多

い
。
再
建
の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
。

調
査
は
昨
年
日
月i
今
年
1

月
、
仮
設
と
自
治
体
が
賃
貸
住 望

し
た
の
は9
7
7
5

世
帯
。

退
去
で
き
な
い
理
由
で
は
、
「
自

宅
再
建
に
か
か
る
工
期
な
ど
」

が
鉛
%
で
最
も
多
く
、
「
公
営

住
宅
の
完
成
時
期
な
ど
」(
M

%
)
、
「
民
間
賃
貸
住
宅
の
物

件
不
足
な
ど
」
(
四
%
)
が
続

い
た
。

住
ま
い
の
再
建
時
期
に
つ
い

て
は
、
四
年
度
以
降
と
回
答
し

た
被
災
者
が4
割
近
く
に
上
っ

た
。
仮
設
住
宅
と
み
な
し
仮
設

は
、
原
則2
年
間
の
入
居
期
限

を
今
春
以
降
、
順
次
迎
え
る
。
政

府
は
昨
年
叩
月
、
建
築
業
者
の

不
足
や
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
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足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
県
と

ナ
l

ス
セ
ン
タ
ー
は
5

月
、
「
く

ま
も
と
復
興
応
援
ナl
ス
」
の

募
集
を
始
め
た
。
勤
務
期
間
を

1

か
月
5
1

年
間
程
度
と
し
、

全
国
規
模
で
人
材
を
募
っ
て
い

る
。

広
島
県
内
の
医
療
機
関
で
、

看
護
と
介
護
の
両
部
門
で
、
管

理
職
と
し
て
労
務
管
理
も
経
験

し
た
。
昨
年6
月
、
阿
蘇
地
域

の
病
院
で
看
護
職
員
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
を
日
本
看
護
協
会

の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
で
知
り
、
「
人

災
害
時
の
看
護
・
医
療
や
医
療
体
制
の
在
り
方
を
学
ぶ

米
国
研
修
に
参
加
し
た
県
立
大
の
学
生
3

人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
の
経
験
か
ら
災
害
看
護
や
心
の
ケ
ア
に
関
心
を
高

め
、
研
修
で
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
た
。
「
被
災
経
験
と
米

国
で
の
学
び
を
生
か
し
た
い
」
。
県
外
の
病
院
へ
の
就
職

が
決
ま
っ
て
い
る3
人
は
新
天
地
で
の
活
躍
を
誓
い
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
。

県
立
大
生

3

人

3

人
は
い
ず
れ
も
県
立
大

看
護
学
部4
年
生
の
佐
藤
智

行
さ
ん
(
辺
)
リ
陸
前
高
田
市

米
崎
町
出
身
、
志
由
美
波
さ ん

(
包)
H釜
石
市
橋
野
町
出

身
、
小
林
夏
歩
さ
ん
(
辺
)
日

福
島
県
猪
苗
代
町
出
身
リ

で
、
震
災
の
経
験
や
被
災
地

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
き
っ
か
け
に
研
修
へ
の

参
加
を
決
め
た
。

事
前
セ
ミ
ナ
ー
を
経
て
昨

年
8

月
に
渡
米
。
約2
週
間

滞
在
し
、
被
災
現
場
で
の
ト

リ
ア
l

ジ
(
識
別
救
急
)
や

津
波
被
災
者
の
救
急
処
置
な

ど
の
演
習
に
加
え
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は2
0
0
1

年
9

月
の
米
中
枢
同
時
テ
ロ
被
災

者
か
ら
話
を
聞
い
た
。

震
災
で
陸
前
高
田
市
気
仙

町
に
い
た
祖
母
を
亡
く
し
、

ト
ラ
ウ
マ
(
心
的
外
傷
)
を

抱
え
る
家
族
を
間
近
で
見
て

災
害
養
護

2 か月経験

米国研修を経て成長
が
、
「
看
護
職
員
は
、
疲
れ
た

体
を
『
使
命
感
』
で
奮
い
立
た

せ
て
い
た
」
と
振
り
返
る
。
そ

の
う
え
で
、
「
地
震
か
ら
1

年
半

以
上
経
過
し
、
看
護
師
た
ち
の

疲
労
は
蓄
積
し
て
い
る
。
今
こ

そ
応
援
が
必
要
」
と
強
調
し
た
。

き
た
志
田
さ
ん
は
「
患
者
に

寄
り
添
う
た
め
に
は
相
手
を

知
り
、
理
解
し
よ
う
と
す
る

こ
と
が
大
事
と
実
感
し
た
」

と
振
り
返
る
。

漬
習
は
実
際
の
現
場
に
近

い
形
で
行
う
こ
と
が
多
く
、

と
っ
さ
の
判
断
も
求
め
ら
れ

た
。
「
い
か
に
自
分
が
未
熟

宅
を
借
り
上
げ
る
「
み
な
し
仮

設
」
で
暮
ら
す1
万
7
5
0
7

世
帯
を
対
象
に
実
施
。
回
%
の

1

万
6
2
6
7

世
帯
が
回
答
し

た
。調

査
結
果
に
よ
る
と
、
仮
設

住
宅
の
入
居
期
限
の
延
長
を
希

宅
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
き
た
小
林
さ
ん
は

ー
一
連
の
研
修
を
通
じ
て
震

災
と
向
き
合
い
、
自
分
の
弱

さ
を
知
っ
た
。
感
情
を
出
す

大
切
さ
と
環
境
の
必
要
性
を

実
感
し
た
」
と
話
す
。

3

人
は
同
大
卒
業
後
、
そ

れ
ぞ
れ
県
外
の
病
院
に
就
職 遅

れ
な
ど
の
場
合
、1
年
間
の

延
長
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。

読

売
(
福
岡
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
1

月
沼
田
(
木
)

各
地
で
頻
発
し
、
佐
藤
さ
ん

は
「
災
害
看
護
分
野
の
専
門

看
護
師
を
目
指
し
、
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム(
D
M
A
T
)

に
入
り
た
い
」
と
将
来
を
見

据
え
る
。

研
修
は
次
世
代
の
リ
ー
ダ

ー
育
成
を
目
指
す
日
米
の
官

民
組
織
ト
モ
ダ
チ
イ
ニ
シ
ア

経
験
糧
に
病
院
就
職
ヘ

か
を
感
じ
た
。
研
修
が
本
当

の
意
味
で
ス
タ
ー
ト
地
点
に

な
っ
た
」
。
佐
藤
さ
ん
は
刺

激
を
受
け
、
思
い
を
新
た
に

し
た
。

帰
国
後
は
学
び
を
地
域
に

還
元
す
る
事
後
セ
ミ
ナ
ー
や

報
告
会
に
臨
ん
だ
。
同
大
入

学
後
か
ら
山
田
町
の
仮
設
住 し

、
新
た
な
学
び
を
重
ね
る
。

志
田
さ
ん
は
「
最
新
の
医
療

を
学
び
、
人
に
寄
り
添
う
看

護
力
を
磨
い
て
岩
手
に
戻
っ

て
く
る
」
、
小
林
べ
瓦
は
「
患

者
の
感
情
を
受
け
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
看
護
師
に
な

る
」
と
力
強
い
。

近
年
は
自
然
災
害
が
全
国

チ
ブ
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
エ

ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
日
本
法

人
グ
ル
ー
プ
の
協
賛
で
実

施
。
被
災3
県
出
身
の
学
生

8

人
が
参
加
し
た
。

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
3

日
(
水
)
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l?生活圏賠のための無料問診療に課題I
低所得など経済的な理由から医療を受けられない人たちに、無料または低額で

診療を行う「無料低額診療事業(無低診) J 。貧困層の拡大などにより、園田皆

保険制度や生活保護の医療扶助の網の目から漏れる人々を救う事業について調べ

ると、いくつかの課題が見えてきた。 【倉田陶子】

い
う
。

退
職
か
ら4
カ
月
ほ
ど
た
っ
た

あ
る
日
、
却
度
近
い
高
熱
や
吐
き

気
な
ど
の
症
状
が
出
て
、
近
く
の

病
院
へ
駆
け
込
ん
だ
。
当
然
、
治

一
療
費
は
全
額
自
己
負
担
。
手
持
ち

足
一
の
金
は
わ
ず
か
数
千
円
に
な
り
、

不
一
失
業
保
険
が
振
り
込
ま
れ
る
ま
で

時
正
一
の2
週
間
、
買
い
置
き
の
食
品
を

7
1
一
や
り
く
り
し
て
し
の
い
だ
。
「
こ

小
町
一
の
先
ま
た
病
気
に
な
っ
て
も
医
者

4
J一
に
診
て
も
ら
う
こ
と
す
ら
で
き
な

ゆ
刈
一
い
ん
だ
、
っ
て
思
い
詰
め
て
ま
し

萌
邦
一
た
」
と
振
り
返
る
。

深
一
そ
の
後
、
福
祉
関
係
の
仕
事
を

一
目
指
し
て
大
学
で
学
び
直
す
中
、

無
低
診
と
い
う
制
度
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
「
お
金
も
な
く
病
気

に
な
っ
た
時
の
不
安
な
気
持
ち
は

想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。
今
、

経
済
的
な
理
由
で
受
診
を
た
め
ら

っ
て
い
る
人
に
は
、
こ
の
制
度
の

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

貧
困
と
医
療

医療機関全体のわずか0.4%
福
祉
学
部
の
吉
永
純
教
授
(
公
的

扶
助
論
)
は
、
ほ
「
誠
免
し
た
医
療

費
へ
の
公
的
な
補
填
が
な
く
、
ほ

と
ん
ど
が
医
療
機
関
の
持
ち
出
し

だ
」
と
話
す
。
医
療
機
関
は
条
件

が
整
え
ば
、
法
人
税
や
固
定
資
産

税
な
ど
が
免
除
さ
れ
る
が
、
社
会

福
祉
法
人
な
ど
元
々
非
課
税
の
法

人
に
と
っ
て
税
制
優
遇
は
メ
リ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
吉
永
教
授
は
「
医
療
機

関
に
よ
っ
て
減
免
基
準
や
利
用
期

聞
に
格
差
が
あ
り
、
利
用
者
に
と
'

っ
て
分
か
り
に
く
い
面
も
あ
る
」
材

と
指
摘
す
る
。
医
療
機
関
は
そ
れ
誠

ぞ
れ
独
自
に
、
医
療
費
の
免
除
(
無
酢

料
)
や
減
額
(
低
額
)
の
基
準
を
利

設
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
世
帯
所
療

得
が
生
活
一
室
基
準
の
1
2
0
s

診

1
6
0

婦
の
場
合
、
自
己
負
担
分
額

を
、
全
額
免
除
マ
半
額
免
除
マ
一
低

部
免
除
ー
ー
す
る
と
い
っ
た
基
準
捧

だ
。
利
用
期
間
も
I
t
-
-
'ロ
カ
月
な
費

熊穏診を符う
震療機関

機'‘"語感 . . 

轍離輯輯

絞議議議靖鵬鵬

「
あ
の
頃
は
若
か
っ
た
し
健
康

に
不
安
な
ん
て
な
か
っ
た
。
保
険

証
が
な
く
て
も
困
ち
な
い
と
思
っ

て
い
た
」
。
関
西
地
方
に
住
む
ユ

カ
リ
さ
ん
(
的
)
は
、
初
代
半
ば

で
会
社
を
退
職
し
再
就
職
す
る
ま
社
会
福
祉
法
に
基
づ
い
て

1
9

で
の
6

カ
月
間
、
健
康
保
険
に5
1

年
に
始
ま
っ
た
無
低
診
は
、
三
二

加
入
し
な
か
っ
た
。
「
正
直
、
手
低
所
得
者
や
ホ

l

ム
レ
ス
、
D
V

一Y

続
き
が
面
倒
く
さ
か
っ
た
」
と
い
(
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
明
パ

う
。
ス
)
や
人
身
取
引
の
被
害
者
ち
が
炉
酬

①申請

利用者

ハ
一vo 底療ソーシャ111

'ヮ-h

AJ,. 
主な僅療機慣は、演生余や全日本民主鹿標機関連合会
{毘医連}に加盟する蹄院や欝額所など。箆露連はサイ

ト (httVs:llwww.min心電車n.gr，jp/?炉以部120) で熊
低診を行う罷醸機関と態様や種話番号を揖積。社会構祉
笛副会などが隆康機関設紹介するとともある。

済生会や民医連加盟病院へ

~~ 
~A'，，'司園田園

1 け料 . 
!る低.
i に額 . 
h は診 . 
邑?療・E
.白-

事
業
充
実
と
広
報
も
っ
と

。

①治療の開始

①面談

人
も
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
霊
口
さ
れ
た
。

る
。
本
人
や
家
族
、
福
祉
関
係
者
竹
井
病
院
(
東
大
阪
市
)
の
医

な
ど
誰
か
一
人
で
も
無
低
診
の
存
療
ソ
l
シ
ャ
ル
ワ
1

カ
I

、
岸
根

在
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
救
え
た
命
亜
依
子
さ
ん
(
釘
)
は
、
「
医
療
を

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
吉
永
受
け
る
ご
と
を
諦
め
て
い
る
人

教
授
は
「
国
や
自
治
体
に
は
事
業
を
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
社

ど
、
ま
ち
ま
ち
だ
。
院
外
薬
局
で
知
名
度
不
足
も
深
刻
だ
。
全
日
本
の
よ
り
一
層
の
充
実
と
共
に
、
今
会
的
に
も
支
え
る
の
が
無
低
診
の

処
方
さ
れ
る
薬
は
対
象
に
な
ら
な
民
主
医
療
機
関
連
合
会
(
民
医
連
)
あ
る
制
度
を
誰
も
が
使
え
る
よ
う
役
割
」
と
し
て
、
「
受
診
を
き
つ

い
た
め
、
薬
代
の
支
払
い
に
苦
慮
が
同
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
経
広
報
に
も
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
か
け
に
、
生
活
の
上
で
の
困
り
と

す
る
利
用
者
も
い
る
。
済
的
理
由
か
ら
受
診
を
控
え
た
結
と
訴
え
る
。
と
も
相
談
し
て
も
ら
え
る
関
係
を

さ
ら
に
、
無
低
診
そ
の
も
の
の
果
、
死
に
至
っ
た
人
が
全
国
で
問
築
き
、
利
用
者
が
幸
せ
な
生
活
を

送
る
た
め
の
一
歩
に
な
れ
る
よ
う

1

月
中
旬
、
吉
永
教
授
が
代
表
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
き
た
い
」

イラスト・かみじようりえ

‘ 
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失
業
し
た
場
合
、
一
般
的
に
は
対
象
だ
。
厚
生
労
働
省
の
ま
と
め
病
一
医
療
ソ

l

シ
ャ
ル
ワ
l

力
l

の
配
置
必
須
を
務
め
る
「
無
料
低
額
診
療
事
業
と
話
し
た
。

諸
市
守
器
開
鮮
民
軒
目
可
間
一
無
低
診
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
時
信
持
許
肝

険
へ
実
に
加
入
し
た
り
す
る
必
利
用
者
数
は
延
べ

7
7
7丸
に
期
医
療
ソ
l
シ
ャ
ル
ワ
l
カ
!
?
。
雲
行
う
医
療
脅
に
は
騒
が
高
す
ぎ
て
払
え
ず
に
無
保

要
が
あ
る
。
ユ
カ
リ
さ
ん
の
場
合
、
上
っ
た
。
単
一
在
だ
。
無
低
診
を
利
用
す
る
患
者
医
療
ソ

l
シ
ャ
ル
ワ
l
カ
l
の
配
険
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
収
入

議
持
銭
信
子
刊
誌
持
母
語
正
一
山
下
崎
譲
錯
誤
諸
問
均
一
九
訪
問
滞
日
町
民
主
語
錦
町
向

加
入
を
頼
み
に
く
い
と
い
う
事
情
う
医
療
機
関
は
全
体
の
お
よ
そ

O
免
ら
れ
て
い
た
り
、
生
装
護
を
受
う
、
生
装
護
受
給
の
手
続
き
ゃ
い
」
「
世
間
体
が
悪
い
の
で
生
活

が
あ
っ
た
。
生
活
費
は
貯
金
を
・
み
と
圧
倒
的
に
少
な
く
、
地
減
け
る
所
霊
堂
わ
ず
か
に
上
回
借
金
問
題
解
決
に
よ
る
生
活
改
善
保
護
の
世
話
に
は
な
り
た
く
な

取
り
崩
す
し
か
な
く
、
保
険
料
を
域
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
も
あ
る
。
っ
て
い
る
た
め
に
保
護
の
対
象
に
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
い
」
な
ど
、
無
低
診
の
利
用
者
の

払
う
金
銭
的
余
裕
も
な
か
っ
た
と
無
低
診
に
詳
し
い
花
園
大
学
社
会
な
ら
な
か
っ
た
り
と
、
生
活
上
の
行
っ
て
い
る
。
背
景
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生活困窮者支援を拡充
間霊前町mß~盟理雪司圏若理E

生
活
が
苦
し
い
人
た
ち
へ
の
支
援
策
を
拡
充
す
る
法
案
が
、

今
の
国
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
身
寄
り
が
な
い
高

齢
者
が
増
え
続
け
る
中
、
「
無
料
低
額
宿
泊
所
」
に
防
火
体
制

な
ど
の
規
制
を
設
け
る
こ
と
が
柱
の
一
つ
だ
。
一
方
で
、
生
活

保
護
受
給
者
の
医
療
費
の
抑
制
策
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

改
革
法
案
年
度
内
成
立
目
指
す

政
府
が9
目
、
支
援
策
の
改

革
法
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
生

活
保
護
法
や
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
な
ど4
本
の
改
正
法
を

ま
と
め
た
一
括
法
案
で
、
今
年

度
内
の
成
立
を
目
指
す
。

生
活
が
苦
し
い
人
の
住
ま
い

を
め
ぐ
っ
て
は
、
1

月
末
に
札

幌
市
の
困
窮
者
向
け
共
同
住
宅

で
日
人
が
死
亡
す
る
火
災
が
お

き
た
が
、
建
物
に
は
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
資
金
の
不
足
な
ど
か
ら

安
全
性
や
質
に
課
題
を
抱
え
る 施

設
は
少
な
く
な
い
。
社
会
福

祉
法
に
定
め
ら
れ
、
無
剃
や
低

額
で
暮
ら
せ
る
無
料
低
額
宿
泊

所
は
、
劣
悪
な
施
設
に
生
活
保

護
受
給
者
を
集
め
て
多
額
の
経

費
を
取
る
「
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
温
床
と
の
指
摘
も
あ
る
。

こ
の
た
め
今
回
の
法
案
で

は
、
住
ま
い
の
質
改
善
を
目
指

し
て
無
糊
低
額
宿
泊
所
に
規
制

を
導
入
す
る
。
都
道
府
県
へ
の

事
前
届
け
出
制
と
し
、
消
火
器

な
ど
の
設
置
や
避
難
通
路
の
確

保
と
い
っ
た
防
火
体
制
や
、
部

貧
困
と
医
療

屋
面
積
な
ど
の
最
低
基
準
を
設

け
る
。
改
善
命
令
も
出
せ
る
よ

う
に
す
る
。
逆
に
、
質
の
高
い

自
立
支
援
に
取
り
組
む
施
設
に

は
運
営
費
を
補
助
す
る
仕
組
み

も
つ
く
る
。
2
0
2
0

年
度
か

ら
導
入
し
た
い
考
え
だ
。

失
業
な
ど
で
住
ま
い
を
失
っ

た
人
に
泊
ま
る
場
所
を
提
供
す

る
ご
時
生
活
支
援
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
見
守
り
ゃ
日
常
生

活
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
を
加
え

る
。
新
た
な
住
ま
い
が
見
つ
か

っ
た
後
に
孤
立
せ
ず
地
域
と
つ

な
が
り
な
が
ら
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
手
助
け
す
る
狙
い

困
窮
者
支
援
に
取
り
組
む
東

京
都
内
の
認
定
N
P
O

法
人

「
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
・
も
や
い
」
の
大
西
連
理
事

長
は
、
「
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の
排

除
な
ど
の
た
め
に
、
施
設
の
あ

毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
間
日
(
金
)

-生活が苦しい人への支援策改革法案の
主な項目【施行時期】

生活保護世帯の子どもの大学や専門学校
への進学時に、一時金を支給する制度を

生活保護法
創設。自宅から通うなら10万円、自宅以
外から通う場合は30万円【2018年 4 月】

改正案
生活保護受給者の後発薬の利用を原則
化。医者が医学的に使って問題ないと判
断することが条件【18年10月】
無料低額宿泊所を事削届け出制とし、防

社会福祉法 火体制などの最低基準を整備。劣悪な宿
改正案 泊所へは改善命令を出せるようにする

【20年 4 月】

住まいを失った人に宿泊場所を提供する
「一時生活支援事業」に見守りや日常生

生活困窮者
活支援の取り組みを追加。自治体の事業
費や民間への委託費に補助金を出す【19

自立支援法 年 4 月】
改正案

家計改善支援を効果的に行う自治体への
国庫補助率を 2 分の l から 3 分の 2 へ引
き上げる【18年10月】

児童扶養手 児童扶養手当の支払い回数を年 3 固から
当法改正案奇数月の年 6 回に変更【19年 9 月】

り
方
に
基
準
を
作
る
こ
と
は
前

進
」
と
話
す
。
一
方
で
「
あ
く

ま
で
自
立
し
た
居
宅
生
活
を
目

指
す
こ
と
が
基
本
で
、
困
窮
者

が
施
設
に
住
み
続
け
る
結
果
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
は
必
要

だ
」
と
指
摘
す
る
。

一
方
、
固
と
地
方
を
合
わ
せ

た
新
年
度
当
初
予
算
案
で
約
3

兆
8

千
億
円
に
上
る
生
活
保
護

〔
次
ぺl
ジ
に
つ
づ
く
〕
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引
き
下
げ
る
こ
と
を
決
め
た

が
、
今
回
は
医
療
費
に
あ
た
る

「
医
療
扶
助
」
を
抑
え
る
た

め
、
受
給
者
に
原
則
と
し
て
後

発
医
薬
品
を
使
用
さ
せ
る
と
し

た

〔
前
ペl
ジ
よ
り
つ
づ
く
〕

費
の
抑
制
を
す
す
め
る
。
昨
年

末
の
予
算
編
成
で
生
活
費
に
充

て
る
「
生
活
扶
助
」
を
来
年
度

以
降3
年
間
で
平
均1
・

8
%

高所得者の負担増国保
保
険
料
上
限

貧
困
と
医
療

厚
生
労
働
省
は
「
医
療
費
の

適
正
化
は
制
度
へ
の
国
民
の
信

頼
を
確
保
す
る
た
め
」
と
強

調
。
後
発
薬
の
使
用
率
が
1
%

上
が
る
と
日
億5
日
億
円
の
削

減
効
果
が
あ
る
と
し
、
現
在
花 %

の
使
用
率
を
来
年
度
中
に
別

%
ま
で
上
げ
た
い
意
向
だ
。
た

だ
、
受
給
者
が
自
分
の
意
思
で

薬
を
選
べ
な
く
な
り
、
苦
痛
を

感
じ
る
と
の
批
判
も
あ
る
。

凶
年
ほ
ど
前
か
ら
生
活
保
護

来
年
度
4

万
円
上
げ

自
営
業
に
も
広
が
る

年
収
が
1
0
0
0
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
所
得
の
多
い
自
営
業
者
が
負
担
す
る
社
会

保
険
料
が
増
え
る
。
厚
生
労
働
省
は
2
0
1
8
年
度
か
ら
、
自
営
業
者
ら
が
払
う
国
民

健
康
保
険
(
国
保
)
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
年
間
の
支
払
上
限
額
を
4
万
円
引
き
上
げ

る
。
社
会
保
障
は
会
社
員
で
主
旦
所
得
層
の
負
担
増
が
続
く
。
制
度
の
安
定
に
は
窓
口

負
担
の
引
き
上
げ
な
ど
の
抜
本
策
も
必
要
に
な
る
。

上限穣73万円
(17年度)

国民健蔵保険の負担上額引き上げイメージ
上限額77万円

(18年度)
中所得層の負担下げ

上限額に 2017年度 18年度
達する年収 約1030万円約1070万円
(;主)厚生労働省の資料から作成。収入は市町村の平均を試算

年収

保
険
料

国
保
は
自
治
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
財
政
事
情
に
合
わ
せ

て
、
加
入
者
の
年
収
ご
と
に

保
険
糾
を
定
め
て
い
る
。
年

間
の
支
払
上
限
額
は
国
が
決

め
て
お
り
、
現
在
は
年
百
万

円
。
こ
れ
を
同
年
度
か
ら
打

万
円
に
す
る
。
上
限
に
達
す

る
年
収
は
自
治
体
ご
と
に
違

う
が
、
厚
労
省
に
よ
る
と
平

均
で
年
収
1
0
7
0
万
円
以

上
の
人
が
対
象
に
な
る
。

引
き
上
げ
は
2
年
ぷ
り

で
、
対
象
と
な
る
の
は
加
入

世
帯
の
う
ち
2
%
弱
。
日
制
万 世

帯
程
度
と
み
ら
れ
る
。
一

方
で
年
収
1
0
0
0
万
円
を

ド
回
る
中
所
得
層
の
保
険
料

は
下
げ
、
徴
収
す
る
保
険
料

の
総
額
は
変
え
な
い
。
中
所

得
の
人
の
保
険
糾
納
付
率
を

k

げ
る
と
い
う
狙
い
は
あ
る

が
、
所
得
が
多
く
余
裕
の
あ

る
人
に
国
保
を
支
え
て
も
ら

う
形
が
強
ま
る
。

高
所
得
層
の
負
担
は
重

を
受
け
る
東
京
都
日
野
市
の
却

代
男
性
は
精
神
疾
患
を
抱
え
、

精
神
安
定
剤
な
ど
約
叩
種
類
の

薬
を
服
用
し
て
い
る
。
「
回
復

し
て
そ
の
後
に
向
け
頑
張
り
た

い
が
、
『
後
発
薬
し
か
使
わ
せ

ぃ
。
今
回
の
保
険
料
上
げ
の

対
象
に
な
る
と
、
政
府
・
与

党
が
目
指
す
所
得
税
減
税
の

効
果
を
打
ち
消
す
ほ
ど
の
負

担
増
に
な
る
た
め
だ
。

与
党
は
同
年
度
の
税
制
改

正
大
綱
で
、
加
年
1
月
か
ら

所
得
税
を
見
直
す
案
を
決
め

た
。
多
様
な
働
き
方
を
促
す

た
め
自
営
業
者
の
多
く
は
減

税
と
す
る
。
第
一
生
命
経
済

研
究
所
の
星
野
卓
也
副
主
任

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
る
と
、

必
要
経
費
な
ど
を
控
除
し
た

所
得
額
が
1
0
0
0
万
円
の

自
営
業
者
は
所
得
税
が
3
万

3
千
円
の
減
税
と
な
る
。
こ

の
減
税
が
、
国
民
健
康
保
険

料
を
上
限
額
ま
で
払
う
年
収

社会保障は高所得層の
負担増が続く

| 医療 | 
c 加入者の給与が高い健保
組合は高齢者医療への支
援金増

。年収370万円以 kの70歳
以上の人の高額療養費制
度の負拘額上げ

| 介護 | 
o 現役並み所得のある人の

負担割合を 3~誌に上げ
。収入が高い人の保険料負

担引き上げ

の
人
は
打
ち
消
さ
れ
る
。

国
保
は
慢
性
的
に
赤
字
状

態
に
あ
り
、
保
険
糾
で
は
賄

え
な
い
医
療
費
を
自
治
体
が

税
収
な
ど
で
補
っ
て
い
る
。

企
業
に
勤
め
る
人
の
健
康
保

険
料
は
労
使
折
半
で
年
収
の

9
%
程
度
で
、
労
使
合
わ
せ

た
負
担
額
は
国
保
よ
り
多

い
。
国
保
の
財
政
状
況
を
考

え
る
と
、
高
所
得
層
の
負
担

増
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に

あ
る
。

た
だ
、
社
会
保
障
は
所
得

が
多
い
人
に
負
担
を
求
め
る

動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
厚

労
省
は
百
歳
以
上
が
加
入
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
も
、
保
険
料
の
上
限

を
日
万
円
か
ら
臼
万
円
に
上

げ
る
。
限
度
額
に
達
す
る
人

は
年
収
8
6
4
万
円
で
少
数

と
み
ら
れ
る
が
、
年
5

万
円

は
大
き
い
。

現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る

高
齢
者
は
同
年
8
月
か
ら
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担

が
今
の
2
割
か
ら
3
割
に
上

が
る
。
単
身
者
は
年
収
3
4

な
い
』
と
い
う
国
の
姿
勢
に
は

心
が
折
れ
る
」
と
話
す
。

(
佐
藤
啓
介
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
叩
日
(
土
)

0
万
円
以
上
が
対
象
だ
。

会
社
員
な
ど
が
加
入
す
る

健
康
保
険
組
合
で
も
、
加
入

者
の
年
収
が
高
い
ほ
ど
後
期

高
齢
者
の
医
療
費
へ
の
支
援

金
を
多
く
払
う
「
総
報
酬
割
」

が
口
年
度
か
ら
全
面
的
に
導

入
さ
れ
た
。
保
険
糾
率
は
仰

年
度
の
平
均
7
・
3
%
か
ら
、

直
近
は
平
均
9
・
1
%
超
ま

で
上
が
っ
て
い
る
。

企
業
や
高
所
得
者
の
負
担

増
は
や
む
を
得
な
い
面
が
あ

る
も
の
の
、
「
取
り
や
す
い

と
こ
ろ
か
ら
取
る
」
構
図
へ

の
批
判
は
経
済
界
な
ど
に
根

強
い
。
単
な
る
負
担
増
で
は

な
く
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担

の
引
き
上
げ
と
い
っ
た
制
度

の
見
直
し
が
欠
か
せ
な
い
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
間
日
(
水
)
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|自治体子育て公費負担競争ーーー|
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豊
後
高
田
、定
住
増
狙
う

大
分
県
豊
後
高
田
市
が
新
年
度
か

ら
、
小
中
学
校
の
給
食
費
と
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
を
セ
ッ
ト
で
無
償
化
す
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
九
州
各
県
に
よ
る

と
、
市
レ
ベ
ル
で
両
方
を
無
償
化
す
る

の
は
九
州
初
で
、
市
は
子
育
て
世
代
を

呼
び
込
む
「
先
行
投
資
」
と
位
置
付
け

る
。
た
だ
、
子
育
て
に
か
か
る
親
の
負

担
の
地
域
間
格
差
は
広
が
り
か
ね
な

い
。
自
治
体
聞
の
競
争
に
委
ね
る
べ
き

か
、
国
が
一
律
に
保
障
す
る
べ
き
か
、

子
育
て
費
用
の
公
費
負
担
を
巡
る
議
論

に
も
な
り
そ
う
だ
。

医
療
費
は
通
院
、
入
院
、
薬

代
を
含
む
。
市
は
現
在
、
未
就

学
児
を
医
療
費
無
料
、
小
中
学 生

は
入
院
費
の
み
無
斜
と
し
て

い
る
が
、
高
校
生
は
対
象
に
な

っ
て
い
な
い
。
給
食
費
無
償
化

を
含
め
た
負
担
増
は
年
間
約
9

3
0
0

万
円
に
な
る
見
込
み

で
、
財
源
に
は
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
収
分
を
充
て
る
。
市
は
新

年
度
予
算
案
に
関
連
事
業
費
を

盛
り
込
む
。

岡
市
は
人
口
約
2

万
3

千

人
。
人
口
減
少
が
続
く
中
、
市

内
の
祖
父
母
宅
な
ど
に
移
住
す

る
「
孫
タl
ン
」
者
へ
の
奨
励

金
支
給
な
ど
定
住
促
進
に
力
を

入
れ
る
。
九
州
各
県
な
ど
に
よ

る
と
、
給
食
費
の
無
償
化
は
九

州
に
叩
市
町
村
あ
る
が
、
そ
の

識
者
「
国
の
役
割
議
論
を
」 中

で
高
校
生
ま
で
医
療
費
を
完

全
無
償
化
し
て
い
る
の
は
熊
本

県
山
江
村
、
水
上
村
の
2

村
だ

け
。
市
の
担
当
者
は
「
子
育
て

世
代
を
呼
び
込
む
先
行
投
資
。

他
の
自
治
体
が
始
め
て
か
ら
で

は
遅
い
」
と
話
す
。

自
治
体
は
人
口
定
住
策
を
激

し
く
競
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
は
、
乳
幼
児
な
ど
へ
の
市
町

村
の
医
療
費
助
成
は
過
剰
診
療

を
招
き
、
医
療
費
が
増
え
る
と

し
て
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険

の
国
庫
負
担
を
減
額
し
て
き
た

が
、
新
年
度
か
ら
一
部
廃
止
す

る
。
医
療
費
助
成
が
全
国
に
広

が
り
、
「
ペ
ナ
ル
テ
ィl
」
の

意
味
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

中
京
大
の
松
田
茂
樹
教
授

(
家
族
社
会
学
)
は
「
こ
う
い う

支
援
策
が
可
能
な
の
は
豊
後

高
田
市
程
度
の
人
口
規
模
ま

で
。
よ
り
大
き
な
自
治
体
で
は

財
政
的
に
困
難
」
と
指
摘
。
自

治
体
の
自
助
努
力
と
は
い
え

「
子
育
て
世
代
の
争
奪
戦
に
な

っ
て
い
る
。
放
置
す
れ
ば
居

住
地
に
よ
る
支
援
の
格
差
を
広

げ
か
ね
な
い
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

す
。全

国
的
な
無
償
化
の
動
き
を

受
け
、
文
部
科
学
省
は
現
在
、

自
治
体
に
よ
る
給
食
費
支
援
に

関
す
る
初
の
全
国
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
新
年
度
に
は
学
校
が

徴
収
、
管
理
す
る
給
食
費
に
つ

い
て
、
白
出
治
体
の
関
与
や
補
助

の
あ
り
方
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
す
る
方
針
だ
。

松
田
教
授
は
「
少
子
化
対
策

は
国
の
責
務
。
現
状
追
認
だ
け

で
な
く
、
国
が
ど
こ
ま
で
負
担

す
る
べ
き
か
も
含
め
、
全
体
の

制
度
の
再
設
計
に
向
け
て
説
明
論

を
始
め
る
時
期
に
来
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。
(
古
川
文
敬
)
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西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
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! 京都市の子ども医療費

貧
困
と
医
療

親
5

割
「
負
担
感
じ
る
」

京都市内の保育園や小

児科医療機関などを利用

する子どもの保護者のう

ち約5割が、子どもの医

療費や薬代を負担に感じ

ていることが、京都府内

の医療・保育団体などで

つくる「子ども医療費無料制度を国と自治

体に求める京都ネットワーク」のアンケー

ト結果で分かった。京都市は3歳以上の通

院医療費の自己負担額について月額上限を

3千円としている。(小野俊介)

子
ど
も
の
医
療
費
に
関
す
る
市
の

支
援
制
度
は
、
中
学
3
年
ま
で
を
対

象
に
通
院
と
入
院
の
医
療
費
を
助
成

し
て
い
る
。3
歳
未
満
の1
医
療
機

関
当
た
り
の
自
己
負
担
額
は
通
院
、

入
院
と
も
に
月
額
2
0
0

円
だ
が
、

3
歳
以
上
の
通
院
は3千
円
に
上
が

る
。ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
子
ど
も

の
医
療
費
や
薬
代
の
負
担
感
に
つ
い

て
「
あ
る
」
と
答
え
た
人
が
羽
%
に

上
り
、
「
な
い
」
の
お
%
、
「
ど
ち

ら
と
も
言
え
な
い
」
の
却
%
を
大
き

く
上
回
っ
た
。

子
ど
も
の
治
療
で
未
受
診
ま
た
は

中
断
の
経
験
に
つ
い
て
は
、
同
%
が

「
あ
る
」
と
答
え
た
。
理
由
(
複
数

回
答
)
は
「
時
闘
が
な
い
」
(
白
%
)
、

「
住
事
が
休
め
な
い
」
(
必
%
)
、
「
お

金
が
な
い
」
(
お
%
)
と
な
っ
た
。

自
己
負
担
に
つ
い
て
は
、
倒
%
が

「
無
料
化
が
必
要
」
と
答
え
た
。
対
象

…
子
ど
も
の
護
医
療
費
支
援
を

町
巡
っ
て
は
、
京
都
府
内
の
多
く
の

吋
市
町
村
が
中
学
ま
で
無
料
か
、
白

内
己
負
担2
0
0

円
の
定
額
制
に
し

町
て
い
る
が
、
京
都
、
亀
岡
、
向
日
、

…
長
岡
京
、
舞
鶴
、
大
山
崎
の

6

市

川
町
は
月3
千
円
の
上
限
額
を
設
定

日
し
て
い
る
。
対
象
は
亀
岡
市
が
小

一
中
学
生
、
全
面
は
中
学
生
だ
け
。

町
3

歳
以
上
に
広
く
適
用
し
て
い
る

吋
京
墾m
で
は
、
子
育
て
世
帯
か
ら

同
上
限
額
の
引
き
下
げ
や
対
象
年
齢

叩
の
小
学
生
以
上
へ
の
引
き
上
げ
を

年
齢
は
「
中
学
校
卒
業
ま
で
」
が
引
%
向
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。

と
最
も
多
く
、
「
回
歳
ま
で
」
が
泊
町
京
都
市
南
区
の
主
婦
(
釘
)
は
、

%
、
「
小
学
校
卒
業
ま
で
」
が
M
%
、
町
病
気
が
ち
な
長
男

(
4
)の
通
院

「
就
学
前
ま
で
」
が
7
%
で
続
い
た
。
的
で
毎
月
の
医
療
費
が
か
さ
む
。
ア

同
ネ
ッ
ト
は
「
子
ど
も
の
貧
困
問
明
レ
ル
ギ

l

で
通
院
す
る
機
会
が
多

題
が
深
刻
化
す
る
中
、
京
都
市
の
白
い
次
男(2
)も
3
歳
に
な
れ
ば

己
負
担
額
は
府
内
の
市
町
村
や
他
の
自
己
負
担
が

2
0
0

円
か
ら
3
千

政
令
指
定
都
市
を
み
て
も
高
い
。
せ
円
に
上
が
る
た
め
、
「
月

6

千
円

め
て
病
状
が
急
変
し
や
す
い
就
学
前
の
負
担
は
家
計
に
と
っ
て
厳
し
す

ま
で
は
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
」
と
し
ぎ
る
」
と
頭
を
抱
え
る
。

て
い
る
。
「
子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
を

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
京
都
市
内
の
保
国
と
宮
治
体
に
求
め
る
京
都
ネ
ッ

育
園
と
小
児
科
医
療
機
関
な
ど
の
協
ト
ワ
l

ク
」
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
l

力
を
得
て
、
昨
年
9
1

日
月
ト
で
も
、
「
負
担
が
大
き
く
、
白

1
2
1
8

人
か
回
答
し
た
。
院
に
あ
ま
り
行
か
な
く
な
っ
た
」

医
療
費
助
成
は
子
育
て
支
援
の

9
旨
」
h
v
句
h
，
、
、
.
J
:
、
，
A
4
2
h
町
民7
h

一
環
と
し
て
、
全
国
の
多
く
の
自

指
事
註
初
」
M
司
L
α
M
J
u
vゴP
F高
明
合
/
、
治
体
が
取
り
組
む
。
だ
が
、
国
は

医
療
費
抑
制
を
名
目
に
、
子
ど
も

に
医
療
費
を
助
成
し
た
自
治
体
に

」
対
し
て
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

岡
山
占
。
担
金
を
減
額
す
る
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ

帥
町
、

.
1

」
を
課
し
て
い
る
。
全
国
知
事

内
馴

'
1

会
な
ど
の
批
判
を
受
け
、
2
0
1

悶
け

8

年
度
か
ら
未
霊
鬼
へ
の
助
成

J
d
J
F

・
に
関
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
撤
廃

S
A

ふ
i
れ
す
る
予
定
だ
が
、
小
学
生
以
上
に

丹
児
つ
い
て
の
農
の
量
し
は
立
つ

上
毛
色

l

て
い
な
い
。

川
嶋
一
一

i

全
国
知
事
会
長
を
務
め
る
山
田

島
鵬
』
剛
山
市
啓
二
府
知
事
は
、
昨
年
の
ロ
月

&
b
k

定
例
府
議
会
の
代
表
質
問
に
対

;
L

ノ
し
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム

(
国
民
生
活
の
最
低
保
障
)
と
し

て
国
に
負
担
軽
減
を
求
め
た
い
」

「3
歳
の
子
ど
も
は
自
分
の
体
調
と
述
べ
た
。
将
来
的
な
負
担
軽
減

の
悪
さ
を
う
ま
く
一
宮
口
葉
に
で
き
な
を
目
指
し
、
京
都
市
と
協
議
の
場

い
の
で
(
受
診
抑
制
が
)
病
気
の
を
持
つ
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い

見
逃
し
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
る
。

か
と
不
安
」
な
ど
と
負
担
軽
減
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
た
。
医
療
費

の
無
料
化
は
安
易
な
受
診
に
つ
な

が
る
と
し
て
一
定
の
負
担
に
は
理

解
を
示
し
た
上
で
、
「
せ
め
て
病

気
に
な
り
や
す
い
未
就
学
児
だ
け

で
も
負
相
一
軽
減
を
」
と
願
う
保
護

者
も
多
い
。

未受診、治療中断

18%1ある」

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
幻
日
(
日
)
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[ 釜の地域医療の道ヘ I 

大
阪
市
西
成
区
の
通
称

「
釜
ヶ
崎
」
(
あ
い
り
ん
地

区
)
。
こ
の
地
域
で
健
康
を

損
な
っ
た
日
雇
い
労
働
者
の

診
療
に
、
日
夜
奮
闘
し
た
本

田
良
寛
医
師
は
、
大
阪
社
会

医
療
セ
ン
タ
ー
の
初
代
院
長

を
務
め
、
労
働
者
か
ら
は
親

し
み
を
込
め
て
H

良
寛
先

生
H
と
呼
ば
れ
た
。
医
療
費

は
あ
る
時
払
い
の
催
促
な
し

で
、
「
身
体
を
治
す
ほ
う
が

先
や
。
治
療
費
は
病
気
が
治

っ
て
働
者
」
始
め
て
か
ら
で
え

え
」
が
口
癖
だ
っ
た
。
釜
ヶ

崎
の
医
療
に
一
生
を
さ
さ

げ
、
胃
が
ん
の
た
め
印
歳
で

亡
く
な
っ
た
良
寛
先
生
の
生

き
方
を
追
っ
た
。

日
雇
い
労
働
者
の
ま
ち

西
成
区
の
北
部
、JR
新

今
宮
駅
の
南
側
に
位
置
す
る

ー
本
田
良
寛
伝
|

簡
易
宿
所
・
寄
せ
場
が
集
中

す
る
地
区
は
、
通
称
H

釜
ヶ

崎
μ
と
呼
ば
れ
る
。
東
京
の

山
谷
、
横
浜
の
寿
町
と
と
も

に
、
日
本
の
三
大
日
雇
い
労

働
者
の
拠
点
と
し
て
、
日
本

経
済
を
底
辺
で
支
え
て
き

た
。釜

ヶ
崎
地
区
は
、
ほ
ぼ
8

0
O
M
四
方
に
過
ぎ
な
い
小

さ
な
面
積
に
、
簡
易
宿
泊
所

や
準
簡
易
宿
泊
所
が
密
集
し

て
い
る
。
約3
万
人
が
居
住

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、

路
上
生
活
者
も
多
く
、
人
口

統
計
は
国
勢
調
査
で
も
は
っ

き
り
つ
か
め
て
い
な
い
。

1
9
6
1

年
8

月
1

日
に

起
こ
っ
た
第1
次
釜
ヶ
崎
暴

動
を
契
機
に
地
区
対
策
が
実

施
さ
れ
、
侃
年
に
大
阪
府
、

大
阪
市
、
府
警
本
部
の
三
者

連
絡
会
議
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

<< 1 >> 

プ
の
た
め
地
区
名
を
歴
史
的

名
称
で
は
な
く
、Hあ
い
り

ん
μ
と
行
政
用
語
と
し
て
呼

ぷ
こ
と
に
決
め
た
。

H

あ
い
り
んμ
と
は
隣
人

簡
易
宿
泊
所
の
多
く
は
、

鉄
筋
・
高
層
化
し
て
お
り
個

室
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
居

室
の
広
さ
は3
畳
程
度
。
炊

事
場
や
ト
イ
レ
な
ど
の
付
属

設
備
の
な
い
部
屋
が
多
い
。

居
間
空
間
も
狭
小
で
、
食
事
・

洗
温
な
ど
の
日
常
生
活
を
送

る
上
で
不
足
す
る
部
分
は
、

簡
易
宿
泊
所
の
外
に
求
め
ざ

る
を
得
な
い
。

が
、
回
年
に
招
ヘ
い
さ
れ
て

釜
ヶ
崎
に
あ
っ
た
済
生
会
今

宮
診
軍
所
の4
代
目
所
長
を

務
め
て
い
た
良
寛
先
生
だ
っ

た
。同

セ
ン
タ
ー
は
、
無
糾
低

額
診
断
医
療
施
設
。
保
険
未

加
入
な
ど
社
会
的
・
経
済
的

理
由
か
ら
、
必
要
な
医
療
を

受
け
ら
れ
な
い
日
雇
い
労
働

者
・
高
齢
者
の
た
め
に
、
公

H

は
「
(
治
療
費
が
払
え
な

い
労
働
者
に
対
し
て
)
本
田

先
生
は
施
し
は
い
か
ん
。
今

金
が
な
い
ん
や
と
。
今
、
金

は
な
い
け
ど
ま
た
働
い
て
お

金
が
で
き
た
ら
返
し
に
来
た

ら
え
え
ね
ん
と
。
上
か
ら
目

線
で
物
を
言
わ
な
い
と
い
う

の
が
、
本
田
先
生
の
一
つ
の

理
念
で
あ
っ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
」
と
回
想
す
る
。

上
か
ら
目
線
は
絶
対
あ
か
ん

を
愛
す
る
と
い
う
意
味
か
ら

H

愛
隣
μ
と
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
釜
ヶ
崎
の
労

働
者
は
「
あ
い
り
ん
な
ん
て
、

呼
ば
へ
ん
で
」
と
「
カ
マ
」

と
か
「
西
成
」
と
呼
ん
で
い

る
の
が
現
状
だ
。

こ
の
周
辺
の
地
域
内
に
は

居
酒
屋
、
弁
当
店
、
作
業
服

販
売
店
、
公
衆
浴
場
、
コ
イ

ン
ロ
ッ
カ
ー
が
多
い
。
ま
た
、

酒
類
な
ど
の
自
動
販
売
機
も

多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
。

貧
困
と
医
療

的
機
関
か
ら
依
頼
が
あ
れ
ば

あ
る
時
払
い
の
催
促
な
し

4
1

治
療
費
の
一
部
ま
た
は
全
額

初
年7
月
に
国
・
大
阪
府
・
を
、
金
銭
的
余
裕
が
で
き
る

大
阪
市
の
共
同
出
資
で
、
あ
ま
で
貸
し
付
け
る
独
自
の
制

い
り
ん
総
合
セ
ン
タ
ー
(
西
度
が
あ
る
。
良
寛
先
生
は
大

成
区
萩
之
茶
屋1
)
が
建
設
阪
市
、
大
阪
府
な
ど
行
政
と

さ
れ
た
。
中
に
は
公
共
職
業
粘
り
強
く
交
渉
し
、
こ
の
制

安
定
所
と
西
成
労
働
福
祉
セ
度
を
つ
く
っ
た
。

ン
タ
l

、
大
阪
社
会
医
療
セ
同
セ
ン
タ
ー
付
属
病
院

ン
タ
l

付
属
病
院
(
別
床
)
で
、
良
寛
先
生
の
下
で
定
年

が
設
置
さ
れ
た
。
退
職
ま
で
務
め
左
元
総
務
課

こ
の
大
阪
社
会
医
療
セ
ン
長
、
中
平
文
也
べ

Z
H
医
療

タ
!
の
設
立
に
奔
走
し
た
の
法
人
「
紀
和
会
」
事
務
局
長

良
寛
先
生
は
、
患
者
と
同

じ
目
線
に
立
つ
た
め
に
は

「
こ
れ
ゃ
な
い
と
あ
か
ん
ね

ん
」
と
言
っ
て
作
業
ズ
ボ
ン

を
は
さ
、
院
長
と
し
て
病
院

運
営
と
公
衆
衛
生
の
面
で
も

先
進
的
な
医
療
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
な
る
。

(
大
山
勝
男
)

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
8

月
お
日
(
水
)
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| 徹底した患者目線の診察 | 

貧
困
と
医
療

L
ゆ
か
げ2

釜
ヶ
崎
は
東
京
の
山
谷
と

な
ら
ん
で
日
雇
い
労
働
者
の

ま
ち
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

今
で
は
単
身
の
高
齢
労
働
者

が
住
む
ま
ち
で
こ
れ
ま
で
の

過
酷
な
労
働
、
偏
っ
た
栄
養
、

過
度
の
飲
酒
、
不
衛
生
な
環

境
な
ど
か
ら
本
田
良
寛
先
生

が
釜
ヶ
崎
に
着
任
し
た
当

時
、
結
核
の
擢
患
(
全
国
平

均
の
お
倍
)
、
性
病
(
大
阪

平
均
の
叩
倍
)
、
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
、c
型
肝
炎
(
全
国

平
均
の
叩
倍
)
、
精
神
の
不

安
定
な
ど
を
抱
『
え
る
患
者
が

多
か
っ
た
。

こ
の
た
め
良
寛
先
生
は
大

阪
市
、
大
阪
府
に
働
き
か
け

て
愛
隣
会
館
、
あ
い
り
ん
学

園
、
西
成
保
健
所
分
室
を
作

る
の
に
尽
力
し
た
。19
7

0

年
7

月
に
は
大
阪
社
会
医

療
セ
ン
タ
ー
付
属
病
院
を
起

ち
上
げ
、
診
療
費
が
払
え
な i

l

本
田
良
寛
伝
|

い
患
者
に
対
し
て
は
N

あ
る

時
払
い
の
催
促
な
し
μ
の
前

代
未
聞
の
借
用
曹
を
交
わ
し

た
。良

寛
先
生
は
新
病
院
に
つ

い
て
は
、
こ
う
述
べ
て
い
た
。

「
ど
ん
な
に
疲
れ
た
人
が
来

て
も
、
ど
ん
な
に
や
け
く
そ

に
な
っ
て
い
る
人
が
来
て

も
、
元
気
が
出
る
、
命
が
助

か
る
と
い
う
釜
ヶ
崎
に
す
る

た
め
に
。
病
め
る
人
が
静
か

に
金
の
心
配
な
く
心
ゆ
た
か

に
体
を
や
す
め
ら
れ
る
釜
ヶ

崎
i

大
阪
西
成
区
の
釜
ヶ
崎

で
な
く
、
日
本
の
釜
ヶ
崎
と

い
わ
れ
る
よ
う
な
所
に
造
り

か
え
る
た
め
に
:
・
。
」
(
本

田
良
寛
著
「
釜
ヶ
崎
か
て
明

日
が
あ
る
」
)

同
社
会
医
療
セ
ン
タ
ー
付

属
病
院
の
総
務
課
長
と
し
て

良
寛
先
生
の
近
く
で
接
し
て

い
た
中
平
文
也
さ
ん
H

医
療

(( 2 )) 

法
人
「
紀
和
会
」
事
務
局
長

H

は
「
無
料
で
や
る
診
療
事

業
は
全
国
で2
0
0

何
施
設

ほ
ど
あ
る
が
、H
あ
る
時
払

い
の
催
促
な
しμ
と
い
う
の

は
多
分
、
大
阪
社
会
医
療
セ

ン
タ
ー
だ
け
だ
っ
た
と
思

当
時
は
患
者
も
元
気
で
酒
を

飲
ん
で
受
診
に
く
る
労
働
者

も
多
く
、
酔
っ
た
勢
い
で
社

会
医
療
セ
ン
タ
ー1
階
入
り

口
の
観
音
扉
の
ド
ア
が
足
で

蹴
っ
飛
ば
さ
れ
よ
く
壊
さ
れ

た
と
い
う
。

病
院
ス
タ
ッ
フ
に
は
「
絶

対
に
差
別
的
な
応
対
を
し
な

い
よ
う
に
」
と
徹
底
し
て
指

導
し
て
い
た
良
寛
先
生
も
酒

を
飲
ん
で
き
て
の
受
診
と
金

の
た
め
に
売
血
し
た
患
者
に

対
し
て
は
剖
キ
口
、
お
貫
の
堂

て
い
ま
し
た
ね
。
え
え
加
減

に
せ
い
と
。
店
や
そ
こ
ら
で

血
を
売
っ
て
、
ど
な
い
す
ん

ね
ん
。
た
だ
、
本
当
に
怒
る

こ
と
が
愛
情
で
あ
っ
た
よ
う

な
気
は
す
る
ん
で
す
け
ど
。

怒
り
じ
ゃ
な
く
て
本
当
に
助

け
る
意
味
で
怒
っ
て
る
と
い

う
の
が
本
田
先
生
に
は
あ
っ

た
ん
で
す
」

寄
り
添
-
つ
医
療
活
動

叩
年
万
博
景
気
に
わ
く
大

阪
に
職
を
求
め
、
大
阪
釜
ヶ 運

動
体
と
し
て
抗
議
の
投
石

を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す

る
と
、
良
寛
先
生
は
わ
れ
わ

れ
を
院
内
に
招
き
入
れ
、
話

を
じ
っ
く
り
と
聞
い
て
く
れ

た
。
釜
の
労
働
者
の
た
め
に

献
身
的
に
医
療
活
動
を
行
っ

て
い
た
」
と
回
想
す
る
。

良
寛
先
生
は
「
釜
ヶ
崎
は

日
本
社
会
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
。
こ
こ
で
は
威
張
っ
て
い

て
は
仕
事
に
な
ら
な
い
。
医

者
の
考
え
に
同
調
さ
せ
よ
う

と
思
い
が
上
が
っ
て
は
相
手

一-畠..:::

~. 

・-III[C:" コ・・

E・E・=

・・~・

う
」
と
話
し
て
い
る
。

怒
る
こ
と
が
愛
情

開
院
す
る
と
良
寛
先
生
の

「
あ
る
時
払
い
の
催
促
な
し
」

の
借
用
方
式
の
無
料
低
額
診

療
事
業
は
釜
ヶ
崎
の
日
雇
い

労
働
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

毎
日
、2
0
0

人
以
上
の
外

来
患
者
が
来
院
し
、
ベ
ッ
ド

が
空
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
開
院
し
た
初
年
代

々
た
る
体
躯
を
震
わ
せ
て
河
崎
に
住
み
日
雇
い
労
働
生
活

内
弁
で
怒
り
を
爆
発
さ
せ
を
続
け
た
水
野
阿
修
羅
さ

た
。
ん
。
現
在
で
は

H

釜
ヶ
崎
の

し
か
し
、
当
時
の
患
者
か
生
き
字
引
μ
と
言
わ
れ
る
阿

ら
は
慕
わ
れ
て
い
た
。
「
わ
修
羅
べ
瓦
(
日
本
寄
場
学
会

し
の
よ
う
な
パ
カ
で
も
良
う
会
員
)
は
「
社
会
医
療
セ
ン
タ

し
て
く
れ
た
。
裏
表
が
な
い
ー
で
は

1
9
7
2

年
当
時
、

ん
じ
ゃ
よ
。
あ
の
人
は
」
一
階
受
付
に
警
察
O
B

を
雇

中
平
さ
ん
は
こ
う
振
り
返
い
、
か
つ
て
患
者
に
対
し
て

る
。
「
社
会
医
療
セ
ン
タ
ー
粗
っ
ぽ
い
対
応
を
し
た
こ
と

に
は
当
時
、
売
血
の
方
が
結
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
社
会

構
お
ら
れ
て
、
本
当
に
怒
っ
医
療
セ
ン
タ
ー
に
私
た
ち
は

に
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

相
・
対
の
心
を
持
っ
て
患
者

に
合
わ
せ
、
少
し
で
も
役
に

立
つ
仕
事
で
な
け
れ
ば
、
誰

も
振
り
向
い
て
く
れ
な
い
」

と
話
し
て
い
た
。

(
大
山
勝
男
)

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
9

月
日
日
(
水
)
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| 済生会今宮診療所の所長に就任 1 

げ
底
火
金

ー
本
田
良
寛
伝
|

合のの学し た医腰らが間 39 長会さ 6 院社
む推三部三そ。療をの、でそ 歳に今れ 3 長会本
調薦者、霊の に据開良入れ覚の註宮る年に医田
査②で済校た 打え業寛れま悟若荏整形 1 就療良
研盆二生 22 め ちて医先替でをさし療で月任セ寛
究衆①会玄所 労院生 の. だて所釜 4 すン先
の議渚と成長 込働をはわ所決ついのヶ日るタ生
逗星うた良育就 を者蘭親つ喜めたる 4 崎、前!は

害毒事里美 E 2E ち良三雇て 。言自宗突?員天
報官部生医際 しのてかた期 、川生い 9 病阪

で推 るて越てまこ療性(務宰で てしな要任る酬
も薦実。ぉ律いすと所否 59 所働、聞か合事求しあは
社と際 らでた。はの決は長い良社皇う項通、雇本
い、 れす医父良所括「、て寛会事|はり人療人

奪三主 主主富良三言宗言語左差震を管委譲ゐ草案
ーと大 と覚ーかと胤てつ 大の て点りす品は件
崩宣医 話喧展らだ在、仔保阪もセい歪当蚤 本牽
面報学 しをし開ととき今忌之医と/る語荏高資丈保
思副部 て決て業思れ宮方さ賓でタ。諒で童材ピ麗
ち面の いめのしいた診向ん刑長| し話要はーす

<<3>> 

低
い
報
酬
を
強
い
ら
れ
る
傾

向
が
あ
る
が
、
「
報
酬
は
本

人
の
条
件
を
保
障
す
る
」
と

取
り
決
め
た
。
た
だ
、
報
酬

面
で
は
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

も
残
っ
て
い
る
。

促療 戸強 33 生むか?と墨書
正費そ ーく dつがいっ ~ìi を
しはしま諭 35 「てた :ι る「
」「てさし元自したにとこ
をあ良釘たら分まめ給三
実る寛ユ?とあだっ、糾労な
践時先にいかけた黙の働け
し払生らうんの。つ額者や
ていは号 。で世良てがは

守 」の寛う少思」
夜催医え と泊先つなっと

団長職良医割わ し診し1 だで
先、ま寛療合し実た療塁つ」
生虫で先セはて際。所者たと
は宝務生ン低も、 とと。あ
文>rI-.のタか医借 のは医く

だ恒三ども l つ療用 借、療ま
実さ 5 と付た撃証 用済費で
んフじで属。ーを 証生が患

れほ総定病同妾取 を会払者
た「務年院社主五り 交今え自
ら本課退で会う交 わ宮な線

前
、
「
本
田
さ
ん
は
『
地
区

の
医
療
は
お
れ
に
任
せ
ろ
。

そ
の
代
わ
り
、
労
働
者
に
栄

養
の
あ
る
物
を
食
べ
さ
せ
て

く
れ
』
と
言
っ
て
い
た
」
と

話
し
て
い
た
。

大
阪
医
療
刑
務
所
長
の
加

藤
さ
ん
は
「
本
田
先
生
に
出

会
い
、
大
阪
社
会
医
療
セ
ン

タ
ー
で
の
経
験
を
経
て
、
矯

正
医
療
の
困
難
性
や
特
殊
性

に
直
面
し
て
、
矯
正
医
療
は

社
会
医
療
で
あ
る
と
の
考
え

「
あ
ん
た
の
信
用
貸
し
ゃ
」

診
療
に
訪
れ
た
日
雇
い
労
問
診
療
を
含
め
毎
日
ロ
時
間
え
え
ね
ん
』
と
お
っ
し
ゃ
っ

働
者
の
一
人
が
「
先
生
、
が
の
診
療
活
動
と
と
も
に
、
公
て
い
ま
し
た
。
栄
養
が
足
り

っ
ぽ
り
金
も
ろ
て
ん
の
や
衆
衛
生
活
動
の
調
査
研
究
を
な
い
日
雇
い
労
働
者
の
患
者

ろ
」
と
っ
か
か
っ
て
き
た
と
重
視
し
た
。
さ
ん
も
お
り
ま
し
た
か
ら
、

き
が
あ
っ
た
。
良
寛
先
生
が
良
寛
先
生
は
医
療
費
が
払
少
し
で
も
ま
と
も
な
食
費
に

「
そ
ん
な
に
も
ろ
て
へ
ん
で
」
え
な
い
患
者
に
対
し
て
は
お
金
を
回
し
て
も
ら
っ
た
ら

と
言
っ
て
も
信
用
し
な
い
。
「
あ
ん
た
の
信
用
貸
し
ゃ
。
い
い
と
考
え
て
い
た
と
思
い

し
び
れ
を
切
ら
し
た
良
寛
先
あ
ん
た
が
元
気
に
な
っ
て
払
ま
す
」
と
回
想
す
る
。

生
は
そ
の
日
が
給
料
日
だ
っ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
払
H

労
働
者
伝
道μ
と
し
て

た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
と
隣
っ
た
ら
え
え
ね
ん
。
診
療
費
西
成
に
住
み
、
お
返
り
の

に
い
た
相
談
室
の
若
い
ケ
l

は
や
る
ん
や
な
い
。
何
も
気
炊
当
面
し
を
し
て
い
た
西
成

ス
・
ワ
l

カ
l

の
給
料
明
細
を
使
わ
ん
で
も
え
え
ん
や
教
会
の
金
井
愛
明
『
瓦
は
生

貧
困
と
医
療

に
至
っ
た
」
と
今
も
良
寛
先

生
を
慕
っ
て
い
る
。

(
大
山
勝
男
)

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
9

月
訂
日
(
水
)

37 
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実態調査し結核撲滅ヘ

げ
央
金

ー
ー
本
田
良
寛
伝
|

区
だ
け
で
占
め
て
い
た
。
そ

し
て
3

位
は
「
高
血
圧
」
、

本
田
良
寛
先
生
は
済
生
会4
位
が
「
肝
障
害
・
ア
ル
コ

今
宮
診
療
所
長
に
就
任
し
て
!
ル
依
存
に
よ
る
精
神
・
神

以
来
、
大
阪
市
大
医
学
部
の
経
障
害
」
と
続
く
。
こ
の
調

協
力
で
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
査
の
結
果
、
分
か
っ
た
こ
と

手
の
付
け
ら
れ
て
い
な
い
簡
は
「
病
気
の
原
因
は
、
生
物

易
宿
泊
所
の
環
境
調
査
や
住
学
的
な
要
因
よ
り
社
会
的
な

民
の
健
康
管
理
な
ど
社
会
医
要
因
が
重
大
」
と
い
う
こ
と

学
の
立
場
か
ら
調
査
を
進
め
だ
っ
た
。

た
。
そ
し
て
「
釜
ヶ
崎
を
良1
9
7
0

年
代
に
釜
ヶ
崎

く
す
る
た
め
に
は
政
治
を
動
で
医
療
実
習
し
た
経
験
が
あ

か
し
、
ア
パ
ー
ト
を
建
て
、
る
天
願
勇
医
師
は
こ
う
リ
ポ

総
合
病
院
も
つ
く
る
。
そ
ん
i

ト
し
て
い
る
。

な
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
は
「
高
度
成
長
が
大
阪
万
博

糾
学
的
な
デl
タ
が
ど
う
し
ム
l

ド
を
熟
成
し
て
い
た

て
必
要
」
と
痛
感
し
て
い
た
。
が
、
片
方
で
は
貧
困
の
た
め
、

実
際
、
「
今
宮
診
療
所
通
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
な

院
患
者
の
社
会
医
学
的
実
態
い
階
層
が
生
じ
た
。
さ
ら
に

調
査
」
に
よ
る
と
、
来
院
患
こ
の
地
区
の
患
者
の
老
化
は

者
の
1

位
が
「
不
慮
の
事
自
然
年
齢
よ
り
も
早
く
や
っ

故
」
、2
位
が
「
結
核
」
だ
て
く
る
。
日
雇
い
労
働
は
、

っ
た
。
し
か
も
大
阪
で
発
生
単
純
肉
体
労
働
な
の
で
老
化

す
る
結
核
患
者
の
7

割
、
性
も
早
い
。
老
人
病
が
起
こ
り
、

病
患
者
の6
割
を
釜
ヶ
崎
地
さ
ら
に
貧
困
と
生
活
苦
が
追

社
会
的
要
因

貧
困
と
医
療

(4) 

い
討
ち
を
か
け
て
心
身
を
浸

す
。
い
わ
ば
三
重
苦
で
あ
る
」

良
寛
先
生
は
「
愛
隣
地
区

で
の
売
血
者
、
性
病
な
ど
の

実
態
調
査
」
も
行
っ
た
。
西

成
に
は
性
病
患
者
も
多
く
、

同
社
会
医
療
セ
ン
タ
ー
で
総を検にあ結 療働田さた生
よ査エつ核虫 に者先せらは
く笛ツての空白あの生な治そ
骨果クは擢今日たそはいるの
害家スい患瓦身つの本とと初
手見線けにはもて身当いい顛
亡てフな曇良擢いににかうで
、いィい落寛唖まな日ん人も
るたルと互先思しつ雇とをた
とこム熱し生 たてい。入た
いとの心がが 」治労本院い

え区と医算に任い区たは
丈 (J) 評療を恵になの。大 1
減病価主55F ま飛 U52 そ阪 9
少人さ殿j 舛れ υ、」療の ~6
し、れ孟視ぬ込と所理~~
j 患た続し人みをに白骨年
厚者。けた々、知常は貝
正は実て献の物つ動「を良
裏目際い身やア 医愛受寛に、る言語ど芝師隣賞先
を見地」な探ものの地し生

献
身
的
に
活
動

章
。大

阪
公
衆
衛
生
協
会
理
事

兼
事
務
局
長
、
井
戸
武
買
さ

ん
は
「
本
田
先
生
は
早
く
か

ら
公
衆
衛
生
の
大
切
『
注
生
感

じ
実
践
し
て
お
ら
れ
た
」
と

話
し
た
。

大
阪
市
立
大
医
学
部
生
時

代
に
良
寛
先
生
の
指
導
を
受

け
た
同
社
会
医
療
セ
ン
タ
ー

付
属
病
院
院
長
の
粛
藤
忍
さ

ん
(
侃
)
は
「
本
田
先
生
の
志

を
引
き
継
い
で
卦
援
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現

「
上
か
ら
目
線
は
あ
か
ん
」

務
課
長
を
務
め
た
中
平
文
也

さ
ん
は
当
時
の
思
い
を
話

す
。「

当
時
大
阪
市
に
も
性

病
の
予
防
費
で
出
す
お
金
で

淋
病
と
か
梅
毒
の
方
の
請
求

は
で
き
て
い
た
ん
で
す
。
そ

う
い
う
方
も
非
常
に
多
く

て
、
梅
毒
な
ん
か
は
い
ろ
ん

な
経
路
で
擢
患
す
る
。
先
天

的
に
梅
毒
に
な
ら
れ
た
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。
梅
毒
で
初

期
高
熱
が
あ
っ
て
、
本
田
先 う

。
あ
げ
て
環
境
衛
生
の
向
上
に

常
々
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
た
。

「
上
か
ら
回
線
は
絶
対
あ
か
ま
た
、
良
寛
先
生
は
長
年
に

ん
」
と
指
導
し
て
い
た
良
寛
わ
た
っ
て
各
種
の
衛
生
実
態

先
生
は
作
業
ズ
ボ
ン
を
は
調
査
を
断
続
的
に
実
施
し

き
、
マ
ス
ク
を
つ
け
ず
に
患
て
、
そ
の
調
査
研
究
も
発
表

者
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
し
て
い
た
。

た
。
そ
の
た
め
良
寛
先
生
自
そ
し
て
初
年
に
は
「
今
宮

身
、
3

団
結
核
に
か
か
っ
た
診
療
所
通
院
患
者
の
社
会
医

が
、
本
人
は
良
寛
流
の
診
療
学
的
実
態
調
査
」
「
愛
隣
地

ス
タ
イ
ル
に
こ
だ
わ
っ
た
。
区
で
の
売
血
者
、
性
病
な
ど

の
実
態
調
査
」
な
ど
の
業
績

で
吉
川
英
治
文
化
賞
を
受

在
で
は
結
核
菌
を
保
有
し
て

い
る
か
判
断
す
る
結
核
菌
群

核
酸
同
定
(
L
A
M
P法
・

T
R
C

法
)
が
あ
り
、
速
や

か
に
診
断
で
き
ま
す
。
本
田

先
生
の
時
代
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

(
大
山
勝
男
)

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
叩
月
沼
田
(
水
)
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恩師との出会い | 
本
田
良
寛
先
生
は19
2

5

年
2

月
幻
日
、
大
阪
市
城

東
区
鴫
野
の
開
業
医
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
両
親
と

も
に
北
陸
出
身
で
、
父
は
開

業
医
を
し
な
が
ら
社
会
貢
献

事
業
に
も
熱
心
で
母
は
心
根

の
優
し
い
人
だ
っ
た
。

本
田
の

H

ぱ
く
ぼ
ん
H

良
寛
先
生
は
自
ら
の
幼
少

時
代
を
、
「
よ
ち
よ
ち
歩
き

の
子
ど
も
の
頃
か
ら
腕
白
坊

主
で
『
本
田
の
ぱ
く
ぼ
ん
』

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
幼
な
友

達
と
近
く
に
あ
る
ド
プ
川
と

化
し
た
運
河
で
遊
び
、
腸
炎

で
ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
羽
度

の
発
熱
で
も
遊
び
呆
け
て
い

た
少
年
だ
っ
た
」
と
回
想
し

て
い
る
。

地
元
の
幼
稚
園
を
出
る

げ
先
生

本
田
良
寛
伝

i
l

と
、
借
行
社
付
属
小
学
校
(
現

在
の
追
手
門
学
院
小
学
校
)

に
入
学
し
た
が
、
腕
白
ぷ
り

は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
一
方

だ
っ
た
。

M
年
9

月
幻
日
に
高
知
県

室
戸
岬
付
近
に
上
陸
、
京
阪

神
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
室
戸
台
風
が
大
阪
を
襲

っ
た
と
き
に
も
、
良
寛
少
年

は
強
い
風
に
体
を
ひ
つ
く
り

か
え
さ
れ
な
が
ら
、
学
校
ま

で
歩
い
て
通
っ
た
。

「
学
校
か
ら
家
に
帰
っ
て

も
勉
強
は
全
然
し
な
か
っ
た

が
、
子
ど
も
向
き
の
全
集
本

や
雑
誌
は
好
き
で
読
ん
で
夢

を
膨
ら
ま
せ
て
い
た
。
夏
は

魚
を
と
っ
た
り
、
ト
ン
ボ
を

追
っ
か
け
寝
屋
川
で
は
雑
魚

す
く
い
に
夢
中
に
な
っ
た
」

妹
が
大
阪
・
阿
倍
野
の
駅

(5) 

寛
少
年
は
必
死
で
鞍
に
し
が

に
つ
き
な
が
ら
手
綱
を
力
い

っ
ぱ
い
に
ひ
っ
ぱ
り
、
奇
声

を
張
り
上
げ
る
と
馬
が
急
に

止
ま
り
落
馬
し
て
し
ま
っ

た
。
良
寛
少
年
は
右
足
に
大

け
が
を
負
っ
た
。

良
寛
少
年
は
、
勉
強
は
し

な
か
っ
た
が
家
の
近
く
に
映

画
館
が3
、

4

軒
あ
っ
た
こ

と
か
ら
映
画
が
好
き
で
、
日

活
系
の
片
岡
知
恵
蔵
、
大
河

前
で
タ
ク
シ
ー
に
は
ね
ら
れ

て
脳
底
骨
折
で
亡
く
な
る

と
、
良
寛
少
年
の
腕
白
ぷ
り

は
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
っ
た
。

良
寛
先
生
に
は
こ
ん
な
エ

と
い
う
よ
り
は1
回
目
の
落
か
げ
で
秋
の
運
動
会
で
模
擬

第
」
だ
っ
た
と
い
う
。
戦
の
小
隊
長
役
が
務
ま
る
よ

良
寛
少
年
の
父
は
要
医
う
に
な
っ
た
。
卒
業
の
と
き

の
傍
ら
、
箱
療
養
所
(
当
時
に
は
、
大
阪
府
立
の
旧
制
八

の
呼
称
)
の
入
所
者
に
俳
句
尾
中
学
校
(
現
府
立
八
暑
問

の
指
導
を
行
い
、
俳
人
(
「
ホ
校
)
を
受
け
て
も
大
丈
夫
と

ト
ト
ギ
ス
」
の
同
人
)
で
も
い
う
と
こ
ろ
ま
で
成
長
し

あ
っ
た
。
そ
の
父
が
こ
の
こ
た
。

ろ
に
う
た
っ
た
旬
が
あ
る
。
良
寛
先
生
は
自
著
「
に
つ

「
落
第
の
子
と
た
け
く
ら
ぽ
ん
釜
ヶ
崎
診
療
所
」
で
述

べ
母
も
来
よ
」
べ
て
い
る
。

良
寛
少
年
は
小
学
校
6

年
「
落
第
坊
主
の
鼻
た
れ
小

いながる でく草馬練 ピ
きが、あ乗乗わをが兵家ソ
なら馬ぷつ馬し食はた場の l
り手たのみてに、んまで近ド
存型E背がみ挑番でた、くも
りをに届る戦人いま乗にあ
出としかとしがる鞍馬ある
しるがな足てい最をクつ
たとみかをみな面うラた
。馬 つ掛たいにけプ城
良がきた日。の出ての東

良校にはい体 ン演内
寛す通悪つ力少 にす伝
先るう窓もは年 1 なる昭
生このう下あ時回 つ活郎
にとがた位つ代田た劃下
ょに嫌。でたの H 官事
るなにそ教が旨の 蚕符
つなこ師、貢落 の喬

「たりでの成先笹 大ら
転が、学受績生町 フが
校、転校けはは ア出

貧
困
と
医
療

の
と
き
に
、
布
施
第
三
小
学

校
に
転
校
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
こ
で
恩
師
の
教
師
と

出
会
う
。
こ
の
厳
し
い
恩
師

に
預
け
ら
れ
、
さ
し
も
の
良

寛
少
年
も
「
監
視
っ
き
の
教

育
の
や
り
直
し
で
あ
る
。
先

生
は
こ
わ
か
っ
た
。
私
は
借

り
て
き
た
猫
の
よ
う
で
あ
っ

た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

少
年
だ
っ
た
良
寛
先
生

は
、
こ
の
恩
師
の
薫
陶
の
お 僧

が
と
に
も
か
く
に
も
、
こ

こ
ま
で
に
な
っ
た
の
は
、
ひ

と
え
に
、
先
生
の
お
か
げ
で

あ
る
」
(
大
山
勝
男
)

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
間
月
お
日
(
水
)
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思師の叱P宅激励に発奮 | 

貧
困
と
医
療

げ
先
生

本
田
良
寛
伝
|

つにた落に思しし固な体つめか泳路寛八
た明が第なう体、目か調た腹か訓島青尾旧
。立、ずつ存もそのつが。膜り練で年高制
暮それた分大の落た戻こ炎、中毎は棺八
れのす f にき後第たらのを診に年、)尾
て原れ学暴くはをめずた起断急行授にと戸
い因の力れ中体し、勉めこが性つ業進学
たは感は回学力た人強こし遅虫てと学(
かけ積下る時は。生ものでれ垂いしし現
らんだ位こ代田しでで年した炎たてた府
だかつでとは復か 2 きはまたに水淡良立

んととか「先青 い|始毎が者っと高ツ
ゃい見んお生年中 。で末日、いたの単チ低
さうてね前か同学 3 、書 o けじ o w 亭“学
かこたやはらー 5 力 武の八んめ硬対にで年

主主局ム護 8警告月 裏主君主?等写 2ZR
勉ーも前せ出の進の は l 開明ど決ツとでは
強つ頭のんさ三ん徹 数ド梓け以 L チ飽い

京主選 22 定員長夜 裂充実君宅事 L 室奈荷
。いいこあ。夫寛 なダのるたいな語、マ

け
ん
か
の
毎
日

(( 6 )) 

い
ま
か
ら
で
も
遅
う
な
い
」

と
叱
陀
激
励
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
は
叱
ら
れ
て
ば
か
り
い

た
良
寛
青
年
は
初
め
て
「
お

前
は
頭
が
悪
く
な
い
」
と
言

始
末

わ
れ
た
こ
と
に
気
を
よ
く

し
、
発
奮
し
た
。
旧
制
中
学

1

年
の
教
糾
曹
か
ら
や
り
直

し
、
そ
れ
ま
で
は
シ
り
か
ら

1
、

2

番
だ
っ
た
成
績
が
卒

業
の
時
に
は
中
位
か
ら
上
に

上
が
る
こ
と
が
で
き
た
。

父
か
ら
「
徳
島
に
県
立
医

専
(
後
の
徳
島
大
学
医
学
部
)

が
で
当
》
匂
か
ら
、
受
け
て
み

て
は
ど
う
か
」
と
の
ア
ド
パ イ

ス
に
、
良
寛
青
年
は
約
3

隣
地
区
)
の
労
働
者
、
地
域

カ
月
の
徹
夜N
ガ
リ
勉μ
を
の
医
療
活
動
に
献
身
す
る
素

し
、
判
倍
の
受
験
倍
率
を
突
地
は
、
徳
島
医
専
時
と
同
医

破
し
て
徳
島
県
立
医
専
に
合
専
廃
校
後
に
転
入
学
し
た
大

格
し
た
。
阪
市
立
医
専
(
現
大
阪
市
立

良
寛
先
生
は1
次
試
験
に
大
医
学
部
)
時
代
に
培
わ
れ

合
格
し
た
日
の
こ
と
を
自
著
た
が
、
開
業
後
に
大
阪
府
医

「
に
っ
ぽ
ん
釜
ヶ
崎
診
療
所
」
師
会
で
の
調
査
広
報
委
員
会

で
紹
介
し
て
い
る
。
委
員
と
し
て
の
仕
事
の
中
で

「
毛
布
を
被
っ
て
う
た
た
の
社
会
医
学
へ
の
開
眼
は
大

寝
を
し
て
い
る
と
、
父
が
階
き
か
っ
た
。
そ
し
て
地
元
鴨

段
を
ど
た
ば
た
か
け
上
が
る
野
の
通
称

H

ア
パ
ッ
チ
集
落H

私
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
父
に

連
れ
ら
れ
、
療
養
所
を
回
り

ま
し
た
。
父
は
私
の
誇
り
で

あ
り
、
私
は
い
つ
も
、
お
や

じ
に
負
け
な
い
よ
う
な
仕
事

を
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま

し
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

八
暑
同
校
同
窓
会
幹
事
の

若
村
裕
さ
ん
は
「
学
生
時
代
、

釜
ケ
崎
の
赤
ひ
げ
先
生
の
存

在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

母
校
の
先
輩
と
は
知
り
ま
せ

音
が
す
る
。
あ
わ
て
て
階
段
で
の
医
療
活
動
の
中
で
決
定

を
上
が
る
よ
う
な
父
で
は
な
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

い
の
に
お
か
し
い
な
と
耳
を
そ
し
て
、
良
寛
先
生
の
社

す
ま
せ
て
い
る
と
、
『
と
お
会
医
療
活
動
を
支
え
る
も
う

っ
た
ぞ
、
と
お
っ
た
ぞ
、
電
一
つ
の
原
点
は
父
の
存
在
だ

報
が
き
た
ぞ
』
と
父
の
笑
顔
っ
た
。
「
父
は
医
師
と
し
て

が
あ
ら
わ
れ
た
」
の
活
動
の
他
に
俳
人
(
ホ
ト

市
大
に
転
入
ヘ
ト
ギ
ス
均
同
人
)
と
し
て
、

全
国
の
廟
病
療
養
所
(
当
時

良
寛
先
生
がH
釜
の
赤
ひ
の
呼
称
)
の
入
所
者
に
俳
句

げ
先
生μと
し
て
釜
ケ
崎
(
愛
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ん
で
し
た
。
誇
る
べ
き
先
輩

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

る
。
(
大
山
勝
男
)

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
刊
月
8

日
(
水
)
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l アノミッチ集落との交流
く
ず
鉄
が
H

金
に
H

戦
時
中
、
東
洋
最
大
規
模

と
い
わ
れ
た
軍
事
工
場
「
大

阪
砲
兵
工
廠
」
が
現
在
の

大
阪
城
公
園
東
側
一
帯
に
あ

っ
た
。

太
平
洋
戦
争
の
終
戦
前

日
、
1
9
4
5

年
8

月
日
日

に
行
わ
れ
た
米
軍
に
よ
る
大

阪
空
襲
で
大
阪
砲
兵
工
廠
は

壊
滅
し
た
が
、
焼
け
跡
と
化

し
た
広
大
な
敷
地
に
は
膨
大

な
量
の
く
ず
鉄
類
が
残
さ
れ

た
。
そ
の
近
く
の
集
落
に
住

む
在
日
朝
鮮
人
た
ち
は
、
不

発
弾
の
恐
怖
と
戦
い
な
が
ら

く
ず
鉄
類
を
回
収
し
、
売
却

し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。

本
田
良
寛
先
生
は
そ
の
当

時
の
様
子
を
自
著
「
に
っ
ぽ

ん
釜
ヶ
崎
診
療
所
」
で
紹
介

し
て
い
る
。

「
集
落
の
人
た
ち
は
元
気

づ
い
た
。
放
置
し
た
ま
ま
の

日
の
目
を
み
ず
に
朽
ち
果
て

て
ゆ
く
鉄
の
こ
と
を
思
え

げ
央
金

本
田
良
寛
伝

i
i

ば
、
こ
れ
を
掘
り
出
し
て
再

生
さ
せ
る
の
は
、
世
の
中
の

た
め
で
も
あ
る
。H
鉄
μ
も

得
心
で
あ
ろ
う
し
、
日
本
の

復
興
に
も
役
に
立
つ
。
し
か

も
、
貧
し
い
集
落
の
人
び
と

も
う
る
お
う
と
い
う
も
の

だ
。
管
理
責
任
者
の
近
畿
財

務
局
は
、
い
ま
だ
に
残
っ
た

鉄
を
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て

い
る
し
、
工
廠
跡
は
市
の
公

園
に
な
る
は
ず
な
の
に
、
そ

の
整
地
も
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
。
見
る
に
見
か
ね
て
、

集
落
の
人
た
ち
が
、
鉄
の
処

分
と
整
地
に
協
力
す
る
(
?
)

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
集
落
の
く
ず
屋
は
大
当

た
り
で
、
扱
う
品
は
ボ
ロ
ゃ

く
ず
物
か
ら
金
属
に
一
変
し

た
」し

か
し
、
鉄
く
ず
を
収
集

す
る
労
働
者
た
ち
と
監
視
員

や
警
察
官
と
の
聞
に
衝
突
が

起
こ
り
だ
し
た
。
そ
の
追
う

も
の
と
追
わ
れ
る
も
の
の
逮

捕
劇
を
マ
ス
コ
ミ
は
当
時
の

<< 7 )) 

人
気
西
部
劇
の
ア
ク
シ
ョ
ン

に
見
立
て
て
、
H

ア
パ
ッ
チμ

と
呼
ん
だ
。

父
の
跡
を
継
い
だ
良
寛
先

生
の
本
田
医
院
(
城
東
区
鴫

野
)
は
H

ア
パ
ッ
チ
集
落μ

か
ら
印
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ

っ
た
。
良
寛
先
生
は
ア
パ
ッの た必もや作た作のり者た組に
活ー。要で、業。つ専出た。織は

動方 なき飲員アた睡しちアがア
ので も、食のパ壁雲たはパ 10 パ
最 H の生店子ツ聖タ皇、ツほツ
盛ア: は活、，チ芝才鳳工チどチ
期/よ そす雑め集積ャ ZF 廠集活と
に 4 ろる貨の落れに宅跡落動呼
は孟 つう店宿内運換大志のしば
埋雷 てえな泊で搬え八ら労てれ
蔵戸 いでど所はして車掘働いる

固 ま手はは求 ーた下売も
「想良でをつ近めア解 。とつお
鉄し寛盗伸きくてパ動 いてさ
屑寺て先むばりの流ツ京 うもま
堀い生よしし工れチ W 状日り
りるはち、や場そ集橋 況雇
は 0 長に集鋲やさ落渡 にい押
快安宅若君号事柱し 弓百回
侵蒔たもま主働事役 て当む
入を。のでの者を き以て

し
で
も
永
遠
に
「
鉄
泥
棒
」

と
い
う
汚
名
だ
け
が
残
る
。

こ
ん
な
中
、
ア
パ
ッ
チ
集
落

の
幹
部
の
中
か
ら
も
「
い
つ

ま
で
も
こ
ん
な
こ
と
を
し
て

い
た
く
な
い
。
ま
と
も
に
戻

り
た
い
」
と
、
集
落
で
の
往

診
に
奔
走
し
て
い
た
良
寛
先

生
の
元
ヘ
相
談
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

そ
し
て
良
寛
先
生
が
橋
渡

し
役
と
な
り
、
日
年
7

月
日

日
、
地
元
の
町
会
、
城
東
警

察
署
、
ア
パ
ッ
チ
集
落
の
人

々
が
最
後
の
話
し
合
い
を
行

--==ｭ

~ 

.:...・E

・・1・‘..

~ 

チ
集
落
の
出
現
を
こ
う
話
し

て
い
た
。

患
者
目
線
で
往
診

「
患
者
と
の
対
話
を
嫌
が

る
医
者
は
、
医
者
の
資
格
が

な
い
」
が
口
ぐ
せ
で
ア
パ
ッ

チ
集
落
の
患
者
へ
の
往
診
に

も
よ
く
行
っ
た
。
そ
こ
で
治

療
を
終
え
る
と
、
「
ま
あ
、

先
生
一
杯
」
と
、
泥
酔
す
る

ま
で
ど
ぷ
ろ
く
の
接
待
を
よ

く
受
け
た
と
い
う
。

1
9
6
0

年
代
の
最
盛
期

貧
困
と
医
療

鉱
の
掘
削
と
運
搬
で
事
故
も
で
盗
み
で
は
あ
っ
た
が
、
「
地

多
発
し
た
。
鉄
や
金
物
の
運
下
で
腐
ら
す
よ
り
は
掘
り
起

搬
中
に
電
車
に
は
ね
ら
れ
た
こ
し
て
お
互
い
に
役
立
て
た

り
、
監
視
員
に
追
わ
れ
た
作
方
が
い
い
』
と
い
う
屈
理
屈

業
員
が
川
に
飛
び
込
み
亡
く
が
つ
い
て
い
た
。
そ
の
内
輪

な
っ
た
り
と
死
傷
者
ま
で
出
の
ル
l

ル
を
破
っ
て
、
集
落

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
や
近
く
の
善
良
な
工

の
後
も
警
察
に
よ
る
取
締
り
場
を
荒
ら
す
者
が
あ
ら
わ
れ

の
強
化
と
ア
パ
ッ
チ
集
団
の
た
」

活
動
と
自
粛
が
繰
り
返
え
さ
こ
う
し
た
無
法
行
為
に
対

れ
た
が
、
掘
り
尽
く
さ
れ
巨
し
て
マ
ス
コ
ミ
も
批
判
的
な

大
な
埋
蔵
鉱
も
底
を
っ
き
、
報
道
が
目
立
ち
始
め
た
。
こ

鉄
の
出
方
も
減
っ
て
き
た
。
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
ア

さ
ら
に
H

金
へ
ン
ブ
!
ムH
パ
ッ
チ
集
落
の
良
識
派
に
対 ぃ

、
ア
パ
ッ
チ
集
団
解
散
式

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
当
時
、
良
寛
先
生
は
ア

パ
ッ
チ
問
題
の
収
拾
、
そ
の

後
の
集
落
の
人
た
ち
の
就
労

と
仕
事
の
開
拓
で
走
り
回

り
、
い
つ
し
かNア
パ
ッ
チ
医

者
u
の
称
号
を
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
た
。
(
大
山
勝
男
)

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
刊
月
包
日
(
水
)

41 
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l 多彩な分野の人とつながる

ド
ラ
マ
き
っ
か
け

本
田
良
寛
先
生
はH
釜
μ

の
日
雇
い
労
働
者
、
医
師
を

は
じ
め
芸
能
人
、
作
家
、
趣

味
の
文
芸
ク
ラ
ブ
、
新
聞
記

者
ら
『
￥
品
ざ
ま
な
分
野
の
人

た
ち
と
交
流
を
も
っ
た
。

釜
ケ
崎
に
住
み
、
現
地
の

人
間
ド
ラ
マ
を
描
写
し
た
作

品
「
人
間
百
景
|
釜
ヶ
崎
」

を
出
版
し
た
写
真
家
、
井
上

青
竜
(
元
大
墜
五
術
大
教
授
)

は
友
人
で
、
良
寛
先
生
の
最

愛
の
母
が
ウ
イ
ル
ス
脳
炎
で

亡
く
な
り
、
研
究
の
た
め
大

阪
市
立
大
医
学
部
で
病
理
解

剖
し
た
あ
と
の
学
術
写
真
を

撮
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
頼
む

仲
だ
っ
た
。

西
成
警
察
署
の
防
犯
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
松
原
忍
が
会
長

を
務
め
た
文
芸
ク
ラ
ブ
「
裸

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
は
診

察
を
終
え
た
後
に
集
ま
り
、

文
芸
談
議
に
花
を
咲
か
せ

貧
困
と
医
療

外
に
弟
子
を
待
た
せ
、
良
寛
て
い
た
。
そ
し
て

H

釜
ケ
崎H

そ
の
後
H

カ
マ
ゃ
んu
は

先
生
と
楽
し
そ
う
に
話
を
し
に
出
合
っ
た
。
釜
の
労
働
者
に
も
受
け
入
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
「
こ
の
ま
ち
で
人
間
の
奥
ら
れ
、

2
0
1
7

年
1

月
に

は
良
寛
先
生
か
ら
い
た
だ
い
深
さ
、
社
会
の
深
奥
に
身
を

5
0
0

号
を
突
破
。
そ
の
問
、

た
書
で
す
」
と
、
直
筆
で
「
青
置
こ
う
」
と
同
セ
ン
タ
ー
に

N

カ
マ
ゃ
んμ
は
「
リ
ア
リ

児
落
書
マ
ロ
ニ
エ
の
花
就
職
し
た
。
そ
し
て
職
員
か
テ
ィ
ー
が
あ
り
、
ク
ス
ッ
と

咲
く
恋
の
す
ぎ
り
し
ら
な
る
「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
笑
え
る
」
「
元
気
が
も
ら
え

た
。
そ
し
て
作
家
の
藤
本
義
で
る
い
う
こ
と
は
、
病
気
と
東
郷
青
児
の
酔
い
し
落
編
集
委
員
会
か
ら
「
漫
画
を
る
」
と
評
判
に
な
り
、
全
国

一
と
は
、
藤
本
が
良
寛
先
生
い
う
こ
と
ゃ
な
い
か
』
と
い
書
」
(
良
寛
)
と
認
め
た
書
描
い
て
く
れ
」
と
頼
ま
れ
た
。
版
の
マ
ン
ガ
誌
で
の
連
載
や

と
「
ア
パ
ッ
チ
集
落
」
の
入
っ
た
ら
、
女
が
び
っ
く
り
し
を
見
せ
て
く
れ
た
。
「
も
と
も
と
、
表
現
し
た
い
気
単
行
本
化
さ
れ
、

H

カ
マ
や

た
ち
と
の
交
友
録
を
テ
レ
ビ
て
『
そ
う
で
っ
か
』
(
笑
ご
持
ち
ま
あ
っ
た
。
そ
の
表
現
ん

μ
の
生
き
方
に
共
感
す
る

力
マ
ゃ
ん
名
付
け
親
什

ド
ラ
マ
「
背
と
腹
」
と
し
て
方
法
カ
漫
画
に
な
っ
た
」
と
読
者
層
に
根
強
い
人
気
を
呼

老
舗
バ
l

に
通
う

著
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
交
「
良
寛
先
生
は

H

カ
マ
や
4

こ
ま
漫
画
を
描
く
こ
と
に
。
ん
で
い
る
。

遊
を
も
っ
た
。
上
方
落
語
家
協
会
会
長
を
ん

μ
の
名
付
け
親
で
す
」
。
「
連
載
を
始
め
て
4
1
5

あ
り
む
ら
さ
ん
は
振
り
返

藤
本
は
作
家
の
吉
行
淳
之

介
と
の
「
軽
薄
対
談
」
(
角

E
R
』
除
色
聡

-
D

久
民
自
層
:
』
、
に
・
陵
町
地

川
文
庫
)
の
中
で
ユ
ー
モ
ア
園
田
明
品

m
T
単
閉
園

h
h
E
d
包

p
'
E
E
'
圃
晶
U
M
d
"

を
交
え
て
良
寛
先
生
と
の
エ
冒
酎
凋
・4
弔
宮
司

-
a

』
a
'
d
e
E
4

・
4
4
'
z
，
小

ピ
ソ
l

ド
を
紹
介
し
て
い

る
。
務
め
た

6

代
目
の
笑
福
亭
松
こ
主
拍
す
の
は
、
釜
ケ
崎
を
年
は
翠
闘
の
タ
イ
ト
ル
が
な
る
。
つ
カ
マ
ゃ
ん

μ
が
い

「
釜
ケ
崎
に
、
本
田
良
寛
鶴
と
は
特
に
気
が
合
っ
た
。
舞
台
に
し
た

4

こ
ま
漫
画
か
っ
た
の
で
、
セ
ン
タ
ー
だ
た
か
ら
、
僕
も
今
日
ま
で
歩

さ
ん
と
い
う
お
医
者
さ
ん
が
大
阪
・
新
世
界
の
通
天
閣
の
「
カ
マ
ゃ
ん
」
を
財
団
法
人
よ
り
で
主
人
公
の
名
前
を
公
ん
で
こ
れ
た
ん
と
ち
が
う
の

い
る
ん
で
す
。
こ
の
本
田
さ
た
も
と
に
あ
る
老
舗
パ
l

西
成
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
募
し
た
ら
良
寛
先
生
か
ら
直
か
な
あ
。
釜
も
海
外
か
ら
の

ん
と
歩
い
て
る
と
、
女
が
今
「
B
A
B
Y

」
は
松
鶴
と
よ
広
報
誌
「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
「
君
の
漫
画
、
リ
ア
ル
で
お
客
さ
ん
も
多
く
な
っ
た
。

宮
診
療
所
と
曹
い
で
あ
る
薬
く
通
っ
た
。
同
店
の
壁
に
は
(
毎
月

1

回
発
付
)
に1
9

え
え
わ
。
主
人
公
の
登
別
は
こ
れ
か
ら
は

H

世
界
の
カ
マ

の
袋
を
見
せ
な
が
ら
、
客
引H二
税
会
の
ド
ンu
と
呼
ば
7
8

年
1

月
か
ら
約
羽
年
間
H

カ
マ
ゃ
んμ
で
ど
う
や
』
ゃ
んμ
に
な
っ
て
も
ら
い
た

き
し
て
い
る
。
こ
れ
飲
ん
で
れ
た
美
人
画
の
巨
匠
、
東
郷
に
わ
た
っ
て
描
き
続
け
て
い
と
電
話
が
あ
っ
た
。
良
寛
先
日
と
今
も
創
作
意
欲
は
旺

る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
わ
青
児
が
酔
っ
た
勢
い
で
階
段
る
漫
画
家
、
あ
り
む
ら
潜
さ
生
は
そ
の
当
時
、
私
に
と
っ
盛
だ
。
(
大
山
勝
男
)

け
な
ん
で
す
ね
。
『
本
田
は
の
下
で
描
い
た
裸
婦
像
が
今
ん
(
現
釜
ヶ
崎
の
ま
ち
再
生
て
雲
の
上
の
存
在
。
僕
の
描

ん
と
こ
の
飲
ん
で
ま
っ
せ
』
も
残
っ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
)
。
く
漫
画
を
み
て
い
て
く
れ
て

と
い
っ
て
客
引
い
て
る
。
本2
代
目
マ
ス
タ
ー
の
田
中
あ
り
む
ら
『
瓦
は
鹿
児
島
い
る
ん
や
。
も
う
即
決
で

H

カ

里
応
が
堤
つ
い
て
『
パ
カ
光
彦
宇
佐
「
松
鶴
師
匠
は
出
身
で
立
命
館
大
を
卒
業
マ
ゃ
ん

μ
に
決
め
ま
し
た
」

ヤ
ロ
1

、
お
ま
え
、
薬
飲
ん
い
つ
も
べ
ろ
べ
ろ
で
し
た
が
後
、
自
分
の
生
き
方
に
迷
っ
と
笑
顔
を
浮
か
べ
る
。

げ
央
金

(8) 

ー
本
田
良
寛
伝
|

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
ロ
月
間
日
(
水
)
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l 医療向上に捧げた出 l 
覚
悟
の
死

「
貧
し
い
が
た
め
に
救
わ

れ
な
い
命
、
そ
ん
な
ア
ホ
な

こ
と
が
あ
っ
て
た
ま
る
か
」

と
、
約2
年
間
に
わ
た
っ
て

釜
ケ
崎
の
日
雇
い
労
働
者
の

医
療
に
献
身
的
に
尽
く
し
た

本
田
良
寛
先
生
は
、
1
9
8

5

年
7

月
1

日
、
胃
が
ん
の

た
め
ω
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

現
代
の
感
覚
で
言
え
ば
、
ま

だ
元
気
で
働
け
る
年
齢
で
あ

る
。良

寛
先
生
を
慕
っ
て
一
緒

に
働
い
た
経
験
が
あ
る
大
阪

医
療
刑
務
所
長
、
加
藤
保
之

『
ヤ
ん
は
「
本
田
先
生
は
が
ん

が
見
つ
か
り
市
大
医
学
部
で

同
期
だ
っ
た
信
頼
を
寄
せ
る

第
1

外
糾
の
教
授
に
自
分
の

ュ
l

マ
ニ
ズ
ム
だ
と
か
い
う
く
れ
た
先
生
だ
っ
た
」
と
良
「
夜
も
休
日
も
年
末
年
始
も

人
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ご
免
寛
先
生
の
死
を
悼
ん
だ
。
な
く
、
現
場
の
医
療
に
没
頭
し

こ
う
む
り
た
い
。
イ
デ
オ
ロ
生
前
か
ら
良
寛
先
生
は
ま
し
た
。
あ
な
た
の
遺
志
は

ギ
l

や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
「
葬
式
は
せ
ん
で
え
え
」
と
わ
れ
わ
れ
が
継
い
で
い
き
ま

物
事
が
解
決
つ
け
ば
、
こ
ん
い
う
の
が
口
ぐ
せ
だ
っ
た
。
す
」
と
遺
影
に
語
り
か
け
た
。

な
簡
単
な
こ
と
は
な
い
。
そ
自
分
の
体
は
「
医
学
の
進
歩
そ
の
問
、
良
寛
先
生
が
作

う
い
う
言
い
方
は
世
間
体
は
の
た
め
に
市
大
医
学
部
に
献
調
し
た
庶
民
の
心
を
歌
っ
た

手
術
を
依
頼
し
た
。
い
っ
た
く
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
い
い
が
、
何
の
役
に
も
立
た
体
す
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
演
歌
「
親
子
づ
と
め
」
な
ど

ん
職
場
に
復
帰
し
た
が
、
再
が
あ
っ
て
も
、
私
は
釜
ケ
崎
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
し
か
し
、
大
阪
社
会
医
療
セ

5

曲
が
流
れ
る
中
、
献
花
と

発
し
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
」
を
離
沼
ぃ
。
そ
れ
が
私
の
い
う
立
場
か
ら
、
私
は
、
『
見
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
良
寛
先
合
憲
続
発
」
参
列
者
は

1

千

と
い
う
。
生
き
甲
斐
で
あ
り
、
生
命
で
る
、
聞
く
、
言
う
』
と
い
う
、
生
を
慕
う
大
阪
市
立
大
医
学
人
を
超
え
た
。
そ
の
中
に
は

ま
た
、
大
阪
市
立
大
医
学
あ
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
い
わ
ゆ
る
『
見
ざ
る
、
聞
か
部
の
公
衆
衛
生
学
教
室
の
教
友
人
だ
っ
た
落
語
家
の
笑
福

部
か
ら
派
遣
さ
れ
て
良
寛
先

生
の
も
と
で
働
い
た
経
験
の
広
ま
を

T

奇
量
唯
眠
、

z

、

あ
る
元
大
阪
市
長
で
医
師
の
劃
制
ト

H
a
z
h
J師
向
唾
匂
副
剛
少
何#
ω
'、

関
淳
一
べ
瓦
は
「
豪
快
な
先

=
d

育
園

4
E

岡
町

F

・

4
2
F

・

4

生
で
何
よ
り
も
労
働
者
に
寄

り
添
う
医
療
活
動
を
し
て
い
私
は
人
間
で
あ
る
か
ら
だ
。
ざ
る
、
言
わ
さ
乏
の
正
反
授
、
教
員
と
医
学
研
修
生
ら
亭
松
鶴
さ
ん
や
良
寛
先
生
と

ま
し
た
」
と
回
想
す
る
。
そ
し
て
こ
の
遺
言
は
自
分
が
対
の
態
度
を
と
っ
て
き
た
」
が
中
心
に
な
っ
て
大
阪
市
東
の
別
れ
を
惜
し
む
作
業
着
、

H

釜
μ
で
亡
く
な
る
こ
と
自
分
こ
男
、
か
7
、
、
，

I

聞
住
吉
区
長
居
ム
園

1

丁
目
の
サ
ン
ダ
ル
ぱ
き
、
ゴ
ム
長
姿

-
E
H
L
l
L
L

労
働
者
ら
涙
/

は
良
寛
先
生
に
と
っ
て
は
覚
か
せ
て

L
る
言
葉
で
も
あ
臨
南
寺
会
館
て
セ
ン
タ
ー
葬
の
釜
の
労
働
者
約
別
人
の
姿

悟
の
死
だ
っ
た
。
良
寛
先
生
る
。
」
(
本
田
良
寛
著
「
釜
良
寛
先
生
が
胃
が
ん
で
亡
が
営
ま
れ
た
。
も
あ
っ
た
。
(
大
山
勝
男
)

は
遺
言
を
の
こ
し
て
い
る
。
ヶ
崎
か
て
明
日
が
あ
る
」
)
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
釜
祭
壇
に
は
キ
夕
、
ユ
リ
の
(
お
わ
り
)

「
私
は
遺
言
を
曹
く
。
そ
良
寛
先
生
は
自
分
自
身
に
の
多
く
の
労
働
者
は
「
良
寛
花
に
固
ま
れ
た
良
寛
先
生
の

し
て
い
わ
れ
な
き
苦
し
み
の
対
す
る
批
評
に
つ
い
て
も
こ
先
生
は
わ
し
ら
の
健
康
ぱ
か
遺
影
が
掲
げ
ら
れ
、
葬
儀
委

事
実
の
な
い
世
の
中
に
、
釜
う
述
べ
て
い
た
。
り
気
づ
か
い
、
自
分
の
健
康
員
長
の
助
川
義
寛
・
大
阪
市

ケ
崎
に
、
と
。
一
歩
一
歩
確
「
私
の
や
っ
て
い
る
仕
事
は
後
回
し
に
し
て
い
た
」
「
わ
立
大
教
授
(
大
阪
社
会
医
療

か
め
つ
つ
仕
事
を
続
け
て
い
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
だ
と
か
ヒ
し
ら
の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
セ
ン
タ
ー
会
長

H

当
時
)
は

げ
央
金

本
田
良
寛
伝
ー
ー

(( 9 )) 

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
ロ
月
訂
日
(
水
)

貧
困
と
医
療
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腕師のスキルアップ目指すI同

周
産
期
を
支
え
る

全
国
初
の
「
大
学
」

受
講
生
で
活
況

妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
助
産
師
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
に
し
た
全
国
初
の
「
じ
よ
さ
ん
し
大
学
一
が
箕
面
市
で
開
校
し
、
大
勢
の
受

講
生
ら
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
「
成
長
し
た
い
」
「
視
野
を
広
げ
た
い
」
「
刺
激

が
ほ
し
い
」
な
ど
と
看
護
師
や
保
健
師
ら
も
受
講
。
関
係
者
は
「
少
子
化
が
進
む

な
か
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
充
実
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
助
産

師
の
パ
ワ
l

ア
ッ
プ
を
図
る
の
は
重
要
だ
一
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

(
高
橋
義
春
)

。
v
h
o
u
p
t
司

9
“
4ddiE 

日
本
で
は
約9
割
の
妊
婦
が

「
母
乳
で
育
て
た
い
」
と
希
望

し
て
い
る
一
方
で
、
出
産
後
に

母
乳
に
よ
る
育
児
が
で
き
て
い

る
の
は
約
5

割
に
と
ど
ま
っ
て

い
4
Q
1
0

木
の
ぬ
く
も
り
が
漂
う
講
義

室
で
、
「
は
な
助
産
院
」
(
大

「
視
野
広
げ
た
い
」
「
刺
激
を
」

阪
市
都
島
区
)
の
梁
梨
香
院
長

(
必
)
が
、
母
乳
育
児
の
現
状
や

育
児
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
昨
年9
月
か
ら
受
講
の
第

2

期
生
白
人
が
熱
心
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
た
。

じ
よ
さ
ん
し
大
学
は
昨
年4

月
、
ベ
テ
ラ
ン
助
産
師
が
中
心

に
な
っ
て
子
育
て
に
悩
む
女
性

た
ち
を
支
援
す
る
「
み
の
お
マ

マ
の
学
校
一
が
開
校
。
約
半
年

間
を
1

ク
ー
ル
に
し
た
計
ロ
講

座
で
、
助
産
院
院
長
、
産
婦
人

斜
医
ら
幅
広
い
講
師
障
が
「
信

頼
さ
れ
る
助
産
師
と
は
一
な
ど

面箕

と
題
し
た
講
義
を{
σつ
ほ
か
、

グ
ル
ー
プ
ワl
ク
の
「
助
産
師

の
寺
子
屋
」
や
合
宿
な
ど
も
実

施
し
て
い
る
。

代
表
を
務
め
る
助
産
師
歴
初

年
の
谷
口
陽
子
さ
ん
(
羽
)
は

「
第2
期
の
受
講
者
はm
i
初

歳
代
。
現
状
に
満
足
で
き
ず
、

新
し
い
知
識
や
考
え
方
を
得
た

く
て
参
加
し
た
助
産
師
が
ほ
と

ん
ど
」
と
話
す
。

第
1

期
生
を
含
め
、
こ
れ
ま

で
に
計
約
刊
人
が
受
講
。
-
期

生
の
京
大
医
学
部
付
属
病
院
の

助
産
師
、
出
野
爽
香
さ
ん
(
幻
)

は
受
講
後
、
J
I
C
A
(
国
際

協
力
機
構
)
の
青
年
海
外
協
力

隊
員
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ
の
べ

ナ
ン
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
た
。

「
新
た
な
パ
ワ
!
と
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
て
く
るH
泉
μ
の
よ

う
な
空
間
で
し
た
」
と
振
り
返

る
出
野
さ
ん
は
、
現
在
、
同
国

の
保
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
母
親

学
級
の
推
進
活
動
に
励
ん
で
い

る
。厚

生
労
働
省
に
よ
る
と
、
全

国
の
助
産
師
(
潜
在
助
産
師
は

の
ぞ
く
)
は
約
3

万
8

汗
汰

(
平
成
幻
年
末
現
在
)
。
分
娩

件
数
に
対
す
る
十
分
な
助
産
師

確
保
の
事
業
推
進
で
、
そ
の
数

は
増
加
傾
向
だ
が
、
い
わ
ゆ
る

「
産
婆
さ
ん
」
の
よ
う
な
理
想

の
助
産
師
像
と
、
医
療
に
お
け

る
助
産
師
と
の
隔
た
り
も
あ

り
、
3

年
目
を
迎
え
た
頃
に
な

る
と
将
来
へ
の
不
安
を
抱
く
と

い
う
。

悩
み
を
持
っ
た
助
産
師
た
ち

が
リ
ア
ル
に
語
り
合
い
、
つ
な

が
る
こ
と
で
、
互
い
のH
成
長

の
場
μ
に
な
っ
て
い
る
じ
よ
さ

ん
し
大
学
。
谷
口
さ
ん
は
「
出

産
は
も
ち
ろ
ん
、
子
供
の
思
春

期
に
も
楽
し
く
関
わ
れ
るH
先

輩
マ
マ
μ
的
な
助
産
師
を
ど
ん

ど
ん
増
や
し
て
い
き
た
い
一
と

意
気
込
み
、
今
春
に
は
東
京
と

福
岡
で
も
開
校
す
る
予
定
だ
。

出1j (!)占 I\ f';了、官買を引む し(J，ります; 44 
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「
産
む
不
安
に
応
え
た
い
」

大
阪
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
(
和
泉
市
)
は
、
医
師
や
看
護
師
ら

が
、
子
ど
も
や
妊
婦
の
病
気
や
治
療
法
な
ど
同
セ
ン
タ
ー
の
診
療

内
容
を
分
か
り
ゃ
す
く
解
説
し
た
「
こ
ど
も
と
妊
婦
の
病
気
・
治

療
が
わ
か
る
本
|
大
阪
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
今

l

」
を
出
版
し

た
。

妊婦・小児治療詳しく

母子医療センター解説本

同
セ
ン
タ
ー
は
、
1
9
8
1

年
に

開
所
し
て
周
産
期
部
門
の
診
療
を
開

始
。
旧
年
に
は
小
児
医
療
部
門
と
研

究
所
も
設
け
ら
れ
、
高
度
で
専
門
的

な
医
療
を
提
供
し
、
治
療
法
の
研
究

を
進
め
て
き
た
。
今
回
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
府
民
に
知
っ
て
も

ら
お
?
と
、
本
に
ま
と
め
た
。

A
5
判
全
3
2
8
m
1、
全
5

章
で

構
成
。
診
療
風
景
や
治
療
器
具
な
ど

が
カ
ラ
l

写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
小
児
が
ん
や
気
道
疾
患
、
低
身

長
な
ど
に
対
す
る
診
療
体
制
や
治
療

法
、
無
痛
知
鉱
の
進
め
方
の
ほ
か
、

流
産
や
早
産
、
糖
尿
病
な
ど
、
妊
婦
が

直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
所
属
す

る
医
師
や
看
護
師
ら
が
解
説
し
た
。

未
熟
児
で
生
ま
れ
て
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
で
治
療
を
受
け
、
ピ
ア
ノ
の
指

導
者
に
な
っ
た
女
性
や
、
白
血
病
を

克
服
し
て
同
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
に

な
っ
た
女
性
が
寄
せ
た
コ
ラ
ム
も
収

録
し
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
「
出

産
や
子
育
て
で
抱
く
不
安
に
少
し
で

も
応
え
た
い
」
と
し
て
い
る
。

税
込
み1
6
2
0

円
で
、
府
内
の

書
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど

で
販
売
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は

同
セ
ン
タ
ー
(
0
7
2
5・
日
・1

2
2
0
)
ヘ
。

読

売
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
白
日
(
土
)

ま
ん
ま
る
マ
マ
い
わ
て
(
佐
藤
美
代
子
代
表
)
は
回
目
、
花
巻
市
四
日
町
の

花
北
振
興
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
「
産
前
産
後
か
ら
は
じ
ま
る
子
育
て
支
援
講

座
」
を
開
い
た
。
講
師
は
産
前
産
後
の
家
事
、
育
児
支
援
な
ど
を
行
う
ア
イ

ナ
ロ
ハ
(
埼
玉
県
所
沢
市
)
代
表
取
締
役
で
3

人
の
子
ど
も
を
持
つ
渡
辺
大

地
さ
んc
参
加
者
は
、
夫
婦
会
議
の
必
要
性
や
父
親
を
巻
き
込
む
産
後
ケ
ア

な
ど
に
理
解
を
深
め
た
。

花
巻
で
子
育
て
支
援
講
座

「
す
べ
て
の
家
族
に
贈
る
、

分
か
り
合
え
る
夫
婦
会
議
の
作

り
方
一
と
題
し
た
午
前
の
部
に

は
、
夫
婦
問
組
を
含
む
白
人
が

参
加
し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
、
出

産
を
め
ぐ
る
母
体
の
変
化
な
ど

を
示
し
「
出
産
後
の
お
母
さ
ん

は
内
臓
損
傷
状
態
。
産
後
の
家

事
を
お
母
さ
ん
以
外
が
や
る
こ

と
が
必
要
だ
」
と
話
し
た

c

兵
庫
県
西
宮
市
の
調
査
で
は

一
『
産
後
の
お
母
さ
ん
』
が
夫

に
し
て
ほ
し
か
っ
た
家
事
」
と

し
て
「
ゴ
ミ
捨
て
」
「
風
目
そ

う
じ
一
に
続
き
、3
位
に
「
自

分
自
身
の
こ
と
」
が
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
と
い
う
。
参
加
者
が
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
自
分
自
身

の
こ
と
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と

を
指
す
か
を
話
し
合
っ
た
と
こ

ろ
マ
自
分
で
起
き
る
マ
食
べ
た

物
や
脱
い
だ
も
の
を
片
付
け
る

マ
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
補
充
マ

便
座
を
下
げ
る
な
ど
が
挙
が

っ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
ほ
か

に
「
夫
に
今
す
ぐ
食
器
を
洗
っ

周
産
期
を
支
え
る

「夫婦会議」勧める
て
ほ
し
い
時
、
ど
の
よ
う
に
言

う
と
や
っ
て
く
れ
る
か
一
「
産

後
2

カ
月
ご
ろ
の
お
嬰
瓦
が

行
っ
て
い
る
家
事
、
育
児
す
べ

て
を
外
部
委
託
す
る
と
し
た
ら

年
間
い
く
ら
か
か
る
か
一
な
ど

を
協
議
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
出
し
合
っ
た
。

渡
辺
さ
ん
は
「
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
と
決
め
な
く
て
は
い
け

な
い
こ
と
が
増
え
る
が
、
家
の

中
で
や
ら
な
く
て
も
支
障
の
な

い
こ
と
の
多
く
は
妻
が
や
っ
て

い
る
。
子
ど
も
が
熱
を
出
し
た

時
に
ど
ち
ら
が
仕
事
を
休
む
か

な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お

く
こ
と
が
大
事
」
と
強
調
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
方

法
と
し
て
、
時
間
を
定
め
て
大

事
な
こ
と
を
決
め
た
り
話
し
合

う
「
夫
婦
会
議
」
を
開
く
こ
と

を
勧
め
た
。

テ
ー
マ
と
し
て
①
産
後
の
振

り
返
り
を
す
る
②
夫
婦
で
分
担

す
べ
き
こ
と
は
何
か
③
パ
ー
ト

ナ
ー
が
「
家
族
」
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
を
知
る

の
三
つ
を
宿
題
に
出
し
た
。

妻
、
2

人
の
子
ど
も
と
参
加

し
た
奥
州
市
水
沢
区
の
養
鶏
業

松
本
昌
吉
ん
(
お
)
は
「
産
後
の

体
の
話
な
ど
を
聞
き
、
妻
が
い

か
に
つ
ら
か
っ
た
か
が
分
か
っ

た
。
子
ど
も
も
交
え
て
家
族
会

議
を
し
た
い
」
と
意
欲
を
示
し

て
い
た
。

「
父
親
を
巻
き
込
む
産
後
ケ

ア
1

子
育
て
支
援
者
の
関
わ
り

方
」
を
テl
マ
に
し
た
午
後
の

部
に
は
助
産
師
や
保
健
師
ら
お

人
が
参
加
。
父
親
に
な
る
こ
と

に
実
感
を
持
て
な
い
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
に
因
っ
て
い
る
人
へ
の

支
援
方
法
な
ど
を
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
考
え
た
。

主
催
し
た
ま
ん
ま
る
マ
マ
い

わ
て
の
取
り
組
み
報
告
も
行
わ

れ
た
。
産
前
産
後
ケ
ア
ハ
ウ
ス

ま
ん
ま
る
ぽ
つ
と
に
訪
れ
た
利

用
者
の
「
体
も
心
も
元
気
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
」
「
育
児
の

孤
独
感
が
薄
れ
た
」
な
ど
の
声

も
紹
介
。
代
表
の
佐
藤
さ
ん
は

「
近
隣
市
町
村
と
も
連
携
し
、

岩
手
の
女
性
た
ち
が
希
望
す
る

産
前
産
後
ケ
ア
を
安
心
し
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
活
動
を
続
け
た

い
」
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
引
日
(
水
)
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で倍

命の誕生支え10年
遠隔健診や相談業務

妊婦の負担軽減に力

周
産
期
を
支
え
る

遠野市助産院「ねっと・ゆりかこリ

は、来月 1 日に開設10周年を迎える。

市内の産税医不在がきっかけで公設

公蛍の助産院を設置し、インターネ

ット回線を活用した遠隔健診や助産

師らによる産前産後のサポートで、

妊婦の負担軽減に力を注いできた。

目標に掲げた産斜医の確保は実現し

ていないが「安産の里」を目指す遠

野独自の取り組みは続いていく。

健
康
福
祉
の
里
(
岡
市
松
崎

町
)
の
一
室
に
あ
る
ね
っ
と
・

ゆ
り
か
ご
。
助
産
師2
人
が
常

駐
し
て
お
り
、
超
音
波
検
査
の

画
像
を
医
療
機
関
に
伝
送
す
る

装
置
も
あ
る
。
妊
婦
健
診
の
一

部
は
こ
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
た

め
、
市
外
に
通
院
す
る
妊
婦
の 負

担
や
リ
ス
ク
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

先
月
に
第2
子
を
出
産
し
た

岡
市
松
崎
町
の
主
婦
及
川
奏
江

さ
ん
(
明
記
)
は
「
盛
岡
市
の
病
院

に
通
う
の
が
大
変
だ
っ
た
が
、

助
産
院
の
お
か
げ
で
移
動
の
負

担
が
減
っ
た
。
助
産
師
の
ア
ド

地
元
に
お
産
が
で
き
る
医
療
機
関
が
な
い
市
町
村
で
、
妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
交
通
費
や
宿
泊
費
を
助

成
す
る
な
ど
、
妊
産
婦
に
対
す
る
支
援
制
度
を
導
入
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
道
な
ど
の
調
査
で
、

本
年
度
に
何
ら
か
の
支
援
を
行
う
自
治
体
は

1
0
8

市
町
村
に
上
り
、
こ
の
2

年
間
で
凪
場
。
漬
か
昨
年

度
か
ら
始
め
長
蔵
事
業
を
活
用
す
る
息
容
が
増
え
た
ほ
か
、
独
自
に
支
援
内
容
を
拡
充
す
る
例
も
多

い
。
深
刻
な
産
科
医
不
足
が
続
く
中
、
遠
く
の
医
療
機
関
に
通
う
妊
産
婦
の
負
担
を
軽
減
す
る
狙
い
だ
。

パ
イ
ス
も
心
強
か
っ
た
一
と
頼

り
に
す
る
。

遠
野
市
は2
0
0
2

年
に
県

立
遠
野
病
院
産
婦
人
糾
の
常
勤

医
師
が
不
在
と
な
り
、
市
内
で

出
産
で
き
な
く
な
っ
た
。
市
は

医
師
確
保
に
奔
走
し
た
も
の

の
、
医
師
不
足
や
地
域
偏
在
の

影
響
で
遠
野
に
来
る
産
税
医
は

お
ら
ず
、
安
心
安
全
に
お
産
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め

「
遠
野
型
助
産
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
想
」
を
策
定
。
そ
の
中
核

施
設
と
し
て
健
診
や
相
談
業
務

に
重
点
を
置
い
た
助
産
院
を
的

年
ロ
月1
日
に
開
設
し
た
。

こ
の
叩
年
で
情
報
通
信
技
術

(
I
C
T
)が
格
段
に
進
歩
し
、

遠
隔
健
診
で
は
、
よ
り
鮮
明
な

胎
児
の
超
音
波
画
像
を
送
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
市
に
よ
る
と
、

を
行
っ
て
い
る
と
回
苧νた
自

治
体
は1
0
8

市
町
村
H表
日

に
上
り
、7
割
を
占
め
た
。

支
援
制
度
の
拡
大
は
、
運
が

2
0
1
6

年
度
か
ら
始
め
た
事

業
が
後
押
し
し
た
。
交
通
費
や

宿
泊
費
を
助
成
す
る
市
町
村
を 市

内
の
妊
婦
の6
1
7

割
が
健

診
な
ど
で
助
産
院
を
利
用
し
て

い
る
。

市
健
康
福
祉
部
の
菊
池
永
菜

部
長
は
「
妊
婦
の
安
心
安
全
の

た
め
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

今
後
も
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
に
は
助
産
師
や

救
急
隊
員
の
技
術
向
上
が
不

可
欠
。
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育

て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
続
け
て
い
く
」
と
決
意
を
示

す
。市

は
四
日
午
後1
時
日
分
か

ら
、
岡
市
新
町
の
あ
え
り
あ
遠

野
で
、
開
設
叩
周
年
の
記
念
式

典
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
く
。
山

梨
県
で
実
践
さ
れ
て
い
る
産
前

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
講
演
な

ど
が
あ
る
。
入
場
無
料
。

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
1
7

年
刊
月
市
臼
(
土
)

象
外
だ
が
、
年
数
件
は
緊
急
で

札
幌
や
苫
小
牧
な
ど
のNI
C

U
に
入
る
例
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
付
き
添
い
の
母
親
の
宿
泊

費
を
助
成
す
る
。

道
内
の
産
科
医
の
現
状
に
詳

し
い
カ
レ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
時
計
台
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2 年「お産難民」支援
108自治体交通費や宿泊代助成

続
く
産
科
医
不
足

道
も
補
助

空知 夕張市、砂川|市、深川市、由仁町、長沼町、月形町、
妹背牛町、秩父別町、雨竜町、北竜町、沼田町

事 当別町、新篠津村

後志 島牧村、寿都町、黒松内町、商店越町、留寿都村、京極町、
倶知安町、岩内町、泊村、神恵内村、積丹町、古平町

胆掻 伊達市、白老町、厚真町、安平町、むかわ町

高日 日高町、平取町、新冠町、様似町、えりも町、新ひだか町

震
松前町、宿島町、知内町、木古内町、鹿部町、森町、
長万部町

槍山 上ノ国町、厚沢部町、奥尻町、今金町、せたな釘

上 士別市、愛別町、上川町、南富良野町、和寒町、剣淵町、
JII 音威子府村、中川町、幌加内町

萌留 指毛町、苫前町、羽幌町、初山別村、遠別町、天復町

宗谷 浜頓別町、中頓別町、枝幸町、豊富町、礼文町、利尻町、
利尻富士町、幌延町

ホ2占クf 
紋別市、美幌町、津別町、斜里町、清里町、小清水町、
遠軽町、湧別町、滝上町、興部町、西興部村、雄武町、
大空町

勝十
音更町、士幌町、上士幌町、鹿追町、新得町、清水町、
中札内村、更別村、大樹町、広尾町、池田町、豊頃町、
本別町、足寄町、陸別町、浦幌町

鋼路 厚岸町、浜中町、標茶町、弟子屈町、白線町

捜室 根室市、標津町、羅臼町

村町市の内道-
つ

行を策援支婦産妊
「
安
全
な
出
産
の
た
め
と
思

っ
て
通
院
し
た
。
助
成
は
助
か

る
」
。
お
産
が
で
き
る
医
療
機

関
が
な
い
後
志
管
内
岩
内
町
か

ら
札
幌
市
東
区
の
天
使
病
院
に

通
い
、
日
月
下
旬
に
長
女
を
出

産
し
た
主
婦
浅
野
香
織
さ
ん

a
)
は
そ
尋
問
る
。

浅
野
さ
ん
は
、5
年
前
に
出

産
し
た
長
男
が
生
後3日
で
病

気
と
な
り
、
後
書
内
の
病
院

か
ら
救
缶
梧
搬
送
さ
れ
、
天
使
病

院
で
緊
急
手
術
を
受
け
た
。
今

回
は
「
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な

い
」
と
、
新
生
児
集
中
治
療
室

(
N
I
C
U
)の
あ
る
天
使
病

院
で
の
出
産
を
決
め
た
。

4

月
に
妊
娠
が
分
か
っ
て
か

ら
、
車
で
片
道2
時
間
か
け
、

初
回
坦
く
通
院
し
、
高
速
料
金

や
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
は
叩
万
円

近
く
か
か
っ
た
。
岩
内
町
は
2

年
前
か
ら
妊
産
婦
に
パ
ス
運
賃

相
当
額
の
交
通
費
を
助
成
し
て

周
産
期
を
支
え
る

るな異で体治自+晶容内の策提支計集ら4
H
 

どな変調の道※
 

お
り
、
浅
野
さ
ん
は
今
回
約
5

万
円
を
受
け
取
る
予
定
だ
。

道
に
よ
る
と
、
慢
性
的
な
産

科
医
不
足
と
都
市
部
へ
の
偏
在

が
続
く
道
内
で
は
、
お
産
が
で

き
る
医
療
機
関
が
な
い
の
は
1

4
9

市
町
村
(
日
日
現
在
)
。

こ
の
う
ち
道
な
ど
の
調
査
で
、

山
崖
に
か
か
る
交
通
費
や
宿
泊

費
の
助
成
、
出
童
文
援
盃
、
妊

婦
情
報
の
消
防
へ
の
登
録
な

ど
、
本
年
度
に
何
ら
か
の
支
援 支

援
す
る
内
容
で
、
役
場
か
ら

産
科
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
が

お
J
(
宿
泊
費
は
叩J
)
を
超

え
る
自
治
体
が
対
象
。
通
院
す

る
距
離
や
回
数
に
応
じ
て
設
定

し
た
上
限
額
の
う
ち
、
道
、
市

町
村
、
本
人
が3
分
の
l

ず
つ

負
担
す
る
。

道
な
ど
に
よ
る
と
、
日
年4

月
に
独
自
の
支
援
制
度
が
あ
っ

た
の
は
必
市
町
村
。
事
業
開
始

後
に
拡
大
し
、
今
年8
月
時
点

で
印
市
町
村
が
事
業
を
活
用

し
、
独
自
の
取
り
組
み
を
含
め

る
と
1
0
8

市
町
村
に
広
が
っ

た
。
4

月
か
ら
助
成
を
始
め
た

日
高
管
内
平
取
町
は
本
年
度
的

人
が
利
用
し
、
道
と
町
の
負
担

分
は
計
約2
0
0

万
円
と
貝
込

む
。
担
垂
者
は
「
(
道
の
事
業

で
)
財
源
が
確
保
で
き
た
こ
と

が
大
き
い
」
と
話
す
。

一
方
、
根
室
管
内
標
津
町
は

役
場
と
医
療
機
関
の
距
離
が
お

J
以
内
で
道
の
事
業
の
対
象
外

だ
が
、
町
内
の
一
部
は
お
J
を

超
え
て
お
り
、
「
近
隣
自
治
体

と
の
不
公
平
感
が
出
な
い
よ
う

に
」
(
同
町
の
担
当
者
)
と
、

4

月
に
独
自
の
助
成
制
度
を
始

め
た
。
昼
間
管
内
様
似
町
も
対 記

念
病
院
(
札
幌
市
中
央
区
)

の
藤
井
美
穂
・
女
性
総
合
診
療

セ
ン
タ
ー
長
は
「
産
科
医
の
厳

し
い
労
働
環
境
を
改
善
し
、
各

地
域
で
安
全
な
お
産
が
で
き
る

態
勢
を
整
え
る
こ
と
が
先
決
」

と
し
つ
つ
、
「
拠
点
病
院
ま
で

の
交
通
費
な
ど
の
助
成
は
欠
か

せ
な
い
。
国
も
支
援
に
乗
り
出

す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
た
。

樋
偏
道
内
の
産
科
医
不
足

-
E

産
科
医
は
休
日
や
夜
間
に

呼
び
出
さ
れ
る
な
ど
勤
務
が
過
酷

に
な
る
こ
と
が
多
く
、
分
娩
(
ぷ

ん
べ
ん
)
時
の
ト
ラ
ブ
ル
で
訴
訟

と
な
る
リ
ス
ク
も
高
い
こ
と
か

ら
、
な
り
手
不
足
か
続
く
。
厚
生

労
働
省
に
よ
る
と
、2
0
0
4

年

に
3
9
5

人
だ
っ
た
道
内
の
産
科

・
産
婦
人
科
医
は
、U年
に
3
8

1

人
に
減
少
。
都
市
部
へ
の
偏
在

も
問
題
で
、
日
比
年
は
石
狩
管
内
で

働
く
医
師
が
半
数
を
占
め
る
一

方
、
留
萌
、
日
高
管
内
に
は
1

人

も
い
な
か
っ
た
。
医
師
不
足
か
ら

医
療
機
関
で
の
分
娩
休
止
や
取
り

や
め
も
相
次
ぎ
、
今
年
叩
月
に
は

滝
川
市
で
お
産
が
で
き
る
医
療
機

関
が
な
く
な
っ
た
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
ロ
月
間
日
(
水
)
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上層や上あごに生まれつき亀裂がある口層口蓋裂の子どもた

ちを支援しているNPO法人「日本口唐口蓋裂協会J (事務局・
名古屋市千種区)が、ベトナムに無償手術の診療隊の派遣を始め

て四半世紀がたった。昨年12月22~29日に全国各地の口腔外科

医や看護師ら48人が参加した25年目の派遣に同行した。現地で

の支援の様子を 2 回にわたって報告するo 小椋由紀子)

@ツ
八ノイ

タ rく
ィト

ー‘ど寸寸

ïIIカ j
L ジン/叫

ヂ〆心不一チ• 
上

海
外
医
療
支
援

待
合
に
親
子
ω
組
・
即
席
の
手
術
室

ベ
ト
ナ
ム
最
大
の
都
市
、
ホ

l

チ
ミ
ン
か
ら
南
西
に
車
で
二

時
間
。
バ
イ
ク
で
ぎ
っ
し
り
の

街
中
を
抜
け
、
メ
コ
ン
川
に
か

か
る
大
き
な
橋
を
越
え
る
と
、

農
業
地
帯
の
ベ
ン
チ
ェ
省
に
入

る
。
活
動
の
舞
台
と
な
る
グ
エ

ン
デ
イ
ン
チ
ュl
病
院
は
、
約

百
三
十
万
人
が
暮
ら
す
省
で
唯

一
の
総
合
病
院
だ
。

蒸
し
暑
い
午
後
の
病
棟
。
狭

く
長
い
廊
下
に
、
簡
易
の
机
と

い
す
を
い
く
つ
か
並
べ
た
「
診

察
室
」
が
で
き
た
。
待
合
に
は

朝
早
く
か
ら
、
幼
子
を
連
れ
た

親
た
ち
八
十
組
以
上
が
押
し
寄

せ
、
ざ
わ
つ
い
て
い
た
。

「
初
日
の
診
察
は
最
初
の
ヤ

マ
場
」
。
派
遣
十
年
目
と
な
る

日
本
口
層
口
蓋
裂
協
会
口
層
口
蓋

裂
児
の
育
児
援
助
や
発
展
途
上
国
に
対

す
る
医
療
技
術
移
転
な
ど
を
目
的
に

1

9
9
2

年
に
発
足
し
た
。
患
者
家
族
や

医
師
、
企
業
な
ど
会
員
の
会
費
や
寄

付
、
貴
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
、
補
助
金
で

運
営
。
事
務
局
は
名
古
屋
市
千
種
区
の

愛
知
学
院
大
歯
学
部
内
。

結集、技術と熱意高L
愛
知
学
院
大
歯
学
部
の
口
腔
外

科
医
、
井
村
英
人
さ
ん
(
三
九
)
が

つ
ぶ
や
く
。
大
混
雑
の
中
、
通

訳
を
介
し
、
時
に
泣
く
子
を
あ

や
し
な
が
ら
、
手
分
け
し
て
層

や
口
の
中
を
診
察
。
ほ
か
に
病

気
が
な
い
か
手
術
の
適
応
を
確

認
し
、
口
の
写
真
や
型
、
血
液

を
採
取
し
て
い
く
。

新
生
児
五
百1
六
百
人
に
一

人
の
割
合
で
起
き
る
口
層
口
蓋

裂
は
、
ア
ジ
ア
系
に
多
く
、
日

本
で
は
一
歳
半
ま
で
に
治
療
し

て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
だ

が
、
途
上
国
な
ど
で
は
大
人
に

な
っ
て
も
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
、
食
事
や
言
語
の
障
害
、
結

婚
や
就
職
に
悩
む
人
は
少
な
く

な
い
。
「
治
ら
な
い
」
と
の
誤

解
や
偏
見
か
ら
中
絶
が
選
択
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

協
会
の
海
外
支
援
は
現
在
、

ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
、
エ
チ
オ

ピ
ア
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
八
カ
国

に
広
が
っ
て
い
る
。
き
っ
か
け

は
ベ
ン
チ
ェ
省
政
府
か
ら
届
い

た
一
通
の
手
紙
だ
っ
た
。
「
こ

の
地
に
も
口
層
口
蓋
裂
の
子
ど

も
た
ち
が
い
る
。
専
門
家
を
派

遣
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
。
ベ

ン
チ
ェ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
激

戦
地
。
口
層
口
蓋
裂
な
ど
は
、

米
軍
が
ま
い
た
大
量
の
枯
れ
葉

剤
の
影
響
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い

た
。両

者
を
つ
な
い
だ
の
が
、
一

足
先
に
ベ
ン
チ
ェ
で
障
害
児
教

育
や
母
子
保
健
に
取
り
組
ん
で

い
た
非
政
府
組
織
(
N
G
O
)

「
ベ
ト
ナ
ム
の
子
ど
も
達
を
支

援
す
る
会
」
の
板
東
あ
け
み
さ

ん
(
六
六
)
リ
京
都
市
。
初
め
て
ベ

ン
チ
ェ
入
り
し
た
一
九
九O
年

か
ら
口
唇
口
蓋
裂
の
子
ど
も
た

ち
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
「
活
動

で
政
府
や
村
々
に
コ
ネ
は
で
き

た
ん
だ
け
ど
、
診
療
所
で
は
治

療
で
き
な
く
て
」
。
新
聞
で
協

会
の
存
在
を
知
り
、
技
術
協
力

を
求
め
る
よ
う
ベ
ン
チ
エ
省
に

働
き
か
け
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
二
十
五
日
午

前
七
時
。
機
材
を
持
ち
込
み
一

か
ら
つ
く
っ
た
三
つ
の
手
術
室

で
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
、
こ
の
時
限
り
の
チ
ー

ム
を
組
ん
で
の
手
術
が
始
ま
つ た

。
一
室
一
日
一
ニ
、
四
件
ず
つ

手
術
を
す
る
。
「
物
資
も
な
い

土
壇
場
で
、
何
と
か
す
る
経
験

が
、
災
害
現
場
で
も
生
き
て
く

る
」
。
長
崎
市
の
形
成
外
科
医
、

福
井
雅
士
さ
ん
(
五
一
)
は
、
東
日

本
大
震
災
や
熊
本
地
震
で
の
活

動
を
振
り
返
り
語
る
。

若
手
や
ベ
ト
ナ
ム
人
医
師
、

医
学
生
ら
が
見
守
る
中
、
生
後

八
カ
月
の
口
層
裂
の
男
の
子
が

手
術
台
に
寝
か
さ
れ
た
。
全
身

麻
酔
を
す
る
と
、
担
当
医
ら
が

三
十
分
か
け
て
、
定
規
を
使
っ

て
一
ミ
リ
単
位
で
小
さ
な
顔
に
手

術
の
作
図
を
す
る
。
層
に
慎
重

に
メ
ス
を
入
れ
、
切
っ
た
部
分

の
筋
肉
や
組
織
を
き
め
細
か
く

縫
っ
て
い
く
。

約
二
時
間
の
手
術
に
耐
え
た

男
の
子
は
、
階
上
の
回
復
室
で

待
ち
構
え
て
い
た
小
児
科
医
や

看
護
師
、
母
親
の
も
と
へ
。
ほ

か
の
部
屋
で
も
無
事
手
術
が
終

わ
っ
た
よ
う
だ
。
次
の
患
者
た

ち
が
ま
た
、
運
び
込
ま
れ
た
。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
初
日
(
火
)
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NPO法人「日本口層口蓋裂協会J (事務局・名古屋

市千種区)の診療隊がベトナム・ベンチエ省で無償手術

を始めて25年。全国の邑睦外科医や看護師ら48人が参加
した昨年12月の派遣では、現地に根付いた支援の新たな

芽吹きも見て取れた。(小椋由紀子)

「
お
母
さ
ん
に
抱
っ
こ
し
て

も
ら
う
の
が
一
番
。
こ
れ
で
一

気
に
お
と
な
し
く
な
る
」
。
診

療
隊
が
活
動
す
る
グ
エ
ン
デ
イ

ン
チ
ュ
l

病
院
。
手
術
後
の
患

者
が
運
び
込
ま
れ
る
回
復
室

で
、
中
部
大
教
授
の
小
児
科

医
、
馬
場
礼
三
さ
ん
(
六
一
)
が
笑

っ
た
。
麻
酔
か
ら
さ
め
て
泣
い

下

一
fJIT 

・~

~官、.

~園

田~・

一一一

… 
ι-= 咽-
L にち司

… 
… 

一

'"-圃.

て
い
た
生
後
八
カ
月
の
男
の
子

フ
ァ
ン
・
フ
1

・
ク
イ
ち
ゃ
ん

が
、
母
フ
ン
さ
ん
(
三
四
)
の
胸
で

安
ら
か
な
顔
を
見
せ
た
。

「
こ
ん
な
に
小
さ
く
て
手
術

は
初
め
て
だ
か
ら
昨
夜
は
心
配

で
。
こ
の
子
は
寝
て
い
た
け
ど

私
は
寝
ら
れ
な
か
っ
た
」
。
疲

れ
た
顔
の
フ
ン
さ
ん
が
、
や
っ

と
う
れ
し
そ
う
に
打
ち
明
け

た
。
次
男
ク
イ
ち
ゃ
ん
は
昨
春

に
こ
の
病
院
で
産
ん
だ
。
妊
娠

中
に
口
層
裂
が
分
か
り
悩
ん
だ

が
、
診
療
隊
の
こ
と
を
教
わ
り
、

ず
っ
と
待
っ
て
い
た
と
い
う
。

「
ど
こ
の
お
母
さ
ん
も
一
緒

な
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
」
と
派

遣
十
年
目
の
愛
知
学
院
大
歯
学

部
の
口
腔
外
科
医
、
井
村
英
人

さ
ん
(
三
九
)
。
手
術
前
は
ご
飯
も

の
ど
を
通
ら
な
い
。
気
丈
に
し

て
い
て
も
、
無
事
に
終
わ
っ
て

安
堵
と
喜
び
で
泣
き
だ
す
人
も

い
る
。
「
治
療
の
原
点
に
立
ち

返
る
。
保
護
者
の
不
安
を
少
し

で
も
取
り
除
く
サ
ポ
ー
ト
が
日

本
で
も
で
き
れ
ば
」
と
話
す
。

現地医療の底上げを

海
外
医
療
支
援

「
ア
リ
ガ
ト
」
。
お
さ
げ
髪

の
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
フ
ィ
ン
・

ユ
イ
ち
ゃ
ん
(
六
つ
)
は
、
ベ
ッ
ド

の
上
で
覚
え
た
ば
か
り
の
日
本

語
を
繰
り
返
し
、
手
を
振
っ

た
。
診
察
日
の
二
十
三
日
午
前

三
時
、
姉
に
抱
え
ら
れ
、
百
五

十
キ
ロ
離
れ
た
自
宅
か
ら
母
親
の

バ
イ
ク
で
駆
け
つ
け
た
。
一
家

は
日
雇
い
で
生
活
が
苦
し
く
治

療
を
あ
き
ら
め
か
け
た
が
、
母

が
親
戚
に
診
療
隊
の
こ
と
を
聞

き
、
治
療
に
つ
な
が
っ
た
。

上
あ
ご
と
上
唇
に
あ
っ
た
亀

裂
は
き
れ
い
に
な
り
、
食
事
も

言
葉
も
支
障
が
な
く
な
っ
た
。

「
日
本
の
先
生
の
よ
う
に
子
ど

も
た
ち
を
助
け
た
い
」
と
は
に

か
ん
だ
。

朝
七
時
に
始
ま
っ
た
初
日
の

手
術
は
十
一
件
。
術
後
の
回
診

を
終
え
る
と
、
午
後
十
時
を
過

ぎ
て
い
た
。
四
日
間
で0
1
五

十
歳
の
三
十
九
人
の
手
術
が
無

事
終
わ
っ
た
。

「
当
初
は
手
術
中
に
よ
く
停

電
し
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
が
欠
か せ

な
か
っ
た
」
と
佐
賀
大
名
誉

教
授
の
香
月
武
さ
ん
(
八
O
)。
二

十
五
年
前
、
ベ
ト
ナ
ム
の
高
官

が
「
魚
で
な
く
釣
り
道
具
が
ほ

し
い
」
と
言
っ
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
状
況
は
良
く
な
っ
て
き

た
が
、
今
も
診
療
隊
を
頼
り
に

す
る
患
者
は
多
い
。
「
自
力
で

医
療
が
で
き
る
よ
う
に
。
釣
り

道
具
の
作
り
方
ま
で
工
夫
し
て

く
れ
た
ら
。
戦
後
日
本
も
た
ど

っ
て
き
た
道
だ
」
と
語
る
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
一
九
八
六

年
以
降
の
ド
イ
モ
イ
(
改
革
開

放
政
策
)
が
も
た
ら
し
た
経
済

成
長
が
続
く
。
全
般
に
医
療
水

準
は
改
善
し
て
き
た
も
の
の
、

都
市
と
地
方
の
格
差
は
大
き

く
、
グ
エ
ン
デ
イ
ン
チ
ュl
病

院
の
よ
う
な
中
核
病
院
に
は
患

者
が
集
中
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
や

機
器
な
ど
の
絶
対
数
も
不
足

し
、
本
来
の
機
能
を
果
た
す
の

が
困
難
な
状
況
だ
。

「
最
新
を
提
供
し
続
け
る
こ

と
が
大
事
」
と
、
協
会
常
務
理

事
の
夏
目
長
門
・
愛
知
学
院
大 歯

学
部
教
授
(
六
O
)。
協
会
の
活

動
は
、
病
院
の
施
設
整
備
や
貧

困
家
庭
へ
の
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
現
地
人
材
の
育
成
、
学

術
調
査
・
研
究
な
ど
徐
々
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

今
回
の
派
遣
に
は
、
三
年
前

か
ら
愛
知
学
院
大
に
留
学
し
て

い
る
グ
エ
ン
デ
イ
ン
チ
ュl
病

院
の
口
腔
外
科
医
ト
ラ
ン
・
リ

l

・
ユ
イ
さ
ん
(
三
る
も
参
加
し

た
。
手
術
の
技
術
習
得
の
ほ

か
、
協
会
が
こ
れ
ま
で
治
療
し

た
三
千
人
以
上
の
血
液
サ
ン
プ

ル
を
使
っ
た
日
越
協
力
の
遺
伝

子
研
究
に
も
取
り
組
む
。

派
遣
中
、
ベ
ン
チ
ェ
省
「
日

越
医
学
友
好
学
会
」
が
設
立
さ

れ
た
。
省
内
の
病
院
か
ら
三
百

五
十
人
が
参
加
し
、
情
報
交
換

と
医
療
の
底
上
げ
を
目
指
す
。

会
場
で
初
め
て
の
研
究
論
文
を

発
表
し
た
ト
ラ
ン
さ
ん
が
、
少

し
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。
「
日

本
で
学
ん
だ
こ
と
が
故
郷
の
医

学
の
発
展
に
生
き
る
。
日
越
の

か
け
橋
に
な
れ
て
う
れ
し
い
」

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
6

日
(
火
)
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カ
ン
ボ
ジ
ア
で
舜
付
す
る
「
タ
イ
肝
吸
虫
症
」
を
予
防
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
山
梨
大
大
学
院
の
宮
本
和
子
教
授
(
国
墜
事
が
首
都
プ

ノ
ン
ペ
ン
周
辺
の3州
6

村
で
予
防
対
策
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
宮
本
教
授
が
企
画
し
、
感
染
の
原
因
や
経
路
な
ど
を
周
知
し
、
自
発
的
な

予
防
体
制
の
構
築
を
息
子
。
8

日
に
現
地
へ
向
か
う
宮
本
教
授
は
、
過
去
に
山

梨
県
で
ま
ん
延
し
、
地
方
病
と
呼
ば
れ
た
日
本
住
血
吸
虫
症
に
触
れ
、
「
寄
生
虫

病
を
撲
滅
し
た
山
梨
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
経
験
を
現
地
で
生
か
し
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
る
。
〈
鈴
木
秀
人
〉

宮
本
教
授
(
韻
献
)
き
ょ
う
カ
ン
ボ
ジ
ア
ヘ

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
タ
イ

肝
吸
虫
症
は
寄
生
虫
感
染
症
の

一
つ
で
、
同
吸
虫
が
寄
生
す
る

コ
イ
科
の
淡
水
魚
を
生
で
食
べ

る
こ
と
で
感
染
し
、
最
悪
の
場

合
は
肝
臓
が
ん
を
発
症
す
る
可

能
性
も
。
宮
本
教
授
は
約
加
年

前
に
調
査
を
始
め
、2
0
0
6

年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
初
の
流
行

地
域
を
発
見
。
口
年
ま
で
に
叩

州
日
村
以
上
で
流
行
を
確
認
し

た
。宮

本
教
授
に
よ
る
と
、
隣
国
の

タ
イ
、
ラ
オ
ス
は
国
レ
ベ
ル
で
実

態
調
査
や
保
健
対
策
を
取
っ
て
い

る
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
遅
れ
て
い る

と
い
う
。
生
活
習
慣
病
と
捉
え
、

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
予
防
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
。
日
年

ロ
月
に
国
際
協
力
機
構(
J
I
C

A
)の
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」

に
申
請
し
、
げ
年
4

月
に
採
択
さ

れ
た
。

実
施
期
間
は
却
年1
月
末
ま

で
。
国
立
マ
ラ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
主
に
カ
ン

ダ
l

ル
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
な
ど

3

州
の
6

村
を
巡
り
、
ま
ず
は
生

で
食
べ
る
羽
層
が
あ
る
川
魚
に
寄

生
虫
が
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
感

染
の
危
険
性
を
伝
え
る
。

〆

タ
イ
肝
服
虫
症
コ
イ
科
の
淡
水
魚
を
生
で
食
べ
る
こ
と
に
よ

周
回
っ
て
感
染
す
る
食
品
に
由
来
す
る
吸
虫
症
の
一
つ
。
厚
生

園
圃
労
働
省
な
ど
に
よ
る
と
、
感
染
初
期
は
無
症
状
か
、
ほ
ぽ

繕
症
状
が
な
い
た
め
貝
場
」
さ
れ
る
と
と
が
多
い
。
タ
イ
肝

4

吸
虫
の
成
虫
が
肝
臓
の
小
胆
管
に
寄
生
し
て
炎
症
を
起
こ

…
し
、
重
篤
で
死
に
至
る
よ
う
な
肝
臓
が
ん
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

…
あ
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に
分
布
し
、
感
染
者
は

3

千
万S
4

千

…
万
人
と
推
事
出
。
れ
て
い
る
。
日
本
は
同
吸
虫
が
確
認
さ
れ
て
お
ら

…
ず
、
園
内
感
染
の
墾
口
は
な
い
。

住
民
が
調
理
方
法
の
工
夫
な
ど

必
要
な
予
防
対
策
を
考
え
る
環
境

を
整
-
へ
自
ら
予
防
行
動
が
取
れ

る
よ
う
に
す
る
「
住
民
参
加
型
」

の
モ
デ
ル
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
は
、
現
地

の
保
健
省
に
成
果
を
墾
口
、
国
レ

ベ
ル
で
の
対
応
に
生
か
す
よ
う
に

促
す
考
え
。

宮
本
教
授
は
横
浜
市
生
ま
れ
。

神
戸
大
大
学
院
修
了
後
、
国
際
保

健
医
療
の
非
政
府
組
織
(
N
G
O
)

に
参
加
し
た
。
日
年
4

月
か
ら
山

梨
大
大
学
院
総
合
研
究
部
医
学
域

看
護
学
系
教
授
を
務
め
、
同
大
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
学
生
の
国
際 生かす」「地方病との闘い

交
流
に
関
わ
る
相
談
や
支
援
の
担

当
も
兼
ね
て
い
る
。

山
梨
県
は
、
甲
府
盆
地
一
帯
で

寄
生
虫
感
染
症
の
日
本
住
血
吸
虫

症
が
ま
ん
延
し
、10
0

年
以
上

を
か
け
て
終
息
さ
せ
た
歴
史
が
あ

る
。
宮
本
教
授
は
「
寄
生
虫
病
に

県
民
が
自
ら
対
策
を
取
っ
た
取
り

組
み
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
芯

に
通
じ
る
。
実
現
可
能
な
予
防
対

策
を
構
築
し
て
成
果
を
出
し
た

い
」
よ
話
し
た
。

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
8

日
(
木
)

」
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食を通して地域の課題解決を図るコミュニティ・

レストラン(コミレス)運動をコミレスネットワー
ク全国(世古一穂代表、東京都国分寺市)が展開し

ている。 rさくら c a f e (カフェ) J (徳島県吉
野川市)もコミレスの一つ。海外医療支援を続ける

「さくら診療所」が開設した同カフェは自らの農園

で作る有機野菜を使用し、環境問題をテーマにした
講座も開設している。食育と医療と国際協力を実践
する地域経済の担い手として注目を集めている。

(土田修)

髄・吉駅11 コミレス運動展開「さくら c a f 8J 

地
域
の
食
育
、
医
療
の
担
し
手

診
療
所
に
隣
接
す
る
カ
フ
ェ

で
は
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
の
ほ

か
、
パ
ス
夕
、
カ
レ
ー
な
ど
を

提
供
す
る
。
オl
ガ
ニ
ッ
ク
コ

ー
ヒ
ー
や
野
菜
ス
ムi
ジ
l

も

人
気
。
食
材
は
農
園
の
「
さ
く

ら
フ
ァ
ー
ム
」
で
栽
培
し
た
野

菜
を
低
カ
ロ
リ
ー
、
薄
味
で
調

理
し
て
い
る
。
カ
フ
ェ
を
運
営

す
る
管
理
栄
養
士
の
新
野
和
枝

さ
ん
は
コ
ミ
レ
ス
運
動
に
共
鳴

し
た
一
人
だ
。
青
年
海
外
協
力

隊
に
参
加
し
ニ
ジ
ェi
ル
で
活

動
し
た
経
験
を
持
つ
新
野
さ
ん

は
「
途
上
国
の
貧
困
の
一
因
は

地
球
温
暖
化
で
す
。
コ
ミ
レ
ス

は
大
量
生
産
、
大
量
消
費
に
基

づ
い
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見

直
す
場
で
す
」
と
話
す
。

「
地
球
温
暖
化
や
原
発
事
故

を
見
る
と
健
康
被
害
に
向
き
合

う
の
に
医
療
だ
け
で
は
限
界
が

海
外
医
療
支
援

あ
る
。
経
済
成
長
を
優
先
す
る

社
会
を
変
え
て
小
規
模
循
環
型

社
会
を
め
ざ
し
た
い
」
。
さ
く

ら
診
療
所
の
吉
田
修
理
事
長

(
心
臓
外
科
医
)
は
こ
う
語

る
。
一
九
八
九
年
に
青
年
海
外

協
力
隊
に
参
加
し
マ
ラ
ウ
イ
共

和
国
で
活
動
。
そ
の
後
、
モ
ザ

ン
ピ
1

ク
、
ザ
ン
ビ
ア
な
ど
で

も
活
動
し
、
途
上
国
支
援
の
重

要
性
を
痛
感
し
た
と
い
う
。

現
在
は
ザ
ン
ピ
ア
で
地
域
医

療
の
支
援
を
行
う
一
方
、
現
地

の
大
学
病
院
で
心
臓
外
科
医
の

養
成
に
も
携
わ
る
。
九
三
年
に

は
保
健
医
療
や
農
村
開
発
の
分

野
で
海
外
支
援
を
行
うN
G
O

「T
I
C
O
(
テ
イ
コ
)
」
を

設
立
、
地
球
温
暖
化
な
ど
を
テ

ー
マ
に
「
地
球
人
カ
レ
ッ
ジ
」

を
開
催
し
て
い
る
。

地
産
地
消
の
推
進
マ
健
康
づ

、

阿
国
さ
く
ら

c
a
f
e
2
0
1
2

年
に
地

F
L

域
住
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
を
目
的
に

開
設
。
有
機
農
業
部
門
の
さ
く
ら
フ
ァ
ー
ム
で
栽

培
し
た
野
菜
を
使
用
し
、
地
産
地
消
や
エ
コ
ク
ッ

キ
ン
グ
を
実
践
。
高
齢
者
へ
の
弁
当
宅
配
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
る
。
月
ー
土
曜
午
前
日
時
1

午
後

3

時
営
業
。
日
曜
定
休
。
電0
8
8
3
(
位
)
5

2
6
8
 

く
り
の
応
援
マ
地
域
の
食
車
・

地
域
の
居
間
づ
く
り
な
ど
の

実
践
の
場
と
し
て
コ
ミ
レ
ス
運

動
を
提
唱
し
て
い
る
世
古
さ
ん

(
N
P
O研
修
・
情
報
セ
ン
タ

ー
代
表
理
事
)
は
「
コ
ミ
レ
ス

は
全
国
約
百
数
十
カ
所
あ
る

が
、
女
性
の
就
労
・
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
雇

用
や
自
立
支
援
な
ど
地
域
の
課

題
に
応
じ
た
取
り
組
み
の
拠
点

に
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
医
療

や
介
護
、
国
際
支
援
と
つ
な
が

る
さ
く
ら
カ
フ
ェ
は
次
世
代
型 の

起
業
モ
デ
ル
と
い
え
る
」
と

話
す
。
「
分
か
ち
あ
う
社
会
」

を
展
望
す
る
コ
ミ
レ
ス
運
動
が

果
た
す
役
割
は
増
す
一
方
だ
。

。

社
会
的
な
目
的
を
持
っ
て
経

済
活
動
に
携
わ
る
非
営
利
団
体

や
社
会
的
企
業
、
協
同
組
合
な

ど
「
社
会
的
経
済
」
の
担
い
手

を
随
時
紹
介
し
ま
す
。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
3

日
(
土
)
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|吉野川市の I~I;I~ザンビアで医療支援|

松村医師らの指導結実

海
外
医
療
支
援

心
臓
手
術
現
地
医
師
初
の
成
功

ア
フ
リ
カ
南
部
・
ザ
ン
ビ
ア
で
保
健
医
療
分
野
な
ど
の
支
援

を
続
け
て
い
る
吉
野
川
市
の
N
P
O
法
人
T
I
C
O
(吉
田
修

代
表
)
が
、
現
地
医
師
へ
の
心
臓
外
科
手
術
の
指
導
に
取
り
組

み
始
め
た
。
同
国
人
の
専
門
医
が
お
ら
ず
海
外
か
ら
来
る
医
師

に
頼
っ
て
い
た
た
め
、
継
続
的
に
治
療
が
で
き
る
環
境
を
整
え

よ
う
と
、
昨
年9月
か
ら
ス
タ
ッ
フ
で
心
臓
外
科
が
専
門
の
松

村
武
史
医
師
(
必
Y
佐
島
市
佐
古
八
番
町
H

ら
が
現
地
の
大
学

震
で
持
奪
導
に
着
手
。
同
日
月
に
は
同
国
人
医
師
に
よ
る

、
指
手
術
が
初
め
て
成
功
し
、
幼
嬰

φ
人
の
命
が
救
わ
れ
た
。

T
I
C
O

に
よ
る
と
、

首
都
ル
サ
カ
市
に
あ
る
ザ

ン
ビ
ア
大
学
付
属
教
育
病

院
の
ザ
ン
ピ
ア
人
医
師
3

人
が
、
心
臓
の
血
液
循
環

に
異
常
が
出
て
最
悪
の
場

合
は
死
亡
す
る
先
天
性
心

疾
患
「
動
脈
管
開
存
症
」

の
2

歳
女
児3
人
を
執
万

し
、
い
ず
れ
も
成
功
さ
せ

た
。
現
地
で
は
、
同
国
人

医
師
が
成
功
さ
せ
た
初
の

心
臓
血
管
手
術
と
し
て
、 新

聞
や
テ
レ
ビ
が
次
々
と

報
道
し
て
大
き
な
話
題
と

な
っ
た
と
い
う
。

ザ
ン
ビ
ア
の
年
間
出
生

数
は
倒
万
人
で
、
こ
の
う

ち
約
6
%
の
3
万
9
千
人

が
5

歳
未
満
で
死
亡
し
て

い
る
。
先
天
性
心
疾
患
な

ど
、
心
臓
の
病
気
が
原
因

で
亡
く
な
る
子
ど
も
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
と
み
ら

れ
、
現
地
医
師
に
よ
る
心

疾
患
の
継
続
的
な
治
療
が 死

亡
数
減
少
に
つ
な
が
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

指
導
は
昨
年2
月
、
代

表
の
吉
田
医
師
(
ぬ
)
i古

野
川
市
山
川
町
リ
が
妊
婦

健
診
な
ど
を
支
援
す
る
た

め
現
地
を
訪
れ
た
際
、
大

学
病
院
の
チ
ル
パ
・
ク
ラ

ラ
ン
ス
院
長
(
必
)
が
心
臓

手
術
が
で
き
る
医
師
の
育

成
を
依
頼
し
た
の
が
き
っ

か
け
。
同
院
に
は
心
臓
手

術
が
で
き
る
一
定
の
医
療 機

器
は
あ
る
が
、
使
っ
て

い
た
の
は
他
国
か
ら
来
る

医
療
支
援
チl
ム
だ
け
だ

っ
た
。
現
地
医
師
に
よ
る

手
術
技
能
の
習
得
が
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い

た
。依

頼
を
受
け
てTI
C

O
は
同
9
月
、
松
村
医
師

を
リ
ー
ダ
ー
に
、
支
援
の

呼
び
掛
け
に
応
じ
た
徳
島

赤
十
字
病
院
の
技
土
ら
2

人
を
派
遣
。
大
学
病
院
の

外
科
医4
人
と
看
護
師3

人
に
、
豚
の
心
臓
を
使
っ

て
心
臓
手
術
独
特
の
手
技

を
教
え
る
な
ど
、
3
週
間

に
わ
た
っ
て
集
中
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。
手
術

に
は
、
続
い
て
指
導
に
訪

れ
た
吉
田
医
師
ら
が
立
ち

会
っ
た
。

今
月
末
に
は
再
度
、
松 村

医
師
ら
が
現
地
を
訪

れ
、
人
工
心
肺
装
置
を
使

っ
た
、
よ
り
高
度
な
心
臓

手
術
の
指
導
に
取
り
組
む

予
定
。
吉
田
医
師
は
「
現

地
の
医
療
体
制
を
充
実
さ

せ
る
に
は
、
ザ
ン
ビ
ア
人

の
手
で
ザ
ン
ビ
ア
人
の
命

を
救
え
る
環
境
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
が
重
要
。
今

後
も
指
導
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

(
高
木
竜
一
郎
)

時
弔
問
一
資
機
材
購
入
費
募
る

T
I
C
O

は
、
ザ
ン
ビ

ア
で
継
続
的
に
心
臓
手
術

が
で
き
る
環
境
の
整
備

に
向
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
資
金
を
募
る
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

(
C
F
)を
週
じ
玄
干
術

に
使
う
資
機
材
購
入
費
へ

の
支
援
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。目

標
額
は4
3
0
万
円

で
、
手
術
に
使
う
機
材
を

滅
菌
す
る
「
ガ
ス
滅
菌
装 置

」
の
購
入
に
売
て
る
。

こ
れ
を
達
成
し
た
場
合

は
、
さ
ら
に4
3
0
万
円

を
追
加
募
集
し
、
手
術
中

に
出
血
し
た
血
液
を
洗
浄

す
る
な
ど
し
て
患
者
に
戻

す
「
自
己
血
回
収
装
置
」

を
購
入
す
る
。
装
置
は
と

も
に
ザ
ン
ビ
ア
大
学
付
属

教
育
病
院
に
設
置
す
る
。

募
集
期
間
は3月
9
日

ま
で
。
目
標
額
に
達
し
な

か
っ
た
場
合
、
寄
付
金
は 返

還
さ
れ
る
。CF
の
ホ

ー
ム
ペl
ジ
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
「
ザ
ン
ビ
ア

の
地
に
医
療
を
」
と
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
閲

覧
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ

は
T
I
C
O

事
務
局
〈
電

0
8
8
3
(
4
2
)
2
2
 

7
1

〉
。
(
高
木
竜
一
郎
)

徳
島
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
1

日
(
月
)
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心
臓
の
穴
閉
鎖
手
術

【ザンビアニ乾栄里子】アフ i 時間)、心臓の一部に聞いた穴

リカ南部・ザンビアで心臓外科:をふさぐ心房中隔欠損 CA S 
医の指導、育成に取り組むNP Ð) の閉鎖手術を首都ルサカの

O法人 iTICOJ C吉野川;病院で行い、現地医師の執万で

市)の医療チームが6 日(現地 i 初めて成功させた。

患
者
は
、
左
右
の
心
房

を
隔
て
る
壁
に
直
径
約
2

弓
の
穴
が
開
い
た
女
児

(
叩)
O
T
I
C
Oの活
動

に
協
力
す
る
四
国
こ
ど
も

と
お
と
な
の
医
療
セ
ン
タ

ザンビア支援吉野川市のNPO

ー
(
香
川
県
善
通
寺
市
)

の
江
川
善
康
医
師
(
似
)
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
、
ザ

ン
ビ
ア
人
の
ム
ダ
ニ
ソ
・

ズ
ィ
ワ
医
師
(
制
)
が
執
万

し
た
。

女
児
は
午
前9
時
に
手

術
室
に
入
り
、
同
叩
時
半

ご
ろ
か
ら
手
術
を
開
始
。

開
胸
後
、
女
児
の
心
臓
と

肺
の
機
能
を
人
工
心
肺
装

置
を
使
っ
て
約
却
分
間
停

止
さ
せ
、
ズ
ィ
ワ
医
師
が

心
臓
を
包
む
心
膜
を
切
り

取
り
、
穴
に
接
ぎ
当
て
て

縫
合
し
た
。

手
術
は
麻
酔
な
ど
の
準

備
時
聞
を
除
き
約
6
時
間

で
終
了
。
女
児
の
術
後
の

経
過
は
良
好
で
、
叩
日
に

も
退
院
で
き
る
見
通
し
と

い
う
。

手
術
は
江
川
、
ズ
ィ
ワ

両
医
師
と
ザ
ン
ビ
ア
人
の

助
手
、
看
護
師
の4人
が

担
当
。T
I
C
O

の
松
村

武
史
医
師
(
必
)
も
指
導
役

と
し
て
立
ち
会
っ
た
。
日

本
か
ら
同
行
し
て
い
る
臨

現地医師の執刀で初

，毒剤じ

・ちり

床
工
学
技
士
の
関
谷
理
さ

ん
(
ω
)
H横浜
市
リ
が
専

門
性
の
高
い
人
工
心
肺
装

置
を
操
作
し
た
ほ
か
、
看

護
師
の
山
崎
恵
子
さ
ん

a
γ
吉
野
川
市H
は
器

材
の
準
備
や
患
者
の
ケ
ア

に
当
た
っ
た
。

ズ
ィ
ワ
医
師
は
「
ま
ず

ま
ず
の
出
来
。
チ
ー
ム
の

連
携
も
良
か
っ
た
」
と
話

し
、
江
川
医
師
は
「
慎
重

に
安
全
な
手
術
が
で
き

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

T
I
C
O

は
1

月
初
日

か
ら
現
地
入
り
し
、
ザ
ン

ビ
ア
人
外
科
医4人
の
実

技
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
た
。
当
初

は
医
師4
人
か1
例
ず
つ

手
術
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
患
者1
人
がA
S
D

で
は
な
い
こ
と
が
分
か

り
、
8
日
ま
で
に
3

例
の

手
術
を
行
う
。

徳
島
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
8

日
(
木
)

海
外
芭
療
支
援

口ヒンギャ難民キャンプで
支援に携わった助産師

うえの あさみ

上野麻実さん

雌艇どこでも必要とされるノ

「
医
療
は
国
境
を
越
え
て
、
ど

こ
で
も
必
要
と
さ
れ
る
」
。
迫
害
を

受
け
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
へ
避
難
し
た
イ
ス
ラ
ム

教
徒
少
数
民
族
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の
難

民
キ
ャ
ン
プ
を
昨
年
目
月
か
ら

1

カ
月
間
、
国
境
な
き
医
師
団

(
M
S
F
)の
一
員
と
し
て
訪

れ
、
病
院
の
開
設
や
運
営
に
奔
走

し
た
。

テ
ン
ト
で
始
め
た
病
院
に
は
、

別
人
が
押
し
寄
せ
た
日
も
。
6

人

の
子
ど
も
を
連
れ
て
診
療
中
に
泣

き
だ
す
母
親
、
両
親
を
殺
害
さ
れ

重
傷
の
や
け
ど
を
負
っ
た
6

歳
の

女
の
子
。
「
薬
の
確
保
や
患
者
の
搬

送
な
ど
、
朝
か
ら
晩
ま
で
目
が
回

る
忙
し
さ
だ
っ
た
」

お
産
も
介
助
し
、
男
の
子
の
名

付
け
親
に
も
な
っ
た
。
「
ジ
ョ
イ
君

は
ど
う
つ
・
」
と
提
案
し
た
ら
、
母

親
も
気
に
入
り
、
過
酷
な
キ
ャ
ン

プ
生
活
に
名
前
の
通
り
喜
び
を
運

ん
で
く
れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
清
潔
な
水
さ
え

も
手
に
入
ら
ず
、
日
本
で
当
た
り

前
に
で
き
る
治
療
が
で
き
な
い
。

「
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
全
に 暮

ら
せ
る
日
が
一
日
も
早
く
来
る

よ
う
、
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
一
家
で
、
マ

ザ
l

・
テ
レ
サ
に
憧
れ
て
育
っ

た
。
医
療
の
道
を
志
し
た
の
は
、

イ
ン
ド
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

四
歳
の
時
、
孤
児
院
に
併
設
さ
れ

た
産
院
で
汗
を
流
す
医
師
主
轟

師
を
見
た
の
が
き
っ
か
け
。

地
元
皇
室
護
学
校
を
卒
業
後
は

大
阪
の
病
院
な
ど
で
働
き
、
2
0

1
3

年
か
ら
M
S
Fに
。
内
戦
が

続
く
イ
エ
メ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
半
年
間
ず
つ
活
動
し
た
後
、

エ
ル
サ
レ
ム
の
大
学
で
公
衆
衛
生

学
も
学
ん
だ
。
「
積
み
上
げ
て
き
た

経
験
を
次
世
代
に
向
け
て
墾
信
し

た
い
」
と
、
今
後
は
母
子
保
健
の

分
野
で
教
壇
に
立
つ
主
定
。
福

井
県
出
身
、
お
歳
。〈

共
同
通
信
)

高
知
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
6

日
(
火
)

53 
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「

静
岡
市
を
拠
点
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
復
興
支
援
に
取
り
組
む
認
定

N

P
O
法
人
「
カ
レl
ズ
の
会
」
理
事

長
の
医
師
レ
シ
ャl
ド
・
カ
レ
ッ
ド

さ
ん
(
町)
U島
田
市
H

が
こ
の
ほ

ど
、
日
年
間
に
わ
た
る
医
療
・
教
育

支
援
と
、
日
本
と
祖
国
と
の
交
流
を

促
進
し
た
功
績
を
評
価
さ
れ
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
外
務
大
臣
か
ら
表
彰
を

受
け
た
。
(
社
会
部
・
杉
崎
素
子
)

「カレーズ、の会」レシヤード理事長

レ
シ
ャ
l

ド
さ
ん
は2
0

0
2

年
、
米
国
同
時
多
発
テ

ロ
の
直
後
に
米
軍
な
ど
に
よ

る
激
し
い
空
曝
を
受
け
た
祖

国
の
復
興
を
志
し
、
同
会
を

発
足
さ
せ
た
。
出
身
地
の
カ

ン
ダ
ハ
ル
市
に
開
設
し
た
診

療
所
を
拠
点
に
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
が
近
く
の
村
や
難
民
キ

ャ
ン
プ
に
も
往
診
を
重
ね

た
。
日
年
間
で
舘
舗
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
市
民
は

臼
万
人
を
超
え
る
。

ω
年
に
は
子
ど
も
の
教
育

環
境
を
整
え
よ
う
と
現
地
に

学
校
を
開
設
。
当
初
約
4
0

0

人
だ
っ
た
全
校
生
徒
が
約

1
4
0
0

人
に
増
え
た
。
建

ら表彰アフガン外相か
事
+
史
ロ

物
が
手
狭
に
な
り
、
子
ど
も

た
ち
が
国
連
児
童
基
金
(
ユ

ニ
セ
フ
)
寄
贈
の
テ
ン
ト
や

青
空
教
室
で
学
ぶ
ほ
ど
。
圏

内
で
女
子
教
育
の
普
及
が
遅

れ
る
中
、
児
童
の
お
よ
そ
4

割
を
少
女
が
占
め
る
。

祖
国
へ
の
貢
献
を
評
価
さ

れ
た
レ
シ
ャ
l

ド
さ
ん
は

「
多
く
の
人
に
支
え
て
も
ら

い
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
。
表

彰
は
私
一
人
の
も
の
で
は
な

い
」
と
喜
ぶ
。
同
会
は
今
後
、

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
予
防

」

54 

接
種
や
保
健
倉
エ
の
充
実
を

計
画
。
日
本
の
学
校
の
保
健

室
の
よ
う
な
機
能
を
現
地
学

校
に
備
え
、
子
ど
も
を
通
じ

て
地
域
や
家
庭
に
向
け
て
衛

生
・
栄
養
面
の
指
導
を
す
る

呈
疋
と
い
う
。

評
価
に
喜
び
、
関
心
低
下
に
危
機
感

現
地
の
住
民
か
ら
支
持

を
得
る
支
援
活
動
へ
の
評

価
に
喜
ぶ
一
方
、
レ
シ
ヤ

ー
ド
さ
ん
は
「
支
援
の
需

要
が
増
し
て
い
る
の
は
、

国
そ
の
も
の
が
十
分
な
役

割
を
果
た
せ
て
い
な
い
か

ら
」
と
復
興
が
進
ま
な
い

現
状
へ
の
複
雑
な
心
境
も

明
か
し
た
。

数
年
前
、
現
地
を
訪
ね

た
レ
シ
ャ
l

ド
さ
ん
は
学

校
に
通
う
少
女
に
夢
を
聞

い
た
。
答
え
は
「
私
、
生

き
た
い
」
。
反
政
府
武
装

勢
力
の
テ
ロ
攻
撃
が
相
次

ぐ
な
ど
し
て
治
安
が
さ
ら

に
悪
化
。
感
染
症
な
ど
で

子
ど
も
の
死
亡
率
も
高

い
。
少
女
も
弟
を
亡
く
し

て
い
た
と
い
う
。
「
子
ど

も
た
ち
が
将
来
の
夢
さ
え

描
け
な
い
。
大
人
が
追
い

詰
め
て
し
ま
っ
て
い
る
の

が
現
状
」
と
憂
う
。

激
動
す
る
国
際
情
勢
の

中
で
、
関
心
の
低
下
も
感

じ
る
と
い
う
。
「
話
題
に 出

な
く
な
っ
た
途
端
、
平

和
で
安
全
に
な
っ
た
も
の

だ
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
」

と
危
機
感
を
抱
く
。
講
演

活
動
で
窮
状
を
伝
え
、
継

続
的
な
支
援
の
重
要
性
を

訴
予
三
杭
け
る
。

許機 力レーズの会 2002年4月に
動婦発足。 rカレーズ」は現地の言
葉で、アフガニスタンに緑豊かなシル
クロードの交易地としての繁栄をもた
らした「地下水脈J を意味する。 13年
にNPO法人、 17年10月に認定NPO
法人の資格を取得。活動資金は寄付金
や会員の会費、レシヤード理事長の講
演会収入などを充てている。

2018年1 月 5 日(金o|静岡新聞・朝刊|
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9割以上が銃弾や砲弾によ
る負傷者というデータを提
示。 I遠い国の出来事と思
うかもしれないが、支援が
続くように関心を持ち続け

なければいけなLリと訴え

た。 【稲垣衆史】

内戦が続く南スーダンで
約半年間、医療活動に従事
した沖縄赤十字病院看護師
長、高尾実千代さん (53) が

15日、港区芝大門 l の日本
赤十字社で報告会を開い
た。派遣された首都ジユパ
の軍病院では、手術患者の

高
尾
さ
ん
は2
0
1
7

年
8

月
か
ら
今
年2
月
に
か
け
、
赤

十
字
国
際
委
員
会(
I
C
R
C
)

の
紛
争
犠
牲
者
救
援
事
業
の
一

員
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
、

各
地
か
ら
搬
送
さ
れ
て
く
る
負

傷
兵
士
や
一
般
市
民
の
看
護
に

あ
た
っ
た
。

昨
年8
月
か
ら
今
年1
月
に

軍
病
院
で
行
わ
れ
た
手
術
の
件

数
は
、
前
年
の
凶
年
の
年
間
件

数
を
超
す
約6
8
0

件
。
武
器

子
供
や
女
性

高尾さん医療活動報告沖縄赤十字病院看護師長

内
戦
犠
牲
に

毎

遊
牧
民
食
生
活
近
代
化
で
指
導

関
西
を
中
心
と
し
た
有

志
の
歯
糾
医
師
ら
が
モ
ン

ゴ
ル
の
遊
牧
民
ら
に
虫
歯

予
防
の
指
導
を
続
け
て
い

る
。
約
幻
年
に
わ
た
る
草

の
根
活
動
。
年
に2
回
の

訪
問
で
現
地
診
療
を
行

い
、
設
立
に
協
力
し
た
首

都
ウ
ラ
ン
パi
ト
ル
の
医

療
施
設
も
完
成
し
た
。
か

つ
て
日
本
で
も
見
ら
れ
た

食
生
活
の
近
代
化
に
伴
う

虫
歯
の
増
加
を
防
ぐ
た

め
、
息
長
く
取
り
組
ん
で

い
る
ぺ

昨
年
秋
、
ウ
ラ
ン
パ
ー
ト

ル
か
ら
車
で
日
時
間
ほ
ど
の

小
さ
な
村
。
活
動
を
中
心
と

な
っ
て
進
め
る
兵
庫
県
明
石

市
の
歯
糾
医
黒
田
耕
平
さ
ん

(
侃
)
が
診
療
指
導
で
目
に
し

た
2

歳
の
男
児
は
初
本
の
乳

歯
全
て
が
虫
歯
だ
っ
た
。

歯
茎
は
歯
ブ
ラ
シ
が
触
れ

海
外
医
療
支
援

関西の医師ら

南
ス
l

ダ
ン
支
援
継
続
を

に
よ
る
負
傷
は
壊
死
し
た
部
分

な
ど
を
繰
り
返
し
取
り
除
い
た

う
え
、
感
染
症
を
予
防
す
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
。
手
術
を
受

け
た
患
者
の1
割
を
、
日
歳
未

満
の
子
供
が
占
め
た
。

高
尾
さ
ん
は
、
当
時8
歳
の

少
年
が
腹
や
胸
に
銃
創
を
負

い
、
運
ば
れ
て
き
た
と
語
っ
た
。

瀕
死
の
状
態
で
「
も
う
助
か
ら

な
い
」
と
思
っ
た
が
、
治
療
の
結

果
、
一
時
日J
ま
で
減
っ
た
少

年
の
体
重
が
、
約2
カ
月
後
に

回
復
し
た
と
い
う
。
高
尾
さ
ん

は
「
子
供
や
女
性
が
内
戦
の
犠

牲
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

南
ス
l

ダ
ン
は
日
年7
月
、

ス
l

ダ
ン
か
ら
分
離
独
立
し

た
。
日
年
ロ
月
、
民
族
対
立
な

ど
を
背
景
と
し
た
政
府
内
の
権

力
闘
争
を
発
端
に
戦
闘
が
始
ま

り
、
同
年7
月
に
首
都
ジ
ュ
バ

で
大
規
模
な
戦
闘
が
勃
発
。
国

連
人
道
問
題
調
整
事
務
所(
O

C
H
A
)に
よ
る
と
、
人
口
の

3

分
の
1

に
あ
た
る
と
さ
れ
る

約
4
0
0

万
人
が
避
難
を
強
い

ら
れ
、
う
ち2
0
0

万
人
が
隣

国
な
ど
に
逃
れ
て
い
る
。

草の根診療27年

残
る
。
肉
と
乳
製
品
中
心
の

食
生
活
を
送
る
遊
牧
民
に
は

な
い
と
思
っ
て
い
た
虫
歯
が

若
者
を
中
心
に
広
が
っ
て
い

た
か
ら
だ
。

民
主
化
に
伴
う
輸
入
菓
子

の
増
加
、
遊
牧
生
活
か
ら
都

市
定
住
へ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
転
換
に
伴
う
食
生
活
の
急

変
:
・
。
重
な
っ
て
見
え
た
の

は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
日

本
だ
。
「
日
本
で
は
虫
歯
が
減

る
ま
で
約
羽
年
か
か
っ
た
が
、

人
口
が
少
な
い
モ
ン
ゴ
ル
な

ら
、
加
年
で
で
き
な
い
か
」

大
阪
府
交
野
市
か
ら
救
急

車
を
譲
り
受
け
、
遊
牧
民
が

住
む
テ
ン
ト
式
住
居
「
ゲ
ル
」

へ
の
訪
問
診
療
を
開
始
。
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
歯
ブ
ラ
シ

の
植
毛
機
を
日
本
か
ら
送

り
、
現
地
生
産
も
。
似
年
に

は
幼
稚
園
の
一
室
に
歯
糾
診

療
所
を
開
設
し
た
。

そ
れ
か
ら
約
幻
年
。
昨
年 9

月
、
診
療
所
の
収
益
や
寄

付
を
基
に
ウ
ラ
ン
パ
l

ト
ル

で
完
成
し
た
の
が
「
エ
ネ
レ

ル
健
康
セ
ン
タ
ー
」
。
エ
ネ

レ
ル
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
慈
愛

を
意
味
し
、
歯
糾
だ
け
で
な

く
、
内
糾
も
入
る
。
所
長
に

は
岡
山
大
歯
学
部
で
研
修
を

受
け
た
歯
糾
医
の
イ
チ
ン
ホ

ル
ロ
L
Z
が
就
い
た
。

黒
田
ペ
ヤ
ん
は
「
活
動
に
参

加
し
て
く
れ
た
延
べ40
0

人
以
上
の
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
、
現
地
医
師
の
協
力

の
お
か
げ
」
と
振
り
、
事
匂
。

今
後
は
専
門
の
小
児
障
害

者
歯
税
の
普
及
に
も
力
を
入

れ
る
つ
も
り
だ
。
「
現
地
で

は
歯
糾
医
ら
が
ど
う
対
応
し

て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
障
害

の
あ
る
患
者
を
帰
宅
さ
せ
る

現
状
も
あ
る
。
障
害
者
を
診

ら
れ
る
歯
桝
医
を
増
や
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

黒
田
芝
ら
は
現
地
の
診

療
態
勢
拡
充
を
目
指
し
、
ゲ

ル
訪
問
用
の
救
急
車
の
ほ
か
、

歯
糾
治
療
台
や
植
毛
機
、
薬

の
分
包
機
な
ど
の
提
供
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。
連
絡
先
の

メ
l

ル
ア
ド
レ
ス
はF
H
)
(
Z

E
ω
回
目
⑤
古
島
。
0
・8
・
古

〈
共
同
通
信
〉

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
6

日
(
土
)
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安
藤
さ
ん
(
甲
斐
)
「
国
境
な
き
医
師
団
」
従
事

「
仲
間
の
力
に
な
り
た
い
」

世
界
の
紛
争
地
域
や
災
室
現
場
で
緊
急
医
療
援
助
に
当
た
る
「
国
境
な
き

医
師
団
」(
M
S
F
)で
、
甲
府
市
新
田
町
の
貫
川
整
形
外
科
病
院
に
勤
務

す
る
外
科
医
安
藤
栢
平
さ
ん
(
ぬ

)
H甲
斐
市
日
が
活
動
し
て
い
る
。
中
東
な

ど
5

カ
国
に
計8
回
赴
き
、
紛
争
下
な
ど
厳
し
い
環
境
で
傷
病
者
の
苦
し
み
、

毎
日
重
篤
な
症
状
と
向
き
合
う
医
療
従
事
者
の
過
酷
な
状
況
に
直
面
し
て
き

た
。
山
梨
県
在
住
で
唯
一
の
M
S
F
ス
タ
ッ
フ
。
「
一
人
で
も
多
く
の
人
の

症
状
を
よ
く
し
た
い
。
医
療
に
携
わ
る
仲
間
の
力
に
な
り
た
い
」
と
話
す
。

〈
小
埜
諒
一
〉

2
0
1
3

年
、
派
遣
さ
れ
た
シ

リ
ア
北
西
部
イ
ド
リ
プ
県
の
医
療

施
設
が
兵
士
に
取
り
囲
ま
れ
た
。

1

人
が
上
空
に
向
け
て
発
砲
し
、

「
ス
パ
イ
が
い
る
は
ず
だ
。
早
く

出
て
こ
い
」
と
大
声
を
上
げ
た
。

関
係
者
の
尽
力
で
事
な
き
を
得
た

が
、
そ
の
後
も
極
限
の
緊
張
状
態 で

治
療
に
当
た
っ
た
。

安
藤
さ
ん
は
福
岡
県
出
身
で
、

九
州
大
医
学
部
を
卒
業
後
、
墓
京

都
の
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
な
ど
に
勤
務
。
日
年
に
「
世
界

で
起
き
て
い
る
問
題
の
改
善
に
関

わ
り
た
い
」
とM
S
Fの
活
動
に

参
加
し
た
。
認
定
N
P
O
法
人
「
国

境
な
き
医
市
団
日
本
」
に
よ
る
と
、

山
梨
県
在
住
の
ス
タ
ッ
フ
は
安
藤

さ
ん
だ
け
と
い
う
。

国
境
な
き
医
師
団
独
立
、
中
立
、

胃
圃
公
正
な
立
場
で
医
療
・
人
道

圏
画
援
助
活
動
を
行
う
非
政
府
組

閣
咽
織
。1
9
7
1

年
に
フ
ラ
ン

‘
ス
で
設
立
さ
れ
、
白
年
に
日

本
事
務
局
に
当
た
る
認
定
N
P
O
法

人
「
国
境
な
き
医
師
団
日
本
」
が
設

け
ら
れ
た
。
危
機
に
あ
る
人
へ
の
緊

急
医
療
援
助
カ
主
な
活
動
目
的
。
所

属
す
る
医
療
関
係
者
ら
が
紛
争
地
域

や
自
然
災
害
現
場
で
治
療
、
予
防
接

種
、
心
理
ケ
ア
な
ど
に
当
た
る
。
同

法
人
に
よ
る
と
、
昨
年
1

年
間
で
日

本
か
ら1
1
7

人
が
延
べ1
6
9

回
、
却
の
国
や
地
域
に
派
遣
さ
れ
た
。

活
動
賞
金
の
約9
割
は
民
間
の
寄

付
。ω
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
貨
を
受

賞
し
た
。

日
年
ロ
月
に
イ
エ
メ
ン
か
ら
帰

国
す
る
ま
で
派
遣
さ
れ
た
国
は
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
南

ス
I

ダ
ン
な
ど
情
勢
が
不
安
定
な

国
が
大
半
。
「
現
地
の
医
師
も
活

動
を
避
け
る
地
域
で
外
科
医
は
ほ

ぼ
1

人
。
緊
急
手
術
な
ど
で
呼
び

出
し
が
あ
り
、
休
日
も
関
係
な
か

っ
た
」
と
激
務
を
振
り
返
る
。

シ
リ
ア
で
は
、
円
筒
型
の
容
器

に
火
薬
や
金
唇
丞
詰
め
込
ん
だ

「
た
る
爆
弾
」
な
ど
に
よ
る
空
爆

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
負
傷
者

は
体
に
多
数
の
金
属
片
が
刺
さ

り
、
通
常
な
ら
ば
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
で
場
所
や
数
を
詳
細
に
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
検
査
機
器
は

な
い
。
「
手
先
の
感
覚
を
頼
り
に

取
り
除
い
た
」

派
遣
中
に
情
勢
が
悪
化
し
、
前

任
者
が
退
避
し
、
近
隣
の
医
療
施

設
が
爆
撃
で
破
壊
さ
れ
る
様
子
を

伝
え
聞
い
た
。
劣
悪
な
医
療
環
境

/ 
だ
っ
た
が
「
確
か
な
わ
旦
療
技
術
と

簡
易
で
も
医
療
器
具
が
あ
れ
ば
治

療
は
で
き
る
。
重
要
な
の
は
厳
し

い
環
境
で
生
活
し
、
医
療
を
求
め

る
人
が
い
る
こ
と
」
と
前
を
向
い

た
。貢

川
整
形
外
科
病
院
に
は
昨
年

4

月
か
ら
勤
務
。
椎
体
骨
折
や
脊

柱
管
狭
窄
症
の
治
療
技
術
を
学

ぶ
の
が
第
一
の
目
的
で
、MS
F

で
活
動
経
験
が
あ
る
同
病
院
の
草

谷
洋
光
医
師
が
橋
渡
し
し
た
。

凶
年3
月
か
ら
国
境
な
き
医
師

団
日
本
副
会
長
の
重
責
を
担
一
う
。

本
人
の
覚
悟
に
坦
え
、
高
い
語
学

力
や
勤
務
先
の
理
解
な
ど
が
必
要

な
活
動
に
多
く
の
人
が
応
募
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
標
に
掲
げ

る
。
「
世
界
の
人
々
の
現
状
を
理

解
す
る
こ
と
は
、
自
分
の
生
き
方

を
見
つ
め
直
し
、
成
長
に
つ
な
が

る
。
多
く
の
人
に
経
験
を
積
ん
で

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
初
日
(
火
)
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ヨ
ル
ダ
ン
の
医
療
向
上
支
援

日
赤
看
護
師
、
派
遣
経
験
語
る

シ
リ
ア
難
民
が
多
く
流
入
す
一
人
に
上
り
、
現
地
で
、
家
庭
訪
一

る
ヨ
ル
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
、
昨
一
間
し
て
病
人
を
見
回
っ
た
り
、
一

年
ロ
月
に
帰
国
し
た
日
赤
和
歌
一
生
活
習
慣
病
の
予
防
法
を
周
知
一

山
医
療
セ
ン
タ
ー
(
和
歌
山
市
)
一
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
り
し
一

の
平
田
こ
ず
え
看
護
師
(
羽
)
が
一
て
い
る
と
い
う
。
一

1

月
白
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
帰
一
平
田
看
護
師
は
「
都
市
部
で
一

国
報
告
会
を
開
き
、
現
地
で
医
一
す
ら
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
し
一

療
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
た
経
一
て
い
た
。
活
動
は
道
半
ば
」
と
一

験
な
ど
を
語
っ
た
。
一
し
、
「
海
外
で
活
動
す
る
医
療
一

平
田
看
護
師
は
、
現
地
の
赤
一
人
材
を
増
や
せ
る
よ
う
、
今
回
一

新
月
社
(
赤
十
字
社
に
相
当
)
一
の
成
果
を
国
内
で
広
く
伝
え
て
一

と
協
力
し
て
昨
年4
月
か
ら
8

一
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。
一

か
月
間
滞
在
。
「
難
民
の
増
加
一
一

で
、
現
地
で
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
一
一

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
」
と
し
、
一
一

医
療
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
一

材
育
成
に
あ
た
っ
た
。
育
成
し
一

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
計1
1
6

一

詰
叫
古
冗
(
和
歌
山
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
6

日
(
火
)

l 干ばつのエチオビアで奔走
干
ば
つ
で
多
く
の
死
者
が
出
た
一
九
八
0
年
代
の
ア
フ
リ
カ

.
エ
チ
オ
ピ
ア
で
、
医
療
活
動
に
奔
走
し
た
団
体
の
実
話
を
基
に

し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
二
月
四
日
、
品
川
区
の
ス
ク
エ
ア
荏
原

ひ
ら
つ
か
ホ
l

ル
(
荏
原
四
)
で
上
演
さ
れ
る
。
当
時
、
活
動
に
参

加
し
た
医
師
本
田
徹
さ
ん
(
七
O
)リ
豊
島
区H
は
「
今
も
医
療
環

境
に
恵
ま
れ
ず
苦
し
む
国
や
地
域
が
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
来
場
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
(
川
田
篤
志
)

実
話
と
は
、
国
内
外
で
医
療

支
援
を
し
て
い
るN
P
O
法
人

「
シ
ェ
アH
国
際
保
健
協
力
市

民
の
会
」
(
台
東
区
)
が
八
五
年

に
エ
チ
オ
ピ
ア
で
行
っ
た
医
療

救
援
活
動
を
指
す
。
今
も
カ
ン

ボ
ジ
ア
や
東
テ
ィ
モl
ル
で
活

動
す
る
同
団
体
に
と
っ
て
初
め

て
の
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ

た
。エ

チ
オ
ピ
ア
は
当
時
、
森
林

伐
採
な
ど
の
影
響
で
干
ば
つ

が
数
年
続
き
、
栄
養
失
調
や
感

染
症
で
亡
く
な
る
子
ど
も
ら

海
外
医
療
支
援

が
続
出
し
た
。
シ
ェ
ア
は
山
村

に
病
院
を
開
設
し
、
日
本
人
の

医
師
や
看
護
師
ら
が
活
動
。
約

一
年
間
で
「
少
な
く
と
も
二
千

人
の
命
を
救
っ
た
」
と
さ
れ

る
。現

在
は
シ
ェ
ア
の
代
表
理
事

を
務
め
る
本
田
さ
ん
は
当
時
、

エ
チ
オ
ピ
ア
に
二
カ
月
ほ
ど
滞

在
。
病
気
や
け
が
で
苦
し
む
乳

幼
児
ら
を
診
察
し
た
が
「
そ
の

場
で
命
は
救
え
て
も
、
そ
の
後

健
康
に
暮
ら
し
て
い
け
る
の
か

と
無
力
感
に
襲
わ
れ
た
」
と
振

品川で、ミュージカル上j寅来月4日

t田
く

り
返
る
。
今
回
の
作
品
に
「
命

の
大
切
さ
が
保
障
さ
れ
る
よ
う

な
地
球
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
願
い
を
込
め
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
す
べ
て
の

生
命
の
輝
き
の
た
め
に
」
は
、

シ
ェ
ア
創
立
三
十
五
周
年
を
記

念
し
た
企
画
。
主
催
す
る
一
般

社
団
法
人
・
ホ
ッ
ト
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
と
ア
マ
の
メ

ン
バ
ー
約
百
人
が
出
演
す
る
。

脚
本
・
演
出
は
鳥
居
メ
イ
子
さ

ん
。二

回
公
演
で
、
開
演
は
午
後

三
時
と
午
後
六
時
。
大
人
三
千

円
、
高
校
生
以
下
は
二
千
円
。

申
し
込
み
は
l電
0
8
0
(
6

7
4
7
)
2
5
3
8
H
や
、
メ

ー
ル
ー
ム
ロ
『
。
⑥
}
ぢ
片
岡

A
U
D
O『

ω
Z
oコ
・
。
『m
l
ヘ
。

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
幻
自
(
水
)
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滋
賀
県
米
原
市
長
岡
で
診
療
所
を

営
む
傍
ら
、
統
廃
合
で
空
き
校
舎
と

な
っ
た
同
市
の
旧
山
東
東
小
学
校
で

ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
を
運
営
、
ト
レ
ー

ナ
ー
も
務
め
る
。
「
ど
ち
ら
も
相
談

員
み
た
い
な
も
の
だ
よ
」
。
お
年
寄

り
の
心
音
に
耳
を
澄
ま
せ
る
一
方
、

ミ
ッ
ト
を
手
に
若
者
の
拳
を
感
じ
る

毎
日
だ
。

趣
味
で
始
め
た
ボ
ク
シ
ン
グ
に
の

め
り
込
ん
だ
の
は
、
六
十
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
だ
っ
た
。
リ
ン
グ
に
上
が
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
そ
の

経
験
を
生
か
し
、
プ
ロ
の
試
合
の
リ

ン
グ
ド
ク
タ
ー
も
担
う
。

二
O
二
年
に
旧
山
東
西
小
に
東

鹿
児
島
な
ど
に
患
者
が
多

い
神
経
灘
繍
「

H
T
L
V
|

1

関
連
脊
髄
症(
H
A
M
)」

の
根
本
的
な
治
療
が
期
待
さ

れ
る
新
薬
の
治
験
で
、
習
知

性
を
証
明
し
た
。
生
活
に
深

水野医院(滋賀県米原市〉

敏彦さん (74)

&
嘗

j
i
H
…
一
…
で
A" 

「困っている人
:を助けたい」と
;患者に向き合う
i 水野敏彦さん

水野

, 
4 
d 

院長

防
が
で
き
る
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
施

設
を
備
え
、
そ

ん
，
れ
が
ジ
ム
へ
と

園
圃
発
展
し
た
。

活
祖
父
か
ら
続

a

く
医
者
家
系
で

岐
車
県
土
岐
市
で
生
ま
れ
た
。
七
人

き
ょ
う
だ
い
の
末
っ
子
だ
っ
た
せ
い

か
、
「
医
者
に
な
ら
な
き
ゃ
」
と
い

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
な
く
、
一
時
は

船
乗
り
に
な
ろ
う
と
も
考
え
た
。
医

4e 

d
 

p
 d
 

小
が
吸
収
さ
れ
、
新
た
に
山
東
小
が

で
き
た
。
「
思
い
出
の
校
舎
を
残
し

て
ほ
し
い
」
。
地
元
自
治
会
や
町
づ

く
り
委
員
か
ら
強
い
要
望
を
受
け
、

翌
年
、
旧
東
小
内
に
介
護
福
祉
施
設

「
緑
泉
館
」
を
開
設
し
た
。
校
舎
を

改
装
し
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
や
高
齢
者
ホl
ム
サ
ロ
ン
を

設
け
た
。
施
設
内
の
一
角
に
介
護
予

療
の
道
に
進
ん
だ
の
は
「
結
局
、
そ

の
道
し
か
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
」
。

日
本
大
医
学
部
に
進
学
。
第
一
外

科
で
胆
の
う
や
騨
臓
を
担
当
す
る
中

で
、
専
門
性
が
強
い
大
学
病
院
の
治

療
は
肌
に
合
わ
な
い
と
感
じ
た
。

「
一
人
の
患
者
に
丁
寧
に
接
す
る
ほ

う
が
い
い
」
。
患
者
が
海
外
旅
行
に

行
く
と
聞
け
ば
、
出
発
前
に
電
話
で

体
の
状
態
を
聞
く
こ
と
も
。
同
僚
か

ら
「
開
業
医
み
た
い
な
治
療
を
す

る
」
と
言
わ
れ
で
も
「
こ
れ
が
自
分

の
ス
タ
イ
ル
だ
」
と
気
に
し
な
か
っ

た
。開

業
を
考
え
た
四
十
代
半
ば
、
後

継
者
が
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
空
き

診
療
所
と
な
る
医
院
が
数
百
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
中
で
偶
然
目

メ
ス
を
捨
て
「
町
医
者
」
に

高
巾医

ん
た
ミ
-

札
m久

副
μ嘉

一
一
の
野 原

因
ウ
イ
ル
スH
T
L
V

1
1

に
感
染
し
た
細
胞
の
減

少
な
ど
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同

じ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る

成
人
T
細
胆
白
血
病
(
A
T

L
)
へ
の
進
展
を
予
防
す
る 授

。
製
薬
会
社
主
導
で
な
く
、

医
師
の
企
画
立
案
に
よ
る
治

験
だ
っ
た
た
め
、
研
究
費
の

確
保
や
膨
大
な
事
務
手
続
き

に
も
奔
走
し
た
。
薬
が
想
定

通
り
効
く
か
、
期
待
と
不
安 進

み
に
く
か
っ
た
要
因
は
、

患
者
が
先
進
国
で
日
本
に
の

み
集
中
す
る
一
方
、
圏
内
で

推
計
3

千
人
と
い
う
少
な
さ

に
あ
る
。
「
専
門
家
と
し
て

役
立
ち
た
い
」
と
、
ウ
イ
ル

に
留
ま
っ
た
の
が
米
原
市
。
J
R

近

江
長
岡
駅
の
す
ぐ
近
く
。
自
の
前
に

は
雄
大
な
伊
吹
山
が
そ
び
え
、
田
ん

ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
。
「
こ
こ
し
か

な
い
」
。
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
土
地

だ
っ
た
が
即
決
し
た
。
「
そ
の
日
か

ら
メ
ス
は
捨
て
ま
し
た
よ
」
と
笑

う
。
故
郷
の
土
岐
市
の
景
色
と
も
似

て
い
た
。
久
し
ぶ
り
に
感
じ
る
田
舎

の
風
が
心
地
よ
か
っ
た
。

週
に
一
度
、
車
を
四
十
分
走
ら

せ
、
伊
吹
山
の
奥
地
に
あ
る
空
き
診

療
所
に
往
診
に
訪
れ
る
。
住
民
が
列

を
つ
く
っ
て
待
っ
て
い
る
の
を
見
る

と
「
医
者
冥
利
に
尽
き
る
」
と
い
う
。

「
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
な
ら
、
人

間
は
そ
れ
に
応
え
る
べ
き
だ
」
と
力

を
込
め
る
。
(
大
橋
貴
史
)

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
ロ
月
お
日
(
火
)

た
と
い
う
鹿
児
島
大
学
の
医

学
部
と
大
学
院
で
学
ん
だ
。

「
難
病
に
向
き
合
う
の
に
、

あ
き
ら
め
な
い
心
を
た
た

き
込
ん
で
く
れ
た
こ
と
は
今

も
忘
れ
な
い
」
と
語
る
。
川
叩

58 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。



刻
な
支
障
を
き
た
す
慢
性
疾

患
だ
け
に
、
成
果
が
「
治
療

薬
を
待
っ
て
い
る
患
者
の
希

望
に
な
れ
ば
」
。
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
せ
つ
つ
、
数
年
内
の
保

険
適
用
を
見
据
え
る
。

四
千
二
百
人
が
暮
ら
す
温
泉
地
の

長
野
県
青
木
村
で
、
一
九
六
一
(
昭

和
三
十
六
)
年
か
ら
半
世
紀
以
上
、

村
の
た
だ
一
人
の
医
師
と
し
て
村
民

の
診
察
に
当
た
っ
て
き
た
。
い
わ
ば

「
村
の
主
治
医
」
だ
。
二
月
に
九
十

歳
を
迎
え
る
今
も
、
多
い
日
は
四
十

人
ほ
ど
を
診
察
し
、
持
病
の
ケ
ア
や

治
療
な
ど
で
忙
し
く
過
ご
す
。

引
退
後
の
後
継
者
は
、
信
州
大
に

勤
務
す
る
若
い
医
師
夫
婦
に
決
ま
っ

て
い
る
が
「
親
切
で
あ
る
こ
と
が
医

療
の
基
本
。
残
さ
れ
た
時
間
も
、
で

き
る
限
り
村
民
の
た
め
に
尽
く
し
た

い
」
と
ま
だ
ま
だ
患
者
に
向
き
合
い

続
け
る
つ
も
り
だ
。

峠
を
越
え
た
隣
の
坂
井
村
(
現
筑

北
村
)
で
、
祖
父
は
村
長
、
父
は
助

役
と
い
う
家
に
生
ま
れ
た
。
医
師
に

な
る
の
は
小
学
生
か
ら
の
夢
。
五
三

年
に
横
浜
医
科
大
(
現
横
浜
市
立
大

，1<11軍事υki Sokuhou 

ミ襲績と安全管理総集版 2018 年 5 号

ウ》お\

一
セ
山

の薬E
H
 

草
草M

 
A
 

H
 

青木診療所(長野県青木村〉

辰雄さん (89)小川原

可
能
性
も
示
し
た
。
「
H
T

L
V
1
1
関
連
の
治
療
を
が

ら
っ
と
ホ
冬
え
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
、
さ
ら
な
る
研
究
に

意
欲
を
み
せ
る
。

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
教

の
中
で
始
め
た
が
、
患
者
と

接
す
る
中
で
好
感
触
を
得
て

い
っ
た
。
2
0
1
3

年
に
開

始
し
て
以
来
、
「
走
り
抜
け

た
感
じ
だ
」
と
振
り
返
る
。

製
薬
会
社
に
よ
る
開
発
が ス

撲
滅
に
取
り
組
む
患
者
団

体
と
交
流
を
図
っ
て
き
た
こ

と
が
、
根
気
強
さ
の
求
め
ら

れ
る
開
発
を
支
え
た
。

姶
良
市
加
治
木
出
身
。
H

A
M
研
究
で
活
気
が
あ
っ

「
患
者
に
親
切
で
あ
る
こ
と
を

b
医
療

は
始
ま
る
」
と
語
る
小
川
原
辰
雄
さ
ん

所長

医
学
部
)
を
卒
業
し
、
五
五
年
に
長

野
県
に
戻
っ
て
信
州
大
医
学
部
(
松

本
市
)
の
第
一
内
科
に
勤
務
し
た
。

県
内
の
へ
き
地
を
診
療
で
巡
る
う

ち
「
患
者
と
の
つ
な
が
り
が
濃
密

で
、
治
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ず
っ
と

経
過
を
見
て
あ
げ
ら
れ
る
」
と
農
村

で
の
医
療
の
面
白
さ
に
気
付
い
た
。

岡
県
王
滝
村
に
二
年
間
赴
任
し
た

後
、
当
時
の
青
木
村
長
に
要
請
さ

れ
、
村
営
の
診
療
所
に
着
任
し
た
。

自
動
車
が
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
は

な
い
時
代
、
村
内
を
歩
い
て
往
診
に

親
切
第
ーーーーー.Â

「
村
の
主
治
医
」

‘".. 
駆
け
回
り
、
急
患
の
家
に
泊
ま
り
込

ん
で
治
療
す
る
日
々
を
過
ご
し
た
。

そ
れ
で
も
「
災
害
も
な
く
、
長
野
県

の
中
で
は
比
較
的
雪
も
少
な
く
て
、

住
み
や
す
さ
に
ほ
れ
込
ん
だ
」
と
定

住
を
決
め
、
九
年
後
に
自
身
の
診
療

所
を
村
に
開
設
し
た
。

赴
任
当
初
に
多
か
っ
た
の
は
回
虫

や
胃
が
ん
の
患
者
だ
っ
た
。
半
世
紀

の
間
で
村
民
の
病
気
も
様
変
わ
り

し
、
大
腸
が
ん
や
生
活
習
慣
病
が
増

加
し
た
。
「
内
科
医
と
し
て
、
村
民

に
目
立
つ
糖
尿
病
や
高
血
圧
の
管
理

医
療
従
事
者

歳
。
横
浜
市
在
住
。

(
種
子
島
時
大
)

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
引
日
(
水
)

を
徹
底
す
る
ほ
か
、
が
ん
の
早
期
発

見
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
を

込
め
る
。

毘
虫
愛
好
家
で
、
ハ
チ
刺
し
症
の

専
門
家
の
顔
も
持
つ
。
旧
制
中
学
一

年
生
の
と
き
に
読
ん
だ
「
フ
ァ
1

ブ

ル
毘
虫
記
」
を
き
っ
か
け
に
興
味
を

持
ち
、
採
集
に
繰
り
出
す
学
生
生
活

を
送
っ
た
。
医
師
に
な
っ
て
村
で
診

療
を
始
め
る
と
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る

患
者
が
年
に
百
人
を
超
え
る
こ
と
に

驚
い
た
。
診
療
の
記
録
を
ま
と
め
た

論
文
を
出
し
、
治
療
法
の
確
立
に
貢

献
し
た
が
「
ま
だ
ま
だ
ハ
チ
へ
の
興

味
は
尽
き
な
い
」
と
話
す
。

二
O
O
三
年
に
は
村
内
の
保
養
施

設
だ
っ
た
建
物
に
「
信
州
毘
虫
資
料

館
」
を
開
館
さ
せ
、
二
ハ
年
に
は
資

料
館
を
村
に
寄
贈
し
た
。
医
師
の
傍

ら
で
集
め
た
毘
虫
標
本
な
ど
約
三
万

点
を
展
示
し
、
毘
虫
や
自
然
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
る
。
(
今
井
智
文
)

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
羽
田
(
火
)

59 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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タ
イ
ム
カ
I

ド
使
用
U
%

全
国
労
組

実
態
調
査

労
働
組
合
「
全
国
医
師
ユ
ニ

オ
ン
」
が
医
療
機
関
の
勤
務
医

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

「
(
労
働
時
間
が
)
タ
イ
ム
カ

ー
ド
な
ど
で
客
観
的
に
管
理
さ

れ
て
い
る
」
と
答
え
た
大
学
病

院
の
医
師
は
わ
ず
か5
・

5
%

だ
っ
た
こ
と
が
同
日
、
分
か
っ

た
。
民
間
病
院
と
比
べ
て
大
幅

に
低
い
上
、
「
管
理
な
し
」
と

答
え
た
人
の
割
合
はm
・

1
%

「
自
己
申
止E
m
%
最
多

と
高
か
っ
た
。

診
療
に
加
え
、
教
育
、
研
究

の
役
割
も
担
『
つ
大
学
病
院
は
、

他
の
病
院
よ
り
も
労
働
時
間
が

長
い
傾
向
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
適
正
な
労
務
管
理
が
で

き
て
い
な
い
実
態
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

厚
生
労
働
省
の
有
識
者
検
討

会
が
ま
と
め
た
医
師
の
働
き
方

改
革
の
緊
急
対
策
は
、
出
退
勤 記

録
の
適
正
把
握
も
掲
げ
て
お

り
、
大
学
病
院
で
の
取
り
組
み

が
急
務
と
な
る
。

ユ
ニ
オ
ン
の
植
山
直
人
代
表

は
「
研
究
や
教
育
の
専
門
職
を

つ
く
り
大
学
病
院
内
で
の
役
割

分
担
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て
い

る
。ア

ン
ケ
ー
ト
は
昨
年71
9

月
に
医
療
関
係
者
の
労
働
組
合

過
労
死
ラ
イ
ン
超

労
働
組
合
「
全
国
医
師

ユ
ニ
オ
ン
」
は
二
十
日
、

救
急
科
と
産
婦
人
科
で
働

く
勤
務
医
の
一
カ
月
の
時

間
外
労
働
(
残
業
)
が
「
月

八
十
時
間
」
と
さ
れ
る
過 働

省
が
二O
一
六
年
に
実

施
し
た
調
査
で
も
、
と
の

ニ
科
の
勤
務
時
間
が
他
の

診
療
科
よ
り
も
長
い
傾
向

が
あ
り
過
重
労
働
是
正
に

向
け
た
対
策
が
急
が
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
勤
務

医
千
八
百
三
人
が
回
笥

回
答
者
全
体
の
平
均
残
業

時
間
は
月
六
一
・
八
時
間

で
、
労
働
基
準
法
に
基
づ

き
労
使
協
定
(
三
六
協
定
)

医
療
従
事
者

医師の労働時間の管理方法 糊欄同
大学横綴議議案購携室主義鱒麟欝機嫌醗

-・・・・闘機脱ら

49.59も19.1% 10.29も5.59もタイムカード
毒事ど

31.hも

16.19も

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

実
施
し
た
。
働
き
方
や
職
場
で

の
負
担
軽
減
の
取
り
組
み
な
ど

を
尋
ね
、1
8
0
3

人
か
ら
回

69.4% 

9.5% 

答
を
得
た
。

労
働
時
間
の
管
理
方
法
を

「
タ
イ
ム
カ
ー
ド
な
ど
」
と
答

え
た
割
合
は
民
間
病
院
の
羽
・

5
%
が
最
も
高
か
っ
た
。
日
赤
、

済
生
会
な
ど
の
公
的
病
院
は
日

・

1
%
、
国
公
立
病
院
は
叩
・

2
%
だ
っ
た
。

自
己
申
告
を
含
め
労
働
時
間

が
管
理
さ
れ
て
い
る
と
答
え
た

人
は
、
他
の
病
院
で
は
8

割
以

上
を
占
め
た
が
、
大
学
病
院
は

7

割
弱
。
植
山
代
表
は
「
自
己

申
告
で
は
、
若
い
医
師
ら
が
長

時
間
労
働
を
訴
え
る
こ
と
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

事
務
処
理
な
ど
業
務
を
補
助

す
る
ス
タ
ッ
フ
「
医
療
ク
ラ
l

ク
」
に
関
し
て
、
大
学
病
院
で

3.:約も2.09も3.0寺島2.19も

救
急
科
が
九
四
・
四
時

間
、
産
婦
人
科
が
八
二
・

七
時
間
と
い
ず
れ
も
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
、
耳
鼻

78.59ら

8.3% 

ハ
ピ
リ
テl
シ
ョ
ン
科
と

眼
科
は
四
十
五
時
間
を
下

回
り
、
急
患
対
応
や
当
直

の
有
無
に
よ
り
、
診
療
科

63.39も

29.1% 管欝怒し

は
、
救
急
科
が
五
・
二
回

と
最
も
多
く
、
三
・
五

回
の
産
婦
人
科
が
続
い

た
。
全
体
の
花
・7
必

が
「
当
直
明
け
も
通
常
勤

務
」
と
回
笥
当
直
明
け

の
集
中
力
や
判
断
力
を

尋
ね
る
と
、
初
・
8

必
が

「
大
幅
に
低
下
」
、
位
・

4

物
が
「
や
や
低
下
」
と

答
え
て
お
り
、
医
療
安
全

「
積
極
利
用
」
と
答
え
た
人
は

凶
・
7
%
。

M
H・
6
%
と
し
た

国
公
立
病
院
と
は
大
き
な
開
き

が
あ
り
、
医
師
の
負
担
軽
減
策

が
進
ん
で
い
な
い
現
状
が
浮
か

び
上
が
っ
た
。

「
労
働
基
準
法
は
守
ら
れ
て

い
る
と
思
う
か
」
と
の
質
問
に

は
、
大
学
病
院
の
印
・4%
が

「
守
ら
れ
て
い
な
い
」
と
回
答
し

た
。
回
答
者
全
体
の
数
値
を
約

別
問
上
回
り
、
民
間
病
院
の

2

倍

に
近
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

(
共
同
通
信
)

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
旧
日
(
月
)

全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
は

O
九
年
に
結
成
さ
れ
た
勤

務
医
の
労
働
組
合
。
個
人

加
盟
制
で
、
経
営
者
や
病

院
長
で
な
け
れ
ば
入
会
で

き
、
約
百
人
が
加
盟
し
て

い
る
。

共
同
通
信

60 
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労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い

た
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
発
表
し
た
。
厚
生
労 る

。昨
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
実
施
し で

定
め
る
一
カ
月
の
上
限

(
四
十
五
時
間
)
を
上
回

っ
たD

咽
喉
科
や
泌
尿
器
科
、
循

環
器
科
な
ど
も
七
十
時
間

を
上
回
っ
た
。
一
方
、
リ

違
法
残
業
な
ど
特
定
機
能
病
院

ア
割
超
労
基
署
が
勧
告

大
規
模
病
院
で
違
法
残
業
や
藤
田
保
楠
戸
衛
生
大
病
院
(
愛
知

残
業
代
の
未
払
い
が
相
次
き
発
県
)
な
ど
5

病
院
に
関
し
て
は

覚
し
て
い
る
問
題
で
、
高
度
医
勧
告
が4
回
繰
り
返
さ
れ
、
労

療
を
担
う
全
国
防
の
特
定
機
能
使
協
定
(
三
六
撞
疋
)
の
未
締

病
院
の
う
ち
、7
割
超
の
臼
病
結
や
労
基
署
へ
の
無
届
け
を
指

院
で
労
働
基
準
法
違
反
が
あ
っ
摘
さ
れ
た
病
院
も

6

病
院
あ
っ

た
と
し
て
労
働
基
準
監
督
署
が
た
。
勤
務
医
ら
の
長
時
間
労
働

是
正
勧
t
p
H
少
な
く
と
も
お
の
根
深
さ
が
裏
付
け
ら
れ
、
医

病
院
に
複
数
回
の
勧
告
を
し
て
師
の
働
き
方
改
革
の
議
論
に
影

い
た
こ
と
が
お
目
、
明
ら
か
に
響
が
あ
り
そ
う
だ
。

な
っ
た
。
勧
告
を
受
け
た
病
院
や
運
営

共
同
通
信
が2
0
1
3
1

口
法
人
の
中
に
は
、
三
六
協
定
の

年
の
関
係
資
料
を
入
手
し
た
。
上
限
時
間
を
引
き
上
げ
る
こ
と

労基法違反で
是正勧告を受けた
特定機能病院の内訳

で
違
反
状
態
を
解
消
し
よ
う
と

す
る
病
院
も
あ
っ
た
。
が
ん
研

究
会
有
明
病
院
(
墓
京
都
)
を

運
営
す
る
が
ん
研
究
会
は
、
三

六
協
定
に
基
づ
く
医
師
の
残
業

上
限
(
月
別
時
間
)
を
超
え
る

残
業
を
さ
せ
た
な
ど
と
し
て
凶

年
ロ
月
に
勧
告
を
受
け
、
「
過

労
死
ラ
イ
ン
」
と
さ
れ
る10

0

時
間
を
大
幅
に
上
回
る1
5

5

時
間
を
上
限
と
す
る
協
定
を

結
び
直
し
て
い
た
。

4

回
の
勧
告
が
あ
っ
た
の
は

藤
田
保
健
衛
生
大
、
奈
良
県
立

医
大
、
山
口
大
、
愛
媛
大
、
長

崎
大
の
各
病
院
。
長
崎
大
病
院

は
、
時
間
外
労
働
に
関
す
る
労

使
協
定
の
上
限
時
間
(
月
即
時

間
)
を
超
え
る
月
目
時
間
の
残

業
を
さ
せ
た
な
ど
と
し
て
凶
年

3

月
に
是
正
勧
告
を
受
け
、
口

年
6

月
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
、
違
法

の
面
か
ら
も
負
担
軽
減

が
必
要
な
こ
と
が
う
か
が

え
た
。

ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る

乙
と
が
分
か
っ
た
。

一
カ
月
の
当
直
回
数

残
業
か
割
増
賃
金
の
未
払
い
で

勧
告
を
受
け
た
。
未
払
い
分
は

既
に
支
払
っ
た
と
い
う
。

藤
田
保
健
衛
生
大
の
ほ
か
、

千
葉
大
、
日
本
医
大
(
墓
京
都
)
、

横
浜
市
立
大
、
京
都
府
立
医
大

の
各
病
院
と
静
岡
県
立
静
岡
が

ん
セ
ン
タ
ー
は
、
医
師
ら
と
の

聞
に
三
六
協
定
を
結
ん
で
い
な

か
っ
た
り
労
基
署
に
届
け
出
て

い
な
か
っ
た
り
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
残
業
さ
せ
た
と
し
て
勧

告
を
受
け
た
。
い
ず
れ
も
現
在

は
協
定
を
結
び
、
届
け
出
も
し

て
い
る
と
し
て
い
る
。

医
師
の
長
時
間
労
働
は
、
診

療
の
求
め
を
原
則
拒
め
な
い
と

医
師
法
が
規
定
す
る
「
応
召
義

務
」
も
一
因
と
さ
れ
、
厚
生
労

働
省
の
検
討
全
が
在
り
方
に
つ

い
て
議
論
。
患
者
へ
の
説
明
な

ど
一
部
の
業
務
を
他
の
職
種
に

任
せ
る
タ
ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン

グ
(
業
務
移
管
)
の
推
進
を
柱

と
し
た
緊
急
対
策
を
ま
と
め

た
。

〈
共
同
通
信
)

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
割
日
(
土
)

医
療
従
事
者

福
島
民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
引
日
(
水
)

高ストレス者が多い女性福祉ワーカー
看護師、介護士、保育士・ .í人命にかかわる緊張感」

看護や介護、保育の仕事に携わ た。
る女性福祉ワーカーは、他の職業 1800人の女性にストレス要因を
に比べて高いストレスにさらされ 聞いたところ、福祉ワーカーの多
ているとの調査結果を、民間調査 くが「人命にかかわる緊張感」と
会社のメディプラス研究所が運営 答えている。こう回答した看護師
する「オフラボ」が発表した。 の割合は56.3匁と、その他の女性
全国14万人を対象に実施したス 有職者の 6倍ιL上に達した。 í肉
トレス指数チェック「ココロの体 体的、体力的な負担が大きい」
力測定」によると、高ストレス者 「女性が多い職場の人間関係の難
の割合が女性全体は16.2俗である しさ」を挙げる回答も多く、精
のに対し、看護師は18.8勉、介護 神、肉体、対人関係と複合的なス
士は20.2%、保育士は17%といず トレスにさらされる職場環境であ
れも上回っていることが分かつ る傾向が分かつた。

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
稲
田
(
金
)
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メ
聞

イ
明

の
情

勢
"

態
四一

向
，
械

で
噂

雄
一
場nm

発達簿害への
理解を深めた
診療医を育成

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
白
日
(
土
)
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くり

人
体
モ
デ
ル
手
術
練
習
用
に

柔
ら
か
さ
や
弾
力
と
い
っ
た
人
間
の
体

と
そ
っ
く
り
な
質
感
を
持
っ
た
人
体
モ
デ

ル
を
、
名
古
屋
大
学
な
ど
の
研
究
グ
ル
ー

プ
が
開
発
し
た
。
眼
耕
手
術
の
練
習
用

で
、
半
導
体
の
作
製
に
使
わ
れ
る
微
細
加

工
技
術
な
ど
を
応
用
。
新
た
な
も
の
づ
く

り
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

人
体
を
人
工
物
で
再
現
し
た

精
密
人
体
モ
デ
ル
は
「
バ
イ
オ

ニ
ッ
ク
ヒ
ュl
マ
ノ
イ
ド
」
と

呼
ば
れ
る
。
形
状
や
構
造
、
質

感
が
再
現
さ
れ
、
セ
ン
サ
ー
も

組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
手
術
の う

ま
さ
を
評
価
で
き
る
。

名
大
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た

の
は
、
眼
球
の
奥
の
手
術
そ
練

習
す
る
た
め
の
頭
部
の
モ
デ
ル

「
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
ア
イ
」
。
高

齢
佑
で
眼
耕
手
術
が
増
え
て
お

眼
科
手
術
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
l

「
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
ア
イ
」
。
手

術
を
再
現
で
き
る
よ
う
、
眼
球
が
動
く
な
ど
人
聞
の
頭
部
に

模
し
て
作
ら
れ
て
い
る
H

名
古
屋
市
千
種
区
の
名
古
塵
大
学

名大など開発

り
、
2

種
類
の
難
手
術
を
想
定

し
た
。一

つ
は
、
眼
球
奥
に
あ
る
網

膜
に
接
し
た
厚
さ3
釘
メ
ー
ト

ル
(
1訂
は
1

千
分
の1
戸
)

の
薄
い
膜
を
先
端
が0
・
5

ミ
リ

の
鍬
手
を
使
っ
て
は
が
す
手

術
。
も
う
一
つ
は
、
目
の
奥
に

あ
る
直
径1
0
0

釘
メ
ー
ト
ル

以
下
の
細
い
血
管
の
詰
ま
り
を

溶
か
す
た
め
の
注
射
を
す
る
手

術
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習
が
で

き
る
。

眼
球
精
巧
に
再
現

「
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
ア
イ
」
は

実
際
の
手
術
に
近
づ
け
る
た

め
、
ヒ
ト
の
頭
部
と
同
じ
形
に

し
た
。
搭
載
さ
れ
た
直
径
お
戸

の
模
擬
眼
球
は
、
網
膜
と
そ
の

上
の
薄
い
膜
の
硬
さ
や
ち
ぎ
れ

や
す
さ
、
厚
み
な
ど
を
再
現
し

た
。
さ
ら
に
、
微
細
加
工
技
術

を
応
用
し
、
網
膜
内
の
毛
細
血

管
も
作
製
。
血
液
に
似
せ
た
液

体
を
流
す
こ
と
も
で
き
る
と
い

v
つ
。眼

耕
手
術
で
は
、
網
膜
に
強 い

力
が
か
か
る
と
最
悪
の
場
合
一

失
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。
パ
イ
一

オ
ニ
ッ
ク
ア
イ
は
、
網
膜
が
特
一

殊
な
材
料
で
で
き
て
い
て
、
力
一

の
か
か
り
具
合
を
赤
外
線
で
検
一

知
し
、
網
膜
の
変
形
度
合
い
を
一

数
値
化
。
手
術
の
熟
練
度
も
は
一

か
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
一

脳
外
科
用
も
挑
戦
一

名
大
や
名
城
大
、
東
京
大
な
一

ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
脳
血
一

管
や
心
臓
、
上
半
身
の
動
脈
、
一

静
脈
な
ど
を
搭
載
し
、
脳
外
耕
一

手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
一

る
人
体
モ
デ
ル
も
開
発
中
だ
。
一

今
後
、
全
身
を
精
巧
に
再
現
し
一

た
モ
デ
ル
が
で
き
れ
ば
、
新
た
一

な
医
療
機
器
や
治
療
法
を
試
す
一

な
ど
し
て
、
動
物
実
験
に
置
き
一

換
わ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
一

る
と
い
う
。
一

名
大
の
新
井
史
人
教
授
は
一

「
も
っ
と
人
間
に
近
い
精
巧
な
一

モ
デ
ル
を
開
発
し
、
新
た
な
医
一

療
機
器
開
発
や
治
療
法
の
研
究
一

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
一

い
」
と
期
待
す
る
。
(
月
舘
彩
子
)
一

朝
日
(
名
古
屋
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
引
日
(
水
)

養
成
・
研
修

子
智

芸
術
や
文
学
で

名
医
が
育
つ
?

米
大
調
査

音
楽
や
文
学
、
美
術
な
ど
の

人
文
学
に
親
し
ん
だ
医
学
生
ほ

ど
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
ゃ
忍

耐
強
さ
と
い
っ
た
医
師
に
求
め

ら
れ
る
特
性
を
備
え
て
い
る
と

す
る
調
査
結
果
を
、
米
テ
ュ
レ

ー
ン
大
の
チl
ム
が
発
表
し

た
逆
に
人
文
学
に
な
じ
み
が
薄

い
学
生
は
、
肉
体
や
精
神
の
疲

労
度
が
高
く
、
過
酷
な
仕
事
に

よ
る
「
燃
え
尽
き
症
候
群
」
に

な
り
や
す
い
傾
向
が
み
ら
れ た

。
芸
術
や
文
学
は
医
学
部
の

授
業
で
二
の
次
に
さ
れ
が
ち
だ

が
、
チ
ー
ム
は
「
将
来
の
優
れ

た
医
師
を
育
て
る
の
に
役
立

つ
」
と
み
て
い
る
。

チ
ー
ム
は
米
国
の
医
学
生

約
7
4
0

人
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
調
査
。
人
文
学
に
接
し

た
時
間
の
長
さ
と
、
他
者
へ
の

共
感
や
自
分
の
能
力
へ
の
信

頼
感
、
あ
い
ま
い
な
状
況
へ
の

忍
耐
力
な
ど
の
関
係
を
調
べ

た
。

共
同
通
信
〉

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
訂
日
(
火
)
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が
ん
ゲ
ノ
ム
拠
点
目
病
院

大
阪
大
と
N
E
C
は
初
日
、
人
工
知
能

(
A
I
)を
用
い
た
デ
ー
タ
解
析
を
、
ロ
の

中
に
で
き
る
が
ん
や
口
内
炎
、
虫
歯
の
診
療

一
?
な
ど
に
役
立
て
る
構
想
が
発
表
し
た
。
こ
れ

一
餌
ま
で
医
師
の
技
術
や
経
験
に
依
存
し
て
い
た

一
タ
診
療
分
野
に
、
最
新
の
情
報
通
信
技
術(I

一
」
C
T
)
を
導
入
し
、
よ
り
速
く
確
実
な
医
療

一
ラ
を
目
指
す
。

一
穂
露
大
で
は
歯
学
部
の
付
属
病
院
が
保
有

一
叫
す
る
一
部
の
串
著
の
デ1
タ
を
利
用
。
口
内

一
阪
を
撮
影
し
て
が
ん
や
口
内
炎
な
ど
を
早
期
に

一
t

見
つ
け
、
専
門
機
関
の
受
診
の
必
要
性
を
調

一
樹
引
べ
ら
れ
るA
I
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
歯

一
診
型
の3
次
元
模
型
や
歯
の
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

一
歯
画
像
の
情
報
か
ら
効
果
的
蓄
の
矯
正
義

一
b
R
き
出
すA
I
や
、
高
齢
者
の
歯
並
び
の
デ
l

一
|
い
タ
室
予
習
し
て
歯
を
失
い
や
す
い
人
を
判
定

素
性
虚
血
性
脳
症
で
生
ま
胞
が
神
経
や
血
管
の
細
胞
経
過
観
察
し
、
全
て
の
安
一

J

一
p
も
す
る
A
I
の
実
現
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

れ
た
新
生
児
に
対
し
、
臓
に
な
っ
た
り
、
神
経
の
再
全
性
を
確
認
し
た
。
一
P
F
十

一
今
回
の
構
想
は
、
こ
う
し
た
研
究
に
一
定

帯
血
か
ら
幹
細
胞
を
多
く
生
を
促
進
し
た
り
し
て
改
チ
l

ム
に
よ
る
と
、
同
一A
M

一
直
4

の
成
果
が
得
ら
れ
た
た
め
、
実
用
化
に
向
け

含
む
成
分
を
分
離
し
、
3

善
に
つ
な
が
る
と
い
う
。
脳
症
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
一

hサ
一
ゅ
ー
て
規
模
を
拡
大
し
、
有
用
性
を
確
か
め
る
。

日
間
で
計3
回
、
点
滴
で

2
0
1
5

年
に1
人
目
で
体
温
を
低
く
保
ち
、
脳
一1

出
生
時
に
仮
死
状
態
に
し
た
。
た
。
章
。
す
る
議
室
が
に
実
施
。
そ
の
後
目
標
の
障
害
の
進
行
を
防
ぐ
「
民
一
江
膨
大
な
診
療
情
報
を
、
大
阪
大
の
ス
ー
パ
ー

ィ
一
司
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
解
析
し
、
デ

l

タ
の
扱

な
る
な
ど
し
て
脳
性
ま
ひ
手
法
の
安
全
性
を
確
認
他
に
実
施
し
た
の
は
埼
脳
の
炎
症
を
抑
え
、
幹
細

6

人
を
終
え
、
そ
れ
ぞ
れ
体
温
療
法
」
が
行
わ
れ
て
一
「
、
、

を
起
こ
す
「
低
酸
素
性
虚
し
、
経
過
は
順
調
と
し
て
玉
医
大
、
淀
川
キ
リ
ス
ト

U

治
き
た
が
、
半
数
で
後
遺
症
一
I

し
号
し
て
は
、
患
者
が
特
定
で
き
な
い
形

血
性
脳
症
」
の
霊
児
に
、
い
る
。
今
後
、

ω
人
程
度
を
教
病
院
(
大
阪
市
)
、
倉
敷
町
盤
点
r
i
;
j
i
l
が
生
じ
る
と
さ
れ
、
新
た
…

A

沼
田
報
を
抽
出
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
当
た

新
し
吋
け
れ
付

;
i

一

自
分
の
へ
そ
の
緒
に
含
ま
対
象
に
行
い
、
有
効
性
を
中
央
病
院
(
岡
山
県
倉
敷
の
離
と
対
ペ
ド
9

な
治
療
法
の
開
発
か
求
め
一
之

れ
る
審
宮
投
与
し
て
中
心
に
検
証
す
る
計
画
。
市
)
。
制
問
…
析
。
ら
れ
て
き
た
。
一
村
上
伸
也
病
院
長
は
「
患
者
情
報
を
す

き
を
予
防
す
る
臨
床
研
大
阪
市
美
の
新
書
同
脳
症
は
星
時
に
脳
削
分
釘U
M

〈
共
同
通
信
〉
一
つ
つ
活
用
し
、
歯
科
医
療
の
変
革
を
も
た
ら

究
に
つ
い
て
、
大
阪
市
立
義
授
は
首
記
者
会
見
へ
の
操
が
遮
ら
れ
て
起
門
コ
ミ
一
し
た
い
」
と
し
た
。

大
な
ど
の
共
同
チl
ム
が
し
「
自
分
の
盤
情
血
を
使
き
る
脳
障
害
で
、
発
症
頻
峨
閥
均
ト
ノ
一

こ
れ
ま
で
6
人
に
実
施
う
た
め
拒
絶
反
応
を
防
げ
度
は
千
人
に

1
1
3

人
と
淵
時
鶴
岡
へ
ん

V
-

し
、
い
ず
れ
も
無
事
退
院
る
。
実
用
化
を
目
指
し
研
さ
れ
る
。
胸
骨
仰
向

d
t
e

し
た
と
お
目
、
明
ら
か
に
究
を
進
め
た
い
」
と
話
し
臨
床
研
究
で
は
、
低
酸
日
腰
幹

4

月
開
始
情
報
提
供
体
制
を
評
価

が
ん
の
遺
伝
情
報
を
活
用

し
、
一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
治

療
を
選
ぶ
「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
」

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
有

識
者
検
討
会
は
は
日
、
中
心
的

な
役
割
を
担
う
中
核
拠
点
病
院

と
し
て
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
中
央
病
院
な
ど
計
日
病
院

を
選
定
し
た
。
厚
労
省
が
近
く

正
式
に
指
定
し
、4
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。
各
中
核
病
院
が

グ
ル
ー
プ
を
組
む
連
携
病
院
は 3

月
末
ま
で
に
決
ま
る
。

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
は
、
が
ん

の
原
因
と
な
る
遺
伝
子
変
異
を

調
べ
、
そ
れ
に
合
っ
た
薬
を
選

ぶ
治
療
法
。

中
核
病
院
の
公
募
に
は
お
病

院
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
。
専
門

家
の
配
置
な
ど
の
要
件
を
満
た

し
た
打
病
院
を
対
象
に
、
遺
伝

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
績
や
患

者
・
家
族
へ
の
情
報
提
供
体
制

な
ど
日
項
目
を
評
価
し
た
。
点

騎
帯
血
投
与
の
新
生
児
退
院

大
阪
市
大
な
ど
脳
性
ま
ひ
予
防
の6
人

技
術
・
療
法
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ム
節
機
一
セ
セ
院
…
院
一

ノ
病
療
問
問
問
一
一
問
問
一
一
一
一
糊
問
問
問
問
一

ゲ
点
重
一
ん
東
学
一
円
子
ん
中
…
大
学
円
子
学
学
一

ん
拠
た
一
が
一
大
一
十
八
一
が
一
…
原
一
大
大
大
~
大
一

が
核
れ
一
史
タ
応
一
京
一
立
タ
一
古
一
部
阪
山
…
州
一

約
一
国
ン
慶
一
策
一
回
一
ン
ト

o
n一
京
大
。
附
…
九
…

数
が
上
位
だ
っ
た9
病
院
に
加
医
療
機
関
で
自
費
診
療
や
臨
床

ぇ
、
空
白
地
域
が
生
じ
な
い
よ
研
究
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
多

ぅ
、
地
域
性
も
考
慮
し
て2
病
く
の
中
核
病
院
で
は
4

月
以
降

院
が
選
ば
れ
た
。
に
順
次
、
入
院
費
な
ど
一
部
に

中
核
病
院
は
、1
0
0

種
類
保
険
が
利
く
「
先
進
医
療
」
で
行

以
上
の
遺
伝
子
を
一
度
に
調
べ
え
る
よ
う
に
な
る
見
通
し
だ
。

て
変
異
を
突
き
止
め
る
一
括
検

査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
治
療
や

研
究
開
発
、
人
材
育
成
な
ど
も

手
が
け
る
。
一
括
検
査
は
一
部

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
市
日
(
木
)

酒量週白砂】糊!~~j伝説!JJJi3f'"

〈
共
同
通
信
)

高
知
新
聞
・
朝
刊

高
知
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
白
日
(
土
)

2
0
1
8

年
2

月
幻
自
(
水
)
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大量人
?工

時
23; 
Z 特
高別
望賞

佐
賀
大
学
と
京
セ
ラ
(
京
都

府
)
が
共
同
開
発
し
た
抗
菌
性

を
高
め
た
人
工
股
関
節
が
、
経

済
産
業
省
の
「
も
の
づ
く
り
日

本
大
賞
」
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

酸
化
銀
を
人
工
関
節
の
表
面
に

塗
る
こ
と
で
、
術
後
の
感
染
症

の
発
生
を
抑
え
る
。
脊
椎
や
膝

な
ど
股
関
節
以
外
の
関
節
へ
の

応
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

人
工
股
関
節
の
手
術
は
、
股

関
節
の
形
成
不
全
な
ど
で
起
き る

痛
み
を
解
消
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ
る
が
、
細
胞
が
侵
入
し

て
起
き
る
感
染
症
の
防
止
が
課

題
に
な
っ
て
い
る
。

骨
の
主
成
分
ハ
イ
ド
ロ
キ

シ
ア
パ
タ
イ
ト
(
H
A
)を
塗

る
こ
と
で
骨
の
形
成
を
促
す

京
セ
ラ
の
技
術
を
応
用
し
、

医
学
部
整
形
外
科
学
講
座
の
馬

渡
正
明
教
授
(
日
)
を
中
心
に 2

0
0
5

年
か
ら
共
同
研
究
を

重
ね
て
き
た
。
抗
菌
素
材
の
銀

を
H
A
に
混
ぜ
る
こ
と
で
、
骨

の
形
成
力
を
保
ち
な
が
ら
抗
菌

性
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
銀
の
濃
度
を
変
え
な
が
ら

実
用
化
を
進
め
、
同
年
4

月
か

ら
佐
賀
大
附
属
病
院
で
使
用
し

て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
全
国
の
病
院
で

東大などのチーム開発

朝

日
(
東
京
)
・
夕
刊

内
視
鏡
や
手
術
器
具
が
し

な
や
か
に
闘
が
り
、
お
な
か

の
奥
ま
で
届
く
。
そ
ん
な
国

産
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い

る
。
北
川
雄
光
慶
応
大
教
授

(
外
科
学
)
や
川
崎
重
工
業

な
ど
に
よ
る
開
発
チ
ー
ム
は

2
0
2
1

年
の
発
売
を
目
標

に
し
て
お
り
、
圧
倒
的
に
強

い
米
国
製
の
「
ダ
ピ
ン
チ
」

に
対
抗
し
、
欧
米
や
ア
ジ
ア

の
市
場
に
も
食
い
込
む
こ
と

を
狙
う
と
い
う
。

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は
、

医
師
の
遠
隔
操
作
に
よ
り
、

傷
の
小
さ
い
内
視
鏡
手
術
を

行
う
た
め
の
装
置
。
ロ
ボ
ッ

ト
ア
ー
ム
の
先
端
に
取
り
付

け
ら
れ
た
内
視
鏡
や
「
鍬
手
」

と
呼
ば
れ
る
ピ
ン
セ
ッ
ト
の

イ申
び、

縮
み

体

貼
れ
る
1し、

庖

図

チ
ー
ム
は
体
に
貼
り
付
け
る
セ
ン
サ

ー
も
開
発
。
心
電
を
測
る
場
合
に
は
胸

に
貼
っ
て
デl
タ
を
と
ば
し
て
装
置
に

表
示
す
る
ほ
か
、
遠
隔
地
に
い
る
医
師

ら
も
確
認
で
き
る
。
染
谷
隆
夫
・
東
大

教
授
(
工
学
)
は
「
患
者
へ
の
負
担
を
か

け
ず
に
、
脈
拍
や
体
温
を
測
っ
て
デ
ー

タ
を
確
認
で
き
る
」
と
話
す
。
チ
ー
ム

の
前
田
博
己
・
大
日
本
印
刷
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
部
長
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
で
の

応
用
に
も
期
待
で
き
る
。
3

年
ほ
ど
で

実
用
化
し
た
い
」
と
言
う
。
(
水
野
梓
)

2
0
1
8

年
2

月
四
日
(
月
)

技
術
・
療
法

皮
膚
に
貼
っ
て
心
電
の
波
形
な
ど
を

表
示
で
き
る
装
置
を
東
京
大
な
ど
の
研

究
チ
l

ム
が
開
発
し
た
。
薄
い
ゴ
ム
シ

ー
ト
に
小
さ
な
L
E
D

が
埋
め
込
ま

れ
、
動
画
を
映
す
こ
と
が
で
き
る
。
別

の
セ
ン
サ
ー
で
計
測
し
た
心
電
や
体
温

の
変
他
を
確
認
し
た
り
、
薬
を
の
み
忘

れ
た
と
き
に
知
ら
せ
た
り
で
き
、
在
宅

療
養
す
る
人
の
状
態
を
把
握
で
き
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

L
E
D

を
等
間
隔
に
約40
0

個
埋

め
込
ん
だ
装
置
は
薄
さ
1

ミ
リ
で
、
伸
び

縮
み
す
る
。
凹
凸
の
あ
る
手
の
甲
な

ど
、
よ
く
動
か
す
部
分
に
も
貼
れ
る
と

い
う
。

「曲カミって届く」国産手術口ボ
2

千
件
以
上
の
手
術
例
が
あ

り
、
感
染
症
の
発
生
は
報
告
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
。
医
学
部

病
因
病
態
科
学
講
座
の
宮
本
比

目
志
教
授
と
と
も
に
受
賞
し
た

馬
渡
教
授
は
「
日
本
発
の
技
術

で
あ
り
、
海
外
に
も
広
ま
っ
て

ほ
し
い
」
と
今
後
の
展
開
に
期

待
し
て
い
る
。

授
賞
式
は5
日
に
墓
京
都
で

開発大詰め

よ
う
な
器
具
を
、
患
者
の
胸

や
お
な
か
に
開
け
た
穴
か
ら

体
内
に
差
し
入
れ
て
使
う
。

手
ぶ
れ
の
な
い
精
密
な
動

き
が
可
能
だ
が
、
ダ
ピ
ン
チ

は
ア
l

ム
が
棒
状
で
曲
が
ら

な
い
た
め
、
患
者
の
体
に
複

数
の
穴
を
聞
け
る
必
要
が
あ

る
。
約3
億
円
と
い
う
価
格

も
病
院
の
大
き
な
負
担
に
な

っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

チ
ー
ム
は
同
年
か
ら
、
器

具
が
曲
が
る
手
術
口
ボ
の
開

発
に
着
手
。
こ
の
ほ
ど
試
作

品
が
完
成
し
た
。

試
作
品
は
、
内
視
鏡
と
2

本
の
釦
子
を
1

本
の
管
に

収
納
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
造

り
で
、
こ
の3
種
の
器
具
を

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
動
か

せ
る
。
お
な
か
に
聞
け
た
穴 行

わ
れ
た
。

(
江
島
貴
之
)

佐
賀
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
9

目
(
金
)

か
ら
体
内
に
入
る
だ
け
で

な
く
、
例
え
ば
虹
門
か
ら
入

っ
て
大
腸
の
一
部
を
切
除

し
て
引
き
出
す
な
ど
、
曲
が

ら
な
い
ダ
ピ
ン
チ
と
は
違
っ

た
使
い
方
が
で
き
る
と
い

、
つom

年
に
は
臨
床
試
験
(
治

験
)
を
始
め
た
い
考
え
。
販

売
価
格
は
未
定
だ
が
、
チ
ー

ム
の
外
科
医
、
和
田
則
仁
慶

応
大
講
師
は
「
購
入
す
る
立

場
か
ら
は1
億
円
を
切
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、
大
幅
な

価
格
の
低
下
を
期
待
す
る
。

(
共
同
通
信
〉

静
岡
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
初
日
(
火
)
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病
院
運
営

司
司

-
Z
回0
・
Z
E
'
1
0
c
h

…
園
近
時
開
刊
誌
海
市
諸
持
詰
能i

H
単
肉
固
阿
国
F
、
E
，
.
4
E
司
、
，

E
E
-
-
4

・4
a
，
L

含
ま
れ
る
。
世
界
各
国
で
取
り
組
み
が
進
み
、
特
に
ア
ジ
ア
で
は
急
成
長
。
日
本
は

E
R
R
E
E
-
E
E
g

丸
、
‘

E
E

圃

d
j
d

訪
日
外
国
人
客
の
需
要
を
塁
む
。
政
府
は
平
成
辺
年
に
閣
議
決
定
し
た
新
成
長
戦

-
-
E
E
-
-
E
E
E

・

E

・

-
E
.

，
d
|

‘
，

I
l
l
i
-
-
E
'
4

略
で
、
「
国
際
医
療
交
流
」
と
し
て
外
国
人
受
け
入
れ
促
進
を
盛
り
込
ん
だ
。

R運営大手米 l

【
ラ
ス
ペ
ガ
ス
ト
ハ
中
山
玲
子
】
カ
ジ
ノ
を
含

む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設(
I
R
)を
米
ラ
ス

ベ
ガ
ス
な
ど
で
運
営
す
る
大
手
事
業
者
、
シ
ー

ザ
!
ズ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
ウ
ィ
ン

・
リ
ゾ
!
ツ
の
両
最
高
経
営
責
任
者(
C
E

O
)
が
初
日
、
産
経
新
聞
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
応
じ
た
。
シl
ザ
1

ズ
の
マ
ー
ク
・
フ
リ

ッ
ソ
l

ラ
C
E
O

は
、
大
阪
湾
の
人
工
島
・
夢

洲
(
大
阪
市
此
花
区
)
で
のIR
開
発
構
想
に

参
画
で
き
れ
ば
、
関
西
の
医
療
施
設
と
連
携
し

た
医
療
ツl
リ
ズ
ム
を
展
開
す
る
考
え
を
明
ら

か
に
し
た
。

夢
洲
開
発
構
想
参
画
な
ら
展
開

医
療
ツ
l

リ
ズ
ム
は
近
年
、

ア
ジ
ア
の
富
裕
層
を
中
心
に
利

用
が
拡
大
し
て
お
り
、
フ
リ
ッ

ソ
l

ラ
氏
は
「
知
名
冥
か
高
い

関
西
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
医
療

関
連
技
術
を
生
か
せ
ば
、
中
国

な
ど
か
ら
多
く
の
集
客
が
期
待

で
き
る
」
と
述
べ
た
。

シ
l

ザ
i

ズ
は
再
生
医
療
な

ど
先
端
医
療
研
究
が
盛
ん
な
関

西
の
力
を
生
か
す
方
針
で
、
す

で
に
複
数
の
医
療
施
設
と
接
触

し
、
提
携
先
候
補
の
リ
ス
ト
も

作
成
し
て
い
る
と
い
う
。
フ
リ

ッ
ソ
l

ラ
氏
は
、
「
検
診
後
に
I

R
施
設
で
お
い
し
い
食
事
や
、

魅
力
あ
る
シ
ョl
、
ス
パ
(
入

浴
施
設
)
な
ど
を
楽
し
め
る
」
と

述
べ
、
医
療
ツl
リ
ズ
ム
とI

R
の
連
携
効
果
を
強
調
し
た
。

一
方
、
ウ
ィ
ン
の
マ
ッ
ト
・

マ
ド
ッ
ク
ス
C
E
O

は
、
同
社

の
強
み
に
つ
い
て
、
運
営
す
る

複
数
の
ホ
テ
ル
が
米
フ
ォl
プ

ス
誌
の
ホ
テ
ル
格
付
け
で
五
つ

星
を
獲
得
し
て
い
る
と
ア
ピ
ー

ル
。
「
日
本
で
も
す
ば
ら
し
い

お
も
て
な
し
が
で
き
る
」
と
訴

え
た
。
ま
た
、
I
R

施
設
の
雇

用
拡
大
効
果
を
「2
万
1
4

万

人
程
度
」
と
見
積
も
っ
た
。

医
療
ツ
!
リ
ズ
ム

大
阪
・
夢
洲
で
のI
R

開
発
構
想
に
医
療

ツ
1

リ
ズ
ム
を
加
え
る
提
案
は
、IR
の
集

客
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
日
本
で
の
医
療

ツ
!
リ
ズ
ム
普
及
に
寄
与
し
、
大
き
な
経
済

効
果
に
結
び
つ
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国
は
外
貨
獲
得

な
ど
を
目
的
に
医
療
ツ
l

リ
ズ
ム
を
推
進

し
、
規
制
緩
和
や
税
控
除
な
ど
積
極
的
な
支

援
策
を
展
開
し
て
い
る
。

一
方
、
日
本
で
は
外
国
語
で
の
診
療
や
、

医
療
訴
訟
リ
ス
ク
が
課
題
と
な
り
、
普
及
は

進
ん
で
い
な
い
。
公
的
な
医
療
保
険
制
度
が

整
備
さ
れ
た
日
本
で
、
医
療
ツ
l

リ
ズ
ム
は

医
療
の
商
業
化
を
招
い
て
公
平
性
を
阻
害
す

る
と
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

た
だ
、
需
要
が
存
在
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
最
先
端
の
医
療
技
術
研
究
が
集
積
す

る
大
阪
で
は
、
中
国
人
に
よ
る
が
ん
の
検
診

や
治
療
件
数
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
南
海

電
気
鉄
道
は
、
南
海
難
波
駅
の
隣
接
地
に
建

設
中
の
複
合
ピ
ル
に
、
が
ん
診
断
の
最
先
端

普
及
ヘ
追
い
風

機
器
を
備
え
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
(
訪
日
外
国
人
客
)
を
誘
致
す

る
計
画
だ
。

関
西
圏
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
広
が

り
、
外
国
人
へ
の
医
療
の
安
心
が
確
保
さ
れ

れ
ば
、
日
本
で
の
医
療
ツl
リ
ズ
ム
先
進
地

に
な
れ
る
だ
ろ
う
。

関
西
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
情
に
詳
し
い
ア

ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
の
稲
田
義
久
・
数
量
経

済
分
析
セ
ン
タ
ー
長
は
、
「
多
言
語
対
応
で

き
る
医
師
の
確
保
な
ど
課
題
は
多
い
」
と
指

摘
。
そ
の
う
え
で
、I
R

開
発
と
医
療
ツl

リ
ズ
ム
が
融
合
す
れ
ば
「
国
際
的
な
医
師
の

育
成
が
進
む
な
ど
、
日
本
で
の
医
療
ツ
l

リ

ズ
ム
が
推
進
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
み

て
い
る
。

(
安
田
奈
緒
美
)

産

経
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
泣
日
(
木
)
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透析と競技観戦
平昌から東京ヘ

墓
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が2
年
後
に
迫
る

中
、
ど
ん
な
医
療
体
制
が

必
要
に
な
る
の
か
。
平
昌

五
輪
か
ら
課
題
を
探
ろ
う

と
す
る
動
き
が
あ
る
。

2
0
1
6

年
日
月
。
小

山
市
の
「
小
山
す
ぎ
の
木

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
人
工
透

析
を
受
け
持
つ
加
賀
誠
看

護
部
長
(
必
)
は
ソ
ウ
ル

か
ら
高
速
パ
ス
や
タ
ク
シ

ー
を
乗
り
継
ぎ
、
五
輪
会

病
院
運
営

小山すぎの木クリニック

場
の
建
設
が
進
む
平
昌
を

目
指
し
た
。

信
頼
で
き
る
医
療
機
関

が
あ
る
ソ
ウ
ル
か
ら
の
交

通
事
情
は
ど
う
か
。
日
中

に
透
析
を
受
け
た
後
、
競

技
を
見
に
行
く
時
間
の
余

裕
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
か
。

「
五
輪
を
現
地
で
見
た
い

の
に
、
難
し
そ
う
だ
と
二

の
足
を
踏
ん
で
い
る
患
者

が
い
る
は
ず
」
。
韓
国
出

身
の
同
僚
職
員
粧
椛
お
さ

ん
(
必
)
ら
と
会
場
を
視

察
し
な
が
ら
、
初
年
夏
原

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
つ
な
が
る
課
題
を
考
え

た
。厚

生
労
働
省
が
凶
年
に

約
3
7
0
0

の
医
療
機
関

を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に

よ
る
と
、
外
国
人
患
者
の

受
け
入
れ
実
績
が
あ
る
の

は
外
来
で
約8
割
、
入
院

訪
日
外
国
人
の
支
援
目
指
す

ロ
ボ
で
効
率
化

医
療
分
野
ヘ
進
出
検
討

S
T

エ
ン
ジ

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
H

岩
本

健
太
郎
】
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政

府
系
の
防
衛
産
業
大
手
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
(
S

T

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
)
は

お
日
、
医
療
分
野
へ
の
進
出

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
朗

ら
か
に
し
た
。
高
齢
化
で
需

要
が
増
え
る
と
み
て
、
病
院 向

け
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開

発
す
る
と
い
う
。

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
チ
ョ
ン

璽
同
経
営
責
任
者(
C
E
O
)

が
同
日
の
決
算
記
者
会
見
の 席

上
で
「
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を

活
用
し
て
、
病
院
が
運
営
コ

ス
ト
を
下
げ
ら
れ
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
た
い
。

医
療
機
器
の
開
発
も
検
討
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
具
体

的
な
事
業
化
の
時
期
や
投
資

額
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
筋
歳
以

上
の
人
口
は
全
体
の
日
%
に

達
す
る
。
同
国
で
は
新
た
に で

6

割
弱
。
厚
労
省
は
五

輪
で
来
日
者
数
が
さ
ら
に

拡
大
す
る
初
年
に
向
け
、

医
療
通
訳
の
配
置
に
関
す

る
支
援
事
業
を
進
め
る
な

ど
、
言
葉
の
壁
を
越
え
た

医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

指
す
。「

日
本
の
透
析
医
療
は

世
界
一
の
レ
ベ
ル
だ
が
、

海
外
の
患
者
は
情
報
が
不

足
し
て
い
る
。
安
心
し
て

滞
在
で
き
る
こ
と
が
伝
わ

れ
ば
、
家
族
も
一
緒
に
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
来
て

も
ら
え
る
」
。
外
国
人
透

析
患
者
の
受
け
入
れ
先
に

複
数
の
病
院
の
建
設
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
商
機
が
大
き

い
と
判
断
し
た
よ
う
だ
。
チ

ョ
ン
C
E
O

は
「
事
業
化
を

決
め
た
ら
世
界
で
展
開
し
た

い
」
と
話
し
た
。

S
T

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
防
衛
事
業
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
航
空
機
の

整
備
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

な
ど
商
用
事
業
を
拡
大
し
て

病
院
運
営

な
ろ
う
と
意
気
込
む
加
賀

さ
ん
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
目

を
付
け
た
の
は
、
五
輪
開

催
国
の
つ
な
が
り
だ
。

朝
倉
伸
司
医
長(
m
w
)

を
中
心
に
韓
国
の
病
院
や

大
学
、
患
者
団
体
と
交
流

を
重
ね
、
訪
日
、
訪
韓
を

希
望
す
る
患
者
を
相
互
に

紹
介
し
合
う
協
定
を
締

結
。
日
本
で
は
例
が
少
な

い
深
夜
の
長
時
同
透
析
に

対
応
で
き
る
強
み
を
生
か

し
、
就
寝
中
に
透
析
を
済

ま
せ
、
日
中
は
五
輪
観
戦

や
観
光
に
専
念
で
き
る

「
廃
付
透
析
」
の
発
信
も

き
た
企
業
。
最
近
は
自
動
運

転
車
や
ド
ロl
ン
な
ど
の
開

発
も
進
め
て
い
る
。

同
日
発
表
し
た20
1
7

年
四
月
期
連
結
決
算
は
、
純

利
益
が
前
の
期
比
6
%
増
の

5

億
1
1
0
0

万
務
ド
ル
(
約

4
1
0

億
円
)
だ
っ
た
。
主

力
の
航
空
部
門
で
旅
客
機
を

貨
物
機
に
転
換
す
る
事
業
な

ど
の
受
注
が
好
調
。1
月
に

始
め
たo

n
年
北
京
冬
季
五
輪
が

聞
か
れ
る
中
国
の
ほ
か
、

ア
ジ
ア
を
中
心
に
約
叩
カ

国
の
医
療
機
関
と
も
情
報

交
換
を
進
め
る
。
「
医
療

も
五
輪
の
レ
ガ
シl
(
遺

産
)
に
な
る
」
。
加
賀
さ

ん
は
3

月
に
再
び
平
昌
を

訪
れ
、
患
者
の
目
線
で
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
な
ど

を
巡
る
予
定
だ
。

下
野
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
四
日
(
火
)

米
国
で
法
人
減
税
が
始
ま
っ

た
の
を
前
に
、
繰
り
延
べ
税

金
負
債
を
見
直
し
た
た
め
約

2
0
0
0

万
務
J
の
利
益
上

乗
せ
効
果
も
あ
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
割
目
(
土
)
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タ昔、
E&1 

，人

護
助
手

上
五
島
で
試
行
、
国
の
制
度
活
用

離
島
な
ど
で
公
立
病
院
を
運

営
し
て
い
る
県
病
院
企
業
団

は
、
深
刻
な
人
手
不
足
を
補

う
た
め
、
国
の
「
外
国
人
技
能

実
習
制
度
」
を
活
用
し
、
外
国

人
看
護
助
手
の
導
入
を
計
画

し
て
い
る
こ
と
が
幻
目
、
分
か

っ
た
。
今
年
末
に
も
ミ
ャ
ン

マ
ー
人2
1
4

人
を
上
五
島

病
院
(
新
上
五
島
町
)
に
試
行

的
に
配
置
し
、
将
来
的
に
受
け

入
れ
の
拡
大
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

看
護
助
手
は
看
護
師
の
資
格

を
持
た
ず
、
入
院
患
者
の
世
話

や
介
助
、
院
内
の
雑
務
な
ど
に

当
た
る
。
同
制
度
は
外
国
人
を

企
業
な
ど
で
受
け
入
れ
、
得
た

技
能
を
母
国
で
役
立
て
て
も
ら

う
の
が
本
来
の
目
的
。
国
は
昨

年
日
月
の
法
改
正
で
、
慢
性
的 へ

の
導
入
計
画
は
法
改
正
後
、

県
内
で
最
も
早
い
動
き
と
み
ら

れ
る
。

実
習
生
受
け
入
れ
は
、
計
画

を
外
国
人
技
能
実
習
機
構
に
申

請
し
、
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。
問
機
構
に
よ
る
と
、
介

護
職
種
は9
日
現
在
、
全
国
で

幻
件
の
申
請
が
あ
り
、
審
査
中

と
い
う
。

企
業
団
に
よ
る
と
、
導
入
は

法
改
正
の
動
き
を
受
け
方
針
決

定
。
同
制
度
に
基
づ
き
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
日
本
語
学
校
を
経
営

す
る
法
人
と
、
連
絡
調
整
に
当

た
る
日
本
側
の
「
監
理
団
体
」

を
通
じ
て
受
け
入
れ
る
。
職
員

が
今
月
、
現
地
で
数
人
を
面
接

し
た
。
今
後
、
人
選
や
計
画
申

請
な
ど
必
要
な
手
続
き
を
進

め
、
年
内
の
来
日
を
想
定
し
て で

は
待
遇
を
上
げ
て
も
看
護
師

や
看
護
助
手
が
集
ま
り
に
く

く
、
特
に
夜
勤
者
の
不
足
が
深

刻
。
正
規
の
看
護
職
員
は
毎
年

数
十
人
規
模
で
不
足
し
、
現
在

は
看
護
師
専
門
の
人
材
派
遣
な

ど
で
印
人
程
度
を
補
っ
て
い

る
。企

業
団
の
米
倉
正
大
企
業
長

は
「
悪
化
し
て
い
る
看
護
師
の

労
働
環
境
の
改
善
と
、
医
療
の

質
維
持
の
た
め
早
急
な
対
策
が

必
要
。
日
本
の
現
場
に
対
応
で

き
る
か
見
極
め
た
上
で
(
外
国

人
の
受
け
入
れ
を
)
拡
大
さ
せ

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

(
山
口
恭
祐
)

地
域
医
療
を
支
え
る

富
山
大
附
属
病
院
(
富
山
市
杉
谷
、
粛
藤
滋
院
長
)
は

4

月
、
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
連
携
相
手
と
な
る
自
治
体
病
院
へ
の
医
師
派
遣
を
通
じ
地
域
医
療
を
支
え
る
。

派
遣
医
師
を
講
師
に
臨
床
教
育
も
強
化
し
、
若
手
医
師
の
県
内
定
着
に
つ
な
げ
る
。
医
師
不

足
解
消
な
ど
の
効
果
を
狙
っ
て
い
る
。

手医師の定着促進
富
山
大
附
属
病
院

従
来
の
大
学
医
局
か
ら
の
医
師
派

遣
と
は
異
な
り
、
附
属
病
院
に
在
籍

し
た
ま
ま
、
派
遣
先
の
病
院
に
勤
務

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

大
学
の
教
育
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、

地
域
医
療
の
担
い
手
確
保
が
可
能

に
な
る
。
同
様
の
取
り
組
み
は
筑
波

大
や
名
古
屋
大
で
先
行
実
施
し
て
い

る
が
、
全
国
的
に
は
数
少
な
い
と
い

う
医
師
を
受
け
入
れ
る
サ
テ
ラ
イ
ト

る
医
師
育
成
を
目
指
す
。
医
療
現
場

が
医
師
不
足
に
悩
む
中
、
富
山
大
附

属
病
院
は
「
若
手
医
師
が
現
場
で
の

経
験
を
多
く
積
む
こ
と
で
、
県
内
定

着
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
」
(
総
務
課
)

と
望
む
。

南
砺
市
民
病
院
は
こ
れ
ま
で
も
医

学
生
や
新
卒
医
師
ら
の
研
修
の
場
と

な
っ
て
き
た
。
清
水
院
長
は
富
山
大

と
の
連
携
強
化
で
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
さ
ら
な
る
改
善
に
取
り
組
む
。

「
教
育
環
境
の
充
実
は
研
修
医
が
集

ま
る
重
要
な
要
素
に
な
る
」
と
、
若

南
砺
と
連
携
強
化

臨
床
教
育
を
充
実

セ
ン
タ
ー
は
、
南
砺
市
民
病
院
(
南

砺
市
井
波
、
清
水
幸
裕
院
長
)
に
設

け
ら
れ
る
。
配
置
さ
れ
る
医
師
は
総

合
診
療
医
と
小
児
外
糾
医
の

2

人
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
病
院
に
「
こ
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
」
(
仮
称
)
が
開
設

さ
れ
、
小
児
医
療
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

小
児
外
糾
医
は
客
員
教
授
、
総
合

手
医
師
確
保
へ
の
波
及
効
果
を
狙
っ

て
い
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
設
置
費
用
を
盛
り
込

ん
だ
新
年
度
一
般
会
計
予
算
案
が
市

議
会3
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た

後
、
市
と
大
学
が
協
定
を
結
ぶ
。
大

学
側
は
他
の
病
院
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト

導
入
も
目
指
し
て
い
る
。

(
南
砺
総
局
長
・
宮
田
求
)
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な
人
手
不
足
が
続
く
介
護
職
種

を
対
象
に
追
加
し
、
看
護
助
手

も
同
職
種
に
含
ま
れ
る
。
病
院 受

け
入
れ
態
勢
も
整
備
す
る
。

企
業
団
は
県
と6
市
1

町
で

つ
く
る
一
部
事
務
組
合
。
離
島

診
療
医
は
客
員
助
教
と
し
て
、
同
病

院
で
医
学
生
や
研
修
医
ら
の
教
育
に

も
当
た
る
。
国
の
政
策
で
病
院
か
ら

在
宅
へ
の
移
行
が
重
視
さ
れ
る
中
、

医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提
供
す
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
担
い
手
と
な

時
右

長
崎
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
沼
田
(
水
)

サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ヨ

イ
ス
」
を
通
じ
一
万
円
か

ら
募
集
す
る
。
返
礼
品
は ペ

ン
や
バ
ッ
ジ
な
ど
の
記

念
品
を
想
定
し
、
医
師
確

保
の
経
過
は
サ
イ
ト
を
通

じ
て
報
告
す
る
。
市
政
策

課
の
担
当
者
は
「
返
礼
品

競
争
で
は
な
く
、
制
度
本

来
の
古
里
を
応
援
す
る
趣

旨
か
ら
医
師
確
保
と
い
う

目
的
に
絞
り
、
寄
付
者
の

充
足
感
や
共
感
に
つ
な
げ

た
い
」
と
説
明
す
る
。

い
な
ベ
総
合
病
院
は
一

九
五
三
年
十
月
に
開
院

し
、
J
A

三
重
厚
生
連

返礼品競争..

....s, 
Z司l
Eヨl
E耳|

匡盃l
lz当|

い
な
ベ
市

民
間
病
院
に
制
度
活
用

(
津
市
)
が
運
営
す
る
。

市
内
唯
一
の
総
合
病
院
で

内
科
、
皮
膚
科
、
産
婦
人

科
な
ど
二
十
二
科
が
あ

る
。
内
科
医
は
以
前
は
十

一
人
い
た
が
、
退
職
に
伴

い
今
年
四
月
に
は
三
人
と

な
る
た
め
、
診
療
態
勢
に

支
障
が
出
か
ね
な
い
と
病

院
が
市
に
相
談
し
た
。

同
病
院
の
奥
田
聖
貴
事

寄
付
者
の
共
感
狙
う
動
き
託
下
刀
は
何
時

U

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
返
礼
「
こ
ど
も
宅
食
」
事
業
へ
の
寄
を
オ
ー
プ
ン
す
る
資
金
を
募
集

品
が
注
目
さ
れ
る
中
、
自
治
体
付
を
募
っ
た
。
二
月
中
旬
ま
で
し
た
。
目
標
額
四
百
万
円
を
三

が
返
礼
品
競
争
か
ら
距
離
を
置
に
目
標
額
の
三
倍
以
上
と
な
る
カ
月
で
達
成
し
た
。

き
、
課
題
解
決
を
前
面
に
出
し
七
千
九
百
万
円
が
集
ま
っ
た
。
岡
山
県
笠
岡
市
は
絶
滅
危
慎

共
感
を
通
じ
寄
付
を
募
る
動
き
子
育
て
支
援
課
職
員
は
「
「
子
種
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
生
息
す
る
千

が
出
て
い
る
。
ど
も
に
伺
か
し
た
い
』
と
考
え
潟
の
保
全
活
動
へ
の
寄
付
を
募

東
京
都
文
京
区
は
昨
年
七
月
る
人
の
受
け
皿
に
な
っ
た
」
と
っ
た
。
目
標
額
五
百
万
円
に
対

か
ら
、
経
済
的
に
困
窮
す
る
子
受
け
止
め
る
。
し
、
寄
せ
ら
れ
た
の
は
六
十
一

育
て
世
帯
に
食
品
を
宅
配
す
る
愛
媛
県
今
治
市
は
墨
田
対
策
万
円
。
担
当
職
員
は
「
寄
付
す

地
域
医
療
を
支
え
る

地
方
の
医
師
不
足
が
問
題
と
な
る
中
、
い
な
べ

市
は
二
O
一
八
年
度
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活

用
し
、
市
内
の
民
間
病
院
の
医
師
確
保
を
目
的
と

し
た
寄
付
金
を
募
る
。
市
に
よ
る
と
、
民
間
病
院

の
医
師
確
保
に
限
っ
て
同
制
度
を
利
用
す
る
の
は

初
め
て
。
(
高
島
碧
)

市
に
よ
る
と
、
目
標
額
域
医
療
を
研
究
す
る
講
座

は
三
千
万
円
で
、
岡
市
北
を
設
置
、
代
わ
り
に
内
科

勢
町
阿
下
喜
の
「
=
董
北
医
三
人
を
三
年
間
派
遣
し

医
療
セ
ン
タ
ー
い
な
べ
総
て
も
ら
う
計
画
だ
。
寄
付

合
病
院
」
へ
の
内
科
医
の
金
の
不
足
分
は
市
が
支
出

派
遣
に
役
立
て
る
。
県
内
す
る
。

外
の
医
学
部
の
あ
る
大
学
寄
付
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ

と
交
渉
し
、
寄
付
金
で
地
ト
の
ふ
る
さ
と
納
税
総
合

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
お
日
(
金
)

務
部
長
は
「
地
方
の
病
院

に
と
っ
て
医
師
不
足
は
課

題
。
地
域
医
療
を
存
続
さ

せ
る
た
め
に
、
よ
り
多
く

の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
話
す
。
日
沖
靖
市

長
は
「
寄
付
を
通
じ
、
い

な
ベ
出
身
の
人
に
故
郷
の

医
療
の
現
状
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
強
調
す

る
。

る
人
は
会
員
制
交
流
サ
イ
ト

(
S
N
S
)を
通
じ
知
る
こ
と

が
多
く
、P
R

が
足
り
な
か
っ

た
。
警
信
の
仕
方
を
工
夫
す
れ

ば
可
能
性
は
あ
る
と
感
じ
た
」

と
振
り
返
る
。

中

自
主
一
重
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
日
日
(
木
)
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遠隔医療医師ら手応え
日高川の診療所-県立医大で実験

現
行
の1
0
0

倍
の
通
信
速

度
が
あ
る
「5
G
(
第
5

世
代

通
信
規
格
)
」
を
用
い
て
遠
隔

医
療
を
行
う
実
証
実
験
が
却

日
、
日
高
川
町
の
川
上
診
療
所

と
約
加
J
離
れ
た
和
歌
山
市
の

県
立
医
大
と
を
結
ん
で
行
わ
れ

た
。
病
状
の
診
断
に
必
要
な
高

精
細
な
エ
コi
動
画
の
送
受
信

な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、

へ
き
地
で
も
専
門
的
な
医
療
を

受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
確
認
さ

れ
た
。

心
臓
病
の
疑
い
が
あ
る
患
者

が
同
診
療
所
を
訪
れ
た
と
の
想

定
で
実
施
。
診
療
所
の
若
手
医

師
は
、
医
大
の
専
門
医
か
ら
画

面
越
し
に
「
喉
の
様
子
を
見
せ

て
」
「
エ
コl
動
画
を
送
っ
て
」

な
ど
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、

診
察
に
当
た
っ
た
。

医
大
側
の
モ
ニ
タ
ー
画
面
に

は
、
高
画
質
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
患
部
の
様
子
や
エ
コl
動
画

が
映
し
出
さ
れ
、
山
野
貴
司
医

師
は
「
見
た
い
画
像
が
的
確
に

得
ら
れ
、
そ
の
場
に
患
者
が
い

る
か
の
よ
う
に
診
療
で
き
た
」

と
手
応
え
を
話
し
た
。

一
方
、
診
療
所
側
で
実
験
に

参
加
し
た
川
端
大
輝
医
師
は

「
専
門
医
に
そ
の
場
で
診
断
や

治
療
方
針
の
相
談
が
で
き
る
の

は
心
強
い
」
と
し
、
実
際
に
同

診
療
所
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い

る
平
林
直
樹
医
師
も
「
患
者
の

℃ヨ

つノ

ク

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
な
ど
仮
想
通
貨

の
基
盛
と
な
っ
て
い
る
分
散
剖
苔

帳
技
術
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
」
。

金
融
分
野
で
の
活
用
が
注
目
さ
れ

る
一
方
、
将
来
的
に
は
幅
広
い
分

野
で
の
革
新
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
医
療
や
農
業
分
野
、
独
自
の

経
済
圏
確
立
な
ど
幅
広
い
試
み
が

広
が
っ
て
い
る
。
(
井
上
直
樹
)

「
機
密
を
守
り
な
が
ら
、
デ
ー
タ
通

信
費
を
削
減
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
業

界
で
技
術
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
」
。

I
T

企
業
「T
R
I
A
R
T

」
(
ト
ラ

イ
ア
l

ト
、
福
岡
県
飯
塚
市
)
の
今
津

研
太
郎
社
長
は
語
る
。

2
0
0
3

年
設
立
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
関
連
技
術
を
用
い
て
デ
ー
タ
フ
ァ

イ
ル
や
映
像
を
暗
号
処
理
す
る
通
信
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、
医
療
や
製
造
現
場

- f  
ノ医療や農業、製造分野

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ工二

払
わ
れ
る
仕
組
み
だ
。
北
九
州
市
出
身

の
安
昌
浩C
E
O

は
「
質
が
高
く
信
頼

で
き
る
記
事
が
評
価
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア

を
つ
く
り
た
い
」
と
語
る
。

同
社
は
昨
年
、
ト
ー
ク
ン
と
引
き
換

え
に
仮
想
通
貨
で
資
金
を
集
め
る
「
I

C
O

」
(
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
イ
ン
・
オ

フ
ァ
リ
ン
グ
)
と
い
う
手
法
で
約
4
億

3
千
万
円
を
集
め
た
。
ト
ー
ク
ン
は
圏

内
の
仮
想
通
貨
交
換
所
で
取
引
を
目
指

す
。
安C
E
O

は
「
サ
ー
ビ
ス
価
値
が

高
ま
り
、
ト
ー
ク
ン
の
価
格
が
上
が
る

と
保
有
者
に
利
益
が
還
元
さ
れ
る
。
だ

か
ら
関
係
者
が
応
援
や
助
言
を
し
て
く

れ
る
」
と
言
う
。

福
岡
市
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
グ
ッ

ド
ラ
ッ
ク
ス
リ
l

」
も
今
年
夏
にI
C

O
を
予
定
。
ゲ
ー
ム
な
ど
娯
楽
分
野
の

ソ
l

シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
準
備
す
る
。

一
方
、
海
外
で
はIC
O

を
か
た
っ

た
詐
欺
的
な
行
為
も
多
い
と
さ
れ
て
お

り
、
金
融
庁
は
「
ま
ず
は
圏
内
の
実
態

を
把
握
し
、
事
例
を
集
め
て
い
る
段
階

だ
」
と
し
て
い
る
。

金
業
と
の
共
同
研
究
を
進
め
る
慶
応

大
大
学
院
の
鈴
木
茂
哉
特
任
准
教
授
は

「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
は
仮
想
通

貨
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
応
用
が

70 
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カミ

る

同
士
で
連
携
す
る
遠
隔
診
断
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、9
医
療
機
関
で
運
用
さ
れ

て
い
る
。
同
社
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
九
州
(
福
岡
県
宮
若
市
)
の

生
産
現
場
で
も
映
像
の
や
り
と
り
に
採

用
さ
れ
たc

-
技
術
自
体
は
「
安
全
」

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
は
、
複
数

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
暗
号
化
し
た
デ

ー
タ
を
分
散
化
し
て
共
有
。
デ
ー
タ
を

ま
と
め
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
は
前
後
で
情

報
が
一
致
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
改

ざ
ん
が
極
め
て
難
し
い
と
さ
れ
る
。

仮
想
通
貨
業
界
で
は
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ

ク
の
不
正
流
出
問
題
が
起
き
た
が
、
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
で
構
築
し
て
い

な
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィl
シ
ス
テ
ム
が
被

害
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る

c

経
済
産
業
省
が2
0
1
6

年
に
作
成

し
た
資
料
で
は
、
従
来
の
集
中
管
理
塑

の
シ
ス
テ
ム
よ
り
安
価
で
構
築
可
能
と

紹
介
し
た
上
で
「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
次
」

の
技
術
と
説
明
。
土
地
登
記
や
地
域
通

貨
な
ど
の
約
刊
の
活
用
事
例
を
挙
げ

た
。

-
資
金
集
め
に
も
利
用

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
使
っ
た

サ
ー
ビ
ス
で
、
独
自
の
電
子
的
な
権
利

独自経済圏確立の動きも
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大
半
は
高
齢
者
で
総
合
病
院
ま

で
行
く
の
が
困
難
。
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
」
と
話
し
た
。

読
売
(
和
歌
山
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
引
日
(
水
)

へ
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

時
年
度
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
村
と
病

院
聞
を
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た

ビ
デ
オ
通
話
を
通
じ
て
結
ぶ
遠
隔
医
療

の
実
証
実
験
に
活
用
さ
れ
た
。
熊
本
県

で
は
脳
卒
中
の
疑
い
が
あ
る
患
者
対
応

で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
砕
便
っ
て
医
師

ゲ
ノ
ム
デ
E

タ
刊
ヵ
国
共
有

医
療
応
用
ヘ
計
画
始
ま
る

世
界
の
ゲ
ノ
ム
(
全
遺
伝
情
報
)
デ
ー
タ
と
診
断
情
報
を
集
め
、
医
療
研
究
に
生
か

す
大
型
の
国
際
協
力
計
画
が
動
き
出
し
た
。
ま
ず

2
0
2
2

年
内
に
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
を

使
っ
て6
0
0
0

万
人
の
デl
タ
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。
将
来

は
全
人
口
に
匹
敵
す
る
叩
億
人
の
カ
パ
!
を
め
ざ
す
。
英
国
や
米
国
、
カ
ナ
ダ
な
ど
が

主
導
す
る
。
日
本
の
官
民
も
参
加
す
る
が
、
当
面
は
一
部
の
活
動
に
と
ど
ま
る
。

世界連合のデータシェアリング構想
葵患の カナダの
研究機隠 米国の病院 大学

議刊

カナダ米霞英国

データのイ士綴や症状の表現などのルールを
決め、各国の法制度とも繋合性をもたせる

叩
カ
国
以
上
か
ら
約
5
0

0

の
産
官
学
が
参
加
す
る
非

営
利
組
織
が
進
め
る
。
「
ゲ

ノ
ミ
ク
ス
と
健
康
の
た
め
の

世
界
連
合(
G
A
4
G
H
)」

の
名
称
で
同
年
に
発
足
し

た
。
英
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
サ
ン

ガ
l

研
究
所
や
米
国
立
衛
生

研
究
所
な
ど
が
運
営
、
資
金

を
負
担
す
る
。

が
ん
や
神
経
系
の
難
病
な

ど
多
く
の
病
気
は
ゲ
ノ
ム
の

微
妙
な
違
い
や
異
常
が
引
き

金
で
起
き
る
。
ゲ
ノ
ム
と
血 液

や
身
体
機
能
の
検
査
、
症

状
な
ど
の
デl
タ
を
合
わ
せ

れ
ば
病
気
の
原
因
の
特
定
に

役
立
ち
、
最
適
な
治
療
法
を

選
べ
る
。
将
来
の
発
症
リ
ス

ク
が
わ
か
れ
ば
予
防
策
を
と

り
や
す
く
、
医
療
費
削
減
に

も
つ
な
が
る
。

こ
う
し
た
手
法
は
「
ゲ
ノ

ム
医
療
」
と
呼
ば
れ
米
欧
を

中
心
に
拡
大
し
て
い
る
。
他

機
関
と
デ
ー
タ
を
交
換
し
あ

う
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
が
で

き
れ
ば
効
率
が
上
が
る
が
デ

ー
タ
は
各
地
に
分
散
し
記
載

法
も
ま
ち
ま
ち
な
だ
め
、
ア

ク
セ
ス
の
仕
組
み
ゃ
共
通
ル

ー
ル
の
作
成
が
課
題
だ
。

そ
こ
で
、
同
世
界
連
合
は

デ
!
タ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
国

証
や
代
用
貨
幣
「
ト
ー
ク
ン
」
に
よ
る
独

自
の
経
済
圏
を
つ
く
る
動
き
も
あ
る
。

「A
L
I
S

」
(
ア
リ
ス
、
東
京
)

は
同
名
の
ソl
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を4

月
に
立
ち
上
げ
る
予
定
。
利
用
者
が
記

事
を
投
稿
し
、
他
の
利
用
者
か
ら
評
価

を
得
る
と
「
ト
ー
ク
ン
」
で
報
酬
が
支

際
標
準
を
つ
く
る
。
こ
れ
ま

で
に
希
少
疾
患
や
乳
が
ん
の

患
者
の
遺
伝
子
変
異
と
症
状

な
ど
の
デl
タ
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
の
小
規
模
な
試
験
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
。
長
年
、
病

名
が
わ
か
ら
ず
「
未
診
断
疾

患
」
と
さ
れ
て
い
た
患
者
で

原
因
遺
伝
子
が
判
明
す
る
な

ど
効
果
を
確
認
で
き
た
。

口
年
秋
に5
カ
年
戦
略
を

公
表
し
た
の
に
続
き
、
今
年

2

月
に
詳
し
い
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
も
作
成
し
た
。
加
の
実
施

項
目
と
時
期
、
中
核
機
関
を

示
し
、
「
本
格
的
な
実
用
段

階
に
入
る
」
(
イ
ワ
ン
・
パ

l

ニ
1

代
表
)
。

日
本
か
ら
は
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構
(
A
M
E
D
)

や
東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ

パ
ン
ク
機
構
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
テ
ン
ク
ー
な
ど
日
社

・
機
関
が
参
加
す
る
が
、
2

0
0

近
い
米
国
や
印
を
超
え

る
英
国
な
ど
に
比
べ
は
る
か

に
少
な
い
。

A
M
E
D
は
、
出
資
や
運

営
へ
の
参
加
は
予
算
や
人
材

面
の
制
約
も
あ
り
見
合
わ
せ

た
。
未
診
断
疾
患
に
関
す
る

デ
ー
タ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
へ
の

参
加
に
と
ど
め
る
。
「
今
後
、

乳
が
ん
関
連
も
検
討
す
る
」

(
末
松
誠
理
事
長
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

重
要
だ
」
と
指
摘
。
「
ま
だ
懇
明
期
に

あ
る
技
術
だ
が
、
今
後
本
格
的
な
議
論

が
進
ん
で
い
く
」
と
し
て
い
る
。

あ
り
、
政
府
は
よ
う
や
く
ゲ

ノ
ム
医
療
や
関
連
研
究
に
本

腰
を
入
れ
だ
し
た
段
階
だ
。

ゲ
ノ
ム
医
療
の
質
の
向
上

や
対
象
疾
患
の
拡
大
を
急
ぐ

う
え
で
、
国
際
的
な
デ
l

タ

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
有
効
だ
。

日
本
が
一
方
的
に
ア
ク
セ
ス

す
る
だ
け
で
な
く
、
園
内
デ

ー
タ
も
国
際
標
準
に
合
わ
せ

て
提
供
で
き
る
態
勢
が
求
め

ら
れ
る
。

現
状
で
は
デl
タ
は
大

学
、
理
化
学
研
究
所
、
国
立

高
度
専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
分
散
し
仕
様
の
統

英
国
や
米
園
、
カ
ナ
ダ
な

ど
は
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
を
解
説
す

る
国
際
計
画
が
閃
年
に
完
了

後
、
多
人
数
の
ゲ
ノ
ム
や
デ

ー
タ
の
収
集
、
利
用
研
究
に

本
腰
を
入
れ
た
。
法
制
度
の

整
備
、
倫
理
課
題
の
検
討
、 2

0
1
8

年
2

月
幻
自
(
火
)

研
究
者
と
患
者
組
織
と
の
協

力
な
ど
を
進
め
る
な
か
で
、

世
界
連
合
が
生
ま
れ
た
。
今

後
、
ア
ジ
ア
の
参
加
を
増
や

し
て
い
く
と
い
う
。

英
米

ア士E

;毒
盆日
豆本
様は
そ汁1

2 遅
子れ

日
本
は
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
が
解

読
さ
れ
た
後
、
た
ん
ぱ
く
質

の
構
造
解
析
に
重
点
を
移
し

た
。
ゲ
ノ
ム
の
医
療
応
用
は

高
コ
ス
ト
で
時
期
尚
早
だ
と

し
、
参
加
を
断
っ
た
国
際
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
る
。
そ
の

間
に
デl
タ
量
や
研
究
者
の

層
の
厚
み
で
米
欧
な
ど
に
大

き
な
差
を
つ
け
ら
れ
た
。

最
近
は
国
内
の
患
者
や
研

究
機
関
が
海
外
の
企
業
の
ゲ

ノ
ム
解
析
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

例
も
増
え
て
い
る
。
日
本
人

の
デ
!
タ
の
流
出
や
治
療
格

差
に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
も

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一
も
途
上
の
た
め
、
改
善
が

必
要
だ
。
ゲ
ノ
ム
医
療
を
始

め
る
医
療
機
関
は
最
初
か
ら

海
外
の
法
制
度
や
国
際
標
準

を
踏
ま
え
て
デ
ー
タ
を
集
め

れ
ば
効
率
的
だ
。
ゲ
ノ
ミ
ク

ス
と
健
康
の
た
め
の
世
界
連

合
(
G
A
4
G
H
)の
活
動

に
積
極
参
加
す
る
こ
と
で
、

早
め
に
手
を
打
て
る
。

(
編
集
委
員
安
藤
淳
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊
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入院中の子どもたちに学習の機会を保障

する「院内学級」。そうした「院内学級」

もない病院に入院する子どもたちに、出前

授業をする病院訪問教育の先生たちがい

る。長年携わる山本純士教諭 (62) の授業か

ら、その仕事の魅力を探った。(佐橋大)

前授業

教育の場を
たすねて

十
二
月
中
旬
の
愛
知
県
内
の
病
院
。

山
本
教
諭
は
病
室
に
静
か
に
足
を
踏
み

入
れ
、
「
授
業
、
で
き
る
か
な
?
」

と
、
ベ
ッ
ド
に
腰
掛
け
る
入
院
中
の
女

児
に
声
を
掛
け
た
。

女
児
は
小
学
六
年
生
。
前
週
の
授
業

は
手
術
と
重
な
り
、
休
み
。
山
本
教
諭

と
会
う
の
は
二
週
間
ぷ
り
だ
っ
た
。

愛
知
県
は
、
病
院
訪
問
教
育
の
先
生

を
、
大
府
特
別
支
援
学
校
(
愛
知
県
大

府
市
)
か
ら
派
遣
し
て
い
る
。
原
則
、

週
三
日
、
各
二
時
間
。
毎
年
七
十
人
前

後
の
小
中
学
生
が
こ
の
制
度
を
使
っ
て

い
る
。
病
室
や
病
棟
の
空
い
た
部
屋
な

ど
が
即
席
の
教
室
に
な
る
。

「
じ
ゃ
あ
、
始
め
よ
う
か
」
。
山
本

教
諭
は
、
女
児
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
す
言

「不安ゃいらだちに心寄せながら」

か
ぱ
ん
に
は
教
科
書
の
ほ
か
、
色
紙
を
型

蹟
き
す
る
道
具
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
リ
愛
知

県
大
府
市
の
大
府
特
別
支
援
学
校
で

「
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
授
業
を
受
け
る

の
は
最
初
と
て
も
不
安
だ
っ
た
け
ど
、

山
本
先
生
が
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
く
れ

て
、
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
っ
た
。
入
院

中
、
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
図

工
の
授
業
で
大
き
な
作
品
を
作
っ
た
こ

と
が
思
い
出
に
な
っ
て
、
う
れ
し
か
っ

た
」
。
退
院
後
、
女
児
は
本
紙
の
求
め

に
応
じ
、
書
面
で
授
業
の
感
想
を
寄
せ

て
く
れ
た
。

山
本
教
諭
は
、
大
学
生
の
頃
、
ア
ル

バ
イ
ト
の
家
庭
教
師
で
人
を
教
え
る
楽

し
さ
を
知
り
、
先
生
の
仕
事
に
興
味
を

持
っ
た
。
三
十
年
近
く
前
、
病
院
訪
問

教
育
の
世
界
に
入
っ
た
の
は
、
子
ど
も

患
者
・
家
族
支
援

と
い
う
思
い
か
ら
。
そ
の
前
に
担
当
し

て
い
た
院
内
学
級
で
は
、
一
度
に
十
四

人
を
教
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

当
時
は
、
病
院
訪
問
教
育
が
知
ら
れ

て
い
な
い
頃
。
担
当
の
先
生
は
わ
ず
か

三
人
だ
っ
た
。
山
本
教
諭
ら
は
ポ
ス
タ

ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、
訪
問
先

の
近
隣
の
病
院
に
立
ち
寄
り
、
制
度
を

知
ら
せ
て
回
っ
た
。
家
庭
教
師
の
セ
ー

ル
ス
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
依
頼
は
増
え
て
い
っ
た
。
担
当
の

先
生
は
今
、
十
三
人
い
る
。

表
情
や
し
ぐ
さ
か
ら

気
持
ち
を
推
し
量
る

訪
問
教
育
の
授
業
は
、
子
ど
も
か
ら

拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
入

院
と
い
う
非
日
常
の
中
で
、
多
く
の
子

は
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
。
治
療

で
身
体
的
に
つ
ら
く
な
り
「
勉
強
す
る

気
に
な
れ
な
い
」
と
い
う
子
も
い
る
。

山
本
教
諭
は
、
話
題
を
合
わ
せ
、
時

に
は
手
品
も
被
露
す
る
。
少
し
距
離
を

置
く
こ
と
で
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
子

も
い
る
。
「
そ
の
子
の
気
持
ち
に
心
を

寄
せ
る
こ
と
で
、
授
業
を
受
け
る
こ
と

を
納
得
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
最
初
の

仕
事
で
す
」

し
量
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
掛

け
を
す
る
。
時
に
は
理
解
で
き
な
か
っ

た
と
感
じ
る
と
き
も
あ
る
。
「
あ
あ
、

あ
の
行
動
に
は
、
こ
ん
な
意
図
が
隠
さ

れ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
後
か
ら
気

付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」

学
校
の
三
分
の
一
に
満
た
な
い
授
業

時
間
で
、
伝
え
る
事
を
選
び
、
授
業
計

画
歪
斗
て
る
。
細
か
な
言
葉
に
も
神
経

を
使
う
。
授
業
が
終
わ
り
教
室
を
出
る

と
、
ぐ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
。

「
楽
し
そ
う
に
授
業
を
受
け
て
く
れ
た

り
、
『
次
は
伺
を
す
る
の
?
』
と
聞
か

れ
た
り
す
る
と
、
教
師
と
し
て
の
仕
事

を
し
て
い
る
と
思
う
」
と
話
す
。

山
本
教
諭
は
訪
問
教
育
で
二
百
人
ぐ

ら
い
の
子
ど
も
と
関
わ
っ
て
き
た
。
皆

の
待
つ
小
学
校
に
行
け
ず
、
脳
腫
晴
朗
で

亡
く
な
っ
た
一
年
生
の
女
児
は
、
最
期

ま
で
授
業
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。

生
き
る
時
聞
が
限
ら
れ
た
女
児
に
文

字
を
教
え
、
計
算
問
題
を
解
か
せ
た
。

一
緒
に
歌
い
、
絵
を
描
き
、
絵
本
を
読

ん
だ
。
「
あ
ん
な
授
業
で
良
か
っ
た
の

か
。
他
に
す
べ
き
こ
と
が
あ
っ
た
の
で

は
」
と
悩
み
も
し
た
。
そ
ん
な
山
本
教

諭
に
母
親
は
「
授
業
を
受
け
る
こ
と

は
、
あ
の
子
に
と
っ
て
明
日
へ
の
希
望

で
し
た
」
と
声
を
掛
け
た
。
で
も
、

72 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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出入院の子に
葉
を
掛
け
た
後
、
国
語
の
勉
強
の
こ
つ

を
教
え
、
残
り
の
時
聞
を
図
画
工
作
に

充
て
た
。
作
品
を
作
り
な
が
ら
、
お
し

ゃ
べ
り
す
る
と
き
、
女
児
の
表
情
が
生

き
生
き
と
す
る
。
退
院
前
の
最
後
の
授

業
は
、
作
品
を
完
成
さ
せ
て
、
笑
顔
で

終
わ
り
た
い
と
考
え
た
。

「
う
ん
」
と
う
な
ず
い
た
女
児
は
、

葉
っ
ぱ
や
花
の
形
に
切
っ
た
色
と
り
ど

り
の
小
さ
な
紙
を
、
接
着
剤
を
使
い
、

画
用
紙
に
貼
っ
た
。
花
模
様
や
手
ま
り

の
よ
う
な
模
様
が
、
す
っ
と
立
っ
た
木

を
囲
む
絵
は
、
華
や
か
で
い
て
、
ど
こ

か
繊
細
だ
。

純士教諭 (62)

愛知県・大府特別支援学校

山本

図画工作の授業で女児の
話に耳を傾ける山本教諭
士愛知県内の病院で

一
人
一
人
と
じ
っ
く
り
向
き
合
い
た
い

す
⑬
γ
(
切

官
国
留v

i
tゾ
コ

州
議
問
T
i
;四
国
留
畑

町
民
義
蕗
E
璽
一
一

教
同
日

i
l

立

問
時
効
分
五

訪
山
川
i
午
附

j
政
監

蹴
前
!
正
劇
昨
※

病
午
引

3

やまもと・じゅんじ 1956年生まれ。名古屋市出
身。 81年、愛知県立一宮聾(ろう)学校に着任。病弱
児対象の大府養護学校(現・大府特別支援学校)に84
年から在籍し、主に、病院訪問教育を担当した。
半田養護学校(現・半田特別支援学校)を経て、岡

崎盲学校で定年。 2016年、再任用で再び病院訪問教育
の担当になった。
小説家でもあり、病院訪問教育を描いた 115メート
ルの通学路JI授業の出前、いらんかね。」、児童書「プレ
イボールJ (①~⑧)などの著書がある。

い
ら
だ
ち
ゃ
不
安
、
焦
り
、
疲
れ
・
:

子
ど
も
た
ち
の
心
に
は
い
ろ
い
ろ
な
気

持
ち
が
混
在
す
る
。
自
分
で
は
、
そ
れ

を
言
葉
で
な
か
な
か
表
現
で
き
な
い
。

授
業
中
は
、
表
情
や
し
ぐ
さ
、
伺
げ
な

い
言
葉
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
推

導くのではなく、同行者のようにE2彊

患
者
・
家
族
支
援 思います。

子どもは、入院しているだけで頑張っ

ている。「教えてやる」という態度では、受
け入れてくれない。気持ちに寄り添い、

勉強しようと思ったときにそばにいて、

分からないことが分かるようになる楽し

さを伝える人ではないでしょうか。

教師といっても、 30人以上のクラスを
相手にする場合もあれば、病院訪問教育

のように 1 対 1 で子どもと向き合う場合

もある。一言では言えない。

その前提で、訪問教育の教師とは、

「教え導く人」というより、子どもの側

に立つ人、 「同行者のような存在」だと

「
今
も
答
申
え
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
」
。

病
室
に
あ
る
人
形
を
使
い
、
腹
話
術

を
交
え
て
授
業
を
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。人

形
は
、
し
ば
し
ば
質
問
を
し
た
。

山
本
教
諭
は
答
え
ず
、
小
二
の
男
児
に

「
ど
う
説
明
し
た
ら
い
い
か
な
?
」
と

聞
い
た
。
男
児
は
、
人
形
に
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
言
葉
を
選
び
懸
命
に
説

明
し
た
。
人
形
が
冗
談
を
言
う
と
、
一

緒
に
ふ
ざ
け
た
り
、
時
に
は
注
意
し
た

り
。
人
形
は
や
が
て
「
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。

や
が
て
、
男
児
は
勉
強
す
る
姿
勢
を

身
に
付
け
た
。
「
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
に
応
じ
て
、
自
分
で
育

つ
。
教
師
は
子
ど
も
た
ち
が
迷
っ
た
と

き
に
、
近
く
で
「
僕
は
こ
う
思
う
け
ど

・
:
」
と
言
う
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
で
き
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
」

山
本
教
諭
は
、
大
き
な
か
ば
ん
を

二
、
三
個
抱
え
て
病
院
に
向
か
う
。
か

ぱ
ん
は
、
教
材
や
本
、
子
ど
も
た
ち
を

楽
し
ま
せ
る
道
具
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
入

院
中
に
楽
し
く
過
ご
し
、
勉
強
す
る
日

常
を
届
け
る
た
め
、
グ
出
前
教
師
dは
、

駆
け
回
る
。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1
月
M
日
(
日
)
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正当f
ヨヌ才、p

る
ィ、

5バ、
、、

患
者
・
家
族
支
援

ン
ド
に
も
出
掛
け
た
。
パ
レ
ー
ド
を

見
つ
め
る
聖
苓
瓦
は
目
を
輝
か
せ

て
い
た
。
憧
れ
る
「
普
通
の
家
族
」

に
近
付
い
て
い
た
。

一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
に
先
立
た

れ
父
母
が
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
が
大
き
く
な
っ
た
。
も

う
一
人
子
ど
も
が
欲
し
い
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
、
愛
聖
君
を
産
ん
だ
。

3

人
の
障
害
児
の
母
親
に
な
っ

た
。
や
り
場
の
な
い
複
雑
な
思
い
は
、

愛
聖
君
の
笑
顔
で
吹
き
飛
ば
さ
れ

る
。今

は
「
普
通
の
家
族
」
の
生
活
が

う
ら
や
ま
し
い
と
は
思
わ
な
い
。

「3
人
の
子
が
い
な
け
れ
ば
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
も
や
っ
て
な
い
し
、
人
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
に
気
付
く
こ
と

も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
今
を
大
事

に
生
当τ
仇
う
と
思
う
」

帰
宅
後
、2
人
を
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き

し
め
、
元
気
で
い
て
く
れ
た
こ
と
に

「
今
日
も
あ
り
が
と
う
」
と
伝
え
る
。

就
寝
前
は2
人
の
頬
に
キ
ス
し
て
声

を
掛
け
る
。

「
今
日
も
楽
し
か
っ
た
?
お
や

す
み
」

愛
聖
君
が
に
っ
こ
り
笑
う
。

児
童
福
祉
法
で
明
示
さ
れ
て
い
る
、
た
ん
吸
引
な
ど
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
「
医
療
的
ケ
ア
児
」
は
、
全
国
で
約

1

万
7
0
0
0

人
と

推
定
さ
れ
る
(
2
0
1
5年
度
)
。
昨
年
施
行
の
改
正
法
は
、
自
治
体

に
対
し
、
医
療
的
ケ
ア
児
が
円
滑
r土
文
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制
整
備
を

努
力
義
務
と
し
て
求
め
て
い
る
。
成
長
と
と
も
に
ペ
峯
品
ざ
ま
な
課
題
に

直
面
す
る
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
を
追
っ
た
。

強鍔&喚
喚錨臨
E321覇軍師E調
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東
海
村
の
ブ
ド
ウ
園
。
圏
内
に
敷

か
れ
た
シl
ト
に
、
子
ど
も
た
ち
が

横
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
日
常

的
に
た
ん
吸
引
や
胃
ろ
う
な
ど
の
医

こ
の
日
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
を
含

め
た
重
症
心
身
障
害
児
を
預
か
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
「K
o
k
o
r
o

」
(
ひ

た
ち
な
か
市
)
の
親
子
遠
足
。
施
設

を
運
営
す
る
岡
市
の
看
護
師
、
紺
野

昌
代
さ
ん
(
羽
)
は
医
療
的
ケ
ア
児

3

人
の
母
親
で
も
あ
る
。
離
婚
し
て
一

人
親
と
な
っ
た
今
年3
月
、
施
設
を

立
ち
上
げ
た
。

紺
野
べ
瓦
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

中
学
1

年
の
長
女
蘭
愛
さ
ん
(
日
)
と

小
学
5

年
の
次
男
愛
聖
君
(
日
)
が
、

横
に
な
り
な
が
ら
ブ
ド
ウ
の
木
を
見

上
げ
る
。
そ
ば
に
は
、3
年
前
、
日

歳
で
亡
く
な
っ
た
長
男
聖
矢
さ
ん
の

遺
影
も
一
緒
だ
。

，圃圃圃・・・

ら施設開設

足
が
だ
ら
ん
と
し
て
元
気
が
な
く
、

泣
き
声
も
弱
々
し
か
っ
た
。
医
師
に

「
原
因
不
明
の
先
天
性
の
代
謝
異
常

だ
ろ
う
。
園
内
で
同
じ
症
例
の
子
は

い
な
い
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
会
話
は

難
し
く
、
普
通
の
生
活
は
困
難
だ
ろ

う
と
さ
れ
た
。

家
族
で
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
遊

園
地
に
出
掛
け
た
り
す
る
、
あ
り
ふ

れ
た
家
庭
を
夢
見
て
い
た
。
「
マ
マ
」

と
呼
ん
で
も
ら
え
な
い
の
か
l

。
「
夢

が
、
が
た
が
た
と
崩
れ
て
い
く
感
じ

だ
っ
た
」
(
紺
野
さ
ん
)

仕
事
で
医
療
に
携
わ
っ
て
い
た
も

の
の
、
障
害
児
は
身
近
な
存
在
で
は

な
か
っ
た
。
「
夜
勤
な
ど
ハ
ー
ド
な

勤
務
が
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か
」

と
自
分
を
責
め
た
。
年
々
成
長
す
る

同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
を
見
る
の
が

つ
ら
か
っ
た
。

•• 2

人
目
の
蘭
愛
さ
ん
に
も
聖
矢
さ

ん
と
同
じ
障
害
が
あ
っ
た
。
2

人
の

白3児の母、

74 
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療
的
ケ
ア
が
欠
か
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
。
母
親
ら
が
、
外
出
す
る
機
会
の

少
な
い
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
守

っ
て
い
る
。

•• 紺
野
苧
ん
が
聖
矢
ペ
ヤ
ん
を
産
ん
だ

の
は
お
歳
の
と
き
。
看
護
師
に
就
い

て
2

年
目
だ
っ
た
。
出
産
直
後
、
手

障
害
児
の
母
親
に
な
っ
た
紺
野
さ
ん

は
、
た
く
ペ
ヤ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
き

た
。
毎
月
、
家
族
で
東
北
や
熱
海
の

温
泉
の
ほ
か
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
ロ
月
7

日
(
木
)
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「
ゆ
ず
ち
ゃ
ん
、
ど
う
?
」

訪
問
看
護
師
が
子
ど
も
の
足

を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
。

中
島
沙
都
美
べγん
(
泊)
H牛

久
市
川
の
長
女
で
小
学
1

年
、

柚
月
ち
ゃ
ん(
7
)は
た
ん
吸
引

や
胃
ろ
う
と
い
っ
た
医
療
的
ケ

ア
が
欠
か
せ
な
い
。

中
島
さ
ん
は
週3
回
、
市
内

の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

孤
独
救
ザフ

た
訪
問
看
護

じ>2 <J 

利
用
す
る
。
看
護
師
が
医
療
的

ケ
ア
や
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
自

宅
に
来
て
く
れ
る
。
わ
ず
か
1

時
間
だ
が
、
中
島
さ
ん
に
と
っ

て
は
貴
重
な
息
抜
き
に
な
る
。

さ
ら
に
、
看
護
師
は
良
き
理
解

者
で
も
あ
る
。

柚
月
ち
ゃ
ん
は
仮
死
状
態
で

生
ま
れ
、
重
い
障
害
が
残
っ
た
。

現
在
は
寝
た
き
り
で
、
自
力
で

飲
食
物
を
飲
み
込
め
な
い
た

め
、
チ
ュ
ー
ブ
で
胃
に
直
接
、

栄
養
剤
を
送
り
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
。

退
院
前
、
中
島
ペ
ヤ
ん
は
在
宅

看
護
に
備
え
て
柚
月
ち
ゃ
ん
の

鼻
に
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
る
練
習 を

繰
り
返
し
た
。
鼻
に
異
物
を

挿
入
す
る
の
は
怖
か
っ
た
。
当

初
、
健
常
児
と
の
違
い
は
チ
ュ

ー
ブ
の
有
無
ぐ
ら
い
に
し
か
思

わ
な
か
っ
た
。

圃
-

夫
婦
の
第1
子
。
「
早
く
家

で
過
ご
し
た
い
」
。
在
宅
に
対

す
る
不
安
よ
り
も
、
わ
が
子
と

の
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
。

だ
が
、
退
院
の
約
1

カ
月
後
。

重
い
て
ん
か
ん
を
起
こ
し
て
再

び
入
院
し
た
。
障
害
は
よ
り
重

く
な
り
、
医
師
に
は
て
ん
か
ん

発
作
に
注
意
す
る
よ
う
指
導
さ

れ
た
。
医
療
的
ケ
ア
に
加
え
、

て
ん
か
ん
の
兆
候
も
逃
さ
な
い ょ

う
神
経
を
使
っ
た
。

献
身
的
に
看
護
す
る
も
の

の
、
完
治
は
亮
込
め
な
い
。
い

ら
い
ら
が
募
り
、
頭
痛
を
抱
え

た
。
気
付
い
た
ら
、
泣
き
や
ま

な
い
柚
月
ち
ゃ
ん
を
乱
暴
に
抱

い
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
目
に

す
る
虐
待
事
件
は
、
人
ご
と
で

は
な
か
っ
た
。

「
私
も
虐
待
す
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
優
し
く
い
る
た
め
に
、

柚
月
と
離
れ
た
い
」

「
助
け
て
」
。
心
の
中
で
叫

ん
で
い
た
。
圃
-

1

歳
の
時
、
市
外
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。
い
っ
た

患
者
・
家
族
支
援

ん
は
休
息
を
取
れ
た
が
、
そ
の

後
、
体
調
不
良
で
休
み
が
ち
に

な
っ
た
。

そ
ん
な
折
、
病
院
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
に
訪
問
看
護
サ
ー
ビ

ス
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
当
初
、

人
見
知
り
の
中
毒
瓦
に
と
っ

て
、
他
人
を
自
宅
に
招
く
こ
と

に
抵
抗
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

初
め
て
の
訪
問
看
護
の
際
、
中

島
さ
ん
は
寝
室
で
ぐ
っ
す
り
寝

た
。
看
護
師
と
の
信
頼
関
係
が

で
き
る
に
つ
れ
、
不
安
や
悩
み

を
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

で
は
看
護
師
に
見
て
も
ら
い
、

食
料
品
や
日
用
品
の
買
い
物
に

出
掛
け
る
こ
と
も
あ
る
。

「
一
緒
に
柚
月
を
心
配
し
て

く
れ
る
人
が
で
き
た
。
何
よ
り

気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
」
。
頼

れ
る
存
在
が
い
る
こ
と
で
、
孤

独
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
。

た
だ
、
一
般
的
に
訪
問
看
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
多
く
は
高

齢
者
担
当
で
、
小
児
に
対
応
で

き
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。

国
が
2
0
1
5

年
度
に
実
施

し
た
医
療
的
ケ
ア
児
に
関
す
る

調
査
に
よ
る
と
、
介
護
や
見
守

り
の
時
間
的
拘
束
に
「
負
担
感

が
あ
る
」
「
や
や
負
担
感
が
あ

る
」
と
回
答
し
た
介
護
者
は
計

百
・
3
%
に
上
る
。

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
吃
月
8

日
(
金
)
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強鍔&「
寝
る
と
き
も
ご
飯
を
食
べ

る
と
き
も
こ
こ
に
い
る
。
時
間

の
や
り
く
り
が
難
し
い
」

ひ
た
ち
な
か
市
の
会
沢
幸
子

べ
瓦
(
お
)
は
ベ
ッ
ド
の
そ
ば
に

寄
り
添
う
。
小
学4
年
の
長
女

純
羽
さ
ん(
9
)は
産
ま
れ
た
当

時
、
酸
素
が
脳
に
十
分
に
届
か

ず
、
後
遺
症
で
寝
た
き
り
に
な

っ
た
。

仁>3<コ

J\、

ッ
ド
寄
り
添
う
日
々

約
1

時
間
ご
と
の
た
ん
吸
引

や
、
1

日
5

回
の
胃
ろ
う
か
ら

の
栄
養
剤
や
水
分
の
注
入
と
い

っ
た
医
療
的
ケ
ア
が
欠
か
せ
な

い
。
人
工
呼
吸
器
を
着
け
、
さ

ら
に
低
体
温
症
の
た
め
真
夏
で

も
毛
布
が
手
放
せ
な
い
。
話
は

で
き
な
い
が
、
わ
ず
か
な
表
情

の
変
化
や
歯
ぎ
し
り
で
意
思
表

示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

日
曜
を
除
き
訪
問
介
護
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
特
別
支
援
学

校
の
訪
問
教
育
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
聞
も
ム
戸
沢
さ
ん
は
、

医
療
的
ケ
ア
を
施
し
な
が
ら
、

リ
ビ
ン
グ
の
隅
で
は
干
し
芋
を 袋

に
詰
め
る
内
職
を
し
て
、
1

日
を
慌
た
だ
し
く
過
ご
す
。

•• あ
る
1

日
は
こ
ん
な
具
合

だ
。
午
前6
時
ご
ろ
に
起
床
。

8

時
ご
ろ
に
夫
純
一
さ
ん
(
幻
)

が
出
動
し
、8
時
半
ご
ろ
に
は

次
女
星
羽
ち
ゃ
ん(
5
)が
送
迎

パ
ス
で
保
育
園
ヘ
出
掛
け
る
。

9

時
半
ご
ろ
ま
で
に
室
内
の
掃

除
を
終
え
、
午
前
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
備
え
る
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
教
育

を
次
々
受
け
、
午
後
7

時
ご
ろ

に
食
事
を
取
る
。
そ
の
後
、
洗

濯
し
て
い
っ
た
ん
は
風
呂
場
に

干
す
。9
時
ご
ろ
か
ら
翌
午
前

-
時
ご
ろ
ま
で
仮
眠
し
、
そ
の

聞
は
帰
宅
し
た
純
一
さ
ん
が
ケ

ア
す
る
。
-
時
ご
ろ
か
ら5時

ご
ろ
ま
で
は
純
羽
さ
ん
の
隣
で

横
に
な
る
。

こ
の
間
に
も
、
朝
か
ら4
時

間
お
き
に5
回
、
栄
養
剤
や
水

分
の
注
入
、
お
む
つ
の
交
換
、

床
ず
れ
防
止
の
た
め
体
位
を
変

換
す
る
。
深
夜
か
ら
未
明
に
か

け
て
人
工
呼
吸
器
の
ア
ラ
ー
ム

が
鳴
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た

び
に
起
き
て
、
た
ん
を
吸
引
し

た
り
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

翌
朝
、
純
一
べ
瓦
の
出
勤
前

に
洗
濯
物
を
外
に
出
す
。
日
課

は
純
羽
さ
ん
か
ら
目
を
離
さ

ず
、
誰
か
が
見
て
い
ら
れ
る
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い

『
つ
。•• 会

沢
さ
ん
は
「
回
覧
板
や
ご

み
出
し
で
さ
え
も
、
純
羽
を
置

い
て
家
を
空
け
る
の
は
怖
い
」

と
い
い
、
文
字
通
りM時
間
付

き
っ
き
り
の
生
活
を
送
る
。

数
年
前
、
純
羽
さ
ん
か
ら
目

を
離
せ
な
い
不
安
を
強
く
し

た
。
星
羽
ち
ゃ
ん
の
保
育
園
パ

ス
を
見
送
っ
て
庭
先
か
ら
自
宅

に
戻
る
と
、
純
羽
ベ
」
ん
の
人
工

呼
吸
器
が
外
れ
、
顔
が
真
っ
青

に
な
っ
て
い
た
。
ム
戸
沢
さ
ん
が

救
急
蘇
生
し
、
病
院
に
搬
送
し た

。
約5
分
間
目
を
離
し
た
隙

の
出
来
事
。
人
工
呼
吸
器
の
ア

ラ
ー
ム
音
は
外
で
は
聞
こ
え
な

か
っ
た
。

厚
労
省
が2
0
1
5

年
度
に

実
施
し
た
医
療
的
ケ
ア
児
に
関

す
る
調
査
で
は
、
睡
眠
に
つ
い

て
介
護
者
の
お
%
が
「
断
続
的

に
取
っ
て
い
る
」
と
答
え
、
ま

と
ま
っ
た
睡
眠
が
取
り
に
く
い

実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

会
沢
さ
ん
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
日
に
自
分
の
健
康
診
断

と
が
ん
検
診
を
受
け
た
。

「
私
が
倒
れ
て
し
ま
っ
て
は

ど
う
し
ょ
う
も
な
い
」

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
吃
月
9

日
(
土
)
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「
デ
イ
」

生
ま
れ
た
時
の
脳
障
害
で
寝
た

き
り
と
な
り
、
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
。
約
四
分
置
さ
の
た
ん
吸

引
や
1

日
4

回
の
栄
養
注
入
が

欠
か
せ
な
い
。

水
戸
市
に
住
ん
で
い
た3

月
、
三
浦
さ
ん
は
ひ
た
ち
な
か

の
必
要
性
実
感

•• 送
迎
付
き
の
重
症
児
デ
イ
で

は
、
み
な
み
ち
ゃ
ん
に
初
め
て

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言

え
、
見
送
れ
た
の
が
う
れ
し
か

っ
た
。
週2
日
利
用
し
、
預
け

て
い
る
聞
に
、
な
の
は
ち
ゃ
ん

し
か
し
、
期
待
は
裏
切
ら
れ

た
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
市
役

所
に
問
い
合
わ
せ
た
り
し
た

が
、
デ
イ
や
保
育
園
は
ど
こ
も

い
っ
ぱ
い
で
み
な
み
ち
ゃ
ん
の

預
け
先
は
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
デ
イ
が
あ
っ
て
も
「
母
子 り

、
三
浦
さ
ん
の
負
担
が
増
し

た
。•• 「

女
性
と
し
て
化
粧
を
し
な

く
な
る
と
、
ど
ん
ど
ん
や
る
気

が
な
く
な
る
」
。
外
出
が
激
減

し
た
こ
と
で
、
お
し
ゃ
れ
に
も の

は
ち
ゃ
ん
の
遊
び
仲
間
に
な

っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
救
い
と

い
う
。

今
の
日
課
は
「K
o
k
o
r

o

」
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、

日
々
の
活
動
を
写
し
た
写
真
や

動
画
を
眺
め
る
こ
と
だ
。
応
援

す
る
気
持
ち
と
う
ら
や
ま
し
い

気
持
ち
が
入
り
交
じ
る
。

誰
に
と
も
な
く
三
浦
さ
ん
は

問
い
掛
け
る
。

「
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。
や
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「
負
担
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
の
に
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で

き
る
場
所
は
無
く
な
っ
た
。
夫

と
の
け
ん
か
も
増
え
た
」

三
浦
亜
希
子
さ
ん
(
お
)
が
感

情
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
夫
の
克

友
ペ
ヤ
ん
(
必
)
の
転
勤
で

9

月
に

水
戸
市
か
ら
千
葉
市
に
引
っ
越

し
た
。

長
女
み
な
み
ち
ゃ
ん(
3
)は

市
の
重
症
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「K
o
k
o
r
o

」
を
利
用
し

て
、
み
な
み
ち
ゃ
ん
を
預
け
た
。

出
産
後
初
め
て
の
ま
と
ま
っ
た

休
息
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
次

女
な
の
は
ち
ゃ
ん(
2
)と3
人

で
一
日
中
リ
ビ
ン
グ
で
過
ご

し
、
み
な
み
ち
ゃ
ん
を
見
て
い

た
。

を
英
語
教
室
に
通
わ
せ
た
り
公

園
に
出
掛
け
た
り
し
た
。
出
先

で
飲
む
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
が
気

分
転
換
に
な
っ
た
。

転
勤
が
決
ま
っ
た
際
、
三
浦

さ
ん
は
素
直
に
喜
ん
だ
。
千
葉

市
は
夫
婦
が
出
会
っ
た
場
所

で
、
政
令
指
定
都
市
で
あ
れ
ば

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
充
実
し
て
い

る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

一
緒
」
の
条
件
が
あ
る
な
ど
、

希
望
に
か
な
わ
な
か
っ
た
。

「
調
べ
る
ほ
ど
、
が
っ
か
り

し
た
」

親
子
3

人
は
再
び
リ
ビ
ン
グ

に
こ
も
る
生
活
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
克
友
ペ
ヤ
ん
は
仕
事
が
忙

し
く
帰
宅
も
遅
く
な
っ
た
。
以

前
は
任
せ
て
い
た
み
な
み
ち

ゃ
ん
の
入
浴
も
で
き
な
く
な

疎
く
な
っ
た
。

週
2

日
各
1

時
間
の
訪
問
看

護
の
聞
に
、
買
い
物
や
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
の
用
事
を
済
ま

す
。
だ
が
、
訪
問
看
護
で
み
な

み
ち
ゃ
ん
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に

付
き
添
え
ば
却
分
に
減
る
。
な

の
は
ち
ゃ
ん
を
遊
び
に
連
れ
出

す
余
裕
は
な
い
。
同
じ
ア
パ
ー

ト
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
、
な っ

ぱ
り
、
引
き
こ
も
っ
て
生
き

な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
で
す

か
。
障
害
が
あ
る
子
は
、
親
が

ず
っ
と
見
る
べ
き
っ
て
こ
と
で

し
ょ
う
か
?
」

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
ロ
月
間
日
(
日
)
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. 

. 

・ . 
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古
河
市
小
堤
に
オ
レ
ン
ジ
色

の
目
立
つ
一
軒
家
が
あ
る
。
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
元
事
務
所
。
-

歳
か
ら
小
学2
年
の
医
療
的
ケ

ア
児
の
母
親4
人
な
ど
が
来
年

3

月
、
重
症
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「T
i
t
t
a
(チ
ッ
タ
)
」

を
開
設
す
る
予
定
だ
。
4
人
は
、

施
設
の
運
営
主
体
と
な
る
一
般

社
団
法
人
「B
u
r
a
n
o
(ブ

「
デ
イ
」~圃.九
職
場
を
併
設

じ>5 寸

ラ
l

ノ
)
」
を
立
ち
上
げ
、
準

備
を
進
め
て
い
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、
母
親
が
働
く
場
と
し
て
も

機
能
さ
せ
る
た
め
、
-
階
は
療

育
場
、2
階
は
共
有
オ
フ
ィ
ス

「
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」
と

す
る
の
が
特
徴
。
法
人
が
外
部

か
ら
請
け
負
う
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
事
務
作
業
を
メ
イ
ン
に
、
歩

合
制
で
給
与
を
支
払
う
。
い
ず

れ
は
自
宅
で
も
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

販
売
す
る
商
品
も
製
作
す
る
。

「
医
療
的
ケ
ア
児
を
預
け
る

場
所
は
少
な
く
、
母
親
は
働
き

た
く
て
も
働
け
な
い
。
二
つ
の 課

題
を
解
決
で
き
る
」

法
人
の
代
表
理
事
を
務
め
る

秋
山
和
来
さ
ん
(
お
)
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
仕
事
場
を
併
設
す

る
意
義
を
説
明
す
る
。

•• 秋
山
さ
ん
の
長
男
晴
ち
ゃ
ん

(
1
)は
難
病
「
先
天
性
ミ
オ
パ

チ
l

」
と
診
断
さ
れ
、
生
ま
れ
つ

き
筋
力
が
弱
く
、
寝
た
き
り
の

生
活
を
送
る
。
人
工
呼
吸
器
を

装
着
し
、
た
ん
吸
引
や
経
管
栄

養
の
医
療
的
ケ
ア
が
欠
か
せ
な

施
設
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か

け
は
1

月
。
古
河
市
議
で
秋
山

さ
ん
の
夫
政
明
さ
ん
(
お
)
が
開

い
た
発
達
障
害
の
セ
ミ
ナ
ー
だ

っ
た
。
参
加
し
た
母
親
3

人
が
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
先

が
不
足
し
て
い
る
実
態
を
訴

え
、
母
子
が
自
宅
に
こ
も
っ
て

孤
独
に
な
り
が
ち
な
現
状
を
説

明
し
た
。

秋
山
さ
ん
自
身
も
、
晴
ち
ゃ

ん
に
付
き
っ
き
り
の
状
態
で
、

ず
っ
と
自
宅
に
い
る
生
活
は
つ

ら
か
っ
た
。
い
ず
れ
、
再
び
仕

事
に
就
き
た
い
と
も
考
え
て
い

た
。
4

人
で
こ
れ
ま
で
に
な
い

理
想
の
施
設
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
た
。

仕
事
に
対
す
る
思
い
は
ほ
か

の
3

人
も
強
か
っ
た
。

患
者
・
家
族
支
援

竹
内
真
由
美
ペ
瓦
(
幻
)
は
子

ど
も
の
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

こ
と
か
ら
「
働
く
と
い
う
選
択

肢
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
森

川
香
織
ベ
瓦
(
お
)
は
出
産
後
に

復
職
し
た
が
、
約
1

年
で
辞
め

た
と
い
い
「
外
で
働
き
た
い
」

と
望
む
。
船
橋
淳
固
ペ
ヤ
ん
(
却
)

は
看
護
に
追
わ
れ
る
生
活
の
中

で
「
働
く
こ
と
が
自
信
に
な
る

は
ず
」
と
強
調
す
る
。

-

E

 

施
設
内
の
共
有
オ
フ
ィ
ス
は

障
害
児
の
母
親
で
あ
る
こ
と
を

問
わ
ず
、
全
て
の
母
親
を
受
け

入
れ
る
方
針
。
「
障
害
児
の
母

親
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
仕

事
を
軸
に
つ
な
が
る
こ
と
で
フ

ラ
ッ
ト
な
関
係
に
な
る
」
。
本

当
の
相
互
理
解
に
な
る
と
秋
山

さ
ん
は
信
じ
る
。
「
母
親
が
生

き
生
き
と
し
た
人
生
を
送
る
こ

と
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
幸

せ
の
は
ず
」
と
政
明
さ
ん
が
付

け
加
え
た
。

厚
生
労
働
省
が20
1
5

年

度
に
実
施
し
た
医
療
的
ケ
ア
児

に
関
す
る
調
査
で
は
、
回
答
し

た
介
護
者
の
う
ち
「
収
入
の
あ

る
仕
事
は
し
て
い
な
い
」
と
の

答
え
が
札
・1
%
。
こ
の
う
ち

「
就
労
を
希
望
し
て
い
る
」
が

幻
・
4
%
を
占
め
た
。

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
ロ
月
ロ
日
(
火
)
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患
者
・
家
族
支
援

議錫省プ
あ
る
日
の
昼
す
ぎ
、
緑
に
固

ま
れ
た
つ
く
ば
市
内
の
保
育
所

に
声
が
響
く
。
「
ま
ゆ
ち
ゃ
ん

来
た
よ
」
、
「
はl
い
」
。

岡
市
内
の
重
症
児
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
「
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
の

職
員
が
山
田
真
由
ち
ゃ
ん(5
)

H

岡
市
H

を
迎
え
に
来
た
。

そ
の
後
、
真
由
ち
ゃ
ん
は
保

施
設
連
携
、

じ>6 <1

育
所
か
ら
車
で
約
加
分
の
同
施

設
に
移
り
、
医
療
的
ケ
ア
や
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
る
。

真
由
ち
ゃ
ん
は
全
身
の
筋
肉

が
付
き
に
く
い
難
病
「
先
天
性

ミ
オ
パ
チ
l
(
セ
ン
ト
ラ
ル
コ

ア
病
)
」
で
、
鼻
に
は
チ
ュ
ー

ブ
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
自
力

で
飲
食
が
難
し
い
た
め
、
管
か

ら
栄
養
剤
を
送
る
医
療
的
ケ
ア

が
必
要
。
経
管
栄
養
は
1

日
4

回
で
、
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
が

な
い
午
前
中
は
保
育
所
に
通

『
つ
。

保
育
所
は
、
真
由
ち
ゃ
ん
に

対
応
す
る
た
め
、
追
加
配
置
の

保
育
士
が
見
守
る
。

復
職
後
押
し

•• 午
前
は
保
育
所
、
午
後
は
重

症
児
デ
イ
で
過
ご
す
よ
う
に
な

っ
た
の
は
今
年3
月
か
ら
。
施

設
問
の
H

リ
レ
l
μ

が
母
由
紀

さ
ん
(
却
)
の
復
職
を
後
押
し
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

由
紀
さ
ん
は
午
前8
時
半
前

に
保
育
所
に
真
由
ち
ゃ
ん
を
預

け
、
電
車
で
都
内
の
職
場
に
出

動
す
る
。
午
後5
時
半
ご
ろ
に

重
症
児
デ
イ
に
迎
え
に
行
く
。

勤
務
時
間
は4
時
間
で
、
真
由

ち
ゃ
ん
の
体
調
が
悪
い
と
き
な

ど
は
在
宅
勤
務
制
度
を
利
用
し

て
い
る
。

出
産
後
も
経
済
面
で
家
庭
を 支

え
た
い
と
思
い
、
出
産
や
育

児
で
仕
事
を
辞
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
「
納
得
で
き
な

か
っ
た
」
と
い
う
。
今
は
「
復

職
を
諦
め
な
い
で
良
か
っ
た
」

と
実
感
す
る
。

•• 真
由
ち
ゃ
ん
を
出
産
し
た

後
、
1

年
間
の
育
児
休
暇
を
経

て
復
職
す
る
つ
も
り
で
い
た
。

し
か
し
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要

な
真
由
ち
ゃ
ん
を
預
か
っ
て
く

れ
る
保
育
所
探
し
に
苦
労
し

た
。
4
力
所
の
保
育
所
を
当
た

っ
た
が
、
い
ず
れ
も
「
対
応
で

き
な
い
」
と
断
ら
れ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
市
の 協

力
を
得
た
り
し
た
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。

会
社
の
理
解
も
あ
っ
て
、
育

児
休
暇
の
延
長
や
介
護
休
暇
を

利
用
し
、
保
育
所
探
し
を
続
け

た
。
事
態
が
好
転
し
た
の
は
昨

年
。
通
い
始
め
た
同
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
、
真
由
ち
ゃ

ん
を
保
育
所
ま
で
迎
え
に
行

き
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
午

後
は
施
設
で
過
ご
す
こ
と
を
提

案
し
て
く
れ
た
。
市
の
支
援
で
、

市
内
の
保
育
所
が
保
育
士
を
追

加
し
て
配
置
す
る
こ
と
で
入
所

が
可
能
に
な
っ
た
。

由
紀
さ
ん
と
保
育
所
、
重
症

児
デ
イ
の3
者
で
情
報
を
共
有

す
る
た
め
、
真
由
ち
ゃ
ん
の
体

調
や
状
態
を
記
入
し
た
ノ
l
ト

を
作
っ
て
い
る
。

県
に
よ
る
と
、
医
療
的
ケ
ア

児
を
受
け
入
れ
る
県
内
の
保
育

所
は
現
在
、2
力
所
に
と
ど
ま

る
。
入
所
に
は
看
護
師
や
追
加

配
置
の
保
育
士
が
必
要
と
な

る
。
県
の
担
当
者
は
「
人
材
が

集
ま
ら
ず
、
受
け
入
れ
を
増
や

す
の
は
難
し
い
」
と
い
う
。

日
が
落
ち
始
め
た
こ
ろ
、
由

紀
さ
ん
が
重
症
児
デ
イ
に
迎
え

に
来
た
。
「
お
母
さ
ー
ん
」
。

手
を
伸
ば
し
た
真
由
ち
ゃ
ん
を

笑
顔
で
聖
諦
め
た
。

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
ロ
月
日
臼
(
水
)

.. 
・ . 

. 

. 

. 

・.

・.

・.

・ . 

. 

. 

. 
・ . 

. 

. 

" 

・.

・ . 

. 

. 

. 

. 
・.

・ . 

. 

0 ・

. 

. . 

・.

・ . 

. 

. 

・ . 

. 

・.

通説司Fds
鈎隠

E謹直面~画

人
工
呼
吸
器
装
着
が
壁

吸
引
す
る
。

授
業
は
、
璽
泉
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
へ
の
修
学
狸
付
を
前
に

し
た
事
前
学
習
で
、
旅
行
代
理

店
の
担
当
者
を
招
い
て
説
明
を

聞
く
な
ど
し
た
。
あ
ん
じ
さ
ん

は
週
に
1

回
程
度
通
学
し
「
ス

院
な
ど
を
訪
れ
て
授
業
す
る
制

度
。
あ
ん
じ
ペ
ヤ
ん
は
、
病
気
に

感
染
し
や
す
い
た
め
、
訪
問
教

育
が
メ
イ
ン
だ
。

-

E

 

「I
c
e
-
-

病
」
と
呼

ば
れ
る
先
天
性
の
難
病
と
診
断 ら

大
半
の
時
間
を
病
院
で
過
ご

し
て
き
た
。
昨
年
日
月
に
退
院

し
、
体
調
が
安
定
し
て
ス
ク
ー

リ
ン
グ
が
可
能
に
な
っ
た
。
最

近
、
同
年
代
と
学
ぶ
機
会
が
増

え
変
化
が
見
ら
れ
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
大
人
に
囲
ま

通
学
で
き
る
か
は
、
学
校
内

の
就
学
支
援
委
員
会
で
判
断
す

る
。
保
護
者
や
主
治
医
な
ど
の

意
見
を
聞
い
た
上
、
健
康
状
態

の
安
定
や
学
校
生
活
に
対
応
で

き
る
か
な
ど
を
踏
ま
え
る
。

•• 

着
し
て
い
る
医
療
的
ケ
ア
児
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
昨
年
度
、

県
立
辺
の
特
別
支
援
学
校
に
お

人
が
所
属
し
、
通
学
者
は
5

人

に
と
ど
ま
る
。
県
教
委
は
「
体

調
の
急
変
や
機
器
の
故
障
な

ど
緊
急
時
の
対
応
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
障
害
の
状
態

に
応
じ
て
通
学
で
き
る
か
ど

う
か
慎
重
に
判
断
す
る
」
と
す

る
。「

(
学
校
は
)
楽
し
い
」
と
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県
立
水
戸
特
別
支
援
学
校

(
水
戸
主
演
町
)
の
小
学
部

6

年
生
の
授
業
に
、
人
工
呼
吸

器
を
装
着
し
た
杉
山
あ
ん
じ
さ

ん
(
ロ
)
日
岡
市
川
の
姿
が
あ
っ

た
。
車
い
す
に
座
り
、
最
前
列

で
授
業
に
臨
む
。
隣
に
は
伸
良

し
の
女
子
児
童
が
寄
り
添
っ
て

い
る
。
母
美
香
さ
ん
(
泊
)
が
近

く
で
見
守
り
、
時
折
、
た
ん
を ク

l

リ
ン
グ
」
を
受
け
、
こ
の

日
も
一
つ
の
授
業
に
出
席
し

た
。
集
団
学
習
の
参
加
や
通
学

の
可
能
性
を
探
る
の
が
狙
い

だ
。普

段
は
「
訪
問
教
育
」
を
週

3

回
、
1

日
2

時
間
受
け
て
い

る
。
訪
問
教
育
は
、
重
度
の
障

害
で
通
学
が
困
難
な
児
童
・
生

徒
に
対
し
、
教
員
が
自
宅
や
病 さ

れ
た
。
人
工
呼
吸
器
が
欠
か

せ
な
い
。
現
在
の
生
存
者
は
全

国
で
初
人
前
後
と
さ
れ
る
希
少

な
疾
患
。
代
謝
異
常
で
骨
や
臓

器
な
ど
に
ぺ
逗
品
ざ
ま
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
一
般
的
に
身
長
は
3

フ
ィ
ー
ト
(
約1
0
0
Hン
)
ま

で
と
い
わ
れ
、
日
年
以
上
生
き

る
の
は
難
し
い
と
さ
れ
る
。

あ
ん
じ
さ
ん
は
生
ま
れ
て
か れ

て
甘
え
が
出
て
い
た
が
、
学

校
で
は
一
歩
引
き
、
社
会
性
が

身
に
付
い
て
き
た
」
。
美
香
さ

ん
に
は
そ
う
映
る
。
来
春
の
中

等
部
進
学
を
機
に
本
格
的
に
通

学
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
先
生
と
生
徒
が
い
て
、
切

瑳
原
酔
す
る
の
が
学
校
の
一
こ

ま
。
子
ど
も
た
ち
の
中
で
も
ま

れ
な
が
ら
成
長
し
て
ほ
し
い
」

医
療
的
ケ
ア
児
は
、
看
護
師

の
資
格
を
持
つ
看
護
職
員
が
ケ

ア
を
担
う
こ
と
で
通
学
が
可
能

に
な
る
。
県
教
委
に
よ
る
と
、

昨
年
度
、
県
内
お
の
県
立
・
市

立
特
別
支
援
学
校
に
所
属
す
る

医
療
的
ケ
ア
児
は19
1

人
、

こ
の
う
ち
通
学
者
は11
0

人

に
上
る
。

し
か
し
、
人
工
呼
吸
器
を
装 笑

顔
で
話
す
あ
ん
じ
さ
ん
。

水
戸
特
別
支
援
学
校
は
、
あ

ん
じ
さ
ん
の
通
学
を
検
討
し
、

調
整
を
進
め
て
い
る
。

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7

年
ロ
月
M
日
(
木
)

.. 

・ . 

. 

0 ・

.. 

. 

-

.. 

.. 

.. 

. 

. 
0 ・

v

j

 盟
b

つ
く
ば
市
の
根
本
希
美
子
さ

ん
(
却
)
は
今
日
も
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
が
手
放
せ
な
い
。
「
体
調

は
大
丈
夫
か
な
」
。
洗
い
物
を

し
な
が
ら
画
面
を
の
ぞ
き
込

む
。
問
い
合
わ
せ
の
着
信
履
歴

が
な
い
か
確
認
す
る
。

小
学
6

年
の
長
男
惰
弥
君

(
日
)
は
栄
養
注
入
や
た
ん
吸
引

ス
マ
ホ
か
ら
目
離
せ
ず

と
い
っ
た
医
療
的
ケ
ア
を
受
け

な
が
ら
、
岡
市
の
県
立
つ
く
ば

特
別
支
援
学
校
に
通
う
。

惰
弥
君
に
は
重
い
障
害
が
あ

る
。
お
産
は
順
調
だ
っ
た
が
、

生
後
数
時
間
で
心
肺
停
止
に

陥
っ
た
。
す
ぐ
に
蘇
生
処
置
が

行
わ
れ
一
命
を
取
り
留
め
た

が
、
脳
に
酸
素
が
十
分
に
届
か

な
か
っ
た
こ
と
で
障
害
が
残
っ

た
。
ほ
ぼ
寝
た
き
り
の
状
態
。

飲
食
物
の
飲
み
込
み
ゃ
せ
き
が

で
き
な
い
。
食
道
か
ら
の
逆
流

が
多
く
、2
歳
で
胃
ろ
う
を
作

っ
て
直
接
注
入
に
切
り
替
え

た
。

惰
弥
君
の
状
態
に
変
化
が
あ

れ
ば
、
学
校
か
ら
電
話
が
か
か

っ
て
く
る
。
朝9
時
に
学
校
に

送
り
、
叩
時
半
ご
ろ
に
連
絡
が

入
る
こ
と
も
あ
る
。
大
半
は
大

事
を
と
っ
て
迎
え
に
い
く
。
ほ

ぼ
毎
日
、
連
絡
が
あ
る
時
期
も

あ
り
、
ど
こ
に
居
て
も
ス
マ
ホ

が
気
に
な
る
。

•• 学
校
で
は
午
前
叩
時
半
と
正

午
の
2

回
、
看
護
師
の
資
格
を

持
つ
看
護
職
員
が
栄
養
注
入
す

る
。
医
師
の
意
見
や
保
護
者
の

意
向
な
ど
を
基
に
看
護
職
員
が

作
っ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
い
、 医

療
的
ケ
ア
を
施
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
と
、
惰

弥
君
は
胃
に
一
定
以
上
の
内
容

物
が
残
っ
て
い
れ
ば
体
調
が
悪

い
と
判
断
さ
れ
る
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
外
で
も
胃
酸
の
量
や
色
な
ど

細
か
な
変
化
も
見
逃
せ
な
い
。

た
だ
学
校
に
は
医
師
が
い
な

い
た
め
、
細
か
な
変
化
が
体
調

の
悪
化
に
よ
る
も
の
か
判
断
が

難
し
い
。
古
川
仁
校
長
は
「
母

親
の
負
担
軽
事
官
考
え
れ
ば
、

『
学
校
に
お
任
せ
く
だ
さ
い
』

と
言
い
た
い
。
し
か
し
命
を
守

る
観
点
か
ら
は
慎
重
に
判
断
し

な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
。

患
者
・
家
族
支
援 •• 根

本
ペ
ヤ
ん
は
社
会
福
祉
士
の

資
格
を
持
ち
、
大
学
卒
業
後
の

6

年
間
、
障
害
者
支
援
施
設
で

相
談
員
と
し
て
働
い
た
。

惰
弥
君
が
週
に2
日
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き4争
よ
う

に
な
り
、
い
っ
た
ん
は
再
就
職

し
た
も
の
の
入
学
を
機
に
辞
め

た
。
仕
事
を
続
け
た
い
気
持
ち

は
あ
る
が
、
学
校
へ
の
送
迎
や

急
な
連
絡
へ
の
対
応
を
考
え
る

と
、
現
状
で
は
難
し
い
と
い
う
。

根
本
さ
ん
は
惰
弥
君
の
学
校

で
の
様
子
を
写
し
た
写
真
を
見

て
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。 表

情
の
変
化
は
あ
ま
り
な
い
も

の
の
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
と
涙
を
流
し

た
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
声
を

出
し
た
り
す
る
な
ど
表
現
が
豊

か
に
な
っ
た
。

「
学
校
に
行
く
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
意
思
表
示
が
上
手
に
な

っ
た
。
学
校
に
は
感
謝
し
て
い

る
」根

本
さ
ん
の
ス
マ
ホ
が
鳴

る
。
学
校
か
ら
だ
。
「
し
ょ
う

が
な
い
。
行
か
な
く
ち
ゃ
」
。

電
話
を
切
り
、
車
で
「
お
迎
え
」

に
向
か
う
。

今
日
も
ス
マ
ホ
か
ら
目
が
離

せ
な
い
。

茨
城
新
聞
・
朝
刊
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爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
目
。
水

戸
市
杉
崎
町
の
障
害
者
支
援
施

設
「
県
立
あ
す
な
ろ
の
郷
」
の

敷
地
内
で
白
石
樹
歩
ぺ
」
ん
(
日
)

H

岡
市
H

が
、
車
い
す
に
乗
っ

て
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い

る
。「

と
て
も
楽
し
そ
う
。
来
年

か
ら
こ
こ
に
通
え
る
と
良
い
の

に
」
。
車
い
す
を
押
す
看
護
師

の
傍
ら
で
、
母
る
リ
子
さ
ん

患
者
・
家
族
支
援

「
居
場
所
」
確
保
人
不
安

(
日
)
が
樹
歩
さ
ん
を
見
て
つ
ぶ

や
い
た
。

樹
歩
ペ
ヤ
ん
は
来
年
3

月
、
県

立
水
戸
特
別
支
援
学
校
高
等
部

を
卒
業
す
る
予
定
。
る
り
子
さ

ん
は
、
樹
歩
さ
ん
が
高
等
部
1

年
に
な
っ
て
か
ら
、
新
た
な
受

け
入
れ
先
を
探
す
日
々
を
送
っ

て
き
た
。

こ
の
日
は
同
校
の
進
路
指
導

の
一
環
で
、
同
じ
敷
地
内
の
障

害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ぽ
ぴ
い
」

を
体
験
し
た
。
午
前
は
施
設
の

周
り
を
散
策
し
、
午
後
は
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
受
け
て
雰
囲
気
な
ど

を
確
か
め
た
。

同
校
は
、
保
護
者
に
施
設
を

紹
介
し
た
り
体
験
通
所
を
伸
立 ち

し
た
り
し
て
い
る
。
宮
山
敬

子
教
頭
は
「
受
け
入
れ
先
が
決

ま
る
ま
で
支
援
す
る
」
と
す

る
。•• 樹

歩
ペ
ヤ
ん
は
生
ま
れ
つ
き
脳

に
重
い
障
害
が
あ
る
。
手
足
に

ま
ひ
が
あ
り
、
日
常
生
活
全
て

に
手
助
け
が
必
要
だ
。
笑
っ
た

り
泣
い
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

る
が
、
お
し
ゃ
べ
り
は
難
し
い
。

胃
ろ
う
か
ら
栄
養
剤
を
注
入
す

る
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
だ
。

小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
、

る
り
子
さ
ん
が
付
き
っ
き
り
だ

っ
た
。
学
校
に
入
り
、
教
職
員

や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
な
ど
家
族
以

外
と
の
交
流
が
増
え
た
。
る
り

が
ん
医
療
は
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
。
ス
テ
ー
ジ

4

で

も
、
が
ん
と
共
存
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
患
者
は
近
年
、

少
な
く
な
い
。
記
者
は
9

年
前
、
骨
転
移
を
伴
う
乳
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
。
以
来
、
化
学
療
法
(
薬
に
よ
る
治
療
)

を
続
け
な
が
ら
普
通
に
働
き
、
暮
ら
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
昨
年
末
、
思
い
が
け
な
い
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
。

先ヘ

..-.圃.

子
さ
ん
自
身
も
自
分
の
時
間
を

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
成
長
と
と
も
に
、

卒
業
後
の
不
安
は
大
き
く
な
っ

た
。
樹
歩
さ
ん
に
多
く
の
人
に

触
れ
合
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
気

持
ち
か
ら
、
卒
業
後
は
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
を
考
え
た
。

る
り
子
ペ
ヤ
ん
は
計
4

カ
所
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
見
学
し
、
そ

の
う
ち
「
ぽ
ぴ
い
」
を
含
め
2

力
所
を
申
し
込
ん
だ
。
ロ
月
中

旬
、
両
施
設
か
ら
通
所
可
能
の

連
絡
が
入
っ
た
。

「
も
し
決
ま
ら
な
か
っ
た
ら
、

ま
た
一
か
ら
探
さ
な
い
と
い
け

な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
。
ほ
っ

と
胸
を
な
で
下
ろ
す
。

も
長
く
生
き
る
人
が
増
え
る
と
、

ま
す
ま
す
骨
転
移
が
問
題
と
な

る
」
。
順
天
堂
医
院
整
形
外
科
の

高
木
辰
哉
医
師
は
、
転
移
性
を
含

め
、
骨
に
腫
窮
が
あ
る
患
者
を
診

て
お
年
以
上
に
な
る
。

-
利
益
と
危
険
性

•• 県
に
よ
る
と
、
県
内
で
障
害

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
介
助

ま
で
実
施
す
る
「
生
活
介
護
事

業
」
は2
3
2

カ
所
に
上
る
。

看
護
師
の
配
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
常
勤
ま
で
は
求

め
ら
れ
て
い
な
い
。
県
は
「
時

間
帯
や
定
員
、
症
状
に
よ
っ
て

は
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
が
あ
る

障
害
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

施
設
も
あ
る
」
と
い
う
。

樹
歩
さ
ん
の
卒
業
後
の
受
け

入
れ
先
を
確
保
で
き
て
安
堵
す

る
る
り
子
さ
ん
。
一
方
で
、
も

っ
と
先
の
将
来
へ
の
不
安
も
抱

え
て
い
る
。
年
を
重
ね
、
移
動

の
時
な
ど
一
人
で
樹
歩
さ
ん
を

も
、
最
後
ま
で
自
分
の
足
で
歩
け

る
か
ど
う
か
は
、
患
者
の
人
生
を

大
き
く
左
右
す
る
は
ず
だ
。
「
現

状
で
も
、
整
形
外
科
で
が
ん
患
者

を
積
極
的
に
診
ょ
う
と
い
う
医
師

は
少
な
い
。
ま
た
、
が
ん
治
療
医

も
、
直
接
は
命
に
関
わ
ら
な
い
た

め
、
骨
転
移
を
あ
ま
り
重
視
し
な 抱

き
上
げ
る
の
が
難
し
く
な
っ

て
き
た
。
い
つ
ま
で
看
護
で
き

る
か
分
か
ら
な
い
。

県
内
で
、
重
症
児
者
が
長
期

療
養
で
き
る
医
療
型
入
所
施
設

は
5

カ
所
。
県
は
「
ベ
ッ
ド
は

少
な
く
、
空
き
待
ち
の
状
態
」

と
説
明
す
る
。
四
歳
以
後
の
「
居

場
所
」
を
見
つ
け
る
の
は
簡
単

で
は
な
い
。

る
り
子
ペ
ヤ
ん
は
「
先
の
こ
と

は
不
安
が
大
き
す
ぎ
て
考
『
え
た

く
な
い
」
と
胸
の
内
を
吐
露
し

た
。
(
お
わ
り
)

(
こ
の
連
載
は
斉
藤
明
成
、
成

田
愛
が
担
当
し
ま
し
た
)

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
7
年
ロ
月
市
日
(
土
)

ま
ま
身
動
き
で
き
な
か
っ
た
こ
と

だ
。
9

年
前
、
が
ん
が
分
か
っ
た

時
も
、
全
身
の
骨
へ
の
転
移
で
体

を
起
こ
す
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ

た
。
当
時
の
苦
し
い
記
憶
が
よ
み

が
え
り
、
つ
い
昨
日
ま
で
、
取
材

で
元
気
に
駆
け
回
っ
て
い
た
日
々

が
淡
い
夢
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
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日
ラ
仇
ス
テ
ー
ジ4

:
か
ら
の
眺
め

昨
年
ロ
月
同
日
の
夕
刻
。
東
京

メ
ト
ロ
霞
ヶ
関
駅
で
、
電
車
に
乗

ろ
う
と
足
を
速
め
た
瞬
間
、
足
も

と
か
ら
全
身
に
鈍
い
痛
み
が
走
っ

た
。
折
れ
た
:
:
:
そ
う
思
っ
た
瞬

間
、
ホ
ー
ム
に
倒
れ
込
ん
だ
。
周

囲
の
乗
客
や
駅
員
の
助
け
で
救
急

車
に
乗
せ
ら
れ
、
順
天
堂
医
院
(
東

京
都
文
京
区
)
へ
。
そ
の
後
の
こ

と
は
あ
ま
り
曜
が
な
い
。

結
果
は
「
大
腿
骨
の
非
定
型
骨

折
」
。
し
ば
ら
く
前
か
ら
足
に
違

和
感
は
あ
っ
た
。
腫
由
備
が
あ
る
部

分
が
折
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
整

形
外
科
を
受
診
し
よ
う
と
し
て
い

た
矢
先
の
こ
と
だ
っ
た
。

-
骨
転
移
の
薬
影
響

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
結
果
、
原
因
は

腫
湯
で
は
な
く
、
長
く
投
与
し
て

い
た
骨
転
移
の
薬
の
影
響
で
、
骨

に
も
ろ
い
部
分
が
で
き
た
た
め
だ

っ
た
と
と
が
分
か
る
。
折
れ
た
左

脚
だ
け
で
な
く
、
右
の
大
腿
骨
に

も
異
常
が
あ
り
、2
回
の
手
術
で

両
脚
の
骨
を
金
属
で
補
強
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
「
予
後
(
残
さ
れ

た
時
間
)
が
数
カ
月
な
ら
、
骨
セ

メ
ン
ト
を
使
う
と
こ
ろ
で
し
た
」
。

金
属
を
骨
セ
メ
ン
ト
で
固
定
す
れ

ば
、
よ
り
早
期
に
歩
け
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
金
属
だ
け
の
挿
入
で

骨
を
付
け
る
ほ
う
が
耐
久
性
が
あ

る
。
医
師
の
言
葉
で
、
自
分
が
ス

テ
ー
ジ4
患
者
で
あ
る
こ
と
を
思

い
知
る
。
が
ん
の
悪
化
に
よ
る
骨

折
で
は
な
い
も
の
の
、
気
持
ち
は

ど
こ
ま
で
も
沈
ん
だ
。

肺
や
肝
臓
な
ど
、
生
命
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
臓
器
へ
の
転

移
と
は
違
い
、
骨
転
移
そ
の
も
の

が
命
を
脅
か
す
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
進
行
す
れ
ば
、
脊
髄
圧
迫
に

よ
る
ま
ひ
や
病
的
骨
折
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
に
生
活
の
質(
Q
O
L
)

を
落
と
し
、
寝
た
き
り
に
な
る
可

濯
も
あ
る
。
「
室
、
が
ん
に

擢
患
し
た
患
者
の1S
2

割
に
、

臨
床
上
問
題
と
な
る
骨
転
移
が
出

て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
薬

の
開
発
が
進
み
、
ス
テ
ー
ジ
4

で

記
者
の
よ
う
な
骨
折
は
多
い
の

だ
ろ
う
か
。
「
頻
度
は
高
く
な
い

が
、
骨
転
移
の
薬
(
ビ
ス
ホ
ス
ホ

ネ
l

ト
剤
)
の
治
療
を2t
p
3

年

以
上
続
け
た
人
は
、
可
能
性
が
出

て
く
る
」
と
高
木
医
師
。
「
新
し

い
薬
ほ
ど
、
有
害
事
象
が
分
か
り

に
く
い
。
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
ま
だ

こ
れ
か
ら
で
す
」
。
ピ
ス
ホ
ス
ホ

ネ
l

ト
剤
は
骨
粗
し
よ
う
症
の
治

療
に
も
便
わ
れ
、
重
大
な
副
作
用

に
は
牽
賓
が
あ
る
。
抗
が
ん

剤
を
は
じ
め
治
療
に
よ
っ
て
、
体

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
可

能
性
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
そ
れ

で
も
、
生
き
る
た
め
に
は
そ
の
都

度
、
利
益
と
危
険
性
を
は
か
り
に

か
け
な
が
ら
、
治
療
を
続
け
て
い

く
し
か
な
い
の
だ
。

高
木
医
師
は
指
摘
す
る
。
「
が

ん
を
治
す
こ
と
だ
け
に
こ
だ
わ
る

と
、
骨
転
移
の
ケ
ア
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
、
運
動
機
能
が
裏
唱
え
る
こ

と
に
な
る
。
そ
う
し
て
寝
た
き
り

に
な
っ
て
最
期
を
迎
え
る
患
者
が

以
前
は
多
か
っ
た
」
。
た
と
え
治

癒
が
望
め
な
い
ス
テ
ー
ジ4
で

図 骨に転移しやす
いがんとして、乳

がん、肺がん、前立腺が
んなどが挙げられる。乳

がんの転移では、約3割
が最初に骨に転移し、場

所は脊椎(背骨)や骨盤、

面層、頭量吾が多い。症
状には痛みや骨折、脊髄

圧迫、高カルシウム血症

がある。治療には、 「ゾ

メタ J (ピスホスホネー
ト剤)や「ランマーク」と

いった薬剤を使用。強い

痛みには放射線の照射、

骨折や脊髄圧迫には手術

が治療の選摂肢になる。

骨転移

い
。
今
後
は
ま
す
ま
す
、
リ
ハ
ビ

リ
を
は
じ
め
運
動
器
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
、
が
ん
治
療
の
一
環
に
取

り
入
れ
て
ほ
し
い
」

-
チ
ー
ム
で
治
療
を

そ
の
た
め
に
は
主
治
医
(
が
ん

治
療
医
)
を
は
じ
め
整
形
外
科
、

緩
和
ケ
ア
科
な
ど
の
医
師
に
加

え
、
薬
剤
師
や
看
護
師
を
含
め
た

各
専
門
家
に
よ
る
チ
l

ム
医
療
が

望
ま
れ
る
。
記
者
の
場
合
も
、
高

木
医
師
は
も
ち
ろ
ん
、
複
数
の
整

形
外
科
医
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
ケ

ア
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
。
と
り
わ

け
リ
ハ
ビ
リ
で
毎
日
顔
を
合
わ

せ
、
体
を
預
け
る
理
学
療
法
士
に

は
相
談
事
も
で
き
た
。
「
患
者
が

本
当
に
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
知

る
に
は
、
医
師
だ
け
で
は
難
し

い
」
。
高
木
医
師
は
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
が
一
堂
に
会
し
、
意
見
交
換

し
な
が
ら
患
者
の
治
療
方
針
を
決

め
る
「
キ
ャ
ン
サl
ボ
l

ド
」
の

必
要
性
を
訴
え
る
。
「
一
般
の
病

院
で
は
、
ま
だ
ま
だ
認
識
が
低
い
。

と
に
か
く
医
療
現
場
に
、
骨
転
移

を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
ほ
し
い
」

年
末
年
始
に
か
け
て2
度
の
手

術
を
経
て
、
今
月4
日
、
記
者
は

よ
う
や
く1
カ
月
半
の
入
院
生
活

を
終
え
た
。
と
り
わ
け
っ
ち
か
っ

た
の
は
、
最
初
の
手
術
の
日
ま
で
、

折
れ
た
脚
を
重
り
で
け
ん
引
し
た

患
者
・
家
族
支
援

た
天
井
を
眺
め
な
が
ら
日
々
、
気

持
ち
は
揺
れ
た
。
こ
の
間
、
ス
テ

ー
ジ
4

で
も
元
気
に
生
き
て
こ
ら

れ
た
の
は
単
な
る
偶
然
で
、
乙
の

先
は
も
っ
と
大
き
な
試
練
が
待
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を

果
た
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
の

か
。
ふ
さ
ぎ
が
ち
な
心
を
晴
ら
し

て
く
れ
た
の
は
、
見
舞
客
や
看
護

師
た
ち
の
笑
顔
と
気
遣
い
だ
っ

た
。
誠
実
さ
が
伝
わ
る
医
師
た
ち

の
存
在
は
、
た
だ
あ
り
が
た
か
っ

た-
一
日
一
日
を
楽
し
く

医
療
は
残
念
な
が
ら
不
確
実

だ
。
と
り
わ
け
治
療
法
が
定
ま
ら

な
い
ス
テ
ー
ジ4
が
ん
の
場
合

は
、
医
師
も
患
者
も
、
行
き
先
が

見
え
な
い
ま
ま
、
大
海
の
中
を
泳

い
で
い
る
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
で
も
命
が
あ
る
限
り
、

一
日
一
目
、
生
き
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
で
き
れ
ば
楽
し
く

過
ご
し
た
い
し
、
少
し
で
も
誰
か

の
役
に
立
つ
自
分
で
あ
り
た
い
。

そ
ん
な
日
々
を
、
こ
れ
か
ら
も
送

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
果
た
し
て
こ

の
先
、
私
に
何
が
待
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

【
三
輪
晴
美
】

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
日
日
(
木
)
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-寝起きも自由/職員も一緒に家族とみとり

家
庭
の
よ
う
に

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア

最
期
の
日
々
を

ホ
ー
ム
ホ

ス
ピ
ス
に
暮
ら
す

介
護
や
医
療
の
ケ
ア
が
必
要
で
、
一
人
で
暮
ら
す
こ
と
は
難
し

い
。
そ
ん
な
人
た
ち
が
「
自
分
ら
し
い
最
期
」
を
求
め
、
自
宅
に

近
い
家
庭
的
な
環
境
で
終
末
期
を
過
ご
す
「
ホ

l

ム
ホ
ス
ピ
ス
」

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
小
平
市
の
住
宅
街
に
あ

る
4

階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の1

階
。
そ
こ
に
ホ
l

ム
ホ
ス
ピ
ス

「
様
」
が
あ
る
。

「
ご
飯
食
べ
ら
れ
ま
し
た
ね
」

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

昼
過
ぎ
に
訪
ね
る
と
、
入
居
者

が
職
員
の
介
助
を
受
け
な
が
ら
食

事
を
し
て
い
た
。

楳
は
、
積
極
的
な
治
療
が
難
し

い
末
期
か
ん
患
者
や
進
行
し
た
認

知
症
の
人
た
ち
が
人
生
の
最
期
の

時
間
を
過
ご
す
場
所
と
し
て
、
4

年
前
に
開
設
さ
れ
た
。
大
き
な
窓

が
あ
る
リ
ビ
ン
グ
を
囲
む
よ
う
に

4

畳
半
S
6

畳
の
個
室
が
並
ぶ
。

定
員
は
5

人
で
、
現
在
は
要
介
護

4
S
5

と
重
度
な
ω
代
の
女
性4

人
が
入
居
し
て
い
る
。

M
時
間
常
駐
す
る
職
員
が
ケ
ア 本

人
の
意
思
で
で
き
る
。
入
居
者

の
家
族
も
好
き
な
時
に
訪
ね
、
一

緒
に
泊
ま
る
こ
と
も
可
能
だ
。

入
居
時
の
契
約
金
は
却
万
円

で
、
利
用
料
は
月
初
万
円
弱
。
ほ

か
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
料
や
医
療
費
が
か
か
る
。

体
調
の
急
変
に
備
え
、
小
平
市

内
で
在
宅
緩
和
ケ
ア
に
取
り
組
む

診
療
所
と
も
連
携
。
看
護
師
の
定

期
訪
問
も
あ
る
。
本
人
や
家
族
の

意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
、
職
員
も

加
わ
っ
て
み
と
り
を
す
る
。

理
事
長
の
嶋
崎
叔
子
さ
ん(
ω
)

は
「
規
則
を
ほ
と
ん
ど
つ
く
ら

ず
、
家
族
を
含
め
た
一
人
ひ
と
り

に
個
別
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
、

最
期
ま
で
そ
れ
ま
で
の
生
活
を
守

れ
る
」
と
話
す
。

1

年
余
り
棟
で
過
ご
し
、
昨
年 ら

し
が
難
し
く
な
っ
た
こ
ろ
、
有

料
老
人
ホl
ム
や
老
健
施
設
へ
の

入
居
も
考
え
た
。
だ
が
、
施
設
を

見
学
し
た
長
女
(
邸
)
は
、
集
団
行

動
が
苦
手
な
母
に
は
合
わ
な
い
と

感
じ
た
と
い
う
。

自
力
で
歩
け
な
い
た
め
、
楳
で 暮

ら
し
始
め
た
当
初
は
お
む
つ
を

つ
け
て
い
た
。
だ
が
、
数
十
分
の

時
間
を
か
け
な
が
ら
職
員
が
介
助

す
る
こ
と
で
、
ト
イ
レ
に
行
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
少
人
数
の
生
活

で
丁
寧
な
ケ
ア
を
受
け
、
「
半
年

ほ
ど
で
家
族
の
よ
う
に
な
っ
た
」

安
全
対
策
の
徹
底
が
課
題

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
は
、2
0
0

4

年
に
開
設
さ
れ
た
宮
崎
市
の

「
か
あ
さ
ん
の
家
」
が
先
駆
け

だ
。
こ
こ
を
運
営
す
る
市
原
美
穂

さ
ん
(
礼
)
ら
が
中
心
と
な
り
、
日

年
に
全
国
ホl
ム
ホ
ス
ピ
ス
協
会

を
立
ち
上
げ
た
。

「
新
た
な
み
と
り
の
文
化
を
地

域
に
」
と
い
っ
た
基
本
理
念
を
掲

げ
る
。
会
員
は
昨
年
ロ
月
現
在

で
、
準
備
中
も
含
め
全
国
に
ω
法

人
。
病
院
や
介
護
施
設
以
外
の

「
最
期
の
場
所
」
を
求
め
る
人
の い

て
食
事
や
生
活
介
助
を
し
て
い

る
施
設
に
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の

設
置
を
求
め
て
い
る
。
た
だ
、
協

会
に
よ
る
と
、
設
置
し
て
い
る
の

は
加
盟
法
人
の4
割
に
と
ど
ま

る
。
数
百
万
円
規
模
の
設
置
費
用

が
ひ
ね
り
出
せ
な
い
た
め
だ
。

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
の
運
営
に
は

公
的
な
補
助
が
な
く
、
収
入
は
利

用
者
か
ら
の
利
用
料
に
頼
る
。
訪

問
看
護
事
業
な
ど
別
の
事
業
を
運

営
す
る
こ
と
で
収
入
を
安
定
さ
せ

て
い
る
ケ
i

ス
も
多
い
。

(
嶋
崎
理
事
長
)
と
い
う
。

女
性
は
亡
く
な
る
当
日
ま
で

「
ご
飯
を
食
べ
た
い
」
と
話
し
、

職
員
や
往
診
に
来
た
医
師
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
伝
え
、
息
を
引
き

取
っ
た
。
「
そ
れ
以
前
の
入
院
生

活
で
、
母
が
お
礼
を
言
う
姿
は
見

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
最
期
ま
で

人
間
ら
し
く
生
き
た
。
私
も
最
期

は
ホ
l

ム
ホ
ス
ピ
ス
で
暮
ら
し
た

い
と
思
っ
た
」
。
長
女
は
、
こ
う

振
り
返
る
。

楳
で
は
、
開
設
か
ら4
年
近
く

で
は
人
を
み
と
っ
た
。

た
約5
0
0

項
目
で
、
個
別
に
視

察
し
た
う
え
で
認
定
す
る
仕
組
み

を
導
入
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
3

月
ま
で
に
「
火
の
出
る
調
理
器
具

や
ス
ト
ー
ブ
を
使
わ
な
い
」
「
避

難
訓
練
を
定
期
的
に
行
う
」
な
ど

よ
り
詳
細
な
防
火
対
策
を
定
め
た

指
針
も
作
成
す
る
予
定
だ
。

市
原
さ
ん
は
「
だ
れ
で
も
受
け

入
れ
ら
れ
る
家
と
し
て
育
て
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
暮
ら
す

人
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
仕
組
み

を
つ
く
り
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
(
船
崎
桜
)
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食事

を
す
る
。
食
事
や
寝
起
き
の
時
間

は
自
由
。
本
人
が
食
べ
た
い
時
間

に
、
の
み
込
む
力
に
合
っ
た
食
事

が
提
供
さ
れ
る
。
控
付
や
外
泊
も 9

月
に
亡
く
な
っ
た
女
性
(
当
時

節
)
は
進
行
性
の
神
経
系
難
病
を

抱
え
て
い
た
。

入
退
院
を
繰
り
返
し
、

受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
安
全
対
策
は
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
消
防
法
で
は
、
要
介

護
度
の
高
い
高
齢
者
が
半
数
以
上

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担
保
す
る
た

め
、
協
会
は
独
自
の
基
準
を
定
め

て
い
る
。
避
難
経
路
の
確
保
や
自

動
通
報
装
置
の
設
置
な
ど
も
含
め

2
0
1
8

年
2

月
包
日
(
木
)

思い出の地ヘ旅緩和病棟

一
人
暮

V
R
装
置
で
患
者
の
希
望
か
な
え
る

芦屋病院で臨床研究

仮
想
現
実
(
V
R
)の
装
置

を
使
っ
て
、
が
ん
を
患
い
緩
和

ケ
ア
病
棟
で
過
ご
す
人
に
、
行

き
た
い
場
所
や
場
面
を
疑
似
体

験
し
て
も
ら
う
。
そ
ん
な
試
み

が
市
立
芦
屋
病
院
(
兵
庫
県
芦

屋
市
)
で
始
ま
っ
た
。
医
学
研

究
の
形
で
慎
重
に
進
め
て
い
る

が
、
体
験
者
に
は
お
お
む
ね
好

評
で
、
病
院
側
はQ
O
L
(
生

活
の
質
)
の
向
上
に
役
立
つ
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

こ
の
病
院
に
入
院
中
の
女
性

(
紛
)
は
昨
年
末
に
あ
っ
た
院
内

の
演
奏
会
の
動
画
をV
R
で
鑑

賞
し
た
。
装
置
に
付
い
た
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
か
ら
聞
こ
え
る
音
楽

は
、
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
、
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
奏
者
の
動
き

に
ぴ
っ
た
り
合
う
。
「
音
も
あ

る
と
臨
場
感
が
違
う
。
病
院
に

い
て
も
、
次
何
を
し
て
み
よ
う か

な
、
と
楽
し
み
に
な
る
」

V
R
は
顔
を
向
け
た
方
向
に

合
わ
せ
て
3

次
元
映
像
も
動

き
、
あ
た
か
も
そ
の
揚
に
い
る

よ
う
な
体
験
が
で
き
る
。
研
究

で
は
、
映
像
を
映
す
ゴ
l

グ
ル

型
の
装
置
を
頭
部
に
固
定
し
、

リ
モ
コ
ン
で
行
き
た
い
場
所
な

ど
を
選
ん
で
も
ら
う
。
世
界
中

の
景
色
の
中
に
入
り
込
め
る
米

グ
l

グ
ル
社
の
映
像
ソ
フ
ト
の

ほ
か
、
全
方
向
を
写
す
特
殊
な

カ
メ
ラ
を
使
え
ば
自
宅
や
思
い

出
の
地
の
映
像
も
利
用
で
き

る
。考

案
し
た
の
叫
咽
摘
腕
に
勤

め
る
薬
剤
師
の
仁
木
一
順
・
大

阪
大
助
教
。
昨
年
、
帰
宅
の
願

い
が
か
な
わ
な
い
患
者
の
た
め

に
、
自
宅
か
ら
カ
ー
テ
ン
や
寝

具
を
持
ち
込
ん
で
模
様
替
え
し

た
事
例
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ か

け
だ
っ
た
。
「V
R
を
使
え
な

い
か
」
。
病
院
の
倫
理
委
員
会

か
ら
臨
床
研
究
と
し
て
承
認
を

受
け
、
昨
秋
に
始
め
た
。

最
初
の
体
験
者
は
登
山
好
き

の
女
性
で
、
登
り
た
か
っ
た
山

の
頂
か
ら
の
景
色
を
楽
し
ん

だ
。
別
の
体
験
者
も
、
桜
の
木

を
寄
付
し
よ
う
と
し
て
い
る
地

元
の
九
州
の
公
園
を
見
に
行
っ

た
り
、
新
婚
時
代
に
訪
れ
た
京

都
を
再
訪
し
た
り
と
、
希
望
は

様
々
だ
。

緩
和
ケ
ア
内
耕
の
松
田
良
信

部
長
は
「
ほ
と
ん
ど
は
満
足
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
話
す
。

た
だ
、
ゴl
グ
ル
型
の
装
置
は

5
0
0

号
ほ
ど
あ
り
、
体
力
が

落
ち
て
い
る
と
、
首
を
動
か
す

こ
と
も
負
担
に
な
る
。
疾
患
や

薬
な
ど
の
影
響
で
め
ま
い
や
吐

き
気
を
起
こ
し
ゃ
す
く
な
っ
て

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

い
る
こ
と
も
注
意
点
だ
。
演
奏

会
を
楽
し
ん
だ
女
性
は
「
座
っ

て
い
る
姿
勢
が
つ
ら
く
、
仰
向

け
に
な
る
と
空
や
天
井
ば
か
り

見
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
改
善
を
望
む
。

仁
木
さ
ん
は
ガ
ラ
シ
ア
病
院

(
大
阪
府
箕
面
市
)
で
も
今
月

か
ら
共
同
研
究
を
開
始
。
計
別

人
を
目
標
に
体
験
前
後
に
ア
ン

ケ
ー
ト
し
て
、
体
の
状
態
や
精

神
面
の
変
化
を
調
べ
る
。
「
効

果
の
評
価
は
こ
れ
か
ら
だ
が
患

者
さ
ん
のQ
O
L

の
向
上
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、

仁
木
さ
ん
は
期
待
し
て
い
る
。

(
阿
部
彰
芳
)

朝

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
お
日
(
月
)

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア
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[
新
型
出
生
前
診
断

妊
婦
の
血
液
か
ら
胎
児
の
染
色

体
異
常
の
可
能
性
を
調
べ
る
新
型

出
生
前
診
断
(
N
I
P
T
)を
巡

り
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
(
日

産
婦
)
が
今
春
、
倫
理
面
か
ら
臨

床
研
究
に
限
定
し
て
き
た
方
針
を

転
換
す
る
。
出
生
前
診
断
は
新
技

術
が
登
場
す
る
た
び
、
選
摂
的
中

絶
へ
の
批
判
と
希
望
者
の
権
利
と

が
対
立
し
な
が
ら
徐
々
に
広
が
っ

て
き
た
。
手
軽
で
精
度
の
良
い
N

I
P
T

が
一
般
診
療
と
し
て
本
格

導
入
さ
れ
れ
ば
、
一
気
に
、
産
む

前
の
検
査
が
当
た
り
前
の
時
代
が

近
づ
く
。
危
う
い
の
は
、
加
速
す

る
出
生
前
診
断
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
が

人
々
の
不
安
を
あ
お
り
、
同
調
圧

力
で
「
命
の
選
別
」
を
強
い
る
社

会
へ
の
変
質
が
進
む
こ
と
だ
。

「
出
生
前
診
断
に
関
す
る
社
会

の
関
心
と
理
解
が
高
ま
っ
た
」
。

2
0
1
3

年
4

月
か
ら
臨
床
研
究

に
取
り
組
む
研
究
組
織
が
と
の
ほ

ど
日
産
婦
に
出
し
た
内
部
翠
口
書

は
、
研
究
成
果
を
こ
う
結
論
付
け
、

診
療
へ
の
移
行
を
提
言
し
た
。

だ
が
、5
年
間
で
見
え
て
き
た

実
態
は
む
し
ろ
逆
で
は
な
い
か
。

米
国
企
業
が
開
発
し
た
N
I
P

T
は
、
胎
児
の
染
色
体
が
1

本
多

い
ダ
ウ
ン
症
な
ど3疾
患
の
可
能

性
を
妊
娠
早
期
に
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
導
入
当
初
か
ら
議
論

が
あ
っ
た
。
日
産
婦
は
「
広
く
普

及
す
る
と
、
染
色
体
異
常
を
有
す

る
者
の
生
命
の
否
定
へ
と
つ
な
が

り
か
ね
な
い
」
と
指
摘
。
指
針
で

①
妊
婦
が
十
分
な
認
識
を
持
た
ず

に
検
査
が
行
わ
れ
る
②
検
査
結
果

の
意
義
を
妊
婦
が
誤
解
す
る
③
胎

児
の
疾
患
発
見
を
目
的
と
し
た
マ

ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
(
全
員
検
査
)

に
な
る
ー
ー
と
三
つ
の
懸
念
を
挙

げ
、
検
査
内
容
や
意
味
を
説
明
す

る
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
条
件

に
、
妊
婦
は
お
歳
以
上
、
施
設
は

認
定
し
た
医
療
機
関
だ
け
に
限
る

臨
床
研
究
の
形
で
容
認
し
た
。

本
格
実
施
]

異
常
確
定
し
た
人

中
絶
率
9

割
超
す

こ
れ
ま
で
に5
万
人
超
が
検
査

を
受
け
た
。
懸
念
さ
れ
た
通
り
、

異
常
が
確
定
し
た
人
の
中
絶
率
は

9

割
を
超
え
、
異
常
の
疑
い
が
出

た
だ
け
で
確
定
診
断
を
受
け
ず
に

中
絶
に
走
る
人
も
い
た
。
さ
ら
に

無
認
可
の
施
設
が
相
次
ぎ
現
れ
、

「
年
齢
制
限
な
し
」
「(3疾
患

以
外
の
)
全
染
色
体
も
検
査
」
「
性

別
診
断
も
可
能
」
と
い
っ
た
売
り

文
句
で
妊
婦
を
集
め
て
い
る
。

N
I
P
T

は
1

回
初
万
円
程

度
。
産
科
医
で
な
く
て
も
探
血
さ

え
で
き
れ
ば
血
液
中
の
D
N
A
を

解
析
す
る
企
業
と
組
ん
で
提
供
で

き
る
。
日
産
婦
幹
部
は
こ
う
し
た

施
設
を
「
金
も
う
け
」
と
厳
し
く

批
判
す
る
一
方
、
会
員
で
な
い
た

め
対
処
で
き
な
い
と
し
て
き
た
。

そ
れ
な
ら
他
学
会
な
ど
と
連
携

し
、
規
制
の
道
を
探
る
の
が
筋
だ

ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
日
産
婦
は
本
格
実

施
に
か
じ
を
切
り
、
認
定
施
設
を

医
療
倫
理

大
幅
に
増
や
す
乙
と
に
し
た
。
大

義
名
分
は
「
妊
婦
の
ニ
l

ズ
に
応

え
る
た
め
」
だ
が
、
取
材
で
見
え

た
の
は
、
指
針
に
従
っ
てNI
P

T
を
控
え
て
き
た
一
部
会
員
の
強

い
不
満
だ
。
子
宮
に
長
い
針
を
刺

す
従
来
の
羊
水
検
査
は
流
産
の
恐

れ
と
訴
訟
の
心
町
が
あ
る
が
、
採

血
だ
け
の
検
査
は
割
が
い
い
。
「
来

害
」
増
も
期
待
で
き
る
か
ら
だ
。

一
方
、
現
場
は
遺
伝
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
担
う
専
門
家
が
足
り
て

い
な
い
。
産
科
医
ら
に
研
修
を
し

て
「
専
門
家
」
を
急
造
す
る
計
画

も
あ
る
が
、
今
で
さ
え
機
能
し
て

い
る
の
か
ど
う
か
検
証
は
不
十
分

だ
。
形
骸
化
が
進
め
ば
、
無
認
可

施
設
と
の
違
い
は
あ
い
ま
い
と
な

る
。
ぞ
れ
は
ま
さ
に
当
初
の
懸
念

を
強
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

先
月
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ

く
不
妊
手
術
を
強
制
さ
れ
た
と
し

て
宮
城
県
の
女
性
が
初
の
国
家
賠

償
請
求
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
1
9

9
6

年
ま
で
続
い
た
同
法
は
「
不

良
な
子
孫
の
出
生
防
止
」
を
掲
げ
、

国
家
が
「
不
良
」
と
決
め
付
け
た

障
害
者
や
病
気
の
人
々
の
人
権
を

奪
っ
た
。
優
生
学
の
教
訓
か
色
、

出
生
前
診
断
は
羊
水
検
査
や
母
体

血
清
マl
カ
l

検
査
な
ど
が
登
場

す
る
た
び
、
障
害
者
運
動
や
女
性

の
権
利
を
求
め
る
議
輸
が
積
み
重

ね
ら
れ
た
。
現
行
の
母
体
保
護
法

は
胎
児
の
異
常
を
理
由
に
し
た
中

絶
(
胎
児
条
項
)
を
認
め
て
い
な

い
が
、
国
家
が
介
入
し
な
い
個
人

の
選
摂
な
ら
、
出
生
前
診
断
に
よ

る
中
絶
は
や
む
を
得
な
い
と
の
グ

レ
l

ゾ
1

ン
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
個
人
の
選
摂
は
経
済
事
情

や
家
庭
環
境
、
時
代
の
空
気
に
も

左
右
さ
れ
る
。
取
材
に
答
え
て
く

れ
た
N
I
P
T

経
験
者
の
女
性
た

ち
も
「
高
齢
出
産
で
障
害
の
あ
る

子
を
育
て
る
自
信
が
な
い
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
悩
ん
で
い
た
。
提
供
者

の
論
理
で
進
むN
I
P
T

の
拙
速

な
拡
大
は
、
「
妊
婦
の
た
め
」
と

し
な
が
ら
逆
に
過
度
な
不
安
を
喚

起
し
、
ま
る
で
人
々
が
望
ん
だ
か

の
よ
う
な
形
で
、
よ
り
悪
質
な
優

生
思
想
を
助
長
し
か
ね
な
い
。

選
別
す
る
範
囲
を

誰
が
決
め
る
の
か

ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
、
結
論

あ
り
き
で
は
な
い
臨
床
研
究
の
検

証
と
、
無
認
可
施
設
の
規
制
だ
。

日
産
婦
内
に
は
対
象
疾
患
の
拡
大

を
求
め
る
声
も
根
強
い
が
、
「
選

別
し
て
も
良
い
範
囲
」
を
決
め
る

権
利
は
誰
に
あ
る
の
か
、
社
会
全

第
三
者
の
精
子
や
卵
子
を
使
っ
た
不
妊
治
療
で
生
ま
れ
た
子
に
、
経
緯
を
包
み
隠
さ
ず
伝
え
る
試
み

が
広
が
っ
て
い
る
。
事
実
を
知
ら
せ
る
の
は
よ
く
な
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
「
出
自
を
知
る
権
利
」
の

大
切
さ
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
希
望
す
れ
ば
、
提
供
者
の
情
報
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

い
う
。

約
四
年
前
に
無
精
子
症
が
わ
か

っ
た
と
い
う
男
性
は
、AI
D
で

息
子
を
持
つ
ま
で
の
夫
婦
の
体
験

を
披
露
し
た
。
「
息
子
は
ま
も
な

の
理
解
や
取
り
組
み
は
広
が
っ
て

い
る
。
A
I
D
で
新
し
い
家
族
を

つ
く
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
子
ど
も
に
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

体
で
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

ダ
ウ
ン
症
な
ど3
疾
患
を
対
象
と

す
る
現
状
も
根
拠
は
不
明
確
で
、

極
力
狭
め
る
努
力
こ
そ
求
め
ら
れ

る
。
国
も
傍
観
者
で
は
な
く
、
誰

も
が
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

福
祉
の
充
実
と
、
「
障
害

U

不
幸
」

と
の
価
値
観
を
な
く
す
課
題
解
消

に
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

「
命
の
選
別
」
に
つ
い
て
こ
う

し
た
議
論
を
提
起
す
る
と
、
現
実

か
ら
離
れ
た
き
れ
い
ご
と
だ
と
捉

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、

遺
伝
子
解
析
技
術
が
進
み
、
妊
娠

前
の
受
精
卵
検
査
で
は
遺
伝
子
レ

ベ
ル
で
異
常
の
有
無
が
分
か
る
時

代
だ
。
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
最
先
端

の
遺
伝
子
工
学
は
「
不
里
な
子

孫
の
防
止
だ
け
で
な
く
、
「
優
良
」

を
求
め
る
改
憂
さ
え
も
研
究
で
は

現
実
化
し
て
い
る
。
遺
伝
子
に
異

常
の
な
い
人
は
い
な
い
。
誰
も
が

選
別
の
当
事
者
に
な
り
得
る
時

代
、
人
ご
と
の
問
題
で
は
な
い
。

内
な
る
優
生
思
想
を
あ
お
り
、

誰
か
が
選
別
さ
れ
排
除
さ
れ
る
社

会
は
、
決
し
て
誰
も
幸
福
に
し
な

L
V
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どう守る「出自を知る権利」

精
子
提
供

子
に
絵
本
で
伝
え
る
試
み

「
医
師
に
は
『
だ
れ
に
も
話
さ

な
い
方
が
よ
い
』
と
言
わ
れ
た

が
、
う
そ
が
重
荷
に
な
っ
て
き
ま

し
た
」

昨
年
ロ
月
、
神
奈
川
県
内
で
あ

っ
た
「
す
ま
い
る
親
の
会
」
の
勉

強
会
。
第
三
者
の
提
供
精
子
に
よ

る
人
工
授
精
(
A工
D
)
で
娘
を

産
ん
だ
織
田
は
な
さ
ん
(
仮
名
)

が
自
ら
の
体
験
を
語
っ
た
。
同
会

は
A
I
D
の
当
事
者
で
つ
く
る
グ

ル
ー
プ
で
、A
I
D
を
検
討
す
る

カ
ッ
プ
ル
な
ど
に
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。
約
川
町
人
が
参
加
し

た
織
田
さ
ん
は9
年
前
、
娘
が
臼

提
供
者
情
報
に
は
接
触
で
き
ず

A
I
D
は
1
9
4
8

年
に
始
ま

り
、
こ
れ
ま
で1
万
人
以
上
の
子

ど
も
が
生
ま
れ
た
。
日
本
産
耕
婦

人
制
学
会
(
日
産
婦
)
の
統
計
に
よ

る
と
、
2
0
1
5

年
に
は1
0
2

9

人
が
A
I
D
を
試
み
て
、
部
人

が
生
ま
れ
た
。
全
国
で
実
施
さ
れ

る
A
I
D
の
約
半
数
を
手
掛
け
る

慶
応
大
学
病
院
は
「A
I
D
を
希

望
す
る
方
は
依
然
と
し
て
お
り
、

む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
」
と
す
る
。

告
知
が
広
が
る
背
景
に
は
、
大

人
に
な
っ
て
事
実
を
知
っ
た
当
事

者
た
ち
の
抱
え
る
深
刻
な
問
題
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ

る
。
A
I
D
で
生
ま
れ
た
当
事
者

の
自
助
グ
ル
ー
プ
「D
O
G

」
を

主
宰
す
る
石
塚
幸
子
さ
ん
(
犯
)
は

「
親
に
隠
さ
れ
て
い
た
シ
ョ
ッ
ク

や
怒
り
で
、
今
ま
で
信
じ
て
い
た

も
の
が
突
然
崩
れ
て
し
ま
う
感
覚

に
襲
わ
れ
る
」
と
話
す
。

石
塚
さ
ん
は
父
親
の
重
い
遺
伝 性

疾
患
を
き
っ
か
け
に
お
歳
の
と

き
に
母
親
か
ら
事
実
を
知
ら
さ

れ
、
「
自
分
の
人
生
は
う
そ
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
た
の
か
」
と
思
っ

た
と
い
う
。
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
事

実
を
伝
え
れ
ば
親
子
の
信
頼
関
係

は
保
た
れ
る
。
子
ど
も
が
自
分
自

身
を
肯
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
」

た
だ
、
日
産
婦
は
、A
I
D
の

精
子
提
供
に
つ
い
て
匿
名
を
実
施

の
条
件
に
掲
げ
て
い
る
。
告
知
を

歳
の
時
にA
I
D
で
生
ま
れ
た
事

実
を
伝
え
た
。
娘
は
「
う
ん
、
わ

か
っ
た
」
と
答
え
た
と
い
う
。

「
も
し
か
し
た
ら
荒
れ
狂
う
か
も

し
れ
な
い
と
心
配
し
て
い
た
け

ど
、
気
が
援
け
て
し
ま
い
ま
し

た
」
。
娘
は
現
在
大
学
生
。
告
知

後
も
親
子
関
係
に
変
化
は
な
い
と

受
け
て
も
子
が
提
供
者
の
情
報
に

ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
問
題
が
残

る
。欧

州
な
ど
で
は
、
子
ど
も
が
提

供
者
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
出
自
を
知
る
権
利
」
を
法
律
で

定
め
る
国
も
多
い
。

日
本
で
も
厚
生
労
働
省
の
部
会

が
閃
年
、
出
自
を
知
る
権
利
を
含

め
た
法
制
度
が
必
要
と
す
る
報
告

書
を
ま
と
め
た
が
、
実
現
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

独
自
に
権
利
保
障
の
実
践
も

出
自
を
知
る
権
利
を
実
践
す
る

独
自
の
取
り
組
み
も
あ
る
。

不
妊
治
療
を
専
門
と
す
る
約
却

の
医
療
機
関
が
参
加
す
る
社
団
法

人
「J
I
S
A
R
T
」
(
事
務
局
・

大
阪
市
)
で
は
、
第
三
者
の
精
子
・

卵
子
を
使
っ
た
体
外
受
精
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
「
出
自
を
知
る
権

利
」
を
保
障
し
、
親
に
よ
る
告
知

を
義
務
づ
け
て
い
る
。

一
方
、
提
供
者
に
も
協
力
を
求

め
る
。
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
日
歳

以
上
に
な
れ
ば
、
提
供
者
の
個
人

情
報
の
開
示
を
請
求
で
き
る
こ
と

な
ど
を
示
し
て
同
意
を
も
ら
う
。

提
供
者
の
名
前
や
連
絡
先
な
ど
の く

3

歳
。
そ
ろ
そ
ろ
告
知
の
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

子
ど
も
へ
の
告
知
は
「
テ
リ
ン

グ
」
と
呼
ば
れ
、
絵
本
な
ど
が
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
織
田
さ
ん

は
講
演
で
「
お
か
あ
さ
ん
の
た
ま

ご
」
と
題
し
た
告
知
に
使
う
自
作

の
紙
芝
居
を
紹
介
し
た
。

会
の
事
務
局
を
務
め
る
清
水
清

美
・
城
西
国
際
大
教
授
(
看
護

学
)
は
「
少
し
ず
つ
だ
が
告
知
ヘ

情
報
は
、
医
療
機
関
で
前
年
間
保

存
す
る
。

加
盟
す
る
医
療
機
関
で
関
年
以

降
、
卵
子
や
精
子
の
提
供
で
訂
人

の
子
が
生
ま
れ
た
。
「
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
部
会
長
」
と
し
て
親
子
を

支
援
し
て
い
る
臨
床
心
理
士
の
上

野
桂
子
さ
ん
に
よ
る
と
、
絵
本
な

ど
を
使
っ
て
告
知
を
進
め
て
い
る

ケ
l

ス
も
あ
る
が
、
周
囲
の
反
応

が
怖
く
て
ま
だ
始
め
ら
れ
て
い
な

い
ケ
l

ス
も
あ
る
。
定
期
的
に
送

る
調
査
票
が
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た

り
、
音
信
不
通
に
な
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
。
「
で
き
る
だ
け
の

支
援
を
し
た
い
が
、
民
間
レ
ベ
ル

で
の
取
り
組
み
に
は
限
界
は
あ

る
」
と
話
す
。

J
I
S
A
R
T
の
倫
理
委
員
を

務
め
る
金
城
清
子
・
元
龍
谷
大
法

制
大
学
院
教
授
(
生
命
倫
理
)
は

「
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
た
め

に
も
園
は
法
制
度
を
整
備
す
べ
き

だ
」
と
訴
え
る
。
(
行
方
史
郎
)

医
療
倫
理

.1おかあさんのたまご」

AIDで、生まれたみっちゃん(5 )が近所のおじいち
ゃんに「みっちゃんは卵だったんだよ」と話しかけ
る。パパとママが結婚して、早くママのたまごが大き
くなれ、と思ったのに大きくならなかったことや、お

医者さんに「パパに赤ちゃんの素がなし ìJ と教えられ

たこと、そして親切な人から、赤ちゃんの素をプレゼ

ントしてもらったことを話す。 12 人でたいせつにあ

たためて、たまごは大きくなって、みっちゃんは生ま

れたんだよ」

【AIDや告知のための資料】

.1わたしのものがたり MY STORYJ 
(編集・発行清水清美)

・「ゆみちゃんのものがたり 一愛する両親から、卵
子提供で生まれた子どもにテリングする一」

(文・編集・発行才村員理)

・IFamily Building AID-家族になるということ」

(清水清美すまいる親の会)

2岬加山木~
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全
国
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
報
酬
低
く
敬
遠

剖
・
3
4
w。
関
連
学
会
が

実
施
を
推
奨
し
て
い
る
一

方
、
診
療
報
酬
の
つ
か
な

い
睡
眠
障
害
(
位
・
6

物
)

や
庵
痛
(
お
必
)
な
ど
は

半
分
以
下
だ
っ
た
。

地
域
差
も
大
き
く
、
秋

田
県
(
加
物
)
や
岩
手
県

(
花
物
)
は
高
い
が
、
山

梨
、
高
知
の
両
県
は
ゼ
ロ

だ
っ
た
。

実
施
を
因
む
要
因
と
し

て
は
、
時
聞
が
な
い
マ
探

算
が
合
わ
な
い
マ
ス
タ
ッ

フ
が
い
な
い
ー
ー
な
ど
が

多
か
っ
た
。
署
し
た
信

州
大
の
高
橋
史
准
教
授

(
臨
床
心
理
学
)
は
「
普

及
さ
せ
る
に
は
診
療
報
酬

の
改
定
な
ど
が
必
要
だ
。

患
者
が
治
療
を
受
け
や
す

く
す
る
た
め
、
国
に
よ
る

実
施
機
関
の
情
報
提
供
も

求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
す

る
。
【
洞
内
敏
康
】

者
と
対
面
し
、
対
話
を
通

じ
て
も
の
の
受
け
取
り
方

や
考
え
方
を
変
え
さ
せ
、

患
者
の
心
理
的
な
負
担
を

軽
減
さ
せ
る
。
一
般
に
医

師
が
泊
分
以
上
治
療
し
た

場
合
、4
2
0
0

円
の
診

療
報
酬
が
つ
く
。

有
効
性
が
認
め
ら
れ
な

が
ら
普
及
率
は
ほ
と
ん
ど

分
か
っ
て
い
な
い
た
め
、

チ
l

ム
は
全
国
の
精
神
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
6
2
6
5

施

設
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
。

1
0
1
9

施
設
か
ら
回
答

を
得
た
結
果
、
実
施
率
は

訂
・
9

物
に
と
ど
ま
っ

た
。
疾
患
で
最
多
は
、
診

療
報
酬
が
つ
く
う
つ
病
で

露盤 60%以上
_40-60%来満

江 20-40%未溝
0-20%未満

信州大調査

大
?
l
i
z
-
-
z効
巣
1
1
1
E
l

↓
小
議

ム
ン
ン

p

ラ
リ
シ
ン
ン
ン
ン
\
ピ

ブ
ン
チ
ン
キ
チ
ラ
ン
ミ
ミ

J

〆
や

ロ
ピ
プ
チ
ア
セ
ブ
リ
ラ
サ
ン
示
札

タ
ザ
リ
セ
フ
キ
シ
ラ
ブ
キ
ド
点
川

シ
タ
ト
キ
ラ
ロ
ナ
ト
ミ
ポ
ソ
ー

ス
ル
ミ
ロ
ン
ユ
ル
ル
ロ
ル
ラ

エ
ミ
ア
パ
ベ
デ
ミ
セ
ク
フ
ト

副作用含めて根拠示す

京大など 522件臨床結果統合

毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
日
日
(
火
)

ス
シ
タ
ロ
プ
ラ
ム
の
効
果
が
特

に
大
き
い
こ
と
な
ど
が
分
か
っ

た
。
う
つ
病
患
者
へ
の
投
薬
に

当
た
っ
て
の
科
学
的
な
根
拠
を

示
す
成
果
で
、
英
医
学
誌
ラ
ン

セ
ッ
ト
で
辺
日
発
表
し
た
。

う
つ
病
は
日
本
人
に
お
い
て

最
も
頻
度
の
高
い
精
神
障
害

で
、
女
性
で
は
ロ
人
に
1

人
、

男
性
で
は
お
人
に1人
が
一
生

に
一
度
は
か
か
る
と
さ
れ
る
。

治
療
は
薬
物
療
法
が
中
む
で
国

内
で
も
叩
種
類
を
超
え
る
抗
う

つ
剤
が
認
可
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
薬
が
最
適
な
の
か
の
判
断

は
医
師
の
経
験
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
、
科
学
的
な
根
拠
が

乏
し
か
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
は
、
信
頼
度
の
高

い
抗
う
つ
剤
の
臨
床
試
験
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
に
企
業
が
積

極
的
に
公
表
し
て
い
な
か
っ
た

分
も
含
め
て
延
べ
日
万64
7

7
人
の
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
解

析
し
た
。
数
種
類
の
薬
剤
を
比

較
し
た
デ
ー
タ
を
組
み
ム
ロ
ね
せ

て
、
す
べ
て
の
薬
剤
同
士
の
関

係
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
直
接

比
較
し
て
い
な
い
薬
剤
同
士
の

比
較
も
可
能
に
な
っ
た
。

解
析
の
結
果
、
薬
剤
の
効
果
、

副
作
用
の
頻
度
と
も
に
大
き
な

ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
が
、
エ
ス

シ
タ
ロ
プ
ラ
ム
は
両
方
の
指
標

で
最
も
よ
い
デ
ー
タ
を
示
し

た
。
た
だ
し
、
患
者
ご
と
の
症

状
の
細
か
な
違
い
な
ど
も
あ

り
、
今
回
成
績
の
よ
か
っ
た
薬

剤
が
、
必
9

し
も
全
て
の
患
者
に

最
も
良
い
処
方
に
な
る
と
は
限

ら
な
い
と
い
う
。

古
川
教
授
は
又
づ
回
の
結
果

は
、
根
拠
に
要
つ
い
た
う
つ
病

の
治
療
を
進
め
る
上
で
、
医
師
、

患
者
の
双
方
に
重
要
な
情
報
と

な
る
。
患
者
の
症
状
の
違
い
に

よ
る
効
果
の
解
析
も
進
め
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

(
松
尾
浩
道
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
羽
目
(
金
)
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• 
ひ
と

精神障害の社員と書籍刊行続け10周年

「ラグーナ出版」社長かわぱた よしひろ

川畑善博さん

社
員
の
大
半
に
精
神
障
害
が
あ

る
出
版
社
「
ラ
グ
!
ナ
出
版
」
(
鹿

児
島
市
)
が
今
月
、
設
立
凶
年
を

迎
え
た
。
毎
週
、
編
集
会
議
で
社

員
と
協
議
し
、
精
神
障
害
者
の
体

験
談
や
文
芸
作
品
な
ど
の
書
籍
を

刊
行
。
「
本
を
通
じ
て
精
神
障
害

に
悩
む
人
の
励
ま
し
に
な
れ
ば
」

と
話
す
。

鹿
児
島
県
出
水
市
出
身
。
東
京

の
大
学
を
卒
業
し
て
出
版
社
で
働

き
、
鹿
児
島
に
帰
郷
後
は
精
神
科

病
院
で
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
を

務
め
た
。
入
院
患
者
が
記
し
た
幻

聴
体
験
を
他
の
患
者
に
見
せ
る

と
、
同
じ
苦
し
み
に
共
感
し
た
り
、

勇
気
づ
け
ら
れ
た
り
し
て
い
る
こ

と
に
気
付
い
た
。

こ
う
し
た
体
験
か
ら
患
者
ら
と

創
刊
し
た
の
が
雑
誌
「
シ
ナ
プ
ス の

笑
い
」
だ
。
二
つ
の
前
職
を
生

か
す
形
で
2
0
0
8

年
に
会
社

化
。
現
在
、
社
員
引
人
中
羽
人
に

障
害
が
あ
る
が
、
そ
の
社
員
が
取

材
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
特
集
や

連
載
小
説
な
ど
を
年
3

回
刊
行
。

2

月
に
は
第M
号
を
出
版
す
る
。

知
名
度
が
上
が
り
、
全
国
の
患

者
か
ら
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
る
が
、

ペ
ー
ジ
数
の
都
合
な
ど
で
「
全
部

を
掲
載
で
き
ず
い
つ
も
苦
悩
す
る
」

と
明
か
す
。

障
害
あ
る
暮
ら
し

障
害
者
を
取
り
巻
く
環
境
を

「D
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
名
付
け
、

障
害
を
持
つ
人
の
あ
こ
が
れ
と

な
る
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン

「
ロ-
o
c
R
C吋
O

」
(
古
品
川
口
)
一
\
\
己

E
S
E
q
b

巳
E
B

」
匂

\
)
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
編

集
人
は
統
合
失
調
症
当
事
者
。

著
名
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
体
験

ル
ポ
、
漫
画
、
制
度
解
説
な
ど
、

硬
軟
織
り
突
ぜ
た
コ
ン
テ
ン
ツ を

そ
ろ
え
、
障
害
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
楽
し
め
る
と
評
判
だ
。

「D
カ
ル
チ
ャ
ー
」
は
「
障

害
(
d
i
s
a
b
i
-
-
t
y
)

文
化
」
の
意
昧
。
障
害
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
視
点
と
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
性
の
両
面
か
ら
捉

え
た
新
感
覚
の
媒
体
を
目
指
し

て
い
る
。

編
集
人
の
桐
谷
匠
さ
ん
(
町
)

日
ペ
ン
ネ
ー
ム
日
は
、
業
界
紙
統合失調症当事者

ウzブ、マガジン

多
彩
に

記
者
や
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
職

歴
を
持
つ
。
仕
事
の
ス
ト
レ
ス

な
ど
か
ら
却
代
初
め
に
統
合
失

調
症
を
患
い
、
凶
年
間
ひ
き
こ

も
る
よ
う
に
過
ご
し
た
。
「
何
も

か
も
失
っ
た
」
と
悲
観
す
る
中
、

助
け
に
な
っ
た
の
は
、
障
害
が

あ
る
人
た
ち
の
ネ
ッ
ト
上
で
の

発
信
。
勇
気
を
も
ら
っ
た
一
方
、

知
り
た
い
情
報
が
網
羅
さ
れ
た

サ
イ
ト
が
な
い
と
も
感
じ
た
。

「
そ
れ
な
ら
自
分
が
読
み
た

精
神
医
療

一
方
、
昔
は
「
患
者
の
内
面
を
あ

り
の
ま
ま
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
多

少
の
支
離
滅
裂
な
表
現
で
も
そ
の
ま

ま
載
せ
て
迫
力
が
あ
っ
た
が
、
最
近

は
精
神
障
害
へ
の
誤
解
を
生
ま
な

い
か
気
に
す
る
あ
ま
り
、
文
章
が

ス
マ
ー
ト
に
な
り
過
ぎ
た
と
も
感

じ
る
。
「
こ
の
叩
年
で
得
る
も
の

も
、
失
う
も
の
も
あ
っ
た
。
原
点

に
戻
る
か
が
課
題
」

同
社
は
書
籍
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や

製
本
も
手
掛
け
て
お
り
、
外
部
か

い
も
の
を
作
ろ
う
」
と
、
旧
知

の
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
経
営

者
、
山
中
俊
幸
さ
ん
(
関
)
と

「
障
害
文
化
セ
ン
タ
ー
」
を
設

立
。
2
0
1
6

年
2

月
に
ウ
エ

ブ
マ
ガ
ジ
ン
発
行
を
始
め
た
。

デ
ザ
イ
ン
も
工
夫
し
た
。

こ
れ
ま
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

取
り
上
げ
た
の
は
、
俳
優
の
リ

リ
l

・
フ
ラ
ン
キ
ー
さ
ん
、
作

家
の
辺
見
聞
さ
ん
、
漫
画
家
の

卯
月
妙
子
さ
ん
ら
。
連
載
の
執

筆
陣
に
は
、
元
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
陸
上
選
手
の
花
岡
伸
和
さ

ん
、
弁
護
士
、
発
達
障
害
が
あ

る
フ
リ
l

ペ
ー
パ
ー
編
集
長

ら
、
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
並
ぶ
。

ら
注
文
も
受
け
る
。
「
今
は
ほ
と

ん
ど
社
員
任
せ
。
社
長
の
や
る
こ

と
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
雑
誌
に
で
き
て
夢
が
か
な
っ

た
」
。
鹿
児
島
市
で
妻
と
2

人
暮

ら
し
。
却
歳
。
(
稲
葉
光
昭
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
ロ
日
(
月
)

統
合
失
調
症
の
漫
画
家
の
新
連

載
も
春
に
始
ま
る
予
定
だ
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
も
連
動

し
、1
0
0
0

近
い
「
い
い
ね
」

が
付
く
記
事
も
。
ネ
ッ
ト
の
双

方
向
性
を
生
か
し
、
読
者
参
加

型
の
企
画
も
検
討
中
と
い
う
。

桐
谷
さ
ん
は
「
障
害
者
は
誰
か

を
感
動
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
生

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
等

身
大
の
姿
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
す
。
【
谷
本
仁
美
】

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
1

月
げ
日
(
水
)
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P

県
消
防
防
災
へ
リ
墜
落
事
故
昨
年
3

月
5

目
、
県
営
松
本
空
港
が
駆
け
付
け
、
フ
ェ
ン
ス
越
し
に

買
を
訓
練
の
た
め
飛
立
斗
っ
た
県
消
防
防
災
へ
リ
「
ア
ル
プ
ス
」
が
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
配

松
本
市
入
山
岩
の
山
中
に
墜
落
。
搭
乗
し
て
い
た
県
消
防
防
災
航
空
隊
の

9
人
全
員
の
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
圏
内
で
最
悪
規
模
の
へ
リ
事
故
と
な
っ
備
さ
れ
た
機
体
を
撮
影
す
る
斐
が

た
。
事
故
を
受
け
た
県
の
「
消
防
防
災
航
空
体
制
の
あ
り
方
検
討
会
」
は
見
ら
れ
た
。
飯
田
市
の
公
務
員
河

昨
年
9

月
、
民
間
箆
雲
社
と
の
共
同
運
航
に
よ
る
運
航
再
開
や
、
「
ダ
西
哲
也
さ
ん

a
)
は
「
お
金
と
時

ブ
ル
パ
イ
ロ
ッ
ト
制
」
導
入
な
ど
の
安
全
対
策
を
了
承
。
県
は
林
野
火
災
聞
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

が
多
発
す
る
今
春
の
運
航
再
開
を
目
指
し
て
準
備
し
て
い
た
。
・
山
岳
地
域
に
対
応
で
き
る
パ
イ
ロ

が
拠
点
を
置
く
県
消
防
防
災
航
空
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
に
合
わ
せ
て
ダ
ブ
ル
パ
イ
ロ
ッ
ト
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
養
成
し
て
ほ
し

搭
乗
者9
人
全
員
か
死
亡
し
た
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
墜
セ
ン
タ
ー
の
滝
沢
重
人
所
長
(
日
)
初
日
に
は
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
か
ら
制
を
導
入
。
並
行
し
て
自
前
パ
イ
い
。
事
故
原
因
の
究
明
も
、
今
後

落
事
故
か
ら
間
も
な
く
1

年
と
な
るM昔
、
防
災
ヘ
リ
の
毒
血
再
と
航
空
隊
員
日
人
が
出
迎
え
、
降
パ
イ
ロ
ッ
ト

2

人
と
整
備
士1
人
ロ
ッ
ト
の
養
成
を
進
め
、
自
主
運
の
安
全
運
航
に
は
必
要
だ
と
思

聞
を
目
指
す
県
消
防
防
災
航
空
隊
(
松
杢
巾
)
に
リ
!
ス
機
体
の
り
て
き
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
ら
に
「
お
が
航
空
隊
に
派
遣
さ
れ
、
本
格
的
航
再
開
を
目
指
す
。
う
」
と
話
し
て
い
た
。

「
ベ
ル4
1
2

型
」
が
配
備
さ
れ
た
。
県
世
樫
本
空
港
(
同
)
で
疲
れ
さ
ま
」
と
声
を
掛
け
た
。
な
訓
練
に
入
る
。
県
は
清
重
再
開
こ
の
日
は
、
同
空
港
に
住
民
ら

は
隊
員
や
地
元
住
民
ら
が
機
体
を
出
迎
え
、
安
全
運
航
を
願
っ
た
。
事
故
を
受
け
た
県
の
「
消
防
防
…

i

航
空
隊
は
機
体
点
検
後
の
3
月
上
旬
か
ら
飛
行
訓
練
を
開
始
。
4

災
航
空
体
制
の
あ
り
方
検
討
会
」
…
県
は
3

月
1

日
か
ら
1

カ
月
向
き
に
置
く
。

月
下
旬1
5
月
上
旬
を
め
ど
に
ヘ
リ
に
ま
る
救
急
搬
送
や
消
火
活
で
は
、
事
故
の
再
発
防
止
策
と
し
…
問
、
県
消
防
防
災
へ
リ
墜
落
事
故
現
在
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
献
花

動
を
再
開
す
る
。
て
、
翼
席
と
製
縦
席
に
パ
イ
…
で
死
亡
し
た
県
消
防
防
災
壁
隊
台
に
は
多
く
の
花
が
並
ん
で
い

ロ
ッ
ト
が
搭
乗
す
る
「
ダ
ブ
ル
パ
…
の

9

人
の
献
花
台
を
県
消
防
防
災
る
。
セ
ン
タ
ー
の
滝
沢
重
人
所
長

で
約1
億
9
7
0
0

万
円
で
借
り
イ
ロ
ッ
ト
制
」
の
導
入
や
、
運
航
…
航
空
セ
ン
タ
ー
(
松
本
市
)
の
駐
に
よ
る
と
、
航
空
隊
員
が
出
動
に

上
げ
た
。
岩
手
県
の
消
防
防
災
へ
の
安
全
管
理
な
ど
を
現
場
任
せ
に
…
車
場
に
設
置
す
る
。
事
故
か
ら
1

合
わ
せ
て
手
を
合
わ
せ
て
い
る
ほ

リ
で
約
初
年
間
使
っ
て
い
た
中
古
し
な
い
組
織
の
確
立
の
必
要
性
が
…
年
に
合
わ
せ
、
よ
り
多
く
の
人
が
か
、
犠
牲
者
の
関
係
者
ら
が
献
花

の
機
体
で
、
昨
年
墜
落
し
た
機
体
幅
謂
さ
れ
た
。
滝
沢
所
長
は
同
セ
…
訪
れ
や
す
い
よ
う
に
す
る
。
に
訪
れ
て
い
る

o
M
日
も
リ
l

ス

と
同
じ
機
種
。
機
体
両
側
に
は
「
長
ン
タ

1

で
隊
員
ら
に
向
け
て
訓
示
…
県
は
昨
年

3

月
の
事
故
後
、
駐
機
体
の
到
着
を
報
告
す
る
隊
員
の

野
県
」
の
文
字
が
塗
装
さ
れ
て
い
し
、
「
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
…
車
場
に
献
花
台
を
設
置
し
、
同
5

姿
が
あ
っ
た
と
い
う
。

る
。
り
を
意
識
し
、
隊
員
相

E
の
情
報
…
月
の
合
同
追
悼
式
後
は
管
理
の
都

機
体
は
同
日
午
後2時
ご
ろ
、
共
有
を
深
め
て
ほ
し
い
。
亡
く
な
…
合
な
ど
か
ら
セ
ン
タ
ー
内
に
移
し

同
社
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
操
縦
で
、
っ
た
隊
員
の
志
を
胸
に
、
安
全
優
…
て
い
た
。
献
花
台
は
、
事
故
現
場

同
空
港
駐
機
場
に
着
陸
。
航
空
隊
先
で
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
…
近
く
の
鉢
伏
山
を
望
む
よ
う
、
東
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航
再
開
ヘ安
全
誓
う

リ
ー
ス
機
は
、
県
と
の
共
同
運

航
を
受
託
し
た
山
梨
県
甲
斐
市
の

民
間
航
空
会
社
「
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
」

か
ら
、
来
年3
月
末
ま
で
の
契
約

県
内
で
医
師
と
看
護
師
が
救
急
車
な
ど
に
乗
り
込
ん
で
現
場

に
向
か
う
ド
ク
タ
ー
カ
!
の
運
用
が
増
え
て
い
る
。
一
刻
を
争

う
救
急
医
療
の
現
場
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
診
療
を
開
始
す
る現
場
で
診
療 救

急
医
療

1 日から献花台を設置
航空センター駐車場に

病
院
マ
県
立
中
央
病
院
マ
日
本

医
制
大
千
葉
北
総
病
院
(
千
葉

県
回
西
市
)
|
の7
病
院
が
県

内
各
消
防
本
部
な
ど
と
連
携
し

て
ド
ク
タ
ー
カ
l

を
運
用
し
て

い
る
。
昨
年
の
運
行
実
績
は
、

少
な
く
と
も
全
体
で
計
1
6
0

0

件
に
上
る
。

乗
用
車
型
の
運
用
は
、
県
内

で
は
2
0
0
9

年
に
筑
波
メ
デ

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
缶
目
(
日
)

候
の
悪
い
日
や
山
間
部
の
悪
路

で
も
現
場
に
出
動
で
き
る
と
い

『
つ目

立
市
消
防
本
部
に
よ
る

と
、
ド
ク
タ
ー
ヵ
ー
の
導
入
に

よ
り
、
医
師
の
診
療
開
始
ま
で

の
時
間
は
、
北
茨
城
で
汀
分
自

秒
、
高
萩
で
日
分
臼
秒
、
目
立

で
8

分
話
秒
、
平
均
で
早
ま
っ

た
と
い
い
、
こ
れ
ま
で
に
心
肺

88 



の
が
狙
い
。
現
在
、
県
内
外
7

病
院
を
拠
点
に
、
出
動
範
囲
は

訂
市
町
村
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
悪
天
候
時
や
夜
間
帯
に
は
出

動
で
き
な
い
ド
ク
タ
ー
へ
リ
を
補
完
す
る
役
割
も
担
い
、
機
動

力
の
高
さ
に
期
待
す
る
声
は
多
い
。
(
報
道
部
・
成
田
愛
)

-
一
刻
も
早
く

「
ト
ラ
ッ
ク2
台
の
追
突
事

故
。
人
が
挟
ま
れ
て
い
る
」
0

1

月
上
旬
の
早
朝
、
筑
波
メ
デ

ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
(
つ
く

ば
市
天
久
保
)
に
ド
ク
タ
ー
ヵ

l

の
出
動
要
請
が
入
っ
た
。
す

ぐ
に
救
急
診
療
糾
の
槻
木
愛
登

医
師
(
担
)
が
救
急
車
に
乗
り
込

救
命
士

み
、
車
で
約
却
分
の
現
場
に
向

か
っ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
2

台
が
絡
む
事

故
。
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
い
た

叩
代
男
性
が
、
つ
ぶ
れ
た
前
部

と
座
席
に
足
を
挟
ま
れ
、
動
け

な
く
な
っ
て
い
た
。
救
助
が
難

航
す
る
中
、
救
出
活
動
と
並
行

し
て
、
棚
木
医
師
が
止
血
や
痛

み
止
め
の
応
急
処
置
を
行
っ

機
動
力
期
待

た
男
性
を
救
急
車
に
乗
せ
て
病

院
に
向
か
う
聞
も
、
楠
木
医
師

が
病
院
側
に
手
術
の
準
備
や
男

性
の
状
況
を
刻
々
と
伝
え
、
到

着
後
は
す
ぐ
に
手
術
に
入
る
こ

と
が
で
き
た
。
現
在
、
男
性
は

快
方
に
向
か
っ
て
い
る
。

-
側
件
以
上
出
動

ド
ク
タ
ー
カ
l

は
よ
り
早
く

医
師
に
よ
る
診
療
を
始
め
る
こ

テ
ラ
ン
が
指
導

大
阪
で
も
新
制
度
医
師
の
負
担
を
軽
減

J、三

救
急
現
場
か
ら
医
療
機
関
に
域
の
救
命
士
を
対
象
に
し
た
全

患
者
を
搬
送
す
る
聞
の
救
命
率
国
初
の
研
修
会
を
開
き
、
各
消

を
向
上
さ
せ
る
た
め
設
け
ら
れ
防
本
部
の
連
携
を
強
化
し
て
い

た
「
救
急
救
命
土
」
に
つ
い
る
。

て
、
若
手
を
育
成
す
る
新
た
な
平
成
3

年
の
救
急
救
命
士
法

仕
組
み
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
の
施
行
か
ら
初
年
以
上
が
経
過

る
。
医
師
に
代
わ
っ
て
、
消
防
し
、
す
で
に3
万
人
以
上
の
救

本
部
に
所
属
す
る
ベ
テ
ラ
ン
救
命
士
が
誕
生
。
た
だ
、
救
命
士

命
士
を
指
導
役
に
認
定
す
る
も
は
技
術
の
維
持
や
向
上
の
た

の
で
、
現
場
経
験
や
知
識
の
継
め
、
資
格
取
得
後
も
継
続
的
な

承
と
と
も
に
、
医
師
の
過
剰
な
技
能
実
習
や
症
例
検
討
な
ど
の

負
担
を
解
消
す
る
の
が
狙
い
。
医
師
ら
に
よ
る
「
再
教
育
一
が

多
く
の
救
急
患
者
が
想
定
さ
れ
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
慢
性
的

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
な
医
師
不
足
が
問
題
化
す
る

に
備
え
、
大
阪
府
で
は
府
内
全
中
、
救
命
士
へ
の
指
導
・
教
育

ぷlf事1uki Sokuhou 
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を
担
う
医
師
ら
の
負
担
増
を
い

か
に
解
消
す
る
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
たc

消
防
庁
は
お
年
度
、
救
急
救

命
士
の
指
導
・
養
成
に
あ
た
る

医
師
ら
で
つ
く
る
地
域
の
組
織

「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

(
M
C
)
協
議
会
」
と
連
携

し
、
救
急
隊
長
の
実
務
経
験5

年
以
上
な
ど
の
厳
し
い
要
件
を

満
た
し
た
救
命
士
を
指
導
役
に

認
定
。
現
場
経
験
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
新
た
な
教
育
体
制

を
構
築
す
る
よ
う
全
国
の
消
防

本
部
に
通
知
し
て
い
た
。

と
に
よ
っ
て
、
救
命
率
を
高
め

る
の
を
狙
い
に
、
導
入
が
広
が

っ
た
。
医
師
が
救
急
車
に
乗
り

込
ん
で
出
発
す
る
「
救
急
車
型
」

と
、
医
師
が
現
場
に
向
か
う
途

中
で
救
急
隊
と
合
流
す
る
「
乗

用
車
型
」
が
主
流
だ
。

県
に
よ
る
と
、
現
在
、
目
立

総
合
病
院
マ
水
一
戸
済
生
会
総
合

病
院
マ
国
立
病
院
機
構
水
一
戸
医

療
セ
ン
タ
ー
マ
筑
波
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
病
院V
土
浦
協
同

イ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院
が
始
め

て
導
入
し
た
。
小
回
り
や
悪
路

の
対
応
な
ど
機
動
力
に
優
れ
て

い
る
と
し
て
、
日
年
に
県
立
中

央
病
院
、
同
年
に
目
立
総
合
病

院
で
も
導
入
し
た
。

-
夜
間
も
運
行

目
立
総
合
病
院
(
日
立
市
)

は
M
時
間
3
6
5

日
体
制
で
ド

ク
タ
ー
カ
l
(
救
急
車
型
・
乗

用
車
型
)
を
運
用
す
る
。
特
に

乗
用
車
型
は4
輪
駆
動
車
を
利

用
し
、
目
立
、
北
茨
城
、
高
萩

の
3

市
を
対
象
エ
リ
ア
に
、
天

園
温
救
急
救
命
士
医
療
機
関
へ
の
搬
送
…

!
・

'
恒
途
上
に
患
者
に
対
し
、
救
急
車
な
ど
で
…

…
救
急
救
命
処
置
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
国
家
資
…

…
格
の
名
称
。
患
者
の
救
命
率
向
上
を
目
的
に
平
…

…
成
3

年
、
救
急
救
命
士
法
が
成
立
。
翌4
年
に
…

…
国
家
資
格
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
。
医
師
の
指
…

…
示
の
も
と
、
一
般
の
救
急
隊
員
で
は
で
き
な
い
…

…
貫
道
確
保
や
輸
液
点
滴
な
ど
の
「
特
定
行
為
」
を
…

…
行
い
、
高
度
な
応
急
処
置
を
実
施
す
る
o
m
年
…

…
8

月
時
点
で
、
全
国
の
消
防
本
部
で
約
3

万
6

…

…
千
人
が
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。

同
様
の
制
度
は
各
地
で
広
が

り
、
却
年
8

月
時
点
で
部
道
府

県
、
8
4
1

人
が
「
指
導
救
命

土
」
に
。
今
年
度
に
制
度
を

導
入
し
た
大
阪
府
で
は
今
年1

月
ま
で
に
η
人
が
認
定
さ
れ

た
。先

月
M
目
、
大
阪
府
東
大
阪

市
で
開
か
れ
た
救
急
救
命
技
術

救
急
医
療

の
研
修
会
に
は
府
内
幻
消
防
本

部
か
ら
約6
0
0

人
が
参
加
。

食
べ
物
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
た

高
齢
者
を
助
け
る
と
い
う
訓
練

で
、
選
抜
さ
れ
た
救
急
隊
が
緊

迫
感
あ
ふ
れ
る
活
動
を
展
開
し

た
。
指
導
救
命
士
が
隊
員
の
動

き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
終
了
後
に

は
良
か
っ
た
点
や
課
題
を
指
摘 停

止
の
状
態
か
ら
蘇
生
し
た
患

者
は
叩
人
に
上
る
と
い
う
。

同
病
院
の
中
村
謙
介
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
長
は
「
ド
ク
タ
ー

へ
リ
の
飛
ば
な
い
夜
間
に
も
、

ド
ク
タ
ー
カ
l

で
対
応
し
、
少

し
で
も
助
か
る
命
を
増
や
し
た

い
」
と
話
し
た
。

茨
城
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
沼
田
(
金
)

し
た
。

指
導
救
命
士
の
経
験
や
技
術

・
知
識
を
一
つ
の
消
防
本
部
に

と
ど
め
ず
、
広
く
共
有
し
よ
う

と
い
う
の
が
目
的
で
、
こ
う
し

た
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
研
修

会
は
全
国
初
と
い
う
。

研
修
会
に
参
加
し
た
指
導
救

命
土
の
辻
野
純
也
・
消
防
司
令

補
(
大
阪
市
消
防
局
)
は
「
長

年
の
現
場
活
動
で
培
っ
た
技
術

や
経
験
を
、
他
の
救
命
士
に
も

役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話

し
て
い
る
。
(
杉
惰
里
香
)

産

経
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
時
日
(
金
)
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入
院
患
者
の
体
力
維
持

県
立
医
大活
動
量
測
定
し
分
析
ヘ

県
立
医
糾
大
を
合
む
関
西
5

大

学
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
が
、
入
院
患

者
の
日
常
活
動
量
を
測
り
、
体
力

維
持
の
た
め
に
必
要
な
活
動
量
を

分
析
す
る
方
法
の
開
発
に
取
り
組

む
。
世
界
保
健
機
関(
W
H
O
)

と
の
共
同
研
究
で
、
リ
ハ
ビ
リ
テ ー

シ
ョ
ン
治
療
の
進
展
に
つ
な
げ

た
い
と
い
う
。

県
立
医
斜
大
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
学
講
座
の
田
島
文
博
教
授

が
発
表
し
た
。
グ
ル
ー
プ
は
、
い

ず
れ
も
リ
ハ
ビ
リ
の
診
療
糾
が
あ

る
同
医
制
大
と
京
都
府
立
医
糾

→ト|
務
ん
新
検
査

大
、
近
畿
大
医
学
部
、
大
阪
医
糾

大
、
奈
良
医
糾
大
で
つ
く
り
、
田

島
教
授
が
研
究
の
責
任
者
を
務
め

る
。田

島
教
授
に
よ
る
と
、
世
界
医

師
会
会
長
の
代
理
と
し
て
出
席
し

た
昨
年
のW
H
O
の
会
議
(
ス
イ

実
力
未
知
数

受
診
率
ア
ッ
プ
期
待

や「血液 1 滴で

のニュースが相

が上がるJ r治

は大きい。その

べた。【高野聡】

「9
2
7

人
の
う
ち
陽
性
反
応

だ
っ
た
叩
人
を
精
密
検
査
し
、


人
に
子
宮
頚
が
ん
が
見
つ
か
っ

た
。
通
常
の
検
診
も
受
け
て
い
た を

見
つ
け
る3
0
0

回
以
上
の
実

験
で
は
、
ほ
宮
元
壁
に
的
中
し
た
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
が
無
症
状
の
人
か

ら
が
ん
患
者
を
見
つ
け
る
「
検
診
」

で
、
こ
れ
に
同
町
が
協
力
し
た
。

ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
検
査
法

予
防
医
療

ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
)
で
、
リ
ハ
ビ

リ
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。W

H
O

が
「
障
害
を
低
下
さ
せ
て
最

良
の
機
能
を
持
っ
た
生
活
が
で
き

る
」
「
医
療
費
を
引
き
下
げ
、
財

政
面
に
も
寄
与
す
る
」
た
め
の
研

究
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
国

内
初
グ
ル
ー
プ
が
手
を
挙
げ
、
県

立
医
制
大
の
グ
ル
ー
プ
が
研
究
資

金
獲
得
の
承
認
を
得
た
と
い
う
。

県
立
医
大
で
は
集
中
治
療
室
で

人
工
呼
吸
器
を
付
げ
て
い
る
患
者

や
意
識
が
な
い
患
者
も
リ
ハ
ビ
リ

を
す
る
な
ど
、
世
界
的
に
も
珍
し

い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
今

度
の
研
究
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
疾
患

の
入
院
患
者(
1
0
0
1
2
0
0

区
)
。
線
虫
の
行
動
を
計
測
す
る

機
器
を
大
手
企
業
と
開
発
し
、
2

0
2
0

年
の
実
用
化
を
目
指
す
。

デ
l

タ
収
集
に
全
国
の
約
加
医
療

機
関
か
ら
協
力
の
申
し
出
を
受
け

た
ほ
か
、
健
康
保
険
組
合
か
ち
の

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
。

一
切
ハ
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
の
夷
合
孝
広
分
野
長
ち
は
、
血

液
を
使
っ
た
検
査
法
の
開
発
に
取

人
)
を
対
象
に
す
る
。
日
中
の
活

動
量
を
計
測
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
送

信
。
解
析
し
て
出
力
さ
れ
た
デ
ー

タ
を
基
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
が
患
者
の
運
動
の
負
荷
設
定

な
ど
の
参
考
に
す
る
シ
ス
テ
ム
構

築
を
目
指
す
。

こ
の
た
め
、
活
動
量
の
計
測
が

可
能
な
小
型
の
筋
電
計
を
新
た
に

開
発
す
る
。
歩
数
計
な
ど
で
は
、

歩
行
で
き
な
い
患
者
に
対
応
で
き

な
い
た
め
で
、
縦
叩
号
、
横5
Hン

程
度
の
湿
布
型
を
想
定
。
片
方
の

太
も
も
に
張
り
、
筋
肉
が
収
縮
す

る
際
に
発
生
す
る
電
気
信
号
の
波

形
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
活
動
量

を
測
る
。

り
組
む
。
が
ん
細
胞
が
分
泌
す
る

微
少
な
「
マ
イ
ク
ロRN
A
」
を

調
べ
る
方
法
で
、
保
存
血
液
を
使

っ
た
研
究
で
は
日
種
類
の
が
ん
が

判
別
で
き
た
。
昨
夏
に
倫
理
委
員

会
の
承
認
を
受
け
、
今
は
3
0
0

0

人
以
上
の
が
ん
患
者
を
対
象
に

臨
床
研
究
を
進
め
て
い
る
。

新
し
い
検
査
法
の
特
畏
は
、
簡

便
さ
と
調
べ
ら
れ
る
が
ん
種
の
多

田
島
教
授
は
「
病
気
の
あ
る
人

も
、
医
学
的
な
支
援
を
し
て
積
極

的
に
動
い
て
も
ら
う
こ
と
が
大

事
。
活
動
し
な
い
と
命
を
落
と
し

た
り
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
し

て
し
ま
う
。
日
本
は
高
齢
化
率
が

世
界
で
最
も
高
い
が
、
高
齢
者
が

健
や
か
に
な
る
た
め
に
は
、
身
体

活
動
を
維
持
す
る
こ
と
が
最
も
重

要
。
そ
れ
が
財
政
面
に
も
寄
与
す

る
」
と
話
し
て
い
る
。

紀

{予

民

2
0
1
8

年
2

月
泣
日
(
木
)

さ
だ
。
国
が
推
奨
す
る
肺
、
胃
、

大
腸
、
乳
房
、
子
宮
頚
部
の
五
つ
の

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
い
ず
れ

も
ω
s
m婦
と
低
い
。
医
療
機
関

に
出
向
く
煩
わ
し
さ
、
検
査
に
伴

う
痛
み
や
恥
ず
か
し
さ
が
要
因
と

指
摘
さ
れ
る
が
、
少
量
の
検
体
で

檀
数
の
が
ん
が
分
か
れ
ば
受
診
率

が
一
気
に
上
が
る
期
待
も
あ
る
。

報
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l 血液 1 滴iIJ種類

「尿のにおいでがんを発売するがん探知犬J

13種類のがん診断」といった新しいがん検査法

次いでいる。 r今のがん検診より簡便で受診率

療が難しいがんの早期治療につながるJ と期待

「実力」は本物なのか。開発の状況と課題を調

が
、
そ
こ
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
」

山
形
県
金
山
町
で
は
昨
年
か

色
、
希
望
す
る
検
診
受
診
者
ら
に
、

が
ん
探
知
犬
に
よ
る
尿
検
査
を
導

入
し
た
。
町
立
金
山
診
療
所
の
瀬

尾
恭
一
外
科
医
長
は
、
手
応
え
を

そ
う
説
明
す
る
。

が
ん
患
者
の
尿
に
は
特
有
の
に

お
い
が
あ
る
と
さ
れ
、
日
本
医
科

大
千
葉
北
総
病
院
の
宮
下
正
夫
教

授
ら
が
唄
賞
の
鋭
い
犬
に
検
知
さ

せ
る
研
究
を
進
め
て
い
る
。
5

人

の
尿
か
ら1
人
の
が
ん
患
者
の
尿

だ
け
に
、
瀬
尾
医
畏
は
陽
性
が
出

て
内
視
鏡
な
ど
の
精
密
検
査
を
受

け
た
人
へ
の
説
明
に
は
、
と
て
も

気
を
使
っ
た
と
い
う
。
「
受
診
者

は
冷
静
に
受
け
止
め
て
い
る
よ
う

だ
」
と
し
つ
つ
「
家
摂
が
ど
の
よ

う
な
不
安
を
感
じ
る
の
か
も
気
に

な
る
」
と
打
ち
明
け
る
。

が
ん
患
者
の
尿
の
に
お
い
に
は

糸
状
の
生
き
物
「
線
虫
」
も
反
応

す
る
。
こ
れ
に
着
目
す
渇
一
仰
が
、

元
九
州
大
助
教
の
広
量
莞
社
長

が
起
業
し
た
「H
I
R
O
T
S
U

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
」
(
東
京
都
港

17種類
食道、胃、大腸、肝臓、胆
のう、前立腺、腹膜、子
宮頭部、子宮体部、卵
巣、乳房、勝臓、子宮内
膜肉腫、脂肪肉腫、悪性
黒色腫、外陰部、腎臓

2017年度から3年計薗
で山形県金山町で住民
を検査

10種領
胃、食道、勝臓、胆の
う、胆管、大鵬、前立
線、乳房、飾、盲濁

2020年までに線虫の
動きを計測する機械
を開発

13種類
胃、食道、姉、肝臓、胆
道、勝様、大腸、乳房、
卵巣、前立腺、ぼうこ
う、肉腫、神経勝腫
(こうしゅ)

早期発見後の対応課題

新
た
な
検
査
努
は
、

治
療
が
難
し
い
騨
臓
が
ん

や
、
患
者
が
少
な
い
「
希

少
が
ん
」
な
ど
、
検
診
手

段
が
ま
だ
な
い
が
ん
の
早

期
発
見
へ
の
期
待
が
と
り

わ
け
大
き
い
。
だ
が
、
課

題
も
あ
る
。

牌
臓
が
ん
は
、
比
較
的

早
い
ス
テ
ー
ジ1
で
見
つ

か
っ
た
と
し
て
も
、
臓
器

が
内
視
鏡
で
直
接
確
認
で

き
る
位
置
に
な
い
た
め
、

確
定
診
断
に
は
組
織
の
採

取
(
生
検
)
が
必
要
に
な

る
。
生
検
は
体
へ
の
負
担

も
大
き
く
、
が
ん
で
な
け

れ
ば
過
剰
診
療
に
な
っ
て

し
ま
う
。
C
T
(
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装

置
)
で
観
察
を
続
け
て
い

る
う
ち
に
、
末
期
が
ん
に 醇臆がん「過剰診療」の恐れ

手術前の確定診断困難
進
行
し
て
し
ま
う
例
も
あ

る
。科

学
的
根
拠
の
あ
る
治

療
法
は
切
除
手
術
だ
が
、

危
険
も
伴
う
た
め
、
確
定

診
断
後
の
実
施
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
結
果
的
に
、

ス
テ
ー
ジ1
で
手
術
し
て

い
る
ケl
ス
は
全
体
の
約

1
φし
か
な
い
。

が
ん
研
有
明
病
院
の
斎

浦
明
夫
・
肝
胆
牌
外
科
部

長
は
「
胃
が
ん
や
乳
が
ん

は
、
早
期
の
ス
テ
ー
ジ1

で
見
つ
か
れ
ば
手
術
で
9

割
以
上
治
る
が
、
牌
臓
が

ん
は7
割
程
度
。
早
期
発

見
す
れ
ば
治
る
と
い
う
概

念
が
当
て
は
ま
ら
な
い
」

と
特
殊
性
を
強
調
。
そ
の

上
で
、
検
診
に
つ
い
て

「
治
療
で
き
る
期
聞
が
短

マ‘モグーノクフフィー

検査と超音波検査
の併用

/ 

従来のがん検診でも新しい方法の
研究が進んでいる

い
現
状
で
は
、
早
期
発
見

し
て
も
役
立
て
ら
れ
な

い
。
新
た
な
治
療
法
の
開

発
も
併
せ
て
必
要
だ
」
と

話
す
。

ま
た
、
健
康
な
人
が
対

象
の
検
診
は
、
そ
の
中
に

あ
る
程
度
の
患
者
が
い
る

こ
と
が
前
提
に
な
る
。
年

間
叩
万
人
当
た
り10
0

人
前
筏
か
か
か
る
胃
が
ん

や
乳
が
ん
に
対
し
、
希
少

が
ん
は
同6
人
未
満
。
そ

も
そ
も
検
診
に
は
不
向
き

だ
と
い
う
声
も
あ
る
。
大

阪
大
の
祖
父
江
教
授
は

「
希
少
が
ん
の
検
診
を
す

れ
ば
、
少
な
い
患
者
を
見

つ
け
る
た
め
に
精
密
検
査

を
受
け
ざ
る
を
得
な
い

人
が
増
え
る
」
と
指
摘
す

る
。予

防
医
療

細胞診とウイルス
検査の併用

便潜血検査と大腸
内視鏡検査の併用

「
死
亡
率
低
下
」
の
検
証
重
要

た
だ
し
、
が
ん
検
診
の
最
大
の

目
的
は
「
死
亡
率
の
減
少
」
に
あ

る
。
発
見
率
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
無

駄
な
治
療
を
増
や
し
か
ね
な
い
。

現
在
の
五
つ
の
検
診
は
、
長
期
に

わ
た
る
比
較
研
究
で
効
果
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
新
検
査
法
は
、
保

存
血
液
や
尿
を
対
象
と
し
た
が
ん

の
発
見
率
は
高
い
も
の
の
、
検
診

に
有
効
か
ど
う
か
の
検
証
は
緒
に

就
い
た
ば
か
り
で
、
死
亡
嘩
者

下
す
る
か
は
未
知
数
だ
。
祖
父
江

友
孝
・
大
阪
大
教
授
(
環
境
医
学
)

は
「
新
検
査
法
は
過
大
に
評
価
さ

れ
て
い
る
」
と
ク
ギ
を
刺
す
。

検
診
に
は
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

で
任
意
で
受
け
ら
れ
る
も
の
も
あ

る
。
新
検
査
法
の
開
発
者
ら
は
「
ま

ず
は
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
に 導

入
し
て
も
ら
う
の
も
実
用
化
の

一
歩
」
と
位
置
づ
け
る
。
ま
た
「
五

つ
の
検
診
の
前
段
と
し
て
、
高
リ

ス
ク
者
の
ふ
る
い
分
け
に
使
え

る
」
と
い
う
案
も
あ
る
。

既
存
の
検
診
に
つ
い
て
は
、
超

音
波
検
査
や
大
腸
内
視
鏡
な
ど
の

併
用
を
目
指
し
た
大
規
模
研
究
が

進
ん
で
い
る
。
祖
父
江
教
授
は
「
利

益
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
検
診

は
、
本
来
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
。

実
用
化
に
は
手
順
を
踏
ん
だ
検
証

が
欠
か
せ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
笥
日
(
日
)
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| がん 5年生存率分析 1 

71の国・地域比較調査

日本、肺がん・食道がん高い傾向

食道胃 肺 乳房 I子宮頚部白(成血人病51 白血h児病)|l 

(女性) I (女性) I (.5.X:ﾁ) I (イ

| 日本 36.0 60 .3i 32. 9 89.4 , 71.4 33.3 87.6 
| 韓国 31.3 68.9125.1 86.6 [ 77.3 45.1J84.4 
l 米国 20.0 33.121.2 90.2 I 62.6 46.7 I 89.5 
|フランス 13.9 26.717.3 86.7 6501t日仏| 豪州 23.7131.8: 19.4 89.5 66.4 

.主ながん種の 5年生存率の比較

(単位は%0 2010~14年に診断された患者の推計)

世
界
n
の
園
と
地
域
の
が
ん

5
年
生
存
率
を
比
較
し
た
結
果

を
英
ロ
ン
ド
ン
大
や
、
日
本
の

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
国
際
研
究
グ
ル
ー
プ
が
ま
と

め
た
。
日
本
は
肺
が
ん
と
食
道

が
ん
の
生
存
率
が
最
も
高
い
一

方
、
欧
米
と
比
べ
て
血
液
が
ん

で
は
低
か
っ
た
。
成
果
は
英
医

学
誌
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」
(
電
子

版
)
に
掲
載
さ
れ
た
。

各
国
か
ら
集
め
た
計
3
2
2

の
が
ん
登
録
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
分
析
。
胃
や
肺
、
女
性
の
乳

房
や
子
宮
劃
静
、
男
性
の
前
立

腺
、
成
人
と
は
歳
以
下
の
小
児

そ
れ
ぞ
れ
の
白
血
病
や
リ
ン
パ

腫
な
ど
計
四
の
が
ん
種
に
つ
い

て
、
2
0
1
4
年
ま
で
の
日
年

間
に
診
断
さ
れ
た
約
3
7
5
1

万
件
を
対
象
と
し
た
。
条
件
を

そ
ろ
え
た
上
で
、
デ
ー
タ
の
精

度
が
一
定
以
上
の
国
に
つ
い
て

5
年
生
存
率
を
比
べ
た
。

日
本
は
大
阪
や
宮
城
、
広
島

な
ど
団
府
県
の
約
1
8
3
万
件

が
対
象
。
デ
日
夕
の
糟
度
が
低

か
っ
た
肝
、
拝
、
大
人
の
脳
腫

虜
を
除
く
日
の
が
ん
種
に
つ
い

て
各
国
と
比
べ
た
。

m
s
u
年
の
推
計
5
年
生
存

率
は
、
日
本
は
肺
が
ん
辺
・
9

%
、
食
道
が
ん
お
・
0
%
で
最

も
高
か
っ
た
。
胃
が
ん
はm
・

3
%
で
、
韓
国
の
関
・
9
%
に

次
い
で
高
か
っ
た
。
乳
が
ん
や

子
宮
頚
が
ん
な
ど
も
高
い
水
準

だ
っ
た
。
一
方
、
白
血
病
や
リ

ン
パ
腫
な
ど
の
血
液
が
ん
は
欧

米
に
比
べ
て
生
存
率
が
低
い
傾

向
だ
っ
た
。

研
究
に
参
加
し
た
同
セ
ン
タ

ー
の
松
田
智
大
・
全
聞
か
ん
登

録
室
長
は
「
日
本
は
胃
が
ん
を

は
じ
め
症
例
数
が
多
く
、
検
診

や
手
術
な
ど
の
医
療
技
術
が
高

い
と
い
え
る
。
血
液
が
ん
は
、

日
本
人
で
は
予
後
が
悪
い
タ
イ

プ
が
多
い
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

分
析
は
3
回
目
。
前
回
の
比

年
か
ら
各
国
の
生
存
率
は
全
体

的
に
向
上
し
、
特
に
肝
、
騨
な

ど
の
治
療
が
難
し
い
が
ん
種
で

も
改
善
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
こ
の
結

果
は
、
特
定
の
病
院
か
ら
の
抽

出
で
は
な
く
、
一
般
人
口
で
比

較
で
き
る
も
の
と
い
う
。
経
済

協
力
開
発
機
構
(
O
E
C
D
)

が
国
際
指
標
と
し
て
採
用
し
て

い
る
。
松
田
さ
ん
は
「
生
存
率

が
低
い
部
位
の
が
ん
に
つ
い
て

課
題
を
探
る
な
ど
、
日
本
で
も

が
ん
対
策
に
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

(
川
村
剛
志
)

朝

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
初
日
(
火
)

血液判定アルツハイマー病リスク

血液でアルツハイマー病
原因物質の蓄積を
調べる方法

し
、
脳
内
に
蓄
積
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
精
度
良
く
推
定
す
る

方
法
を
開
発
し
た
。
日
本
や
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
齢
者
計
2

3
2
人
の
血
液
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、
P
E
T

の
画
像
検
査
で

測
定
で
き
た
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー

タ
の
蓄
積
の
有
無
と
、
約
的
物

の
割
合
で
一
致
し
た
と
い
う
。

認
知
機
能
が
正
常
な
人
の
蓄
積

も
正
し
く
判
定
で
き
た
。

血
液
の
分
析
に
は
、
同
製
作

所
の
田
中
耕
一
シ
ニ
ア
フ
エ
ロ

ー
が
開
発
し
、
2
0
0
2
年
の

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
質
量
分
析
の
技
術
が
使

わ
れ
て
い
る
。
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ

ー
タ
蓄
積
が
あ
る
人
が
必
ず
発

症
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
グ

ル
ー
プ
は
「
簡
便
で
低
コ
ス
ト

の
診
断
や
高
齢
者
の
検
診
に
役

立
つ
可
能
性
が
あ
る
」
と
話
す
。

臨
床
現
場
の
診
断
に
使
う
に
は

数
年
か
か
る
見
通
し
と
い
う
。

E

の

釦
ゆ
れ
月

h
m刀
圃

-
E
p
m団
同

制
離
品
川
崎
州

関
分
醐
恥
骨

v

t

j

 

l
v
i
l

酬
一
線

v
z
j

出
」
欝

ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
高

め
る
脳
内
の
た
ん
ぱ
く
買
の
た
ま
り
具
合
を

血
液
検
査
で
判
定
す
る
方
法
を
、
国
立
畏
寿

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
と
島
津
製
作
所
の
グ
ル

ー
プ
が
開
発
し
た
。
脳
の
画
像
検
査
に
匹
敵

す
る
精
度
の
高
さ
で
、
診
断
法
や
治
療
薬
の

開
発
に
つ
な
が
る
期
待
が
あ
る
。
英
科
学
誌

ネ
イ
チ
ャ
l

電
子
版
に
1
目
、
掲
載
さ
れ
る
。

【
下
桐
実
雅
子
】

E
Z
2
2

開
発

ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
病
は
発
症

の
初
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、
脳
に

異
常
な
た
ん
ぱ
く
質
「
ア
ミ
ロ

イ
ド
ベ
1

タ
」
が
た
ま
り
始
め

る
。
こ
れ
を
調
べ
る
に
は
、
陽
電

子
放
射
断
層
撮
影(
P
E
T
)な

ど
高
額
な
画
鳴
検
査
や
、
負
担

が
大
き
い
脳
脊
髄
液
の
検
査
し

か
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
血
液
中
に

微
量
に
漏
れ
出
る
ア
ミ
ロ
イ
ド

ベ
l

タ
に
関
係
す
る
3
種
類
の

物
質
を
組
み
合
わ
せ
て
分
析

ノーベル賞・田中さんの技術活用

0.5 ミリ 14の血液

毎

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
1

日
(
木
)
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製
薬
各
社
が
世
界
で
広
が

る
感
染
症
対
策
と
し
て
新
薬

の
開
発
に
乗
り
出
す
。
武
田

薬
品
工
業
は
デ
ン
グ
熱
の
ワ

ク
チ
ン
を
2
0
1
9

年
に
も

発
売
し
、
富
士
フ
ィ
ル
ム
は

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
感
染
症
で

世
界
初
の
治
験
に
踏
み
切

る
。
感
染
症
に
よ
る
死
亡
者

は
世
界
で
年6
0
0

万
人
に

達
し
て
お
り
、
国
境
を
越
え

た
感
染
の
広
が
り
も
深
刻

だ
。
国
際
貢
献
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
開
発
の
動
き

が
活
発
に
な
り
そ
う
だ
。

武
田
は
日
本
で
も
は
年
に

感
染
が
確
認
さ
れ
た
デ
ン
グ

熱
の
ワ
ク
チ
ン
「T
A
K
1

0
0
3

」
を
米
国
や
中
南
米
、

ア
ジ
ア
の
デ
ン
グ
熱
発
生
国

で
発
売
す
る
。
す
で
に
仏
サ

ノ
フ
ィ
の
ワ
ク
チ
ン
は
あ
る

が
、4
種
あ
る
ウ
イ
ル
ス
の

う
ち
、
-
つ
に
し
か
効
果
が

国
境
越
え
猛
威

世界の主な感染症による
死者数(単位:万人)

2015年 30年

合計 644 581 

結核 88 59 

性感染症 8 

HIV/AIDS 166 179 

マラリア 44 45 

デング熱 2 1.8 

出
な
い
と
さ
れ
る
。TA
K

1
0
0
3

は
遺
伝
子
操
作
な

ど
で
全
て
の
デ
ン
グ
熱
の
発

症
を
防
げ
る
よ
う
に
す
る
。

口
年
か
ら
米
国
で
最
終
の

第
3

相
臨
床
試
験
(
治
験
)

を
進
め
る
。
同
年
内
に
結
果

を
得
ら
れ
る
見
込
み
で
、
同

年
に
1
0
0

億
円
を
投
じ
た

デ
ン
グ
熱
用
の
ド
イ
ツ
の
ワ

ク
チ
ン
工
場
を
稼
働
す
る
。

日
本
で
の
発
売
も
視
野
に
入

(注)世界保健機関予測

れ
る
。
先
進
国
と
途
上
国
で

異
な
る
価
格
帯
を
導
入
し
な

が
ら
採
算
を
確
保
し
て
、
ワ

ク
チ
ン
事
業
の
主
力
品
に
育

て
る
。

富
士
フ
ィ
ル
ム
は
日
本
で

ダ
ニ
が
媒
介
す
る
「
重
症
熱

性
血
小
板
減
少
症
候
群(
S

F
T
S
)」
の
治
験
に
踏
み

切
る
。
東
ア
ジ
ア
圏
で
猛
威

を
ふ
る
っ
て
お
り
、
圏
内
で

も
同
年1
月
ま
で
に3
0
0

武田の光工場でワクチ
ンの製品検査を行う従
業員(山口県光市)

症
例
超
が
報
告
さ
れ
た
。
有

効
な
治
療
法
が
な
く
、
躍
患

(
り
か
ん
)
者
の
2

割
が
死

亡
す
る
な
ど
、
対
応
す
る
薬

の
開
発
が
急
が
れ
て
い
た
。

す
で
に
承
認
さ
れ
て
い
る

同
社
の
抗
イ
ン
フ
ル
薬
「
ア

ビ
ガ
ン
」
が
効
果
を
示
す
と

臨
床
研
究
な
ど
で
確
認
し
て

お
り
、
正
式
に
適
用
を
得
る

た
め
、3
月
か
ら
第3
相
治

験
を
始
め
る
。
知
見
を
持
つ

予
防
医
療

愛
媛
大
学
と
連
携
し
て
数
十

例
の
症
例
を
集
め
る
。

日
年
に
却
年
ぶ
り
の
結
核

の
新
薬
を
発
売
し
た
大
塚
製

薬
は
同
年
後
半
に
新
た
な
治

療
薬
の
臨
床
試
験
に
入
る
。

原
因
菌
を
守
る
細
胞
壁
を
壊

し
て
、
体
の
免
疫
な
ど
で
治

す
。
類
似
薬
が
な
く
、
薬
へ

の
耐
性
に
強
い
。
ピ
ル
&
メ

リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
か
ら

日
億
円
の
助
成
を
得
た
。

ノ
ー
ベ
ル
フ
ァl
マ
は
ま

だ
有
効
な
製
品
が
な
い
マ
ラ

リ
ア
ワ
ク
チ
ン
の
実
用
化
に

向
け
、
口
年
か
ら
西
ア
フ
リ

カ
で
治
験
を
始
め
た
。
研
究

成
果
を
持
つ
大
阪
大
学
と
共

に
加
年
に
も
最
終
の
治
験
に

入
り
、
お
年
に
も
途
上
国
で

利
用
の
目
安
と
な
る
世
界
保

健
機
関
(
W
H
O
)の
推
奨

取
得
を
め
ざ
す
。

W
H
O
の
推
計
に
よ
る

と
、
感
染
症
に
よ
る
死
者
は

初
年
で
も
世
界
で58
0

万

人
に
な
る
と
い
う
。
同
年
比

で
減
少
率
は1
割
に
満
た
な

い
。
人
・
モ
ノ
の
移
動
が
頻

繁
に
な
り
、
世
界
の
ど
の
地

域
に
で
も
広
が
る
た
め
だ
。

同
年
の
ジ
カ
熱
流
行
時
に
は

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
か
ら
1

年
以

内
に
約
刊
カ
国
へ
広
が
り
、

同
年
2

月
に
は
日
本
で
も
感

染
者
が
確
認
さ
れ
、
マ
ラ
リ

ア
な
ど
の
感
染
報
告
数
は
足

元
で
も
増
え
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ス
に
耐
性
が
出
て

き
て
既
存
の
薬
が
効
か
な
く

な
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

先
進
国
で
も
新
し
い
感
染
症

な
ど
が
広
が
っ
て
い
る
。
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
米IQ

V
I
A

は
、
感
染
症
の
医
薬

品
へ
の
支
出
は
引
年
に
判
兆

円
と
凶
年
比
で8
割
増
え
る

と
み
て
い
る
。

感
染
症
の
開
発
費
が
高
騰

し
た
ほ
か
、
製
薬
市
場
の
中

心
が
抗
が
ん
剤
な
ど
に
移
り

つ
つ
あ
る
た
め
、
世
界
で
感

染
症
の
新
薬
は
減
り
続
け
て

い
る
。
日
本
で
も
叩
年
以
降

に
承
認
を
得
た
抗
菌
薬
は
1

9
9
0

年
代
の
半
分
以
下
に

落
ち
た
。

英
米
で
は
必
要
度
の
高
い

感
染
症
薬
へ
、
開
発
費
の
補

助
や
5

年
程
度
の
特
許
期
間

の
延
長
を
与
え
て
、
開
発
を

推
奨
し
て
い
る
。
日
本
も
優

先
し
て
審
査
を
受
け
ら
れ
る

制
度
や
助
成
の
仕
組
み
を
整

え
つ
つ
あ
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
幻
自
(
火
)
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は
抑
え
ら
れ
ず
、
細
胞
外
に
出
る
の

を
抑
え
る
仕
組
み
だ
っ
た
。

高齢者に減薬の「すすめ」

イ
ン
フ
ル
新
薬
1

回
飲
む
だ
け

厚
生
労
働
省
は
お
日
、1
回
の
服

用
で
す
む
新
た
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

治
療
薬
「
ゾ
フ
ルl
ザ
」
の
製
造
販

売
を
承
認
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
治
療

薬
と
異
な
る
作
用
を
す
る
薬
で
、
開

発
し
た
塩
野
義
製
薬
(
大
阪
市
)
は
、

5

月
の
販
売
開
始
を
目
指
す
。

同
社
に
よ
る
と
ゾ
フ
ルl
ザ
は
、

A
型
と
B

型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患

者
が
対
象
で
、1
回
錠
剤
を
飲
む
だ

け
で
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
唯
一

の
飲
み
薬
で1
日
2

回
、
5

日
間
飲

み
続
け
る
必
要
が
あ
る
タ
ミ
フ
ル
に

比
べ
、
使
い
や
す
い
。

ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
細
胞
に

入
り
、
中
で
増
殖
し
て
細
胞
外
に
出

さ
れ
る
が
、
ゾ
フ
ルl
ザ
は
細
胞
内

で
の
増
殖
を
抑
制
す
る
作
用
が
あ

る
。
タ
ミ
フ
ル
や
吸
入
薬
リ
レ
ン
ザ

な
ど
、
従
来
の
薬
は
い
ず
れ
も
増
殖

薬
は
な
る
べ
く
少
な
く
し
て

|
|
。
厚
生
労
働
省
は
紅
白
、
高

齢
者
に
適
正
に
医
薬
品
を
使
う
た

め
の
指
針
案
を
有
識
者
会
議
に
示

し
、
お
お
む
ね
了
承
さ
れ
た
。
お

年
寄
り
は
複
数
の
病
気
を
持
つ
こ

と
が
多
く
、
多
く
の
薬
を
使
い
が

ち
だ
。
指
針
案
は
医
師
や
薬
剤
師

向
け
。
主
な
副
作
用
を
示
し
、
薬

患
者
数
は
減
少

厚労省、「ゾフルーザ」承認

厚
生
労
働
省
は
、
ロi
m
日
に
報

告
さ
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者

数
が1
医
療
機
関
あ
た
り
却
・
白
人

と
な
っ
た
と
お
目
、
発
表
し
た
。
前

週
(
初
・
犯
人
)
か
ら
大
き
く
減
り
、

警
報
レ
ベ
ル
を
示
す
却
人
を
下
回
っ

た
。
九
州
地
方
な
ど
お
道
県
で
は
ま

だ
叩
人
を
超
え
て
お
り
、
引
き
つ
づ

き
注
意
が
必
要
だ
。
全
国
の
小
児
科

や
内
科
約5
0
0
0

医
療
機
関
か
ら

四
日
ま
で
の
1

週
間
に
報
告
が
あ
っ

た
患
者
数
を
ま
と
め
た
。

読

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
目
白
(
土
)

医
薬
品医師向けの指針案主な副作用示す

の
減
量
や
中
止
で
症
状
が
改
善
す

る
こ
と
も
あ
る
と
指
摘
し
て
減
薬

を
促
す
。
厚
労
省
に
よ
る
こ
う
し

た
指
針
は
初
め
て
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
薬
局
で
薬

を
も
ら
っ
て
い
る
河
歳
以
上
の
4

割
が
1

カ
月
間
で5
種
類
以
上
、

お
%
は7
種
以
上
を
一
つ
の
薬
局

で
受
け
て
い
る
。
回s
九
歳
で
も

3

割
弱
は5
種
類
以
上
と
い
う
。

複
数
の
薬
局
を
利
用
す
る
人
も
い

て
、
1

人
あ
た
り
の
薬
の
数
は
さ

ら
に
多
い
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
一

方
、
高
齢
に
な
る
と
体
内
で
薬
の

濃
度
が
上
が
り
ゃ
す
く
な
り
、
成

分
が
体
外
に
排
出
さ
れ
る
ま
で
に

置 症状 康砲となる主な薬の種類
と麗IJ . 一……… 一一一一一一一一一ー一一…
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な作 転慣 薬、抗不安薬る用〉
主症記憶障害等中本宮性などの蜂庄薬、醸限量
な状 薬、抗不安薬 害
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か
か
る
時
間
も
延
び
る
。
薬
の
副

作
用
に
薬
で
対
処
す
る
悪
循
環
も

み
ら
れ
る
。

指
針
案
は
、
の
ん
で
い
る
薬
に

よ
る
治
療
が
有
効
な
の
か
、
薬

以
外
の
方
法
は
な
い
か
、
検
討

す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
さ
ら
に
、

複
数
の
医
療
機
関
・
薬
局
を
利
用

し
て
1

人
が
同
じ
種
類
の
薬
を

複
数
の
ん
で
い
な
い
か
を
確
認

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
た

だ
し
機
械
的
に
薬
を
減
ら
す
と
、

持
病
が
悪
他
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
減
量
や
中
止
は
慎
重
に
行
い
、

経
過
観
察
す
る
こ
と
を
推
奨
す

る
。主

な
副
作
用
と
そ
の
原
因
と
み

ら
れ
る
薬
の
例
示
も
し
た
リ
表
。

案
の
作
成
に
関
わ
る
秋
下
雅
弘
・

東
京
大
教
授
(
老
年
病
学
)
は

「
薬
は
な
る
べ
く
少
な
い
ほ
う
が

副
作
用
は
少
な
い
。
た
だ
し
患
者

の
自
己
判
断
で
薬
を
減
ら
す
の
は

危
険
な
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

有
識
者
や
一
般
の
意
見
を
聞
い

た
う
え
で
、4
月
以
降
に
指
針
を

正
式
に
決
め
る
。
(
福
地
慶
太
郎
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
泣
日
(
木
)
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副
作
用
少
な
い
糖
尿
病
薬
期
待

長
岡
技
科
大
教
授
ら

酵
素
の
構
造
解
明

長
岡
技
術
科
学
大
は
9

日
、
ヒ
ト
の
体
内
に
あ
り
、
糖
尿
病
患
者
の
投
薬
治
療
で
副
作
用
を

引
き
起
こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
連
9
る
酵
素
と
類
似
し
た
微
生
物
の
酵
素
の
立
体
構
造
を
、
同

大
の
小
笠
原
渉
教
授
(
川
崎

)
H微
生
物
学H
ら
が
解
明
し
た
と
発
表
し
た
。
同
大
は
こ
の
構
造
に

つ
い
て
の
研
究
が
進
め
ば
、
副
作
用
を
軽
減
し
た
糖
尿
病
薬
の
開
発
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
い
る
。

岩
手
医
科
大
と
昭
和
大
の
研

究
者
と
共
同
研
究
し
た
。
同
日

付
の
英
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ボl
ツ
(
電
子

版
)
に
発
表
し
た
。

長
岡
技
科
大
に
よ
る
と
、
こ

の
酵
素
は
「D
P
P
8
、

9
」

と
呼
ば
れ
、
血
糖
値
を
下
げ
る

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
妨
げ
る

ヒ
ト
の
酵
素
「D
P
P
4
」
と

似
て
い
る
。
糖
尿
病
患
者
の
血

糖
値
を
下
げ
る
た
め
に
「
D
P

P
4
」
を
阻
直
一
目
す
る
治
療
薬
が
、

誤
っ
て
「D
P
P
8

、

9

」
を

阻
害
し
、
脱
毛
や
皮
膚
炎
な
ど

後
発
薬
の
安
全
性

新
薬
と
同
じ
効
果
が
あ
る
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
(
後
発
薬
)

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が4
日
、

熊
本
市
中
央
区
の
ウ
ェ
ル
パ
ル

く
ま
も
と
で
あ
っ
た
。
登
壇
し

た
医
師
が
普
及
へ
の
ハ
ー
ド
ル

と
し
て
、
「
医
療
関
係
者
な
ど

の
不
安
、
不
信
ぎ
の
る
」
と
話

し
、
安
全
性
の
啓
発
を
訴
え
た
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

先
発
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
、

同
等
の
品
質
で
製
造
、
販
売
さ

の
副
作
用
を
引
き
起
こ
す
一
因

に
な
っ
て
い
る
。

小
笠
原
教
授
ら
の
チ
l

ム
は

菌
の
研
究
を
進
め
る
中
で
微
生

物
由
来
の
酵
素
「
ジ
ペ
プ
チ
ジ

ル
ア
ミ
ノ
ペ
プ
チ
ダl
ゼ
(
D

A
P
)
W」
の
構
造
を
解
明
し

た
。
そ
の
上
で
、
こ
の
酵
素
が

「D
P
P
8
、

9

」
に
類
似
し

て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

「D
P
P
4

」
は
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
分
泌
を
促
す
ホ
ル
モ
ン

を
分
解
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た

め
、
生
活
習
慣
に
由
来
す
る
糖

尿
病
の
治
療
で
は
、
「DP
P

4
」
の
働
き
を
阻
害
し
て
イ
ン

ス
リ
ン
の
分
泌
を
持
続
さ
せ
る

薬
が
主
に
使
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
阻
害
薬
は

理
解
を

協会けんぽ熊本支部セミナー

れ
る
。
研
究
開
発
費
が
抑
え
ら

れ
る
た
め
価
格
が
安
く
、
国
は

医
療
費
を
削
減
す
る
目
的
で
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り

替
え
を
進
め
て
い
る
。
現
在
の

使
用
割
合
は
白
%
程
度
。
2
0

2
0

年
9

月
ま
で
に
剖
%
ヘ
引

き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。講

演
し
た
国
際
医
療
福
祉
大

大
学
院
の
武
藤
正
樹
教
授
は

「
(
薬
を
処
方
す
る
)
医
師
や 薬

剤
師
に
、
『
安
か
ろ
う
、
悪

か
ろ
う
』
の
イ
メ
ー
ジ
が
抜
け

切
れ
て
い
な
い
」
と
説
明
。
医

師
の
6
1
8

割
が
「
品
質
や
効

果
へ
の
疑
問
が
あ
る
」
と
答
え

た
調
査
結
果
な
ど
を
示
し
た
。

原
因
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
は
承
認
を
受
け
る

際
、
臨
床
試
験
が
省
略
で
き
た

り
、
薬
の
材
料
が
海
外
で
作
ら

れ
た
り
す
る
点
を
指
埼
「
必

要
な
試
験
は
実
施
し
、
海
外
の

医
薬
品

長闘技科大拡どのグループによる
研究成果のイメージ

関
係
の
研
究
者
と
も
協
力
し

て
、
新
薬
の
開
発
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
し
て
い
る
。

「D
P
P
8

、

9

」
も
阻
害
し
、

脱
毛
や
皮
膚
炎
の
副
作
用
を
引

き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。
今
回

の
研
究
成
果
に
よ
り
、
「
D
P

P
4
」
だ
け
を
確
実
に
回
害
す

る
糖
尿
病
薬
の
開
発
も
期
待
さ

れ
る
。
小
笠
原
教
授
は
「
医
薬

製
造
施
設
も
厳
格
に
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。
有
効
成
分
は
先
発
薬
と

同
等
」
と
話
し
、
医
療
関
係
者

の
理
解
を
求
め
た
。

ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
が

無
料
の
自
治
体
が
増
え
、
保
護

者
の
聞
に
「
ど
う
せ
無
料
な
ら
」

と
先
発
薬
を
求
め
る
声
が
あ
る

と
い
う
。
武
藤
教
授
は
「
み
ん

な
が
健
康
保
険
に
加
入
す
る

『
国
民
皆
保
険
』
を
続
け
る
た

め
に
も
、
医
療
費
を
抑
え
る
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
必
須
」

と
話
し
、
患
者
側
の
理
解
も
求

め
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
県
内
中
小
企
業

新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
間
日
(
土
)

の
従
業
員
ら
約
出
万
人
が
加
入

す
る
全
国
健
康
保
険
協
会
(
協

会
け
ん
ぽ
)
熊
本
支
部
な
ど
が

主
催
。
医
療
関
係
者
や
市
民
ら

約
叩
人
が
聴
い
た
。

(
林
田
賢
一
郎
)

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
叩
日
(
土
)

※ i毛!将校科大の発表をぷに作成
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明
M

由
畠
固

<uv

医
薬
品

県
内
医
師
の
理
解
進
む

協会けんぽ福井調査

特
許
が
切
れ
、
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

(
後
発
薬
)
の
使
用
促
進
に
向
け
、
全
国
健
康
保

険
協
会
(
協
会
け
ん
ぽ
)
福
井
支
部
が
県
内
の
医

師
、
薬
局
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
回

答
し
た
医
師
の
9
劃
近
く
が
患
者
や
効
き
目
に
応

じ
て
積
極
的
に
処
方
し
て
い
る
、
と
分
か
っ
た
。

形
式
が
遭
う
た
め
に
直
産
較
は
で
差
い
が
、

2
0
1
3
年
の
前
回
調
査
で
は
、
半
数
近
く
が
積

極
的
で
な
く
、
4
年
間
で
後
発
薬
へ
の
理
解
が
進

ん
だ
現
状
が
う
か
が
え
る
。
(
西
脇
和
宏
)

υ
)り
グ
円
。

一
一ω…
川
入
合
一

2

て
5

ぃ
…
…
へ
よ

つ
1

に
的

よ
効
極

に
的
薬
積

者
極
患
積

国
は
、
医
療
費
の
抑
制
な
ど
を

狙
い
、
2
0
2
0
年
9
月
ま
で
に

後
発
薬
の
使
用
割
合
を
剖
%
以
上

に
引
き
上
げ
る
方
針
を
示
し
て
い

る
。
福
井
支
部
の
使
用
割
合
は
今

年
6
月
現
在
でη
・
3
%
で
、
協

会
け
ん
ぼ
の
全
国
平
均
(
刊
・
9

%
)
を
上
回
っ
て
い
る
。
一
層
の

使
用
促
進
に
向
け
、
福
井
支
部
が

後
発
薬
に
対
す
る
意
識
を
把
握
し

よ
う
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
県

医
師
会
加
入
の
医
師
2
7
6
人
、 県

薬
剤
師
会
加
入
の
薬
局
1
6
4

施
設
が
回
答
し
た
。

医
師
に
後
発
薬
の
処
方
の
考
え

方
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、M・
2
%

が
「
積
極
的
に
処
方
」
と
回
答
し

た
。
「
薬
効
に
よ
っ
て
は
積
極
的
」

(
お
・
1
%
)
、
「
患
者
に
よ
っ

て
は
積
極
的
」
(
臼
・
1
%
)
を

含
め
る
と
、
前
・
4
%
に
上
っ
た
。

日
年
の
前
回
調
査
で
は
、
後
発

薬
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
「
積
極

的
」
「
や
や
積
極
的
」
が
合
わ
せ
て

過
半
数
を
占
め
る
一
方
、
「
ど
ち
ら

と
も
い
え
な
い
」
が
幻
・
3
%
に
上

っ
た
。
「
や
や
消
極
的
」
「
消
極
的
」

も
合
わ
せ
て
四
・
7
%
で
、
計
必
・

O
%
が
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。

今
回
の
薬
局
の
回
答
を
み
る

と
、
薬
効
や
患
者
に
よ
っ
て
を
含

め
、
全
て
の
施
設
が
積
極
的
に
後

発
薬
を
調
剤
、
説
明
し
て
い
た
。

後
発
薬
に
切
り
替
え
ら
れ
な
か
っ

た
理
由
(
複
数
回
答
)
で
は
、
「
患

者
が
希
望
し
な
い
」
が
1
4
9
件

で
最
も
多
く
、
「
備
蓄
が
不
十
全

の
1
1
2
件
が
続
い
た
。
「
昧
や 形

な
ど
で
先
発
品
の
方
が
使
用
感

が
良
い
」
「
効
果
や
副
作
用
の
違

い
が
過
去
に
あ
っ
た
」
「
そ
れ
ほ

ど
価
格
が
安
く
な
ら
な
い
」
と
い

っ
た
意
見
も
目
立
っ
た
。

一
方
、
今
回
の
調
査
で
「
積
極

的
に
は
処
方
し
な
い
」
と
し
た
医

師
に
複
数
回
答
で
理
由
を
尋
ね
る

と
、
「
口
量
や
安
全
性
に
不
安
が

あ
る
」
が
幻
件
で
最
も
多
く
、
「
供

給
体
制
が
不
安
定
」
(
日
件
)
、

「
患
者
が
希
望
し
な
い
」
(
凶
件
)

な
ど
が
続
い
た
。
ま
た
、
日
・
4

%
の
医
師
が
患
者
に
後
発
薬
へ
の

切
り
替
え
の
希
望
を
確
認
し
て
い

な
い
の
に
対
し
、
薬
局
は
m
m・8

%
が
確
認
し
て
い
た
。

協
会
け
ん
ぼ
の
担
当
者
は
「
国

が
後
発
薬
の
使
用
促
進
を
明
確
に

打
ち
出
し
、
診
療
報
酬
の
加
算
措
置

も
あ
っ
て
、
医
療
側
の
理
解
は
進
ん

で
い
る
が
、
ま
だ
温
度
差
は
あ
る
。
一

般
の
患
者
の
方
を
合
内
普
及
啓
発

に
力
を
入
れ
た
い
」
と
し
て
い
る
。
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福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
沼
田
(
日
)
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後発薬使用率
地域差大きく

徳島県内の大学病院前薬局は
後発薬の講剤惑が低い
80 
% 

最
高
は
沖
縄
、
最
低
は
徳
島

膨
ら
み
続
け
る
医
療
費
を

抑
え
る
切
り
札
で
あ
る
後
発

医
薬
品
。
最
も
使
わ
れ
て
い

る
の
は
沖
縄
県
、
最
低
は
徳

島
県
で
そ
の
使
用
率
は
実
に

却
げ
も
の
聞
き
が
あ
る
。
な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
違
う
の
か
。
住

民
の
所
得
、
年
齢
構
成
や
慣

習
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合

う
。
(
小
川
和
広
)

全
国
の
都
道
府
県
で
後
発

医
薬
品
の
使
用
率
で
ト
ッ
プ

を
走
る
の
が
沖
縄
県
だ
。
2

0
1
7
年
3
月
末
で
百
・
9

%
と
全
国
平
均
の
飽
・
6
%

を
大
き
く
上
回
る
。

一
つ
は
経
済
的
な
事
情
が

あ
る
。
神
縄
県
の
県
民
所
得

は
1
人
当
た
り
2
1
3
万
円

(
凶
年
度
)
で
全
国
で
最
も

A B C 0 E F G 
(;主)協会けんぽ徳島支部の資料から作成。

2016年4月診療分。A-Fは徳島県内展
開の議剤薬局、Gは全国チェーンの薬局

60 

所得・年齢・慣習絡む
エコノ
フォーカス

低
い
。
後
発
薬
は
先
発
薬
の

半
額
ほ
ど
で
済
む
た
め
、
懐

に
優
し
い
。
し
か
し
理
由
は

ほ
か
に
も
あ
る
。
米
国
統
治

下
時
代
の
名
残
だ
。

日
本
の
医
療
保
険
制
度
で

は
か
か
っ
た
医
療
費
の
1
1

3
割
を
病
院
の
窓
口
で
支
払

う
。
だ
が
「
当
時
の
沖
縄
で

は
医
療
費
全
額
を
患
者
が
立

て
替
え
、
後
で
自
己
負
担
分

以
外
の
費
用
を
還
付
し
て
も

ら
う
」
(
仰
縄
県
薬
剤
師
会

の
亀
谷
浩
昌
会
長
)
方
式
だ

っ
た
。
立
て
替
え
と
は
い
え

大
き
な
出
費
が
嫌
わ
れ
た
。

人
口
構
成
カ
ギ

ー_::rMllI r，l:m嗣叫持

同
じ
都
道
府
県
内
で
も
ば

ら
つ
き
が
あ
る
。
例
え
ば
東

京
お
区
。
暑
同
の
足
立
区
が

槌
・
4
%
な
の
に
対
し
、
最

低
の
新
宿
区
は
日
・
4
%
だ
。

1
人
あ
た
り
の
所
得
は
足
立

区
は
お
区
中
で
最
低
だ
が
新

宿
区
も8
位
と
中
間
で
所
得

で
は
割
り
き
れ
な
い
。

数
字
を
読
み
解
く
カ
ギ
は

人
口
構
成
だ
。
国
民
健
康
保

険
(
国
保
)
で
は
、
新
宿
区

は
加
入
者
に
占
め
る
m
i
m

歳
の
割
合
が
約
幻
%
で
全
国

平
均
の
約
3
倍
と
高
い
。
外 国

人
留
学
生
が
多
い
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
。
一
方
、
印

1
ω
歳
の
割
合
は
同
%
と
全

国
平
均
よ
りu
w
も
低
い
。

厚
労
省
に
よ
れ
ば
1
人
当

た
り
医
療
費
は
日
i
叫
歳
は

年
閉
山
万
円
だ
が
刊
粛
以
上

は
倒
万
円
。
新
宿
区
の
1
人

当
た
り
医
療
費
は
幻
区
中
で

最
も
低
い
。
「
医
療
費
負
担

が
軽
い
自
治
体
で
は
後
発
薬

の
使
用
を
促
す
メ
リ
ッ
ト
が

小
さ
い
」
(
厚
労
省
幹
部
)

自
治
体
・
病
院
動
く

後
発
薬
の
使
用
を
増
や
す

に
は
医
師
に
後
発
薬
名
か
成

f20年に使用率80%J達成なら

る
%
川
山

あ

c
m

球

的
印
か

仇
υ

圃
，

l
r
3

~
弘
杭
ω

山
町

Z
R
H

ぬ
の

邸
時
初
省

ι
1
0

働

率
旧
川
労

閉
口
{
縄
溝
手
崎
根
山
京
知
梨
島
間

1
E
;

・

1
1

暗
闇
沖
配
岩
宮
鳥
糊
東
高
山
徳
何

必
“
守
瓜
且
守
a
a守

8
a守
必
且
守

制

1
2
3
4
5
3
4
5
6
7
Q

分
の
名
称
で
処
方
し
て
も
ら

ぃ
、
患
者
に
後
発
薬
を
選
ぶ

よ
う
に
促
す
必
要
が
あ
る
。

栃
木
県
の
南
西
部
に
あ
る

安
足
地
区
は
自
治
体
が
病
院

に
働
き
か
け
、
後
発
薬
の
使

用
率
を
高
め
た
。

協
議
会
で
先
進
的
な
病
院

が
自
ら
の
取
り
組
み
を
発

表
、
共
有
す
る
。
各
参
加
病

院
は
「
何
か
や
ら
ざ
る
を
得

な
い
」
(
関
係
者
)
。
調
査

に
あ
た
っ
た
み
ず
ほ
情
報
総

研
に
よ
る
と
使
用
率
が
3
割

医
療
費
数
千
億
円
減
も

政
府
は
後
発
医
薬
品
の
使
用
率

に
つ
い
て
、
2
0
2
0
年
9

月
ま

で
に
現
在
の
印
%
台
後
半
か
ら
剖

%
ま
で
引
き
上
げ
る
考
え
だ
。
米

国
は
9

割
を
超
え
、
英
国
も
8

割

程
度
。
日
本
で
も
障
壁
は
多
く
達

成
は
容
易
で
は
な
い
が
、
こ
の
水

準
を
目
指
す
。
使
用
率
が
即
%
に

な
れ
ば
、
医
療
費
が
数
千
億
円
規

模
で
削
減
で
き
る
と
の
試
算
が
あ

る
。後

発
医
薬
品
は
「
ゾ
ロ
薬
」
と

呼
ば
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
先
発

医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
る
と
、
様

々
な
メ
ー
カ
ー
が
そ
の
薬
を
ゾ
ロ

医
薬
品

ゾ
ロ
と
出
す
か
ら
だ
。
薬
価
も
安

く
な
る
こ
と
も
あ
り
先
発
薬
に
劣

る
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
っ
た
。

例
え
ば
花
粉
症
の
人
な
ど
に
な

じ
み
深
い
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
の

「
ア
レ
グ
ラ
」
。
主
成
分
の
フ
ェ

キ
ソ
フ
ェ
ナ
ジ
ン
塩
酸
塩
錠
と
い

う
名
称
で
、
後
発
薬
が
た
く
さ
ん

出
て
い
る
。
ア
レ
グ
ラ
錠
的
戸
4

の
薬
価
は
印
円
だ
が
後
発
薬
な
ら

多
く
が
半
額
以
下
だ
。

安
く
て
も
薬
の
効
能
は
同
じ
。

政
府
は
後
発
薬
の
使
用
が
多
い
薬

局
へ
の
調
剤
報
酬
を
増
や
し
、
患

者
の
後
発
薬
へ
の
信
頼
感
を
高
め と

と
て
も
低
か
っ
た
2
つ
の

病
院
は
今
や8
割
を
上
回

る
。一

方
、
徳
島
県
は
全
国
で

使
用
率
が
唯
一
6
割
を
切

る
。
大
手
調
剤
薬
局
が
他
地

域
に
比
べ
て
少
な
く
、
県
内

展
開
の
小
規
模
店
が
多
い
。

全
国
健
康
保
険
協
会
徳
島

支
部
に
よ
る
と
、
県
内
の
大

学
病
院
前
薬
局
は
後
発
薬
の

調
剤
率
が
3
i
4
割
程
度
で

全
国
展
開
の
薬
局
で
は
8

割

超
だ
っ
た
。
小
規
模
な
薬
局

で
は
次
々
と
登
場
す
る
後
発

薬
の
在
庫
を
十
分
そ
ろ
え
ら

れ
な
い
た
め
と
も
い
う
。

る
た
め
の
啓
発
に
取
り
組
む
。
実

際
、
世
界
的
に
み
て
も
、
後
発
薬

を
使
う
の
が
基
本
だ
。
し
か
し
日

本
で
は
「
後
発
薬
の
使
用
を
た
め

ら
う
医
師
は
依
然
と
し
て
少
な
く

な
い
」
(
後
発
薬
メ
ー
カ
ー
幹
部
)

と
い
う
。
肝
心
の
処
方
筆
を
出
す

医
師
が
、
後
発
薬
を
積
極
的
に
使

わ
な
い
例
が
あ
る
。

後
発
薬
の
使
用
を
促
す
の
に
並

行
し
て
、
政
府
は
後
発
薬
の
あ
る

先
発
薬
の
価
格
を
後
発
薬
の
水
準

ま
で
段
階
的
に
下
げ
る
仕
組
み
ま

で
繰
り
出
し
、
薬
価
の
圧
縮
を
目

指
し
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
ロ
日
(
月
)
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あ
る
患
者
ぺ
ヤ
ん
か
ら
，

入
院
し
て
い
る
と
き
の
体

験
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。「

病
院
の
大
部
屋
に
入

院
し
た
時
に
、
気
の
合
う

人
を
見
つ
け
て
、
そ
の
部

屋
の
雰
囲
気
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
楽

\
古
川

潮

和興

し
く
安
心
し
て
入
院
生
活

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
気
の
合
わ
な
い
人

も
い
ま
す
け
ど
ね
」

医
師
と
し
て
は
病
院
に

よ
く
ワ
\
の
で
す
が
、
患

者
と
し
て
は
最
近
病
院
に

行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
そ
ん
な
風
な
こ
と

が
患
者
さ
ん
同
士
で
あ
る

井上

一
般
)
に
入
っ
た
ら
、
自

分
の
価
値
観
と
異
な
っ
て

い
て
も
、
そ
の
土
地
(
集

団
)
の
慣
習
や
風
俗
に
あ

っ
た
行
動
を
と
る
べ
き
で

あ
る
」
と
あ
る
辞
書
に
は

書
い
て
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
自
治
医
糾

大
学
と
い
う
大
学
を
卒
業

し
て
い
ま
す
。
自
治
医
税

意
見
・
社
説

近
、
鳥
取
大
学
か
ら
も
同

様
の
シ
ス
テ
ム
で
働
く
医

師
が
卒
業
し
始
め
て
い
ま

す
)
。

そ
の
時
に
、
「
ど
う
や

っ
た
ら
、
こ
の
病
院
に
な

じ
め
る
だ
ろ
う
か
?
」
「
こ

の
地
域
で
う
ま
く
や
っ
て

い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
だ
る
っ
か
?
」
と て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
、
病
院
組
織
の
や
り

方
が
あ
り
、
い
い
と
こ
ろ

や
も
う
少
し
こ
う
し
た
方

が
い
い
の
に
な
と
い
う
と

こ
ろ
な
ど
を
経
験
が
な
い

な
り
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。そ

ん
な
経
験
を
す
る
こ

と
で
、
そ
の
地
域
や
病
院

地
域
医
療
と
「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
」

鳥取大学医学部地域医療学講座

ん
だ
な
あ
と
、
な
ん
だ
か

新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
こ
の
お

話
を
聞
い
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
考
え
る
で
し
ょ
う
か

?
わ
た
し
は
「
郷
に
入

れ
ば
郷
に
従
え
」
と
い
う

言
葉
が
ふ
わ
ー
っ
と
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。
「
そ
の

土
地
(
ま
た
は
社
会
集
団 大

学
を
卒
業
し
た
医
師
に

は
、
義
務
年
限
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
義
務
年

限
と
い
う
の
は
、
一
定
期

間
鳥
取
県
内
の
医
師
が
不

足
し
て
い
る
地
域
の
病
院

や
診
療
所
に
、
鳥
取
県
か

ら
の
派
遣
医
師
と
し
て
勤

務
し
ま
す
。
一
つ
の
病
院

や
診
療
所
の
勤
務
す
る
期

間
は
、1
1
2

年
で
す
(
最 い

う
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、
病
院
勤
務
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
患
者

べ
瓦
の
よ
う
に
、
気
の
合

う
人
を
見
つ
け
て
、
そ
の

病
院
や
診
療
所
で
い
い
診

療
を
提
供
す
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
を
教
え
て
も
ら

っ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し に

求
め
ら
れ
る
も
の
は
何

か
を
考
え
な
が
ら
、
医
師

の
あ
り
方
を
あ
る
程
度
変

化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が

地
域
医
療
を
実
践
す
る
医

師
の
「
郷
に
入
れ
ば
郷
に

従
え
」
と
い
う
こ
と
な
ん

だ
ろ
う
な
あ
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
か
ら
考
え
る
こ と

は
、
「
郷
に
従
う
こ
と

っ
て
ほ
ん
と
に
正
し
い
こ

と
な
の
?
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
「
空
気
を
読
む
」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す

が
、
空
気
を
読
ん
で
行
動

す
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域

や
病
院
に
は
新
し
い
風
が

入
っ
て
こ
な
く
て
、
新
陳

代
謝
が
起
こ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
る
こ
と
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
前
述

し
た
「
も
う
少
し
こ
う
し

た
方
が
い
い
の
に
な
」
と

い
う
と
こ
ろ
を
地
域
に
伝

え
る
こ
と
で
、
な
に
か
少

し
い
い
方
向
に
変
化
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

井
上
は
、
『
郷
に
従
う
』

と
こ
ろ
と
、
『
郷
に
従
わ

な
い
』
と
こ
ろ
、
両
方
を

持
ち
な
が
ら
、
地
域
と
関

わ
っ
て
い
き
た
い
な
あ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

(
米
子
市
)

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
包
日
(
月
)
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「
家
族
が
、
が
ん
で
あ
る
こ

と
は
周
囲
に
伏
せ
た
ほ
う
が
い

い
と
言
う
ん
で
す
。
私
は
、
職

場
や
子
供
の
学
校
の
先
生
に
は

伝
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
」
「
病
気
に
な

っ
て
、
家
族
と
考
え
方
の
遣
い

に
気
づ
か
さ
れ
た
気
が
し
ま

す
。
最
近
で
は
、
家
の
中
で
あ

ま
り
病
気
の
こ
と
を
話
さ
な
く

な
り
ま
し
た
」

4

年
前
、
子
供
を
持
つ
患
者

さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の

会
合
に
参
加
さ
れ
た
相
原
さ
ん

(
初
代
・
女
性
)
の
言
葉
で
す
。

こ
の
発
言
を
き
っ
か
け
に
、
他

の
参
加
者
か
ら
も
「
う
ち
は
、

家
族
か
ら
、
そ
ば
に
い
る
こ
と

が
つ
ら
い
と
き
が
あ
る
と
言
わ

れ
た
」
「
家
に
い
る
と
き
く
ら

い
、
病
気
の
こ
と
を
忘
れ
て
ほ

し
い
か
ら
、
病
気
の
話
は
や
め

よ
う
と
言
わ
れ
て
驚
い
た
」
な

ど
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
語

ち
れ
ま
し
た
。

会
の
最
後
に
「
自
分
一
人
じ

つなぐ:と

語
り
合
い

坂本はと恵
国立がん研究センター東病院がん相談統括専門職

ゃ
な
い
と
感
じ
て
楽
に
な
っ

た
」
と
い
う
相
原
さ
ん
の
言
葉

に
、
周
囲
も
和
ん
だ
様
子
だ
っ

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

が
ん
患
者
さ
ん
の
感
じ
る
孤

立
に
つ
い
て
、
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。20
1

5

年
に
実
施
さ
れ
た
患
者
体
験

調
査
(
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ

ー
)
に
よ
る
と
「
が
ん
と
診
断

さ
れ
て
か
ら
、
家
族
か
ら
不
必

要
に
気
を
使
わ
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
患
者

さ
ん
は
初
・7
俗
、
「
治
療
中
に

社
会
か
ら
の
が
ん
に
対
す
る
偏

見
を
感
じ
た
」
と
回
答
し
た
患

者
さ
ん
は
叩
・6
必
初
で
し
た
。

こ
う
し
た
孤
立
感
の
軽
減

に
、
同
じ
病
気
や
、
似
た
境
遇

の
方
た
ち
と
語
り
あ
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
参
加
が
有
用

で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
海
外

意
見
・
社
説

孤
立
脱
却
を

で
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
我
が
国
で

は
、
い
ま
だ
地
域
性
ゃ
が
ん
に

対
す
る
偏
見
に
よ
り
、
自
身
が

が
ん
で
あ
る
こ
と
を
自
由
に
話

す
こ
と
が
で
き
ず
、
社
会
か
色

孤
立
す
る
場
合
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
策
定
さ

れ
た
第3
期
が
ん
対
策
推
進
基

本
計
画
で
も
課
題
と
し
て
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
ソl
シ
ャ
ル
.
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

(
S
N
S
)を
通
じ
て
同
じ
年

代
、
同
じ
が
ん
の
種
類
の
方
と

つ
な
が
っ
た
り
、
情
報
受
換
し

た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
展
開

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
ど
こ
か

へ
出
か
け
て
い
く
元
気
が
な
い

時
や
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
場
所
が
な
い
場 合

で
も
参
加
が
可
能
で
す
。

「
つ
な
が
る
こ
と
が
、
生
き

る
力
に
な
り
、
前
向
き
に
な
れ

る
。
そ
う
や
っ
て
本
人
が
変
わ

る
こ
と
で
、
家
族
も
救
わ
れ

る
」
。
子
供
を
持
つ
が
ん
患
者

さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
イ

ト
を
運
営
し
て
い
る
西
口
洋
平

さ
ん
(
キ
ャ
ン
サl
ペ
ア
レ
ン

ツ
代
表
)
の
言
葉
で
す
。

こ
う
い
っ
た
柔
軟
な
支
援
体

制
が
今
後
さ
ら
に
広
が
り
、
患

者
さ
ん
が
全
国
ど
こ
で
暮
ら
し

て
い
て
も
孤
立
を
感
じ
る
こ
と

な
く
過
ご
せ
る
日
が
く
る
と
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
1

月
担
日
(
日
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。99 
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世
の
中
「
ヤ
ブ
医
者
」
も
居
れ
ば
「
名

医
」
も
居
る
。

一
昨
年6
月
、
肺
が
ん
の
手
術
を
受
け

た
。
胸
腔
鏡
を
使
っ
て
、
開
胸
せ
ず
に
行

う
鏡
視
下
手
術
。
視
野
が
狭
く
、
限
ら
れ

た
空
間
で
、
精
密
に
縫
い
合
わ
せ
(
縫
合
)
、

血
管
を
糸
で
結
ん
だ
り
縛
つ
た
り
(
船
艇
)

:
・
:
。
結
構
、
こ
れ
が
難
し
い
。
外
科
医

の
経
験
に
よ
っ
て
「
大
き
な
差
」
が
出
る
。

幸
い
、
僕
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
執
万
し

た
手
術
が5
0
0
0

例
の
名
医
に
や
っ
て

も
ら
っ
た
。
外
科
手
術
で
は
「
経
験
」
が

名
医
の
条
件
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
ヤ
ブ
医
者
と
名
医
の
「
経

験
の
差
」
を
縮
め
る
道
具
が
誕
生
し
て
い

る
。
内
視
鏡
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ

イ
ン
チ
」
で
あ
る
。

体
に
小
さ
な
穴
を
開
け
、
内
視
鏡
カ
メ

ラ
と
ア
l

ム
を
挿
入
し
、
執
万
医
は
操
作

私
事
だ
が
先
月
ハ
ベ
が
急
死
し
た

o

m
歳
と
高
齢
だ
っ
た
が
特
に
大
き
な

病
気
は
な
く
、
前
日
ま
で
全
く
普
段

通
り
。
戸
惑
い
は
大
き
か
っ
た
。
心

筋
梗
塞
と
の
診
断
だ
っ
た
。

数
日
後
、
桜
島
大
根
に
よ
る
血
管

病
予
防
に
つ
い
て
鹿
児
島
大
学
農
学

部
の
加
治
屋
勝
子
講
師
に
取
材
し

た
。
そ
の
際
、
彼
女
が
な
に
げ
な
く

言
っ
た
言
葉
に
胸
を
つ
か
れ
た
。
「
普

通
に
暮
ら
し
て
い
た
人
が
あ
る
日
突

然
命
を
奪
わ
れ
、
本
人
も
家
族
も
何

の
心
構
え
も
で
き
な
い
。
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
な
ど
の
突
然
死
を
招
く
血

ボ
ッ
ク
ス
の
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
見
な
が
ち

遠
隔
操
作
す
る
。
ダ
ヴ
イ
ン
チ
は
細
か
い

作
業
、
特
に
「
縫
合
」
と
「
結
葉
」
が
得
意
だ
。

小
さ
な
穴
を
開
け
る
だ
け
な
の
で
出
血

が
少
な
い
。
術
後
の
回
復
も
早
い
。
ダ
ヴ

イ
ン
チ
の
お
陰
で
、
ヤ
ブ
医
者
も
「
名
医
」

に
な
れ
る
?

今
年1
月
、
ダ
ヴ
イ
ン
チ
を
使
う
手
術 意

見
・
社
説

そ
こ
で
、
問
題
は
「
費
用
」
で
あ
る
。

ダ
ヴ
イ
ン
チ
は
定
価
が1
台
約
3

億
円
。

か
ん
し
な
ど
の
使
い
捨
て
の
機
材
は
1

回

当
た
り
印
万
円
ほ
ど
か
か
る
。
小
さ
な
病

院
で
は
導
入
が
難
し
い
。

い
つ
も
の
乙
と
で
は
あ
る
が
、
高
価
な

薬
、
高
価
な
医
療
機
器
を
使
う
べ
き
か
0
・

現
場
は
「
カ
ネ
の
問
題
」
で
悩
む
。

国
民
皆
保
険
制
度
は
崩
壊
す
る
だ
ろ
う
。

高
額
な
薬
で
、
長
生
き
す
る
こ
と
も
大

事
だ
が
:
:
:
。
議
論
は
結
局

N

命
の
値
段μ

に
た
ど
り
着
き
、
費
用
対
効
果
が
判
断
の

材
料
に
な
る
の
か
?

救
う
命
と
救
わ
な
い
命
を
金
額
で
線
引

き
ず
る
医
療0

・

「
命
」
の
費
用
対
効
果
?

何
の
こ
と
は

な
い
。
「
カ
ネ
が

名
医
」
と
い
う

こ
と
な
の
か
?

(
客
員
編
集
委

員
)

の
保
険
適
用
対
象
を
一
挙
に
拡
大
す
る
こ

と
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
「
前
立
腺

が
ん
」
「
腎
臓
が
ん
」
の
摘
出
手
術
の
2

件
だ
け
だ
っ
た
が
、4
月
か
ら
は
新
た
に

「
胸
腔
鏡
下
食
道
悪
性
腫
虜
手
術
」
「
腹

腔
鏡
下
腫
式
子
宮
全
摘
術
」
な
ど
ロ
件
の

手
術
が
追
加
さ
れ
る
。

管
病
は
、
そ
う
い
う
意
昧
で
と
て
も

悲
惨
な
病
気
だ
と
思
う
」
。
分
か
っ

て
い
た
ら
も
っ
と
親
孝fpレ
た
の
に

ー
。
後
悔
が
押
し
寄
せ
る
中
で
聞
い

た
言
葉
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。

言十向

研
究
者
の
思
い

脳
学
中
と
心
筋
梗
塞
は
全
く
別
の

病
気
の
よ
う
だ
が
、
「
ど
ち
ら
も
血

管
の
不
調
が
引
き
起
こ
す
病
気
と
い

う
点
で
は
同
じ
」
と
、
加
治
屋
講
師

は
言
う
。
血
管
が
う
ま
く
伸
び
縮
み

で
き
な
く
な
る
と
血
流
が
滞
り
、
そ

風ー

例
え
ば
、
肺
が
ん
の
患
者
に
使
う
「
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
」
。
年
間

1
7

0
0

万
円
も
か
か
る
。
高
額
療
養
費
制
度

の
利
用
で
、
初
歳
以
上
旬
歳
未
満
の
一
般

所
得
者
の
自
己
負
担
額
は
月
5

万
円
程
度

だ
か
色
、
安
上
が
り
?
で
患
者
は
助
か

る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
使
い
続
け
れ
ば
・

..... 

れ
が
脳
や
心
臓
の
場
合
は
突
然
死
に

つ
な
が
る
。
「
原
因
は
脳
や
心
臓
で

な
く
、
血
管
な
の
で
す
」

鹿
児
島
県
は
、
脳
血
管
疾
患
や
心

疾
患
な
ど
の
血
管
病
に
よ
る
死
亡
率

が
全
国
の
中
で
も
高
い
。
南
さ
つ
ま

市
出
身
の
加
治
屋
講
師
は
「
郷
里
の

血
管
病
を
減
ら
し
た
い
」
と
の
強
い

思
い
か
ら
、
一
貫
し
て
そ
の
予
防
研

究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
「
血
管
ト

ラ
ブ
ル
は
予
測
不
能
で
、
あ
る
日
突 然

襲
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
こ
そ
予
防

が
と
て
も
重
警
と
力
を
込
め
る
。

加
治
屋
講
師
が
こ
だ
わ
る
の
は
、

食
品
に
よ
る
病
気
予
防
だ
。
医
著
聞

で
な
く
「
日
々
摂
取
す
る
食
品
で
こ

編
集
委
員

児
島
佳
代
子

そ
、
真
の
予
防
が
可
能
」
と
考
え
る
。

血
管
病
予
防
に
役
立
つ
食
品
を
見
つ

け
よ
う
と
県
産
農
産
物
を
片
っ
端
か

ら
調
べ
、3
年
が
か
り
で
た
ど
り
着

い
た
の
が
桜
島
大
根
。
他
の
野
菜
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
高
い
血

毎

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
訂
日
(
火
)

管
機
能
改
憲
果
が
あ
る
こ
と
を
突

き
止
め
た
。
「
鹿
児
島
の
人
は
ぜ
ひ

食
べ
て
、
血
管
病
予
防
に
努
め
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
る
。

桜
島
大
根
な
ど
地
元
食
材
の
健
康

機
能
性
を
、
連
載
「
か
ご
し
ま
食
の

底
力
」
で
毎
月
紹
介
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
研
究
者
の
思
い
も
、
併
せ
て

伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
う
。

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
ゆ
日
(
月
)
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愛
知
県
稲
沢
市
の
馬
場
心
奈

ち
ゃ
ん
(
=
一
つ
)
が
、
小
児
白
血
病

の
「
C
A
R
l
T
(
カ
l

テ
ィ

l
)細
胞
療
法
」
と
い
う
新
治
療

を
中
国
の
病
院
で
受
け
、
命
を

救
わ
れ
た
話
題
を
一
月
二
十
五

日
の
朝
刊
社
会
面
で
書
い
た
。

そ
の
取
材
で
、
お
母
さ
ん
に

話
を
う
か
が
っ
て
い
た
ら
、
退

屈
し
た
心
奈
ち
ゃ
ん
、
私
の
そ

p 
，、〆> 

新治療への時間

ば
に
来
て
顔
を
見
上
げ
「
遊
ぼ

!
」
。
あ
ど
け
な
い
表
情
に
、

胸
が
詰
ま
っ
た
。
一
歳
の
と
き
、

名
古
屋
大
病
院
で
つ
ら
い
骨
髄

移
植
手
術
を
受
け
、
わ
ず
か
半

年
で
再
発
。
新
治
療
が
な
け
れ

ば
、
恐
ら
く
助
か
ら
な
か
っ
た

命
な
の
だ
。

同
療
法
は
、
リ
ン
パ
球
のT

細
胞
を
取
り
出
し
、
白
血
病
細

胞
へ
の
攻
撃
力
を
強
化
し
て
培

養
し
体
内
に
戻
す
免
疫
療
法

で
、
世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い

る
。
当
時
、
名
大
小
児
科
で
も
、

研
究
が
実
用
段
階
に
達
し
て
い

た
が
、
国
の
承
認
に
時
間
が
か

か
る
た
め
、
先
に
臨
床
応
用
さ

れ
て
い
た
中
国
に
託
し
た
。
そ

れ
か
ら
一
年
半
。
再
発
も
副
作

用
も
な
く
、
心
奈
ち
ゃ
ん
は
す

「
治
し
、
支
え
る
医
療
」

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
聞
く

と
、
何
人
か
の
医
師
を
思
い
浮

か
べ
る
。

あ
る
医
師
は
外
来
で
、
卯
代

の
女
性
患
者
が
ふ
さ
ぎ
気
昧
な

の
を
見
て
、
「
そ
り
ゃ
、
走
り

回
る
ん
は
無
理
で
。
年
な
り
じ

ゃ
」
と
諭
し
、
食
事
や
生
活
の

助
言
を
し
て
い
た
。
別
の
高
齢

患
者
と
は
死
に
つ
い
て
語
り
合

い
、
さ
ら
に
別
の
患
者
の
悪
性

疾
患
を
早
期
に
見
つ
け
て
大
学

病
院
に
つ
な
い
で
い
た
。

患
者
の
H

日
頃
μ
を
思
い
浮

か
べ
て
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
、
き
っ
ち
り
連
携
で
き
る

の
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
モ
デ

ル
だ
と
思
っ
た
。

高
齢
者
が
増
え
て
疾
病
構
造

が
変
化
し
、
「
治
す
医
療
」
か

;跡地理能集版…5号

一筆多論 佐藤好美

ら
「
治
し
、
支
え
る
医
療
ヘ
」

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

人
口
構
成
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
だ

っ
た
と
き
は
、
治
癒
を
目
指
す

急
性
疾
患
が
多
か
っ
た
。
だ

が
、
人
口
が
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

に
な
る
今
後
は
、
慢
性
疾
患
が

増
え
、
疾
患
と
つ
き
あ
っ
て
い

く
人
が
増
え
る
。
病
を
抱
え
て

も
、
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る

よ
う
に
す
る
の
が
「
支
え
る
医

療
」
。
カ
ギ
に
な
る
の
が
、
か

か
り
つ
け
医
だ
。

「
治
し
、
支
え
る
医
療
ヘ
」

の
言
葉
は
平
成
初
年
に
、
厚
生

労
働
省
の
「
安
心
と
希
望
の
医

療
確
保
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
た
会
議

で
、
東
京
都
台
東
区
の
開
業

と
は

医
、
野
中
博
医
師
は
「
従
来
の

医
療
現
場
で
は
治
す
こ
と
だ
げ

に
着
目
し
、
支
え
る
視
点
が
抜

け
て
い
た
」
と
発
言
。
こ
ん
な

例
を
挙
げ
て
い
る
。
高
齢
の
男

性
が
、
妻
の
死
を
き
っ
か
け
に

食
欲
が
低
下
す
る
。
外
出
が
お

っ
く
う
に
な
っ
て
引
き
こ
も

り
、
下
肢
の
筋
肉
が
落
ち
、
運

動
機
能
が
低
下
す
る
。
そ
の
う

ち
転
倒
し
、
大
腿
骨
を
骨
折
す

る
:
・
。
医
療
職
や
介
護
職
は
そ

う
な
る
前
に
、
こ
う
し
た
状
態

を
発
見
し
、
男
性
に
社
会
参
加

を
促
し
、
生
活
機
能
の
維
持
を

目
指
す
こ
と
が
重
要
だ
、
と
。

野
中
医
師
自
身
、
大
学
病
院

を
辞
め
て
地
元
に
帰
り
、
請
わ

れ
て
訪
問
診
療
を
始
め
た
。
三

社
祭
や
隅
田
川
の
花
火
が
、
認

意
見
・
社
説

く
す
く
育
っ
て
い
る
。

日
本
の
新
薬
承
認
の
手
順

は
、
中
国
に
比
べ
は
る
か
に
厳

し
い
。
名
大
チl
ム
は
臨
床
試

験
申
請
か
ら
先
月
の
承
認
ま
で

八
カ
月
か
か
っ
た
。
安
全
性
の

確
認
は
徹
底
す
べ
き
だ
が
、
時

間
を
争
う
小
児
難
病
の
場
合
、

何
ら
か
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
は

で
き
な
い
も
の
か
。
痛
切
に
、

知
症
の
患
者
を
落
ち
着
か
せ
、

元
気
に
し
て
い
く
の
を
体
験
す

る
。
「
病
気
を
抱
え
て
諦
め
て

い
て
も
、
住
み
慣
れ
た
土
地

は
、
頑
張
っ
て
地
域
に
戻
ろ

う
、
と
い
う
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
。
医
療
の
目
的
は
治
す
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
だ
」
(
野
中
医
師
)

4

月
か
ら
の
診
療
報
酬
で

は
、
医
療
機
関
の
役
割
分
担
が

進
む
。
「
治
し
、
支
え
る
医
療

ヘ
」
を
目
指
し
、
か
か
り
つ
け

機
能
を
持
つ
診
療
所
な
ど
の
初

診
料
が
充
実
さ
れ
る
。
一
方

で
、
大
病
院
に
紹
介
状
な
し
で

受
診
し
た
と
き
の
患
者
負
担
が

拡
大
さ
れ
る
。
重
度
、
緊
急
で

な
い
患
者
の
大
病
院
へ
の
集
中

を
防
ぎ
、
勤
務
医
の
負
担
を
軽

減
。
高
度
医
療
の
持
続
可
能
性

を
図
る
。

懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

そ
う
思
う
。

(
編
集
委
員
・
安
藤
明
夫
)

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
刊
日
(
日
)

病
院
で
紹
介
状
の
な
い
患
者
に

自
己
負
担
を
求
め
る
な
ら
、
か

か
り
つ
け
医
が
正
し
く
見
立
て

て
、
き
っ
ち
り
紹
介
で
き
る
こ

と
が
前
提
。
本
当
に
環
境
は
整

っ
て
い
る
の
か
一
と
い
う
疑
問

だ
。
当
然
の
心
配
だ
と
思
う
。

総
合
診
療
の
で
き
る
医
師
を

育
て
、
増
や
す
こ
と
は
焦
眉
の

急
だ
。
同
時
に
、
医
療
の
環
境

が
激
変
す
る
こ
の
時
代
に
、
い

く
ら
総
合
診
療
医
で
も
、
医
師

1

人
で
担
え
る
負
担
に
は
限
界

が
あ
る
。
改
定
で
は
、
医
療
機

関
同
士
の
連
携
に
も
報
酬
が
新

設
さ
れ
た
。
医
師
や
多
職
種
が

チ
ー
ム
に
な
り
、
あ
る
い
は
診

療
所
と
紹
介
先
の
病
院
が
カ
バ

ー
し
合
う
、
そ
ん
な
、
地
域
の

総
合
力
も
関
わ
れ
る
と
思
う
。

(
論
説
委
員
)

大

2
0
1
8

年
2

月
げ
日
(
土
)

産

経
(
東
京
)
・
朝
刊
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医
療
ニ
ュ
ー
ス

所
属
病
院
元
院
長

苦
境
に
救
い

の
手

【
平
園
田
・
神
足
俊
輔
】
一
度
も
「
勝
て
」
と
言
わ
れ
た
と
と
が

な
い
特
別
な
支
援
者
に
、
恩
返
し
し
た
。
平
昌
冬
季
五
輪
は
回
目
、

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子50
0
M
に
小
平
奈
緒
(
剖
)
が
出
場
、

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
信
州
大
学
卒
業
後
、
実
績
の
少
な
さ
か

ら
所
属
先
が
決
ま
ら
ず
、
競
技
生
活
の
続
行
も
危
ぶ
ま
れ
た
。
そ

の
時
、
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
の
が
「
相
沢
病
院
」
(
長
野
県

松
本
市
)
。
五
輪
新
記
録
で
頂
点
に
上
り
詰
め
た
女
王
は
「
み
ん

な
に
『
あ
り
が
と
う
』
と
伝
え
た
い
」
と
目
を
潤
ま
せ
た
。

才
能
開
花
を
支
援

2
0
0
9

年
の
大
学
卒
業
間

際
。
小
平
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
た
。
大
学
で
の
主
な
実
績
は
、

2

年
時
の
全
日
本
距
離
別
選
手
権

1
0
0
O
M
優
勝
と
、4
年
時
の

間
選
手
権1
5
0
0
M
優
勝
な
ど

で
、
世
界
に
広
く
知
ら
れ
る
存
在

で
は
な
か
っ
た
。

小
平
は
競
技
続
行
に
当
た
り
、

同
大
教
授
の
結
城
匡
啓
コl
チ

(
臼
)
の
指
導
が
受
け
ら
れ
る
環
境

を
希
望
し
た
。
だ
が
、
当
時
は
リ

l

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
真
っ
た
だ

中
。
「
世
界
ご
の
肩
書
も
な
い

小
平
の
希
望
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
企
業
は
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
日
本
ス
ケ
ー
ト
連

盟
が
提
携
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ

ー
で
、
相
沢
病
院
の
ス
ポ
ー
ツ
障

害
予
防
治
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す

る
村
上
成
道
医
師
が
、
当
時
院
長

だ
っ
た
相
沢
孝
夫
さ
ん
(
初
)
H現

女子500最
高
経
営
責
任
者H
に
引
き
合
わ

せ
て
く
れ
た
。
侃
年
に
左
足
を
痛

め
た
際
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
病
院

で
も
あ
っ
た
。

面
談
し
た
相
沢
さ
ん
が
抱
い
た

小
平
の
第
一
印
象
は
「
さ
わ
や
か

で
、
派
手
な
と
と
や
華
美
な
こ
と

は
求
め
な
い
人
」
。
「
広
告
塔
」

と
し
て
期
待
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
「
ス
ケ
ー
ト
に
打
ち
込
み
た

い
」
と
い
う
真
っ
す
ぐ
な
瞳
に
心

を
打
た
れ
た
。
「
話
し
て
い
る
う

ち
に
す
ー
っ
と
僕
の
中
に
入
っ
て

来
て
支
援
を
決
め
た
」
。
同
セ
ン

タ
ー
職
員
と
し
て
給
料
を
払
い
、

君
が
い
る
か
ら

用
具
代
、
遠
征
費
な
ど
年
間
1
0

0
0

万
円
超
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

叩
年
の
バ
ン
クl
バ
l

五
輪
で

は
1
0
0
O
M
と
1
5
0
0
Mで

5

位
、
日
年
の
ソ
チ
五
輪
で
は
5

0
0
M
で
5

位
に
入
っ
た
が
、
な

か
な
か
才
能
が
開
詑
し
な
か
っ

た
。
小
平
は
ソ
チ
五
輪
後
、
飛
躍

を
求
め
て
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
王

国
・
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
留
学
を
希
望

し
た
。「

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
本
人

が
や
り
た
い
よ
う
に
や
れ
ば
」
。

話
を
聞
い
た
相
沢
さ
ん
は
、
日
年

審
か
ら
の2
年
間
、
長
期
出
張
と

い
う
形
で
、
小
平
を
オ
ラ
ン
ダ
に

送
り
出
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
仕
込
み

の
「
強
者
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
l

」

を
手
に
し
た
小
平
は
、
帰
国
後
の

凶
年
か
らW
杯
5
0
0
M
で
日
連

勝
を
続
け
る
。

平
昌
五
輪
を
叩
カ
月
後
に
控
-
え

た
昨
年4
月
。
小
平
か
ら
も
う
一

つ
の
要
望
が
あ
っ
た
。
「
パ
ン
ク ー

パ
l

、
ソ
チ
五
輪
に
出
場
し
、

同
部
屋
だ
っ
た
同
い
年
の
石
沢
志

穂
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
役
に
し
て
く

れ
な
い
か
」
。
相
沢
さ
ん
は
、
こ

の
時
も
二
つ
返
事
で
O
K
し
た
。

「
過
剰
な
要
求
を
し
な
い
小
平
が

お
願
い
し
に
来
た
と
い
う
こ
と

は
、
石
沢
さ
ん
を
本
当
に
必
要
と

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
素
人
で

は
世
界
で
戦
う
サ
ポ
ー
ト
は
で
き

な
い
」

石
沢
さ
ん
は
遠
征
に
同
行
し
、

試
合
中
も
そ
ば
に
い
る
。
「
練
習

も
す
ご
く
雰
囲
気
が
い
い
」
と
喜

ぶ
小
平
は
、
昨
年
日
月
の
カ
ナ
ダ

遠
征
中
に
も
ツ
イ
ッ
タ
l

に
「
易

体
再
生
中
。
い
っ
し
l

の
お
料
理

で
、
長
い
遠
征
中
の
身
体
づ
く
り

も
バ
ッ
チ
リ
で
す
。
カ
ナ
ダ
に
い

る
の
に
、
日
本
よ
り
日
本
ら
し
い

食
事
」
と
投
稿
し
た
。

「
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
レ
l

ス
が

で
き
た
」
と
振
り
返
っ
た
小
平
。

「
長
野
出
身
で
頑
張
っ
て
い
る

小
平
を
応
援
し
て
い
る
だ
け
。

僕
は
一
度
も
『
勝
て
』
と
言
っ

た
こ
と
は
な
い
」
と
話
す
相
沢

さ
ん
に
、
輝
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈

っ
た
。

強
く
な
れ
た
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日本最も安全に赤ちゃん誕生

ツ
l

「
誇
り
」

親
友
と
ワ
ン

て
韓
国
・
嚢
陽
空
港
に
降
り
立
っ

た
小
平
に
、
日
本
だ
け
で
な
く
韓

国
の
メ
デ
ィ
ア
も
取
材
に
押
し
寄

せ
た
。
五
輪
女
王
の
李
と
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ(
W杯
)
日
連
勝
中
の
小

平
と
の
「
頂
上
決
戦
」
に
つ
い
て
の

抱
負
を
求
め
る
質
問
に
、
小
平
は

「
李
選
手
も
す
ば
ら
し
い
選
手
。

勝
つ
と
い
う
よ
り
も
、
熱
い
戦
い

が
で
き
れ
ば
」
と
冷
静
に
返
し
た
。

年
齢
の
近
い2
人
は
互
い
を
認

め
合
う
親
友
で
も
あ
る
。
「
来
年

【
平
自
・
岩
壁
峻
】
小
平
の
最

大
の
ラ
イ
バ
ル
は
、
銀
メ
ダ
ル
と

な
っ
た
五
輪
開
催
国
・
韓
国
の
李

相
花
(
お
)
だ
っ
た
。
五
輪

2

連
覇

中
で
世
界
記
録
(
お
秒
初
)
保
持

者
で
あ
る
地
元
の
ス
タ
!
と
小
平

と
の
、
韓
国
で
も
注
目
を
浴
び
た

対
決
。
結
果
は
明
暗
を
分
け
た
が

「
長
い
間
一
緒
に
や
っ
て
き
て
、

お
互
い
誇
ら
し
い
ね
」
と
力
を
尽

く
し
た
健
闘
を
た
た
え
た
。

4

日
に
日
本
選
手
団
主
将
と
し

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
国
連
児

童
基
金
(
ユ
ニ
セ
フ
)
は
初
日
付
で
、

世
界
各
国
の
新
生
児
死
亡
率
を
比
較

す
る
報
告
書
を
発
表
し
た
。
日
本
が

最
も
低
く
「
赤
ち
ゃ
ん
が
最
も
安
全

に
生
ま
れ
る
国
」
と
指
摘
す
る
一
方
、

ユ
ニ
セ
フ
死
亡
率
調
査

最
悪
の
パ
キ
ス
タ
ン
は
約
印
倍
の
高

さ
。
ユ
ニ
セ
フ
は
新
生
児
の
死
亡
は

大
半
が
予
防
可
能
だ
と
し
て
、
死
亡

率
が
高
い
国
々
へ
の
支
援
を
訴
え

た
生
後
お
日
未
満
で
死
亡
し
た
乳
児

は
フ
ァ
イ
ト
し
よ
う
」
「
良
い
レ

ー
ス
が
し
た
い
ね
」
な
ど
と
励
ま

し
合
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情

で
話
し
込
む
光
景
も
よ
く
見
ら
れ

る
。
李
は
「
彼
女
(
小
平
)
の
ス

ケ
1

テ
ィ
ン
グ
が
好
き
」
と
語
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
本
人
た
ち
の
思

い
と
は
別
に
、
周
囲
が2
人
の
競

争
を
あ
お
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

過
熱
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
李

が
戒
め
も
し
た
。

迎
え
た
決
戦
。
先
に
滑
っ
た
小 平

は
五
輪
新
記
録
と
な
る
お
秒
倒

を
出
し
た
が
、
表
情
を
変
え
な
か

っ
た
。
次
の
組
に
大
歓
声
を
浴
び

て
登
場
し
た
李
は
、
途
中
で
ミ
ス

も
あ
っ
て
幻
秒
お
に
と
ど
ま
っ

た
。
涙
に
暮
れ
る
李
の
そ
ば
に
、

小
平
が
近
寄
っ
て
そ
っ
と
手
を
握

っ
た
。
小
平
の
金
メ
ダ
ル
、
李
の

銀
が
決
ま
っ
た
後
、
涙
が
止
ま
ら

ず
韓
国
国
旗
を
持
っ
て
観
衆
に
あ

い
さ
っ
す
る
李
に
再
び
小
平
が
寄

り
添
う
と
、2
人
は
し
ば
ら
く
言

葉
を
交
わ
し
な
が
ら
一
緒
に
ウ
イ

ニ
ン
グ
ラ
ン
を
し
た
。

レ
ー
ス
後
、
小
平
は
「
相
花
の プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
相
当
な
も
の
だ

っ
た
と
思
う
」
と
李
の
難
し
い
立

場
を
思
い
や
っ
た
。
李
は
小
平
か

ら
「
今
も
尊
敬
し
て
い
る
よ
」
と

声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
明
か
し

た
。
表
彰
台
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

と
も
に
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
並
び

立
っ
た
。毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
四
日
(
月
)

3

・
7

人
)
は
順
位
が
低
か
っ
た
。

最
も
多
か
っ
た
パ
キ
ス
タ
ン
は
必

・
6

人
。
中
央
ア
フ
リ
カ
(
必
・
3

人
)
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
(
刊
・
o

人
)
と
続
い
た
。
最
悪
の
日
カ
国
中

8

カ
国
が
、
貧
困
や
紛
争
に
苦
し
む

の
以
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
の
ア

的
臥
フ
リ
カ
だ
っ
た
。

当
9

外
世
界
全
体
で
は
死
亡

人
口
象

千
人
対
し
た
新
生
児
が
年
間
約

品
紘
一
蹴
2
6
0

万
人
に
上
り
、

に
人
は
約

1
0
0

万
人
が
生
ま

フ
た
国
セ
し
小
れ
た
日
に
亡
く
な
っ

二
亡
の
と
。

ユ
死
下

7

※
死
亡
原
因
の

8

割
以

の
割
合(
2
0
1
7年
時
点
の
推
計
)

を
比
較
。
日
本
は
千
人
当
た
り
0

・

9

人
で
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
同
1

・

0

人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の1
・
1

人

が
続
い
た
。
先
進
国
で
も
カ
ナ
ダ
(
犯

位
、
3

・
2

人
)
や
米
国
(
担
位
、

-E羽田砂淵茸辺誠~;riiitI笥園

医
療
ニ
ュ
ー
ス

上
が
早
産
や
出
産
時
の
合
併
症
、
肺

炎
な
ど
の
感
染
症
。
助
産
師
が
い
て

清
潔
な
水
や
消
毒
剤
な
ど
が
あ
れ
ば

助
か
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

子
供
の
病
気
に
有
効
な
薬
剤
の
普

及
な
ど
に
よ
り
、
過
去
お
年
間
で
世

界
の5
歳
未
満
児
の
死
亡
率
は
ほ
ぼ

半
減
し
た
が
、
新
生
児
死
亡
率
の
引

き
下
げ
は
社
会
全
体
の
取
り
組
み
が

必
要
な
た
め
、
貧
し
い
国
々
を
中
心

に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

ユ
ニ
セ
フ
の
フ
ォ
ア
事
務
局
長
は

「
私
た
ち
は
世
界
の
最
も
貧
し
い
子

供
た
ち
を
見
捨
て
続
け
て
い
る
」
と

指
摘
し
た
。
〈
共
同
通
信
)

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
初
日
(
火
)

103 



医穫と安全管理総集版 2018 年怒号

塁
療
事
故
・
訴
訟

チ
ュ
ー
ブ
位
置
「
正
し
い
と
過
信
」

輸
血
で
肝
炎
女
性
死
亡

厚
生
労
働
省
は
白
目
、

輸
血
用
血
液
製
剤
で
初
代

の
女
性
がE
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
(
H
E
V
)に
感
染

し
、
劇
症
肝
炎
で
昨
年
死

亡
し
て
い
た
と
明
ら
か
に

し
た
。
血
液
製
剤
の
供
給

元
の
献
血
者
は
、
シ
カ
の

生
肉
を
食
べ
た
と
と
で
感

染
し
た
と
み
ら
れ
る
が
、

発
症
し
て
い
な
か
っ
た
。

輸
血
でH
E
V
に
感
染
し

死
亡
し
た
報
告
は
、
海
外

も
含
め
初
め
て
と
い
う
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
女

性
は
多
発
性
骨
髄
腫
を
患

い
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
5

カ
月
間
受
け
た
後
、
昨
年

7

月
に
輸
血
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
肝
機
能
が
悪
化

し
、
日
月
に
劇
症
肝
炎
で

大
阪
市
医
療
セ
ン
タ
ー

乳
児
事
故
で
謝
罪

献
血
者
シ
カ
肉
を
生
食

死
亡
し
た
。

献
血
事
業
を
担
う
日
本

赤
+
宰d社
に
よ
る
と
、2

0
0
2

年
以
降
、
輸
血
で

H
E
V
に
感
染
し
発
症
し

た
の
は
お
件
。
軽
症
だ
っ

た
ケ
l

ス
が
多
い
。
日
赤

は
こ
れ
ま
で
血
液
のH
E

V
混
入
の
検
査
をE
型
肝

炎
患
者
が
多
い
北
海
道
の

み
で
実
施
し
て
い
た
が
、

今
後
全
国
に
広
げ
る
。

し
か
し
、
導
入
に
は
少

な
く
と
もl
s
2

年
か
か

る
た
め
、
当
面
は
感
染
の

恐
れ
が
あ
る
献
血
者
に
は

辞
退
を
呼
び
掛
け
る
。
医

療
機
関
に
対
し
て
は
、
輸

血
用
血
液
製
剤
に
感
染
症

の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を

改
め
て
周
知
す
る
。
た
だ
、

血
液
中
にH
E
V
が
残
っ

て
い
る
期
間
は
畏
く
は
な

い
と
い
う
。
輸
血
用
血
液

製
剤
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
死
亡
は
、
回
s

M
W年
に
計3
件
、
B
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
起

き
た
例
な
ど
が
あ
る
口

肝
臓
専
門
医
の
溝
上
雅

史
・
国
立
国
際
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
ゲ
ノ
ム
医
科
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
は
「
死

亡
は
裡
合
的
な
要
因
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
か
」
と

指
摘
す
る
。
【
熊
谷
豪
】

大
阪
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
(
大
阪
市
都
島
区
)
で
昨
年

9

月
、
生
後2
か
月
の
女
児
に
、

医
師
が
気
管
に
空
気
を
送
る
チ

ュ
ー
ブ
を
誤
っ
て
食
道
に
入

れ
、
女
児
の
脳
に
重
い
障
害
が

残
っ
た
事
故
で
、
同
セ
ン
タ
ー

の
幹
部
が
日
日
、
市
役
所
で
記

者
会
見
し
、
謝
罪
し
た
。

会
見
に
は
事
故
調
査
を
担
当

し
た
山
根
孝
久
・
副
院
長
ら4

人
が
出
席
。
西
上
和
伸
・
総
務

部
長
は
冒
頭
、
「
患
者
さ
ま
や

ご
家
族
に
は
深
く
お
わ
び
申
し

上
げ
ま
す
」
と
述
べ
、
全
員
で

頭
を
下
げ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る

と
、
女
児
は
心
臓
に
持
病
が
あ

り
、
昨
年9
月
四
日
に
手
術
。

気
管
に
チ
ュ
ー
ブ
を
通
し
、
人

工
呼
吸
を
受
け
て
い
た
。

集
中
治
療
部
の
初
代
の
男
性

毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
1

日
(
木
)

医
師
2

人
は
同
幻
日
午
後2
時

印
分
、
回
復
具
合
を
確
か
め
る

た
め
チ
ュ
ー
ブ
を
出
し
入
れ
し

た
際
、
誤
っ
て
食
道
に
チ
ュ
ー

ブ
を
入
れ
た
。
女
児
の
心
拍
や

血
圧
が
下
が
り
、
チ
ュ
ー
ブ
を

複
数
の
医
師
で
確
認
し
た
が
、

「
気
管
に
正
し
く
入
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
」
と
判
断
し

た
。午

後
4

時
叩
分
に
は
、
気
管

支
内
を
映
す
カ
メ
ラ
で
は
チ
ュ

ー
ブ
が
食
道
に
入
っ
て
い
る
こ

と
を
認
め
た
が
、
挿
管
の
手
続

き
は
正
し
く
行
わ
れ
た
た
め
気

管
に
入
れ
た
と
判
断
し
、
チ
ュ

ー
ブ
を
抜
か
な
か
っ
た
。
た
だ
、

肺
に
十
分
な
空
気
が
届
い
て
い

る
こ
と
を
示
す
デl
タ
を
確
認

で
き
ず
、
午
後4
時
印
分
頃
に

最
終
的
に
正
し
く
入
れ
直
し
た

と
い
う
。

2

時
間
に
わ
た
っ
て
女
児
に

酸
素
が
送
り
込
め
ず
、
そ
の
問
、

心
臓
は
泊
分
間
停
止
。
医
師
ら

は
蘇
生
措
置
を
施
し
た
が
、
女

児
は
低
酸
素
脳
症
に
陥
り
、
脳

に
重
い
後
遺
症
を
負
っ
た
。
山

根
副
院
長
は
「
(
正
し
く
入
っ

て
い
る
と
の
)
過
信
が
あ
っ
た
。

疑
い
が
あ
れ
ば
早
期
に
チ
ュ
ー

ブ
を
抜
く
よ
う
再
発
防
止
を
徹

底
す
る
」
と
述
べ
た
。

女
児
は
集
中
治
療
室
で
治
療

中
で
、
回
復
の
め
ど
は
立
っ
て

い
な
い
。
山
根
副
院
長
は
「
視

覚
や
聴
覚
、
運
動
機
能
な
ど
に

重
度
の
障
害
が
残
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
話
し
た
。

読

士
冗
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
2

月
刊
日
(
水
)
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「
胃
が
ん
」
検
査
結
果
見
逃
す

堺
市
医
療
セ
ン
タ
ー

治
療
7

か
月
遅
れ

地
方
独
立
行
政
法
人
・
堺
市

立
病
院
機
構
は
M
目
、
運
営

す
る
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
(
堺
市
西
区
)
で
、
男
性

主
治
医
が
叩
歳
代
の
女
性
患

者
の
検
査
結
果
を
見
落
と
し
、

が
ん
の
発
見
が
約7
か
月
遅
れ

る
医
療
ミ
ス
が
あ
っ
た
と
発
表

し
た
。
女
性
は
治
療
開
始
か

ら
約
1

年
後
に
死
亡
。
問
機

構
は
「
治
療
の
遅
れ
を
招
い

た
」
と
し
て
遺
族
に
謝
罪
し

た
。発

表
に
よ
る
と
、
女
性
は
凶

年
2

月
、
胃
の
痛
み
を
訴
え
、

同
セ
ン
タ
ー
で
胃
の
内
視
鏡
検

査
と
病
理
検
査
を
受
診
。
病
理

検
査
の
担
当
医
師
は
胃
が
ん
を

見
つ
け
、
電
子
カ
ル
テ
に
添
付

さ
れ
た
報
告
書
に
記
載
し
た

が
、
主
治
医
が
こ
れ
に
気
付
か

ず
、
カ
ル
テ
に
書
か
れ
た
内
視

鏡
検
査
の
所
見
だ
け
で
胃
潰
療

と
判
断
し
た
。

約
7

か
月
後
に
女
性
が
吐
き

気
を
訴
え
た
た
め
、
別
の
医
師

が
再
検
査
し
た
際
、
以
前
の
検

査
結
果
に
気
付
い
た
。
女
性
は

同
年
目
月
、
胃
の
一
部
を
切
除

す
る
手
術
を
受
け
、
抗
が
ん
剤

治
療
を
続
け
た
が
、
昨
年
9

月

に
死
亡
し
た
。

主
治
医
は
既
に
退
職
し
、
別

の
病
院
に
勤
務
中
。
調
査
に
「
内

視
鏡
検
査
の
結
果
が
『
胃
潰
虜
』

と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
う
思
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
話
し
て

い
る
と
い
う
。

問
機
構
は
「
ミ
ス
と
死
亡
の

因
果
関
係
は
不
明
だ
が
、
が
ん は

当
初
か
ら
か
な
り
進
行
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
説
明
。

一
方
で
、
医
師
聞
の
情
報
共
有

が
不
十
分
だ
っ
た
と
し
て
、
病

理
検
査
結
果
の
連
絡
体
制
や
カ

ル
テ
の
記
載
方
法
を
見
直
す
な

ど
の
再
発
防
止
策
を
ま
と
め

た
。花

房
俊
昭
院
長
は
「
情
報
共

有
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
で

医
療
ミ
ス
を
起
こ
し
、
患
者
の

ご
家
族
に
深
く
お
わ
び
す
る
」

と
陳
謝
し
た
。

読
古
冗
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
時
日
(
木
)

勘
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
食
道
が
ん
手
術
中

高
知
医
療
セ
ン
タ
ー

(
高
知
市
池
)
が
昨
年
日

月
、
県
内
の
印
代
女
性
の

負
垣
が
ん
の
手
術
中
に
、

医
師
の
勘
違
い
で
、
正
常

な
胃
を
全
部
摘
出
し
て
い

た
こ
と
が
日
目
、
分
か
っ

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
過
失

を
認
め
、
女
性
に
賠
償
金

を
支
払F
之
刀
針
。

同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
手
術
は
医
師5
人
が

担
当
。
が
ん
が
あ
る
食
道

の
下
部
を
切
除
し
、
一
部

を
切
除
し
て
管
状
に
し
た

胃
と
、
食
道
の
上
部
を
つ

な
ぐ
予
定
だ
っ
た
が
、
胃

を
担
当
し
て
い
た
執
万
医

の
1

人
が
「
胃
を
全
て
切

除
す
る
手
術
」
と
勘
違
い

医
療
事
故
・
訴
訟

し
、
温
存
す
べ
き
胃
の
大

網
動
静
脈
の
血
管
を
切

断
し
て
し
ま
っ
た
と
い

F
つ
。医

師
ら
は
す
ぐ
ミ
ス
に

気
付
い
た
が
、
胃
は
全
部

摘
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
り
、
急
き
ょ
食
道

と
腸
管
を
つ
な
い
だ
。

が
ん
の
摘
出
自
体
は
成

功
し
、
女
性
は
現
在
自
宅

で
療
養
し
て
い
る
。
食
道

を
つ
な
ぐ
経
路
が
背
中
側

か
ら
胸
側
に
変
わ
っ
た
た

め
、
「
美
容
的
に
も
不
利
益

を
与
え
た
」
と
し
て
い

る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
胃
を

摘
出
し
た
影
響
を
経
過
観

察
す
る
と
い
う
。

医
師
ら
に
懲
戒
処
分
は

な
く
、
口
頭
で
注
意
さ
れ

た
と
い
う
。
吉
川
清
志
院

畏
が
同
目
、
県
・
高
知
市

病
院
企
業
団
議
会
の
議
員

協
議
会
で
墾
巴
、
「
過
失

に
よ
り
患
者
さ
ん
と
ご
家

族
に
多
大
な
ご
負
担
と
ご

苦
痛
を
お
掛
け
し
た
こ
と

を
心
か
ら
お
わ
び
申
し
上

げ
る
」
と
陳
謝
し
た
。

(
早
崎
康
之
)

高
知
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
初
日
(
火
)
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無
痛
分
娩
施
設
に

情
報
公
開
要
請
ヘ

厚
労
省
研
究
班
研
修
歴
や
実
施
数

お
産
の
痛
み
を
麻
酔
で
和
ら

げ
る
無
痛
分
娩
の
安
全
策
を
検

討
す
る
厚
生
労
働
省
研
究
班

(
研
究
代
表
者H海
野
信
也
・

北
里
大
学
病
院
長
)
は
ロ
目
、

無
痛
分
娩
を
行
う
診
療
所
や
病

院
に
対
し
、
麻
酔
を
す
る
医
師

が
定
期
的
に
講
習
を
受
け
た
上

で
、
研
修
歴
や
無
痛
分
娩
の
実

施
数
な
ど
の
情
報
公
開
を
求
め

医
療
安
全
や
医
療
倫
理
に
つ
い
て
検
討
す
る
委
員
会

な
ど
の
メ
ン
バ
ー
に
患
者
代
表
を
加
え
る
動
き
が
医
療

界
に
広
が
っ
て
い
る
。
第
三
者
の
参
加
で
「
な
れ
合
い
」

を
防
ぎ
、
患
者
目
線
の
医
療
に
つ
な
げ
る
狙
い
で
、
国

も
普
及
を
後
押
し
す
る
。
た
だ
患
者
代
表
の
選
び
方
や

活
動
内
容
に
は
病
院
闘
で
温
度
差
も
目
立
つ
。
患
者
団

体
が
委
員
の
養
成
講
座
を
聞
き
、
「
人
材
パ
ン
ク
」
を

作
る
動
き
も
あ
る
。

全

医
療
安
全

る
方
針
を
決
め
た
。3
月
末
ま

で
に
提
言
を
ま
と
め
る
。

研
究
班
に
よ
る
と
、
産
婦
人

税
医
が
麻
酔
を
担
当
す
る
場

合
、
麻
酔
税
で
の
専
門
的
な
研

修
実
績
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と

す
る
。
産
税
で
の
麻
酔
ト
ラ
ブ

ル
は
、2
0
1
6

年
に
全
国
泊

施
設
で
幻
件
起
き
て
い
た
と
い

う
。
血
圧
低
下
や
呼
吸
困
難
な

ど
重
大
な
合
併
症
の
多
く
が
麻

酔
開
始
日
分
以
内
に
起
き
て
い

参加
況
を
聞
き
取
る
。
取
り
組
み

内
容
の
ほ
か
安
全
意
識
が
医

療
現
場
に
浸
透
し
て
い
る
か

も
確
認
す
る
。

県
病
院
局
の
担
当
者
は

「
事
故
の
教
訓
を
生
か
し
、

患
者
や
遺
族
の
委
員
も
選
ん

だ
。
厳
し
い
指
摘
も
あ
る
が
、

外
部
監
査
が
入
り
、
安
全
意

識
が
さ
ら
に
高
ま
る
」
と
強 た

こ
と
か
ら
、
麻
酔
後
初
分
間

は
患
者
の
急
変
に
対
応
で
き
る

態
勢
を
整
え
る
よ
う
求
め
る
。

研
究
班
は
、
無
痛
分
娩
を
巡

る
事
故
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
昨
年8
月
に

発
足
。
産
税
麻
酔
の
専
門
医
制

度
や
技
術
認
定
制
度
な
ど
資
格

の
導
入
も
検
討
し
た
が
、
結
論

は
出
な
か
っ
た
。
今
後
、
関
連

堂
ム
耳
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

設
置
を
呼
び
か
け
、
認
定
制
度

0
0

カ
所
あ
る
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
に
も
同
様
の
外

部
監
査
を
求
め
る
方
針
だ
。

運
用
に
は
課
題
も
あ
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
が
げ
年
6

月
、
全
特
定
機
能
病
院
に
調

査
し
た
結
果
、
患
者
支
援
に

携
わ
る
人
物
を
委
員
に
選
ん

だ
の
は
約
お
%
に
と
ど
ま

り
、
病
院
の
元
事
務
局
長
や

の
是
非
や
医
師
や
助
産
師
ら
の

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
を

求
め
る
と
い
う
。
(
佐
藤
建
仁
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
日
日
(
火
)

会
な
ど
を
行
っ
て
、
専
門
家

以
外
の
立
場
か
ら
医
療
安
全

な
ど
の
問
題
を
ど
う
チ
ェ
ッ

ク
し
、
課
題
を
指
摘
す
る
か

を
実
践
的
に
学
ん
だ
。

げ
年7
1

叩
月
ま
で
の
前

期
講
座
で
は
受
講
者
間
人
の

う
ち
6

人
が
修
了
。
山
口
理

事
長
は
今
後
、
修
了
者
を
「

C

0
M
L
委
員
パ
ン
ク
」
(
仮
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「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
に
使
う
説
明
書
類
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
患

者
が
後
で
思
い
出
し
ゃ
す
い

よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
す
」
。

1

月
中
旬
、
千
葉
県
こ
ど
も

病
院
(
千
葉
市
緑
区
)
を
訪

れ
た
岡
県
病
院
局
の
医
療
安

全
監
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
同
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
問

い
か
け
た
。

同
委
員
会
は
千
葉
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
で
の
腹
腔
(
ふ
く

く
う
)
鏡
手
術
で
多
数
の
死

者
が
出
た
医
療
事
故
の
調
査 を

担
当
し
た
第
三
者
検
証
委

員
会
の
活
動
を
引
き
継
ぐ
形

で
、2
0
1
6

年
8

月
に
設

置
。7
人
の
委
員
の
う
ち
、

患
者
会
代
表
や
医
療
事
故
遺

族
が
一
般
委
員
と
し
て
2

人

参
加
す
る
ほ
か
、
弁
護
士
や

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
専

門
家
ら
も
名
を
連
ね
、
医
師

は
2

人
に
と
ど
ま
る
。

す
で
に
県
立6
病
院
の
う

ち
4

病
院
を
監
査
。
全
委
員

が
病
院
を
訪
れ
、1
日
が
か

り
で
院
長
や
医
療
安
全
担
当

者
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
状

医療の安

患者も
調
す
る
。

他
病
院
の
元
看
護
部
長
を

「
患
者
代
表
」
に
選
ぷ
な
ど
、

制
度
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
っ
た
。

8

つ
の
大
学
病
院
で
監
査

委
員
を
務
め
る
認
定NP
O

法
人
「
さ
さ
え
あ
い
医
療
人

権
セ
ン
タ
ー
(
C
0
M
L
)

の
山
口
育
子
理
事
長
は
「
患

者
委
員
に
委
員
長
を
任
せ
た

り
、
実
地
監
査
に
参
加
し
て

も
ら
っ
た
り
と
、
積
極
的
に

厚
労
省
が
後
押
し

監
査
委
な
ど
へ
の
患
者
参

加
は
厚
生
労
働
省
も
後
押
し

す
る
。
打
年4
月
、
大
学
病

院
な
ど
特
定
機
能
病
院
(
計

肪
病
院
)
の
承
認
要
件
に
外

部
監
査
委
の
設
置
を
追
加
し

「
医
療
を
受
け
る
者
、
医
療

従
事
者
以
外
」
を
メ
ン
バ
ー

に
加
え
る
こ
と
を
義
務
化
。

同
年4
月
に
は
全
国
に
約4

れ親員で療が
か族とは安実 171 特定機能病院・医療安全 | 
ねなし 、全施年| 監査委員会の外部委員の属性 l 
などて利監し 6 ---------. -.------.,-.,-
い「元害査た月 1 属性 病院数|
人身病関委特に l マ外『の医療従事者 78 I 
物内院係員定日 I V"/ I"'I=l IJV../~7.JA1J..C.~13 I U 

を」長の会機本|マ弁護士など法律家 74 1 

選とゃな 2 能経|マ大学教員、研究者 19 I 
ん受元い実病済 v /'~":T-^~' 

だけ職外語院新|マ患者会など 32 I 

ケ取員部調の聞うち
|らの委査医社I"?>-'--o........cl=o -f...oo. ^ 

院内患者会 9 I 
o 院外患者会 8 I 

0 その他の患者支援団体 15 I 
マ経済人 8 I 
マ報道・メディア関係者 8 I 
マ園、自治体などの職員 7 I 

マ政治関係者 3 I 
マ教育関係者 2 1 

(注)日本経済新聞社調べ。 2017年 6
月時点

ス
も
あ
っ
た
。

調
査
は
特
定
機
能
病
院
の
指
定

取
り
消
し
中
の2
病
院
を
含
め
た

計
町
病
院
を
対
象
に
実
施
。
外
部

委
員
と
し
て
「
他
病
院
の
医
療
従

事
者
」
を
選
ぷ
ケl
ス
が
市
病
院

と
最
多
で
、
弁
護
士
な
ど
の
法
律

「身内」選んだ、事例も

家
(
司
病
院
)
や
医
学
以
外
の
研

究
者
(
凶
病
院
)
、
企
業
経
営
者

な
ど
(
8病
院
)
を
選
ぷ
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
。

外
部
委
員
の
選
出
方
法
は
「
内

部
推
薦
」
が
花
病
院
と
大
半
で
、

公
募
し
た
病
院
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

約
3

割
に
当
た
る
幻
病
院
で
女
性

委
員
が
い
な
か
っ
た
。

厚
生
労
働
省
は
こ
う
し
た
現
状

を
踏
ま
え
、
臨
床
研
究
法
に
基
づ

き
同
年4
月
か
ら
臨
床
研
究
を
行

う
医
療
機
関
な
ど
が
設
置
す
る

「
認
定
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
」

に
つ
い
て
、
男
女
各
1

人
以
上
を

委
員
に
加
え
る
よ
う
義
務
付
け
る

ほ
か
、
医
療
従
事
者
や
元
職
員
を

「
一
般
の
立
場
の
者
」
と
し
て
選

ぶ
こ
と
も
禁
止
す
る
方
針
だ
。

医
療
安
全

関
与
さ
せ
る
病
院
が
あ
る
一

方
で
、
会
議
資
料
を
何
も
用

意
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
院

長
が
出
席
し
な
か
っ
た
り
す

る
病
院
も
あ
る
。
取
り
組
み

状
況
や
意
識
に
格
差
が
大
き

い
」
と
指
摘
す
る
。

養
成
の
講
座
開
設

山
口
理
事
長
は
「
病
院
側

も
ど
ん
な
人
に
委
員
に
な
っ

て
も
ら
い
、
ど
ん
な
活
動
を

し
て
も
ら
え
ば
よ
い
の
か
、

戸
惑
っ
て
い
る
面
も
あ
る
」

と
分
析
。
そ
こ
でC
0
M
L

は
打
年7
月
、
「
医
療
関
係

会
議
の
一
般
委
員
養
成
講

座
」
を
開
設
し
た
。
基
礎
講

座
の
修
了
者
が
対
象
で
、
デ

イ
ベ
l

ト
訓
練
や
模
擬
検
討

は温度差取り組みに
称
)
に
登
録
し
、
病
院
や
自

治
体
な
ど
の
監
査
委
や
審
議

会
な
ど
に
推
薦
す
る
計
画

だ
。国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
倫
理
審
査
委
員
を
務

め
る
会
社
員
、
松
川
紀
代
さ

ん
も
修
了
者
の
一
人
。
同
審

査
委
で
は
治
験
な
ど
の
計
画

に
不
備
が
な
い
か
を
検
討
す

る
が
、
松
川
さ
ん
も
「
串
著

向
け
の
治
験
説
明
書
の
記
載

が
分
か
り
ゃ
す
い
か
、
リ
ス

ク
が
伝
わ
る
か
、
と
い
っ
た

視
点
で
発
言
し
て
い
る
」
と

い
う
。

自
身
も
乳
が
ん
治
療
中
の

松
川
さ
ん
は
患
者
同
士
が
支

え
合
う
ピ
ア
サ
ポl
タ
!
と

し
て
活
動
し
た
経
験
も
あ

る
。
医
学
や
統
計
を
巡
る
専

門
的
な
内
容
は
理
解
が
難
し

い
場
合
も
あ
る
が
、
「
専
門

的
な
内
容
は
医
師
ら
が
チ
ェ

ッ
ク
す
る
」
と
役
割
分
担
を

強
調
。
「
参
加
す
る
以
上
は

『
お
飾
り
』
で
は
な
く
、
患

者
の
立
場
で
発
言
す
る
こ
と

が
重
要
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

(
倉
辺
洋
介
)

日
本
経
済
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朝
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)
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危険性知って陣痛促進剤
陣
痛
促
進
剤
が
原
因
と
さ
れ
る
出
産
時
の
事
故
が
続
い
て
い

る
。
妻
が
一
九
九O
年
に
被
害
者
と
な
っ
た
大
阪
府
の
高
校
教

諭
、
勝
村
久
司
さ
ん
(
五
六
)
は
、
そ
の
後
、
再
発
防
止
に
向
け
て

活
動
し
、
被
害
者
を
公
的
に
救
済
す
る
制
度
設
計
に
も
関
わ
っ

た
。
だ
が
、
教
え
子
の
妻
(
=
一
二
)
が
自
分
の
妻
と
同
様
の
事
故
に

遭
い
、
長
女
を
失
っ
て
い
た
こ
と
を
昨
年
末
に
知
っ
た
。
「
今

も
変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
勝
村
さ
ん
は
た
め
息
を
つ
い
た
。

(
鈴
木
伸
幸
)

滋
賀
県
在
住
の
教
え
子
の

妻
、
A
子
さ
ん
か
ら
話
を
聞
い

て
い
る
問
、
勝
村
さ
ん
は
「
う

ち
と
同
じ
だ
」
と
伺
度
も
相
づ

ち
を
打
っ
た
。
陣
痛
促
進
剤
に

つ
い
て
、
危
険
性
も
含
め
て
の

説
明
が
不
十
分
な
ま
ま
点
滴
さ

れ
、
過
度
に
子
宮
が
収
縮
し
て

胎
児
に
負
担
が
か
か
り
、
母
子

が
危
険
な
状
態
に
。
十
分
な
監

る
。
日
本
で
は
、
出
産
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
調
整
す
る
た
め
に
多

く
の
妊
婦
に
使
わ
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
の
デ1
タ
を
基

に
、
勝
村
さ
ん
が
ま
と
め
た
と

こ
ろ
、
出
産
は
休
日
に
少
な

い
。
例
え
ば
、
二O
二
ハ
年
十

二
月
で
も
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
の
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
は
毎
日
ほ

ぼ
三
千
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ

妻
が
被
害
事
故
防
止
訴
え

視
が
さ
れ
ず
に
、
異
常
を
訴
え

て
も
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
ず
、

よ
り
重
篤
な
症
状
に
対
処
で
き

る
病
院
へ
の
搬
送
と
い
っ
た
適

切
な
対
応
も
遅
れ
た
。
赤
ち
ゃ

ん
は
、
帝
王
切
開
で
産
ま
れ
た

直
後
に
失
血
性
シ
ョ
ッ
ク
で
亡

く
な
っ
た
。

陣
痛
促
進
剤
に
は
、
陣
痛
を

誘
発
し
、
促
進
す
る
作
用
が
あ た

が
、
土
曜
、
日
曜
と
祝
日
に

は
、
ほ
と
ん
ど
の
日
で
二
千
人

以
下
。
最
多
は
二
十
七
日
の
火

曜
で
三
千
四
百
十
五
人
。
最
少

は
四
日
の
日
曜
の
千
七
百
七
十

二
人
で
、
二
倍
近
い
差
が
あ
る
。

ま
た
、
一
日
の
う
ち
で
も
時

間
帯
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
。

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

の
時
間
帯
に
多
い
。
つ
ま
り

医
療
安
全

は
、
医
療
機
関
が
一
般
に
診
療

を
受
け
付
け
る
ウ
イ
ー
ク
デ
ー

の
昼
間
に
多
く
の
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
い
る
。

勝
村
さ
ん
は
「
陣
痛
促
進
剤

を
使
わ
な
い
助
産
所
で
は
、
曜

日
や
時
間
帯
で
出
産
数
に
大
き

な
違
い
は
な
い
。
多
く
の
医
療

機
関
で
診
療
時
間
に
出
産
を
合

わ
せ
る
計
画
分
娩
が
行
わ
れ
て

い
る
」
と
推
測
す
る
。

計
画
分
娩
で
も
、
母
子
に
影

響
が
な
く
、
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
れ
ば
い
い
。
問
題
な

の
は
、
陣
痛
促
進
剤
は
感
受
性

に
二
百
倍
も
の
違
い
が
あ
っ

て
、
妊
婦
に
よ
っ
て
は
過
強
陣

痛
を
起
こ
し
、
そ
の
結
果
、
胎

児
が
亡
く
な
っ
た
り
、
脳
性
ま

ひ
に
な
っ
た
り
。
場
合
に
よ
っ

て
は
母
体
の
子
宮
破
裂
と
い
っ

た
危
険
性
も
あ
る
こ
と
だ
。

こ
の
た
め
、
陣
痛
促
進
剤
の

使
用
に
は
指
針
が
あ
り
、
事
前

の
説
明
が
必
要
。
さ
ら
に
使
い

方
や
使
う
量
に
制
限
が
あ
り
、

胎
児
の
心
拍
数
を
確
認
す
る
た

め
の
分
娩
監
視
装
置
も
使
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
徹

底
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

病
院
の
対
応
に
納
得
で
き
な

か
っ
た
A
子
さ
ん
は
、
退
院
後

に
カ
ル
テ
な
ど
を
開
示
請
求

し
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

守られない例も使用制限 l|事前説明 1
受
け
な
が
ら
、
何
が
あ
っ
た
の

か
分
析
し
た
。
見
え
て
き
た
の

は
、
子
宮
口
が
十
分
に
聞
い
て

い
な
い
の
に
、
早
く
生
ま
せ
よ

う
と
、
漫
然
と
陣
痛
促
進
剤
を

使
っ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

病
院
に
説
明
を
求
め
る
と
、

最
初
は
丁
寧
に
話
し
た
が
、
不

可
解
な
点
に
つ
い
て
追
及
し
、

法
的
措
置
を
取
る
姿
勢
を
見
せ

る
と
、
急
に
前
言
を
撤
回
し
た

り
、
説
明
が
二
転
三
転
し
た
り

し
た
と
い
う
。
A
子
さ
ん
は

「
病
院
は
説
明
慣
れ
し
て
い

て
、
「
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
納

得
し
て
も
ら
え
る
の
で
す
が

・
:
』
と
も
話
し
て
い
た
。
私
の

よ
う
な
被
害
者
は
も
っ
と
い
る

の
で
は
思
っ
た
」
と
言
う
。

勝
村
さ
ん
た
ち
の
活
動
に
よ

っ
て
、
陣
痛
促
進
剤
の
被
害
防

止
策
や
被
害
者
の
救
済
策
は
改

善
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
繰
り

返
さ
れ
る
悲
劇
。A
子
さ
ん
は

「
伺
を
ど
う
し
て
も
子
ど
も
は

帰
っ
て
こ
な
い
が
、
も
う
誰
に

も
同
じ
思
い
を
さ
せ
た
く
な

い
。
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
、

何
と
か
再
発
だ
け
は
避
け
た

い
」
と
話
し
た
。
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建
物
内
の
快
適
な
空
間
づ
く
り
に
清
掃
業
務
は
欠
か
せ
な
い
。
中

で
も
病
院
と
な
る
と
、
よ
り
高
い
清
掃
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
手
掛
け
る
エ
ス
ケ
イ
エ
ム
(
本
社
刈
谷
市
熊

野
町
)
の
ピ
ル
管
理
事
業
本
部
ビ
ル
管
理
部
ク
リ
ー
ン
業
務
室
エ
リ

ア
リ
ー
ダ
ー
の
木
村
和
子
さ
ん
(
町
)
は
、
感
染
予
防
な
ど
病
院
清

掃
を
知
り
尽
く
し
た
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
勤
務
先
の
刈
谷
豊
田
総
合
病
院

で
は
清
掃
責
任
者
を
務
め
、
ウ
イ
ル
ス
対
応
な
ど
安
全
・
安
心
な
環

境
づ
く
り
を
率
先
し
て
い
る
。

本
柑
一r

J

調
子
事
必
一
九
一
一

エスケイエム
ビル管理部クリーン業務室
エリアリーダー

同
社
は
豊
田
自
動
織
機
の
グ
ル
ー
プ
会
社

で
、
木
村
さ
ん
は2
0
0
4

年
に
入
社
。
博
物

館
や
社
員
寮
の
清
掃
を
経
験
後
、
ω
年
日
月
か

ら
刈
谷
豊
田
総
合
病
院
の
清
掃
業
務
に
携
わ
っ

て
い
る
。
凶
年
叩
月
か
ら
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
刈
谷
市
内
中
心
部
叩
カ
所
の
受
託
現
場

を
統
括
す
る
立
場
だ
。

病
院
は3
6
5

日
、
通
院
・
入
院
患
者
や
見

舞
客
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
訪
れ
る
。
菌
や

ウ
イ
ル
ス
の
院
内
感
染
の
危
険
性
が
潜
み
、
清

掃
業
務
は
一
般
の
建
物
よ
り
も
細
や
か
な
配
慮

や
知
識
が
必
要
と
な
る
。

木
村
さ
ん
は
、
国
家
検
定
資
格
の
ピ
ル
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
技
能
士
に
加
え
、
病
院
清
掃
受
託
責

任
者
の
資
格
を
持
つ
。
長
年
の
経
験
か
ら
菌
や

ウ
イ
ル
ス
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
の
清
掃
方
法

を
身
に
つ
け
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
役
を
担

Fつ
。長

年
の
経
験
を
も
と
に
自
分
の
日
で
見
て
、

現
場
ご
と
に
最
適
な
清
掃
方
法
と
機
材
の
導
入

を
判
断
で
き
る
力
を
備
え
る
。
仕
事
量
が
多
い

病
院
遺
掃
で
は
、
拭
き
上
げ
回
数
が
減
ら
せ
る

ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水
や
、
取
り
外
し
の
手
聞
か

省
け
る
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
の
導
入
を
決
め
、
作
業

の
効
率
化
と
時
短
に
貢
献
し
て
き
た
。

同
社
は
も
と
も
と
、
一
般
の
建
物
で
も
ト
イ

レ
を
掃
除
す
る
際
は
、
便
座
や
便
器
本
体
、
取

っ
手
な
ど
を
ゾl
ニ
ン
グ
し
て
、
タ
オ
ル
を
使

い
分
け
な
が
ら
拭
き
上
げ
作
業
を
行
う
。
病
院

で
は
ゾ
i

ニ
ン
グ
の
数
を
増
や
し
て
き
め
細
か

く
対
応
。
「
拭
き
上
げ
の
際
は
、
菌
を
拡
散
し

医
療
安
全

マナー重視快適空間に配慮
な
い
よ
う
拭
く
方
向
を
一
方
向
に
し
て
逆
戻
り

し
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
語
る
。

最
も
こ
だ
わ
る
の
が
マ
ナl
だ
。
病
室
は
、

入
院
患
者
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
。
「
き
れ

い
は
当
た
り
前
。
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

患
者
が
不
快
な
思
い
を
し
な
い
よ
う
、
あ
い
さ

つ
も
大
切
に
し
て
い
る
」
。

病
室
に
入
る
時
は
ノ
ッ
ク
を
2

田
、
さ
ら
に

2

秒
待
っ
て
か
ら
入
室
子
dる
。
入
室
し
て
ほ
し

く
な
い
時
な
ど
、
室
内
の
人
が
ひ
と
こ
と
言
え

る
聞
を
作
る
た
め
だ
。
お
辞
儀
の
角
度
、
目
的

を
伝
え
る
な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
ス
タ
ッ

フ
に
浸
透
さ
せ
る
の
も
仕
事
。
朝
礼
時
は
、
接

客
用
語
の
唱
和
や
身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
を
徹

属
す
る
。

た
く
さ
ん
の
人
が
働
く
職
場
で
対
人
力
を
磨

い
て
き
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、

「
一
人
一
人
に
回
線
を
合
わ
せ
て
声
を
か
け

る
」
こ
と
を
心
掛
け
る
。
約
別
人
の
同
僚
を
率

い
る
立
場
で
、
み
ん
な
が
気
分
よ
く
清
掃
業
務

に
就
い
て
も
ら
え
る
よ
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大

切
に
す
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
人
材
も
定
着
し

て
い
る
。

「
清
掃
は
一
生
涯
の
仕
事
」
と
言
い
切
る
木

村
さ
ん
、
現
在
は
後
輩
の
育
成
に
汗
を
流
す
。

昨
年
刊
月
に
聞
か
れ
た
社
内
の
清
掃
技
能
競
技

会
で
、
指
導
し
た
チl
ム
が
総
合
優
勝
し
た
。

思
い
は
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

中
部
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2
月
沼
田
(
水
)
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、

総
合
南
東
北
病
院

紛
代
男
性
2

人
死
亡

感
染
耐
性
菌
珍
し
し
型

郡
山
市
の
総
合
南
東
北
病
院

で
入
院
患
者
が
カ
ル
パ
ペ
ネ
ム

耐
性
腸
内
細
菌
科
細
菌(
C
R

E
)に
感
染
し
た
問
題
で
、
同

病
院
の
寺
西
輯
院
長
は
凶
日
、

岡
市
役
所
で
記
者
会
見
し
、
m

s
m
代
の
男
性
入
院
患
者
5

人

が
C
R
E
の
中
で
も
有
効
な
抗

生
物
質
が
ほ
と
ん
ど
な
い
「
K

P
C
型
」
に
感
染
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
う
ち
、

別
代
の
男
性2
人
が
死
亡
、
同

病
院
は
感
染
と
の
因
果
関
係

は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
い

る
。厚

生
労
働
省
に
よ
る
と
、
海

外
渡
航
者
が
単
発
的
に
K
P
C

型
を
発
症
す
る
ケ
l

ス
は
あ
る

が
、
院
内
感
染
は
圏
内
で
も
珍

し
い
と
い
う
。
同
病
院
に
よ
る

と
、
死
亡
し
た2人
の
う
ち
、

1

人
は
末
期
の
が
ん
、
も
う

1

人
は
脳
内
出
血
に
よ
る
意
識
障

害
が
あ
り
、
同
病
院
は
当
初
、

因
果
関
係
は
な
い
と
判
断
し
て

い
た
が
、
寺
西
院
長
は
「
菌
が

風
邪
に
抗
生
物
質

厚
生
労
働
省
は
誤
っ
た
使
い
方

に
よ
っ
て
薬
が
効
か
な
く
な
る

「
耐
性
菌
」
の
広
が
り
を
抑
え
る

た
め
、
医
師
が
乳
幼
児
の
風
邪
や

下
痢
に
抗
生
物
質
を
使
わ
ず
に
適

切
な
説
明
を
す
れ
ば
、
医
療
機
関

に
報
酬
を
支
払
う
新
た
な
仕
組
み

を
設
け
る
。4
月
か
ら
の
診
療
報

見
つ
か
っ
た
以
上
、
感
染
の
影

響
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な

い
」
と
し
た
。
残
る
3

人
は
快

方
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
病
院
に
よ
る
独
自

健
康
な
人
は
問
題
な
し

稽
a

力
ル
パ
ベ
ネ
ム
耐
性

ヂ
弘
腸
内
細
菌
科
細
菌
薬

が
効
き
に
く
い
多
剤
耐
性
菌
の

一
種
で
、
主
に
接
触
で
感
染
す

る
。
肺
炎
や
尿
路
感
染
症
な
ど

の
原
因
と
な
る
場
合
が
多
く
、

主
に
抵
抗
力
の
低
い
患
者
や
外

医
療
安
全

の
検
査
で
、5
人
と
は
別
の
患

者
ロ
人
も
、
発
症
し
て
い
な
い

も
の
の
K
P
C
型
のC
R
E
を

保
菌
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。

白
人
の
患
者
は
隔
離
し
て
お

り
、
対
策
を
取
っ
た
1

月
末
以

降
は
新
た
な
発
症
者
や
保
菌
者

は
い
な
い
と
い
う
。

会
見
で
寺
西
院
長
は
、
感
染

源
確
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

し
た
一
方
、
海
外
か
ら
の
患
者

が
年
間m
s
m人
程
度
来
院
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
「
菌
が

科
手
術
後
の
患
者
、
抗
菌
楽
を

長
期
に
わ
た
り
使
用
し
て
い
る

患
者
ら
が
感
染
症
を
起
こ
す
。

健
康
な
人
に
は
問
題
な
い
が
、

血
液
な
ど
に
侵
入
す
る
と
重
症

化
し
、
死
に
至
る
可
能
性
も
あ

る
。
北
米
な
ど
で
は
K
P
C
型

が
一
般
的
に
確
認
さ
れ
て
い

る
。

使
わ
ぬ
病
院
へ
報
酬

菌抑制

児から

細
菌
を
壊
し
た
り
増
え
る
の
を
抑

え
た
り
す
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
性
の

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
効

か
な
い
。
耐
性
菌
は
人
の
体
内
や

環
境
中
に
一
定
数
存
在
す
る
。
抗

生
物
質
を
使
っ
て
他
の
菌
を
死
滅

さ
せ
て
も
、
耐
性
菌
は
生
き
残
り

増
え
て
し
ま
う
。

目
標
を
掲
げ
、
汀
年
に
は
抗
生
物

質
適
正
使
用
の
手
引
を
作
っ
た
。

軽
症
の
風
邪
や
下
痢
に
使
わ
ず
、

細
菌
感
染
が
疑
わ
れ
る
重
症
例
に

限
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

4

月
以
降
、
風
邪
や
下
痢
で
初

診
の
3

歳
未
満
に
、
手
引
に
基
づ

き
抗
生
物
質
が
不
要
と
医
師
が
判

持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
も
あ

る
」
と
し
た
。
ま
た
、
遺
伝
子

検
査
でK
P
C
型
と
判
明
し
た

1

月
四
日
か
ら
約1
カ
月
に
わ

た
り
公
表
し
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
、
感
染
経
路
の
調
査
や

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
時
間

を
要
し
た
と
説
明
し
た
。

郡
山
市
保
健
所
は
、
同
病
院

に
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
実
施

と
経
過
報
告
を
提
出
す
る
よ
う

指
導
。
さ
ら
に
、
健
康
危
機
管

理
に
関
わ
る
問
題
と
し
、
国
立

感
染
症
研
究
所
に
専
門
チ
I

ム

の
派
遣
を
要
請
、
来
週
に
も
同

病
院
で
調
査
を
行
う
。
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福
島
民
友
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
刊
目
(
土
)

児
)
を
支
払
う
。
保
護
者
ら
が
薬

を
求
め
れ
ば
、
「
ウ
イ
ル
ス
に
効

か
な
い
。
副
作
用
が
出
る
場
合
が

あ
る
」
「
大
部
分
は
自
然
に
良
く

な
る
」
と
い
っ
た
説
明
で
理
解
を

促
す
。

病
院
内
で
抗
生
物
質
を
適
正
に

使
う
よ
う
教
育
し
た
り
、
耐
性
菌

の
発
生
率
を
調
べ
た
り
す
る
医

師
、
薬
剤
師
ら
の
チi
ム
を
設
置

し
た
場
合
の
報
酬
も
新
た
に
設
け



耐性

酬
改
定
に
盛
り
込
む
。

圏
内
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
抗

生
物
質
に
は
、
フ
ロ
モ
ッ
ク
ス
や

ク
ラ
ビ
ッ
ト
、
ク
ラ
リ
ス
な
ど
が

あ
る
。
肺
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す

殺さず無害に

と安全審理総集版 2018年 5号

薬剤耐性菌

乳幼

厚
労
省
に
よ
る
と
、
2
0
1
5

年
に
全
国
の
病
院
で
見
つ
か
っ
た

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
必
・
5
%
が

耐
性
菌
だ
っ
た
。
厚
労
省
は
こ
の

割
合
を
初
年
に
却
%
以
下
と
す
る

大
日
本
住
友
製
薬
と
北
里
大
学

は
薬
剤
耐
性
薗
に
よ
る
感
染
症
に

対
し
、
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
薬

の
開
発
を
始
め
た
。
従
来
の
よ
う

に
は
菌
を
殺
さ
ず
、
生
か
し
た
ま

ま
無
害
に
す
る
。
薬
で
無
理
に
殺

そ
う
と
す
る
と
耐
性
が
誘
発
さ
れ

て
い
く
仕
組
み
に
歯
止
め
を
か
け

る
。
5
年
以
内
に
臨
床
段
階
へ
進

む
物
質
を
特
定
す
る
。

大
日
本
住
友
は
東
京
・
港
の
北

里
大
キ
ャ
ン
パ
ス
に
研
究
メ
ン
バ

ー
を
送
り
込
み
、
大
学
側
と
合
計

叩
人
か
ら
な
る
混
成
チ
l

ム
を
作

っ
て
い
る
。
2
0
1
7
年
日
月
に

共
同
研
究
の
契
約
を
結
ん
で
お

り
、
叩
年
間
の
契
約
期
間
で
結
果

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
導
役
は
こ
れ
以
上
望
め
な
い

顔
ぶ
れ
だ
。
同
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大
村

智
特
別
栄
誉
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
!
と
し
て
助
言
す
る
。
大
村

氏
の
弟
子
で
あ
る
北
里
大
感
染
制

御
研
究
セ
ン
タ
ー
の
花
木
秀
明
部

長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め

大日本住友と北里大

5年内の臨床目指す
る
。
薬
剤
耐
性
研
究
の
第
一
人
者

だ
挑
戦
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
体
内

で
菌
な
ど
微
生
物
を
無
理
に
殺
さ

ず
、
悪
さ
を
さ
せ
な
い
と
い
『
?
も

の
。
1
9
1
0
年
に
最
初
の
抗
菌

剤
が
合
成
さ
れ
て
以
降
、
菌
は
殺

す
も
の
だ
っ
た
。
北
里
大
で
は
、

微
生
物
を
殺
さ
な
く
て
も
感
染
し

な
い
よ
う
に
す
る
研
究
が
成
果
を

出
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

薬
剤
耐
性
は
微
生
物
に
よ
る
感

染
症
に
対
し
、
特
定
の
薬
が
効
か

な
く
な
る
こ
と
を
指
す
。
抗
菌
剤

の
乱
用
な
ど
が
引
き
起
こ
す
。
耐

性
菌
が
増
殖
す
る
と
軽
く
て
済
ん

V
薬
剤
耐
性
菌
遺
伝
子
変
異

な
ど
で
薬
の
作
用
か
ら
身
を
守
る

す
べ
を
獲
得
し
た
菌
を
指
す
。
抗

菌
薬
を
定
め
ら
れ
た
期
間
、
適
量

だ
け
服
用
す
れ
ば
問
題
は
な
い

が
、
薬
の
乱
用
や
不
要
な
投
与
に

よ
っ
て
体
内
で
増
殖
す
る
。

1
9
4
0
年
代
に
病
院
内
の
問

題
と
し
て
存
在
が
知
ら
れ
た
が
、

2
0
0
0
年
代
か
ら
街
中
で
の
感

断
し
た
場
合
に
病
院
や
診
療
所
側

に
8
0
0
円
が
支
払
わ
れ
る
。
幼

い
と
副
作
用
が
出
や
す
い
た
め
、

こ
の
年
齢
層
か
ら
始
め
る
と
い

う
。
患
者
側
は
2
割
(
未
就
学

だ
症
状
が
重
く
な
り
や
す
く
、
死

亡
に
至
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

花
木
氏
は
「
菌
は
殺
す
と
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
り
、
耐
性
を
誘

発
す
る
」
と
説
明
す
る
。
こ
の
た

め
殺
す
の
で
な
く
、
無
害
に
す
る

こ
と
に
焦
点
を
当
て
た
。
「
免
疫

が
働
き
、
排
除
し
て
く
れ
る
」

微
生
物
を
ど
う
し
た
ら
無
害
に

で
き
る
か
、
具
体
的
な
手
法
は
色

々
試
す
。
大
日
本
住
友
の
竹
本
浩

司
主
席
研
究
員
に
よ
る
と
、
例
え

ば
、
人
間
の
免
疫
機
能
が
働
か
な

い
よ
う
に
し
て
し
ま
う
菌
の
機
構

を
無
効
に
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
よ
う

な
方
法
が
あ
る
。
細
菌
の
出
す
毒

素
を
中
和
し
て
無
害
に
し
免
疫
に

排
除
を
任
せ
る
、
悪
い
菌
の
み
選

ん
で
体
外
へ
出
す
と
い
っ
た
や
り

方
が
考
え
ら
れ
る
。

染
が
増
え
た
。
米
国
で
は
口
年
、

使
用
可
能
な
お
種
類
の
抗
菌
薬
が

効
か
な
い
菌
が
見
つ
か
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
人
の

移
動
が
増
え
て
感
染
し
や
す
く
な

っ
て
い
る
。
薬
剤
耐
性
菌
に
よ
る

死
者
は
、
対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば

印
年
ま
で
に
年
1
0
0
0
万
人

と
、
が
ん
を
超
え
る
と
の
試
算
が

あ
る
。

医
療
安
全

る
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(
野
中
良
祐
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
四
日
(
日
)

ど
ん
な
感
染
症
を
対
象
に
す
る

か
も
、
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。

た
だ
、
花
木
氏
は
複
数
の
化
合
物

群
が
候
補
と
し
て
あ
り
「
5
年
以

内
に
最
低
1
つ
は
臨
床
試
験
(
治

験
)
入
り
さ
せ
る
」
と
話
す
。
絞

り
込
ん
だ
化
合
物
が
治
験
に
入
る

割
合
は
叩
i
m
%
と
い
う
。

大
日
本
住
友
は
感
染
症
の
治
療

薬
「
メ
ロ
ペ
ン
」
を
持
ち
、
日
本

で
は
1
9
9
5
年
に
発
売
し
た
。

現
在
、
米
フ
ァ
イ
ザ
ー
が
世
界
1

0
0
カ
国
で
望
見
し
て
い
る
。
同

社
を
代
表
す
る
薬
の
ひ
と
つ
と
な

っ
た
が
、
そ
の
後
メ
ロ
ペ
ン
の
よ

う
な
薬
は
出
て
い
な
い
。

今
回
の
主
な
資
金
は
、
国
立
研

究
開
発
法
人
の
日
本
医
療
研
究
開

発
機
構
か
ら
出
る
こ
と
か
ら
、
再

び
有
力
な
薬
を
目
指
す
体
制
が
整

っ
た
。
木
村
徹
取
締
役
は
薬
の
開

発
を
促
し
て
い
く
た
め
、
企
業
間

で
試
験
デ
ー
タ
の
統
合
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
作
る
な
ど
、
開
発
負
担
を

減
ら
す
仕
組
み
が
必
要
だ
と
提
案

し
て
い
る
。
(
山
本
夏
樹
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
泣
日
(
木
)
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甲
府
市
祉
、
昨
年

2

月
に
開
設

し
た
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
す
る
相
談
窓
口
の
1

年
間
の

相
談
件
数
を
ま
と
め
た
。
ロ
件
の

相
談
が
あ
り
、
全
て
が
体
調
不
良

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
関
係
を
問
う

内
密
だ
っ
た
。

窓
口
は
、
市
議
会
の
請
願
採
択

を
受
け
て
昨
年2
月
刊
日
、
岡
市

相
生2
丁
目
の
市
保
健
セ
ン
タ
ー

未来府

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
窓
口

1

年

体
調
不
良
の
相
談
ロ
件

種めぐる議論なお

内
に
開
設
。
市
の
保
健
師
や
看
護

師
ら
が
電
話
や
対
面
で
相
談
に
応

じ
て
い
る
。

市
母
子
保
健
課
に
よ
る
と
、
受

け
付
け
た
相
談
は
い
ず
れ
も
生
理

不
順
や
貧
血
と
い
っ
た
体
調
不
良

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
関
係
性
を
尋

ね
る
内
容
だ
っ
た
。
相
談
者
は
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
の
保
護
者

が
ほ
と
ん
ど
で
、
8

件
が
電
話
、

4

件
が
来
所
だ
っ
た
。

ま
た
叩
件
に
つ
い
て
は
昨
年
8

ウ
イ
ル
ス
感
染
減
一
示
す
研
究
報
告

子
宮
頚
が
ん
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
イ
ル
ス
(
H
P
V
)ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
が
積
極
的
な
勧
奨
を
中
止
し
て
か
ら
、

6

月
で
5

年
に

な
る
。
接
種
の
有
効
性
を
示
す
報
告
が
あ
る
一
方
で
、
接
種
後
に

長
引
く
痛
み
な
ど
様
々
な
症
状
を
訴
え
る
例
が
相
次
い
だ
。
ど
ち

ら
を
重
く
み
る
べ
き
か
、
意
見
は
今
も
分
か
れ
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
勧
奨
中
止
か
ら
5

年

日
本
産
税
婦
人
税
学
会
(
日
産

婦
)
が
主
催
し
た
公
開
講
座
が
3

日
、
夏
京
都
内
で
開
か
れ
た
。
産
婦

人
税
医
や
公
衆
衛
生
の
研
究
者
ら

が
、
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性

に
関
し
て
相
次
い
で
発
表
し
た
。

公
開
講
座
で
は
、
英
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
接
種
率
が9
割
に
及

び
、
初
代
女
性
で
はH
P
V
へ
の

ス
ク
が
上
が
る
と
の
指
摘
も
あ

る
。子

宮
頚
が
ん
患
者
の9
割
か
ら

H
P
V

が
検
出
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
ワ
ク
チ
ン
は
感
染
を
防
い
で

患
者
を
減
ら
す
ね
ら
い
が
あ
る
。

圏
内
で
使
わ
れ
て
い
る
二
つ
の
ワ

ク
チ
ン
は
、
1
0
0

種
類
以
上
あ

る
H
P
V
の
う
ち
、
が
ん
の
原
因 変

を
減
ら
せ
る
な
ら
、
そ
の
先
の

が
ん
発
症
も
減
ら
せ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
H
P
V
は
成
人
女
性
の
ほ

と
ん
ど
が
感
染
す
る
。
誰
で
も
子

宮
頚
が
ん
の
リ
ス
ク
が
あ
る
」
と

月
以
降
の
相
談
で
、
県
や
国
の
補

助
事
業
で
接
種
を
受
け
た
約
2

万

2
5
0
0

人
に
対
し
、
県
が
担
談

窓
口
な
ど
を
紹
介
す
る
通
知
を
発

送
し
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
と
い
う
。

同
課
の
担
主
一
者
は
「
今
後
も
ホ

ー
ム
ペl
ジ
な
ど
で
周
知
す
る
と

と
も
に
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た

対
応
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ワ
ク
チ
ン
の
意
義
を
強
調
す
る
。

昨
年
ロ
月
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

研
究
チl
ム
は
u
s
m
歳
の
約2

万
7

千
人
を7
年
間
追
跡
し
た
速

報
結
果
を
、
専
門
誌
で
公
表
し

た
。
子
宮
頚
が
ん
を
発
症
す
る
頻

度
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な
か

っ
た
集
団
は
叩
万
人
あ
た
り
1

年

間
で
6

・
4

人
だ
っ
た
の
に
対

て
い
る
。

相
談
の
受
け
付
け
は
、
平
日
午

前
8

時
半3
午
後
。
時
日
分
。
問

い
合
わ
せ
は
同
課
、
電
話
0
5
5

(
2
3
7
)
2
5
8
7

。

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
羽
田
(
金
)

し
、
接
種
し
た
集
団
は0
人
だ
っ

た
日
産
婦
は
昨
年
ロ
月
、
厚
労
省

に
対
し
て
改
め
て
勧
奨
の
再
開
を

求
め
た
。
世
界
保
健
機
関(
W
H

O
)も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
奨
し
、

W
H
O
の
諮
問
委
員
会
は
日
本
の

現
状
を
「
弱
い
証
拠
に
基
づ
い
た

政
策
決
定
」
と
批
判
し
て
い
る
。

多
様
な
副
反
応
「
明
ら
か
に
リ
ス
ク
」

H
P
V
ワ
ク
チ
ン
は
2
0
1
3

年
4

月
、
小
学6
年
s

高
校
1

年

の
女
子
を
対
象
に
原
則
無
料
の
定

期
接
種
と
な
り
、
厚
労
省
は
接
種

を
勧
奨
し
始
め
た
。
だ
が
、
接
種

後
に
健
康
被
害
を
訴
え
る
人
が
相

次
ぎ
、2
カ
月
後
に
定
期
接
種
に

し
た
ま
ま
、
勧
奨
を
中
止
。
希
望

者
は
無
料
で
接
種
で
き
る
が
、
接 P

V
ワ
ク
チ
ン
は
異
常
に
高
い
抗

体
価
を
長
期
間
に
わ
た
り
維
持
す

る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
た
め
複
雑
な
自
己
免
疫
反
応
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
話
す
。
痛
み
の
ほ
か
に

も
、
月
経
異
常
や
記
憶
力
、
注
意

力
の
低
下
な
ど
多
様
な
症
状
が
あ

る
と
し
、
「
ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン
と

人
近
く
を
診
察
。
筋
肉
の
組
織
の

検
査
や
、
様
々
な
治
療
を
試
し
た

が
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
関
連
は
は
っ

き
り
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

厚
労
省
研
究
班
は
同
年
四
月
、

接
種
後
に
報
告
さ
れ
た
副
反
応
の

症
状
は
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
が
な

い
子
ど
も
に
も
一
定
数
存
在
し

た
」
と
す
る
疫
学
調
査
結
果
を
公

112 
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接子宮頚がん

HPVワクチンを公的に導入している園
噌唱F ・4回

, 

-唱，
公的に導入 ., 
している79カ国 軍

感
染
率
は4
・
5
%
と
、
接
種
し

て
い
な
い
集
団
の
感
染
率
却
%
に

比
べ
て
大
幅
に
低
下
し
た
、
と
の

研
究
注
水
さ
れ
た
。
接
種
率
が
高

く
な
る
と
、
集
団
で
感
染
の
広
が

り
を
抑
え
る
効
果
も
あ
る
、
と
指

摘
さ
れ
た
。
圏
内
の
複
数
の
研
究

で
も
、
や
は
り
感
染
な
ど
を
減
ら

せ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
た
。

子
宮
頚
が
ん
は
性
交
渉
に
よ
っ

て
H
P
V
に
感
染
す
る
こ
と
で
起

き
る
。
園
内
で
年
間
約
1
万
人
が

か
か
り
、
約
2
7
0
0
人
が
死
亡

す
る
。
初
代
後
半S
却
代
で
多
く

発
症
す
る
が
、
最
近
は
若
い
女
性

で
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
検
診
で

早
期
発
見
で
き
れ
ば
切
除
で
き
る

が
、
そ
の
後
の
妊
娠
で
早
産
の
リ の

5
8
7
割
を
占
め
る
こ
つ
の
タ

イ
プ
(
国
型
、
四
型
)
の
ウ
イ
ル

ス
感
染
を
防
ぐ
。

一
方
で
、
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
し

て
も
、
多
く
は
数
年
以
内
に
自
然

に
検
出
さ
れ
な
く
な
る
。
持
続
的

に
感
染
し
、
が
ん
に
な
る
前
段
階

の
状
態
(
前
が
ん
病
変
)
に
な
る

の
は
数
%
ほ
ど
と
さ
れ
る
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い

こ
と
も
あ
り
、
が
ん
そ
の
も
の
の

発
症
を
減
ら
す
効
果
は
、
ま
だ
確

か
で
は
な
い
。
だ
が
、
豪
州
な
ど

の
研
究
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
前

が
ん
病
変
を
5
割
減
ら
せ
た
、
と

の
報
告
が
あ
る
。

日
本
大
の
川
名
敬
主
任
教
授

(
産
婦
人
判
明
学
)
は
「
前
か
ん
病

種
す
る
人
は
激
減
し
た
。

日
年6
月
の
厚
労
省
部
会
で
示

さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、H
P
V

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
の
頻
度
(
発

売
後
s
m
年
3

月
末
)
は
他
の
ワ

ク
チ
ン
よ
り
も
高
い
。
接
種
と
の

因
果
関
係
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

接
種
後
に
報
告
さ
れ
る
重
篤
な
副

反
応
の
発
生
数
は
、
二
つ
のHP

V
ワ
ク
チ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0

万
回
あ
た
り
必
・4
件
と
お
・
2

件
。
こ
れ
に
対
し
、
比
較
的
近
い

時
期
に
発
売
さ
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌b
型
(
ヒ
ブ
)
ワ
ク
チ
ン

は
辺
・4
件
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
幻
・
5
件
だ
っ
た
。

薬
害
オ
ン
ブ
ズ
パ1
ス
ン
会
議

副
代
表
の
別
府
宏
園
医
師
は
「
H

忠
一
訴
一
て

t
E

部
以
上
段
一

利
始
一
抱
一
い
自
墨
画

F
m
l倒

E

封
一

小
間
一
削
一
っ
・
・
睡
眠
汚

j

乃
胡
鞍
一

A
2
A
S
Y
3

抗
噌
一
謙
一
昨

E
E
t
'
m
l
刊
倒
防
一
将
一
お
泣
U
お
Z

ツ
る
…
艇
部
一
割

E
E
5
2

腹
黛
一

句
会
出
一
期
制
扇

l
E
E
6
1
6

封
建
一

イ
所
定
一
辺
一
の

E
E
E

昆
瀧
却i
市
閤
俊
一

汗
剛
一
服
一
紘
一
洲
一
開
表
拝

L
H
脇
村
山
開
閉
一

の
凶
同
一
J
6

一
人
ニ

D
9

闘

1

一
・
・
8
1
4
5

わ
拘
日
記
が
上
…
枇
芯
ほ
剖

S
E
E
-

品
川
川
明
治
初
漏
出
侃
田
町
ー

を

-
T公
ル
一
子
刷
引
一
チ
訂
融
E
E
-
-
E
E
E
4
j
u
M

例
州
問
一
2

動
ク
の
ダ
一
女
を
一
え
一
ク
改
割
E
・
E

・

-
t田
お
1
3
t

資
問
一
引

る
以
穐
…
ト
…
の
奨
一
訴
一
ワ
を
当

j
M

あ
の
富
一

以
川
沿
九
州
雨
明
閥
抗
川
一
捌

1

押
印
蝿
飴
一
例
)
劃

沌
均
一
m
m一
仲
一
時
側
一
一
向
日
脚
輔
山

l
山
畑F
一
二
議
一
ザ

好
明
市
諸
問
調
一
明
鮎
)
引
け
引
錯
誤
官
脳
炎
ル

M手
前
年
年
調
戸
川
い
」
0
1
4

嘩
底
抗
持
作
一

)
m
m
m
畑
一
仙
川

H
ω

叩
打
日
子
制
御
抑
制
制
。
"
加
ワ
一

H
H
イ
4
日
イ

-・橿息数
死亡者数

16.1芋

18年

医
薬
品
の
安
全

は
明
ら
か
に
異
な
り
、
リ
ス
ク
が

大
き
い
。
原
因
が
は
っ
き
り
し
な

い
以
上
、
被
害
者
の
声
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
、
勧
奨
の
再
開
は
す
べ

き
で
は
な
い
」
と
言
う
。

一
方
、
国
立
精
神
・
神
経
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
の
佐
々
木
征

行
小
児
神
経
診
療
部
長
は
「
い
ま

の
と
こ
ろ
副
反
応
と
ワ
ク
チ
ン
の

因
果
関
係
は
否
定
も
、
証
明
も
さ

れ
て
い
な
い
」
と
話
す
。
こ
れ
ま

で
、
接
種
後
に
症
状
を
訴
え
た
印

「知見突き詰めても不確実性ある」

表
。
一
方
で
「
接
種
と
症
状
の
因

果
関
係
に
は
言
及
で
き
な
い
」
と

明
確
な
結
論
は
出
せ
な
か
っ
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
「
ど
の
ワ
ク
チ

ン
に
も
有
効
性
と
副
反
応
が
あ

る
。
定
期
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
は

『
小
さ
い
け
れ
ど
も
リ
ス
ク
は
あ

る
』
と
い
う
こ
と
を
承
知
の
う
え

で
う
け
て
も
ら
う
形
に
な
っ
て
い

る
が
、
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
は
現
時

点
で
は
そ
の
よ
う
な
共
通
認
識
は

得
ら
れ
て
い
な
い
」
と
話
す
。

色合いが強く、集団防衛的なワ
クチンと異なる」などとして
r (原則有料で個人の希望でう
ける)任意接種でいいのではな
しゅ)J との声も出ている。

森臨太郎・国立成育医療研究
センター研究所政策制学研究部
長は「どんなに税学的知見を突
き詰めても、必ず不確実性か存
在する。研究者や医療者はそれ
を丁寧に説明し、政策的な意思
決定の際は、国民からより見え
やすい揚所で議論される必要が
ある。国会に調査委員会をつく

って話し合う選択肢もあってい
しリと話す。(武田耕太)

厚労省は今年 1 月、 HPVワ

クチンのリーフレットを改訂し
た。その中で、 HPVワクチン

を10万人に接種すれば、 595"-'
859人の子宮頚がんの権益、 144
"-'209人の死亡の回避が期待で
きると推計した。一方、副反応

の疑いがあったとの昨年 8 月末
までの報告は、 10万人あたり
92. 1 人、重篤なケースは52.5
人に上ったとした。
厚労省はこの間、接種後に症

状を訴えた人に対する診療体制
を全国に整備。 r治療の受け皿
ができた」として、勧奨の再闘
を求める声もある一方、 rHP 
Vワクチンは個人のがん予防の

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

. tI‘\ 
WHO議へ(l月現在) マ

2
0
1
8

年
2

月
市
日
(
木
)
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2
0
1
6

年
4

月
に
起
き

た
熊
本
地
震
で
は
、
約
4

万

3
0
0
0

棟
の
住
宅
が
全
半

壊
し
た
。
震
災
か
ら
2

年
が

経
と
う
と
し
て
い
る
の
に
、

4

万
人
強
が
、
応
急
の
仮
設

住
宅
や
行
政
が
借
り
上
げ
た

民
間
賃
貸
住
宅
「
み
な
し
仮

設
住
宅
」
で
の
仮
住
ま
い
を

余
犠
な
く
さ
れ
て
い
る
。
被

医療・介護

災
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
専

門
的
に
行
っ
て
い
る
の
が

「
熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
」
(
熊
本
市
)
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
熊
本
地

震
か
ら
半
年
後
に
熊
本
県
が

熊
本
県
精
神
税
協
会
に
委
託

ころのケアセンター(熊本県~|熊本こ
し
て
設
立
し
た
。
常
勤
・
非~
i
l
i
l
l
i
t
-
-
Z
u
l
u
l
-
-
J

常
勤
の
精
神
斜
医
の
ほ
か
、
一
を
応
成
興
に
育
う
一

電
話
相
談
支
援
員
や
保
健
一
復
談
材
行
一

師
、
社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
一
0

の
相
人
予

ろ
聞
や
畑
九
一

理
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
ら
一
の
)
こ
訪
援
研
一

計
四
人
を
配
し
て
い
る
。
多
一
1

点
こ
、
支
・
一

の
時
の
所
の
査
一

様
な
職
種
の
専
門
家
で
組
織
一3

月
者
来
者
調
一

し
た
支
援
チl
ム
が
、
地
域
一
出
町
2

災
、
当
る
一

月
間
(
被
話
担
す
一

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
体
一
区
・
月
人
の
電
の
関
一

制
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
一
東
部
叩
ロ
震
。
政
に
一

市
2

年
数
地
る
行
者
一

る
。
一
本
ト
船
員
本
す

o災
一

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
電
一
斡
熊

ω

悶
職
熊
援
る
被
…

話
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
予
一
概
地
数
'

一
設
在
話
立
員
宰

約
し
た
人
に
専
門
職
が
対
応
一
施
所
電
設
職
庁

す
る
来
所
相
談
、
市
町
村
か
「
ゾ
バ
ー
片
付

4
N片
付
l
a
-
-
-
ト

ら
の
依
頼
に
応
じ
て
「
訪
問
ニ
ッ
ク
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

相
談
も
行
っ
て
い
る
」
と
精l
ク
を
強
固
に
し
、
被
災
者

神
税
医
の
矢
田
部
裕
介
セ
ン
に
関
す
る
課
題
を
共
有
し
て

タ
l

長
は
説
明
す
る
。
い
る
。

開
所
し
て
か
ら
先
月
末
ま
熊
本
県
内
の
同
市
町
村
は

で
の
聞
に
電
話
相
談
が
6
1

各
地
に
「
地
域
支
え
合
い
セ

8

件
寄
せ
ら
れ
た
。
来
所
相
ン
タi
」
を
設
置
し
、
被
災

談
は1
1
8

件
、
訪
問
支
援
者
が
生
活
再
建
に
向
け
て
安

は
3
5
0

件
に
達
し
て
い
心
し
た
日
常
生
活
を
送
れ
る

る
。
市
町
村
の
保
健
施
設
な
よ
う
、
見
守
り
ゃ
健
康
・
生

ど
関
係
機
関
と
病
院
・
ク
リ
活
支
援
、
地
域
交
流
の
促
進 医師らが相談・支援被災者

災
害
に
備
え
る

な
ど
の
総
合
的
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
「
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
」
は
、
自
治
体

の
保
健
師
に
加
え
、
「
支
え

合
い
セ
ン
タ
ー
」
の
担
当
者

と
も
緊
密
に
連
携
し
て
い

る
。災

害
か
ら
の
復
興
期
に

は
、
不
自
由
な
生
活
環
境
や

生
活
再
建
に
伴
う
問
題
か

ら
、
う
つ
や
不
安
、
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害(
P
T

S
D
)、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
や
認
知
症
の
悪
化
な
ど
様

々
な
問
題
が
起
き
る
。
こ
ど

も
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に
、

こ
こ
ろ
の
病
の
予
防
か
ら
治

療
ま
で
幅
広
く
対
応
す
る
。

被
災
者
の
聞
で
は
「
生
活

再
建
に
向
か
う
人
と
メ
ド
が

立
た
な
い
人
の
違
い
が
広
が

り
始
め
て
い
る
」
(
矢
田
部

セ
ン
タ
ー
長
)
。
気
分
が
落

ち
込
ん
だ
り
、
眠
れ
な
か
っ

た
り
す
る
こ
こ
ろ
の
問
題
に

加
え
、
半
壊
し
た
家
を
ど
う

2
0
2
0

年
の
墓
尽
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
組
織
委
員
会
推
計
で
五

輪
に
約7
8
0

万
人
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
約23
0

万
人
の
観
客
を
見
込
む
。

こ
れ
だ
け
多
数
が
集
ま
る
と
一
般
的
な
救
護
体
制
の
ほ
か
に
、
事
故
や
テ
ロ
な
ど

に
よ
る
多
数
の
患
者
発
生
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
真
夏
の
開
催
で
、
熱
中
症

の
発
生
も
避
け
ら
れ
な
い
。
ど
う
準
備
し
た
ら
い
い
の
か
。
関
連
砂
玄

Eは
学
術
連

合
体
(
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
)
を
つ
く
っ
て
検
討
を
急
い
で
い
る
。

す
る
か
な
ど
、
再
建
に
向
け

た
家
族
間
の
意
見
の
食
い
違

い
が
体
の
不
調
を
も
た
ら
す

例
も
出
て
い
る
。

糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
の

慢
性
疾
患
に
よ
っ
て
生
活
が

不
自
由
に
な
っ
て
い
る
被
災

者
も
多
い
。
ま
ず
は
心
身
の

病
気
か
ど
う
か
を
判
断
し
、

投
薬
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

必
要
性
を
専
門
的
な
観
点
か

ら
考
え
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
被
災
者
の
近
く
で
通
い
や

す
い
医
療
機
関
も
紹
介
す

る
」
(
矢
田
部
セ
ン
タ
ー

長
)
。
事
例
の
検
討
会
な
ど

を
通
し
て
、
被
災
者
を
支
援

す
る
行
政
の
職
員
ら
へ
の
助

言
や
技
術
援
助
も
行
っ
て
い

る
。被

災
者
の
こ
こ
ろ
と
体
の

健
康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

出
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
調

査
も
進
め
て
い
る
。
口
年
の

3

月
か
ら
4

月
に
か
け
て

は
、
熊
本
県
内
の
口
市
町
村 の

被
災
者
に
調
査
票
を
郵
送

し
、
結
果
を
解
析
し
た
と
こ

ろ
「
仮
設
住
宅
の
入
居
者
の

方
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
リ

ス
ク
が
高
い
」
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
今
春
は
、
仮
設
・
見

な
し
仮
設
住
宅
の
全
世
帯
を

対
象
に
再
度
調
査
を
行
-
つ
計

画
だ
。

阪
神
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
の
知
見
と
経
験
者
の
助

言
が
熊
本
地
震
の
際
に
「
と

て
も
役
に
立
っ
て
い
る
」

(
矢
田
部
セ
ン
タ
ー
長
)
。

大
震
災
は
こ
れ
か
ら
も
起
こ

り
う
る
。
熊
本
地
震
の
被
災

者
支
援
の
経
験
と
実
績
は
、

今
後
に
向
け
て
貴
重
な
積
み

重
ね
に
な
っ
て
い
く
は
ず

だ
。(

熊
本
支
局
長佐
藤
敦
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
包
日
(
木
)

付
近
に
救
護
所
を
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n

人
犠
牲
陸
前
高
田
高
台
に
病
院
再
建

「震災時の医療」伝える
津波逃れた看護師 東

日
本
大
震
災
の
津
波
で
全
壊
し
、

高
台
に
再
建
さ
れ
た
岩
手
県
陸
前
高
田

市
の
県
立
高
田
病
院
が
日
日
、
落
成
式

を
迎
え
る
。
職
員
と
患
者
計
辺
人
が
犠

牲
に
な
り
、
残
っ
た
職
員
ら
が
仮
設
施

設
で
被
災
地
の
医
療
を
支
え
て
き
た
。

当
時
か
ら
勤
務
す
る
看
護
師
の
榊
田
悦

子
さ
ん
(
臼
)
は
「
様
々
な
思
い
が
込
め

ら
れ
た
開
院
。
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち

に
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
い
た
い
」
と

話
し
た
。

2
0
1
1

年
3

月
の
地
震
発

生
時
はl
階
の
内
科
に
い
た
榊

田
さ
ん
。
患
者
ら
と
屋
上
ヘ
逃

れ
た
が
、
海
か
ら
約7
5
0
M

の
病
院
は
津
波
に
の
ま
れ
、
最

上
階
の
4

階
ま
で
浸
水
し
た
。

職
員
倒
人
の
う
ち6
人
も
犠
牲

に
な
っ
た
。

病
室
の
ベ
ッ
ド
に
毛
布
を
敷

き
、
院
内
で
見
つ
か
っ
た
遺
体

を
安
置
。
翌
日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
で
救
助
さ
れ
、
次
の
日
か
ら

医
師
ら
と
約4
J
離
れ
た
集
会

所
で
診
療
を
再
開
し
た
。4
月

か
ら
訪
問
診
療
を
始
め
る
と
、

「
大
変
な
時
に
遠
い
所
ま
で
あ

り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
た
。

7

月
に
は
集
会
所
を
仮
設
診

療
所
と
し
、
翌
年2
月
か
ら
入

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
l

に
乗
せ
替

え
、
母
親
の
授
乳
や
お
む
つ
替

え
は
空
い
た
診
察
室
を
使
っ

た
。病

院
に
は
や
が
て
、
震
災
対

応
の
講
演
依
頼
が
相
次
ぎ
、
職

員
が
順
番
に
体
験
を
話
し
た

が
、
3

年
が
過
ぎ
た
頃
、
記
憶

を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
つ
ら
く

な
っ
た
。
先
輩
と
話
し
た
時
、

「
経
験
し
た
人
に
し
か
分
か
ら

な
い
こ
と
も
あ
る
」
と
言
わ
れ
、

「
伝
え
る
の
は
震
災
を
乗
り
越

え
た
者
の
役
目
」
と
思
う
よ
う

に
。
以
来
、
見
学
に
来
る
学
生

に
「
設
備
が
な
く
て
も
、
看
護

は
人
に
寄
り
添
え
る
」
と
伝
え

て
お
り
、
「
こ
れ
か
ら
の
医
療

を
担
う
人
た
ち
に
経
験
を
伝
え

た
い
」
と
言
う
。

新
病
院
は
旧
病
院
か
ら
直
線

で
約
2
J
離
れ
た
高
台
に
再

建
。
病
床
数
は
印
床
と
叩
床
少

な
く
な
り
、
8

診
療
科
で3
月

1

日
に
開
院
す
る
。
災
害
時
も

電
気
が3
日
間
使
え
る
非
常
用

発
電
機
を
備
え
、
敷
地
内
に
は

震
災
の
記
憶
を
と
ど
め
る
旧
病

院
の
銘
板
が
移
設
さ
れ
て
い

る
。

ド
ク
ヘ
リ
看
護
師
の
研
修
会

救
急
患
者
を
運
ぶ
ド
ク
タ
ー

へ
リ
に
同
乗
す
る
看
護
師
「
フ

ラ
イ
ト
ナ
l

ス
」
の
勉
強
会
が

日
目
、
熊
本
市
東
区
の
熊
本
赤

土
子
病
院
で
あ
り
、
熊
本
地
震

を
教
訓
に
、
大
規
模
災
害
時
の

市
民
と
の
協
力
や
通
信
手
段
の

確
保
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

日
本
航
空
医
療
学
会
フ
ラ
イ

ト
ナ
l

ス
委
員
会
が
年2
回
開

催
し
て
い
る
。
県
内
で
は
初
め

て
で
、
全
国
か
ら
フ
ラ
イ
ト
ナ

l

ス
百
人
が
参
加
し
た
。

同
病
院
フ
ラ
イ
ト
ナl
ス
リ

ー
ダ
ー
の
吉
中
香
澄
看
護
主
任

(
犯
)
は
、
熊
本
地
震
で
の
経
験

を
基
に
講
演
。20
1
6

年
4

月
日
日
の
本
震
直
後
、
「
家
屋

下
敷
き
で1
人
け
が
」
と
い
う

消
防
の
情
報
で
南
阿
蘇
村
ヘ
飛

ぶ
と
、
実
際
に
は5
人
の
け
が

人
と
住
民4
0
0

人
が
集
ま
っ

て
い
た
と
い
う
。

現
場
は
東
海
大
阿
蘇
キ
ャ
ン

パ
ス
に
近
く
、
学
生
寮
が
倒
壊
。

フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
(
医
師
)

が
急
き
ょ
現
場
を
指
揮
し
て
、

現
場
に
い
た
保
健
師
に
血
圧
測

定
を
頼
み
、
学
生
に
点
滴
の
袋

重要な市民協力災害医療
熊
本
赤
土
子
病
院

力
は
重
要
」
と
指
摘
。
「
医
療

者
は
現
場
を
意
識
し
た
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
」
と
訴
え

た
。ま

た
参
加
者
は
、
熊
本
地
震

の
経
験
者
を
含
む
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
本
震
を
想
定
し
て
課

題
や
対
処
法
を
討
議
。
聾
情
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
た
め
無

料
通
信
ア
プ
リ
「L
I
N
E
(ラ

イ
ン
)
」
を
使
い
、
現
場
に
医

療
関
係
者
が
い
れ
ば
ト
リ
ア
l

ジ
(
治
療
の
優
先
順
位
付
け
)

を
手
伝
っ
て
も
ら
う
な
ど
の
意

見
が
出
た
。

鹿
児
島
県
立
大
島
病
院
(
奄

美
市
)
か
ら
参
加
し
た
木
下
一

真
看
護
師
(
部
)
は
「
フ
ラ
イ
ト

ナ
l

ス
1

年
目
だ
が
、
も
し
も

の
時
に
は
ス
ム
ー
ズ
に
動
け
る

よ
う
に
し
た
い
。
備
品
の
見
直

し
に
も
取
り
組
む
」
と
気
を
引

き
締
め
て
い
た
。

(
林
田
賢
一
郎
)
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院
患
者
を
受
け
入
れ
た
。
廊
下

が
狭
く
、
ベ
ッ
ド
の
患
者
を
移

動
さ
せ
る
時
は
小
回
り
の
利
く

「走る薬局」

と安全管理総集版 2018 年 5 号

災害時に効

読

官
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

を
持
っ
て
も
ら
う
な
ど
し
た
と

い
う
。
吉
中
さ
ん
は
「
圧
倒
的

に
人
手
が
足
り
ず
、
市
民
の
協

石
川
県
内
で
薬
局
や
介
護
事
業
所
事
業
を
展
開
す
る
中
森

か
い
て
き
薬
局
グ
ル
ー
プ
(
金
沢
市
)
が
、
大
規
模
な
災
害

が
起
き
た
際
に
被
災
地
で
薬
を
調
剤
、
提
供
す
る
医
薬
品
供

給
車
両
「
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
l

マ
シ
l

」
を
北
陸
三
県
で
初
め

て
導
入
し
た
。
防
災
意
識
の
高
ま
り
か
ら
全
国
の
薬
剤
師
会

な
ど
で
徐
々
に
広
が
り
始
め
て
い
る
が
、
民
間
独
自
の
導
入

は
全
国
初
。
災
害
へ
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
、
平
時
は
移
動
で

き
る
利
点
を
生
か
し
、
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
現
場
、
福
祉
事
業

な
ど
で
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
る
。
(
田
嶋
豊
)

2
0
1
8

年
2

月
間
日
日
(
木
)

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カl
を
改
造

し
、
薬
局
機
能
を
設
け
た
。
調

剤
に
使
う
電
子
て
ん
び
ん
な
ど

の
各
種
機
器
や
錠
剤
棚
、
保
冷

庫
の
ほ
か
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

や
発
電
機
を
装
備
。
災
害
時
で

も
つ
な
が
り
や
す
い
無
線
機
な

ど
も
使
う
。
数
人
が
寝
泊
ま
り

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
に
加
え
、
利

用
者
や
作
業
ス
タ
ッ
フ
ら
の
相

談
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
た
。
総
事

業
費
は
約
千
三
百
万
円
。

二
O
二
年
の
東
日
本
大
震

車両で調剤平時活用も視野
災
で
は
医
薬
品
の
供
給
体
制
が

失
わ
れ
た
。
こ
れ
を
教
訓
に
宮

城
県
薬
剤
師
会
が
モ
バ
イ
ル
フ

ァ
l

マ
シ
1

を
開
発
。
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
。
二
ハ
年
四
月

の
熊
本
地
震
で
は
大
分
、
広

島
、
和
歌
山
各
県
の
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
l

マ
シ
l

が
熊
本
県
内
の

益
城
町
や
南
阿
蘇
村
な
ど
に
入

り
、
被
災
し
た
薬
局
に
代
わ
り

医
薬
品
を
提
供
し
た
。

三
県
の
モ
バ
イ
ル
フ
ァl
マ

シ
l

に
と
っ
て
初
出
動
と
な
っ

た
が
、
熊
本
県
薬
剤
師
会
に
よ

る
と
、
外
傷
患
者
を
は
じ
め
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性

疾
患
を
抱
え
る
人
へ
の
対
応
だ

け
で
な
く
、
精
神
安
定
剤
や
睡

眠
薬
な
ど
も
提
供
。
医
師
や
看

護
師
が
避
難
所
を
回
る
際
の
活

動
拠
点
に
も
な
っ
た
。

中
森
か
い
て
き
薬
局
グ
ル
ー

プ
で
は
か
つ
て
店
舗
が
停
電
に

災
害
に
備
え
る

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
時
日
(
会

遭
い
、
薬
局
機
能
が
ス
ト
ッ
プ

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
近
年
で

は
全
国
各
地
で
相
次
い
で
災
害

が
起
き
、
中
森
寛
典
社
長
官
巴

が
「
頼
ら
れ
た
人
の
命
を
最
後

ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
薬
剤

師
の
本
分
。
災
害
が
あ
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
」
と
判
断
。
被
災

し
た
場
合
で
も
グ
ル
ー
プ
の
本

部
機
能
が
維
持
で
き
る
ほ
か
、

平
時
に
柔
軟
な
活
用
が
で
き
る

よ
う
補
助
金
を
受
け
ず
に
独
自

で
導
入
し
た
。
近
県
で
災
害
が

あ
っ
た
際
、
派
遣
要
請
が
あ
れ

ば
出
動
す
る
方
針
だ
。

災
害
時
に
出
動
す
る
以
外

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
福
祉
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
し
、
ア

ン
チ
・
ド
l

ピ
ン
グ
に
関
す
る

知
識
や
薬
の
正
し
い
使
い
方
、

健
康
に
関
す
る
啓
発
活
動
や
各

種
相
談
な
ど
を
検
討
し
て
い

る
。

北
陸
中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
2

月
お
日
(
金
)

117 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
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を
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造
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、
薬
局

機
能
を
持
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せ
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車
両
H

金
沢
市
内
で

(
田
嶋
豊
撮
影
)



認知症…・....・ H ・....…・…・・・ 21 ・82~83

妊婦………...・ H ・.... 45~47 ・ 106 ・ 108

脳卒中…...・ H ・..……...・ H ・ H ・ H ・ ....100

バイオ二ツクヒューマノイド…………・ 63

梅毒…...・ H ・-…………...・ H ・....・ H ・ ..38

白血病…・・…...…....・ H ・...・ H ・....… 101

発達障害....・ H ・...・ H ・.....・ H ・.......・ H ・ 62

阪神・淡路大震災....・ H ・.......・ H ・ 25~27

東日本大震災....・H ・ .24・29 ・ 116~117

非配偶者間人工授精 (AID) ・… ..84~85

病院経営………….66~67'1 02~ 103 
平昌冬季五輪...・H・..……… 102~103

副作用……………………・・ 86・94~95

福島第一原発事故....・ H ・-…・…...・ H ・ 24

副反応…・・…...・H ・......・ H ・.. 112~113 

不妊治療-……・…H ・ H ・-… H ・ H ・ '.84~85

ふるさと納税制度………...・H ・ H ・ H ・ ...69

フロックチェーン…...・ H ・.....・ H ・ .70~71

へき地医療…....・H ・-…...・ H ・.....・ H ・ .59

ベトナム……-…・……...・ H ・..…48~49

防災ヘリ...・H・-……...・ H ・..………… 88

訪問看護師…・H ・ H ・.....・ H ・. 12~18 ・ 75

ボクシング………………...・H ・ H ・ H ・ ...58

ホスピス…...・ H ・...………...・ H ・..… 20

ホームホスピス・ .....................82~83

まちの保健室...・ H・..……・・…-…… 27

看取り...・ H ・.....・ H ・ ..7 ・ 19~23 ・82~83

南スータン...・H・..…………………..55

ミュージカル...・ H・..…………………・ 57

虫歯….....・ H ・-…....・ H・-……… 55 ・64

無痛分娩…...・ H・-………ー……… 106

無料低額診療事業…・'30~31 ・35~43

ものづくり日本大賞……...・H ・.....・ H ・ .65

モバイルファマシー…...・H ・..…・. 117 

モンゴル……………………・…...・H ・ 55

1
7
1
 

1

5

 

ハ
U菌

…
件
主
山

耐
究

1

・
ー
ν

+
宵

I
'

薬
王

離島医療………………...・H ・ ..68~69

リハビリテーション...・ H・..…………… 90

臨床研究….....・ H ・-………....・ H ・ 64 ・ 83

労働環境・………・…・・………..60~61

口ヒンギャ難民………...・H ・.....・ H ・ ...53

1

3

 

7

9

 

只
uno 

苫
巾
'

医

h
h

ヰ
寸
ク

若
ワ

ACP(アドバンス・ケア・プランニング)7~8

rD.cultureJ (ウエブ、マガジン)…… .87

HTLV-1 関連脊髄症…...・ H ・..…58~59

卜cell病....・ H ・.....……....・ H ・ "'78~79

ICT(情報通信技術)…...・ H ・-… ..46 ・64

JICA(国際協力機構)……...・H ・..… 50

NIPT(新型出生前診断)…H ・ H ・-… ..84

WHO(世界保健機関) .....・ H ・...・ H ・ ..90

医師……・…...・ H ・ 12 ・ 18~23 ・35~43

-45 ・ 52~54・57~61 ・68~71 ・98

かかりつけ医…・…...・H ・....・ H ・... 101 
外科医....・ H ・.....・ H ・......・ H ・ ...51 ・56

口腔外科医…・・……………'-48~49

産科医...・H ・..…...・ H ・-……'-46~47

歯科医....・ H ・....・ H・-……… 55 ・64

小児科医……....・ H ・-……...・ H ・ ..62

精神科医…・…....・ H ・.....・ H ・-… 114

看護師…...・ H ・ ....24~29 ・44~45 ・ 55

.57 ・ 61 ・68~69・ 116~117

訪問看護師……………・・ 12~18.75

救急救命士……・…H ・ H ・...・ H ・....… 89

助産師…一…...・ H ・ H ・ H ・.... 44~46・ 53

アルツハイマ一病…...・H ・.....・ H ・..… 92

インフルエンザ...・ H ・..……...・ H ・..…・ 94

うつ病…………...・ H・..……………… 86

がん……・・ 20 ・64 ・82~83 ・90~92 ・99

口内がん…………………………・・ 64

子宮頭がん………H ・ H ・.. 112~113 

牌臓がん.....................・・・・・・90~91

乳がん・....................・・・・・・・・・ 80~81

白血病………...・ H ・-…...・ H ・-… ..101

結核………………………...・H・..… 38

口唇口蓋裂・....................・・・・・・48~49

心筋梗塞…………………....・H ・-… 100

Nihon.Mi� 

先天性心疾患……...・H・..……52~53

先天性ミオパチー・..................77~78

タイ肝吸虫症...・H ・..……...・ H ・..…・・ 50

低酸素性虚血性脳症…・…....・H ・ ....64

統合失調症……・・H ・ H ・-…....・ H ・-… .87

糖尿病・……・・…・…….....・ H・-・…… 95

認知症………H ・ H ・ ..........21 ・ 82~83

脳卒中-…...・ H ・...・ H ・.....・ H ・-…… .100

梅毒……ー…H ・ H ・..........… H ・ H ・-… .38

虫歯....・ H ・.....・ H ・...・ H ・......・ H ・ ..55 ・ 64

HTLV-1 関連脊髄症……・・……58~59

I-cell病...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・ ...78~79

f 議会I ヂータ-
勤務医労働実態調査2017 …...60~61

コゴ口の体力測定…・…....・ H ・....・ H ・ .61

終末期医療に関する意識調査・……・… 8

人文学と医師に求められる特性の関係63

世界各国の新生児死亡率...・H ・ .....103

世界71 の固と地域のがん5年生存率 92

都道府県の認知行動療法の実施率… 86

福井県の後発医薬品の処方状況…・・・ 96

r.書籍・資料三.
書籍

『乙どもと妊婦の病気・治療がわかる本H5

「シナプスの笑いJ ……...・ H ・..…… 87

nこっほん釜ヶ崎診療所.1...・ H ・ 35~43

映画

「四万十・いのちの仕舞いJ ....20~21 

ウエブ、マガジン

ro.cultureJ ...・ H ・..………・・ …… 87 

118 



と安全管理総集版 2018 年 5 号

KEYWORO KENSAKU 
[キーワード検索]

アフガニスタン…...・ H ・..……...・ H ・ ...54

アメリカ…...・ H ・ H ・ H ・..…...・ H ・ ....29 ・ 63

アルツハイマ一病……………...・H ・ ..92

医学生…・・…....・ H ・....…....・ H ・-…… 63

医学部…・………...・ H ・...・ H ・.....…… 62

医師……………… 12 ・ 18~23 ・35~43

-45 ・ 52~54 ・ 57~61 ・98

医師不足…...・ H ・..………...・ H ・ '68~69

医薬品...・ H ・....… 31~32・58~59 ・86

.93~97 ・ 108・ 110~111 ・ 117

医療安全監査委員会…・・…・ 106~107

医療ソ シャルワー力一 (MSW) 30~31 

医療ツーリズム………………...・H ・ ...66

医療的ケア・・・ ........................74~80

医療費………….31 ~32・95~97.100

医療費助成………….30~31 ・33~43

院内学級…………...・H ・..…… '72~73

院内感染・…-……………… 109~110

インフルエンザ………...・ H ・..…… ....94

うつ病....・ H ・-…・…・…H ・ H ・-…… ..86

エチオピア...・ H ・.....・ H ・-……...・ H ・ 57

遠隔医療....・ H・-…・……・………70~71

遠隔健診・…....・ H ・-・・........・ H・-… 46

延命治療....・ H ・....….....・ H ・ ..9~11 ・ 18

外国人患者...・ H ・.....・ H ・..…… ..66~67

外国人技能実習制度・H ・ H ・...・ H ・ 68~69

かかりつけ医....・ H・..…・……ー…… 101

学習支援...・ H ・..…・…・…...・ H ・ 72~73

仮想現実 (VR) …・・……....・ H ・.....… 83

がん………・…...・ H ・.....・ H ・ 64 ・ 90~92

がん患者……...・ H ・..…・ 20 ・82~83 ・99

がんゲノム医療………...・H ・.....・ H ・ ...64

がん検診・・....................・・・・・・・・ 90~91

看護系大学....・ H ・...・ H ・-………ー… 29

看護師...・ H ・..……… "24~29 ・44~45

.55 ・ 57 ・61.116~117

看護師不足…...・ H ・.....・ H ・..… ..68~69

看護助手…・………・・………68~69

患者家族・……....・ H ・ .21 ・ 74~80'100

患者支援…・…....・ H ・-…....・ H ・ '72~81

感染症....・ H ・........・ H ・-…・……ー 50・93

がん探知犬・....................・・・・・・90~91

カンボジア…-………...・H ・.....・ H ・ ..50

119 

緩和ケア…...・ H ・.....・ H ・.... 16 ・82~83

緩和ケア病棟...・H ・-…....・ H ・.......・ H ・ 83

救急医療…・・……..9~12・ 18 ・ 88~89

救急救命士・…....・ H ・...……・・…・… .89

救急搬送…-…H ・ H ・-… H ・ H ・-… .88~89

熊本地震・…・ 28~29 ・ 114 ・ 116~117

クラウドファンデインク、・H ・ H ・.....・ H ・ ...52

外科医…・…・…・……一....・ H ・ ..51 ・ 56

結核 …・・…...・ H ・-…….........・ H ・ ...38

ゲノム医療・…・……一…H ・ H ・-… .64・ 71

研修...・ H ・..… 12~13 ・ 16~17・ 29・ 89

抗うつ剤・H ・ H ・....………...・ H ・..… ..86

口腔外科医……………………'-48~49

口唇口蓋裂………・...・H・..…・・48~49

抗生物質…...・ H ・ H ・ H ・..…… 110~111

口内がん…………...・ H ・.....・ H ・..…… 64

後発医薬品…...・ H ・ ....31 ~32 ・95~97

高齢者...・ H ・..…… ..9~11 ・ 18~19・94

国際救援活動…………...・H ・...-48~57

国民健康保険...・ H ・.....・ H ・-… H ・ H ・ ...32

国境なき医師団 (MSF) ...・ H ・..… 53.56

骨転移....・ H ・....・ H ・-……・……'80~81

子ども

…33~34・52~53 ・ 62.72~80・ 101

『こどもと妊婦の病気-治療がわかる木j45

コミュニティ・レストラン運動………… 51

災害医療…………………… 114~117

災害看護…………H ・ H ・...・ H ・ ..24~29

瞬帯血....・ H ・..… H ・ H ・-…....・ H ・....… 64

在宅医療・…....・ H ・...・ H・-………7~23

在宅療養...・ H ・...・ H ・..…… 15~16 ・ 18

産科医不足…・……・……………46~47

産後ケア………-……ー……'-44~46

ザンビア...・ H・..…………………52~53

歯科医………・…・…….....・H ・ 55 ・ 64

子宮頚がんワクチン...・H ・.... 112~113 

事前指示書・…・…….....・ H ・-… H ・ H ・-… 8

『シナプスの笑い』…………………… 87

「四万十・いのちの仕舞いJ (映画)20~21

周産期医療…...・ H ・.....・ H ・..…'-44~47

終末期医療………….7 ~23.82~83 

手術...・H ・..…...・ H ・..……・・ 52~53 ・63

手術支援ロボット…………………… 65

出産難民……...・ H ・ H ・ H ・..……・・46~47

出自を知る権利...・ H ・ H ・ H ・..……84~85

出生前診断…・...・H ・ H ・ H ・....・ H ・ .....84

小児医療費無料化・……・…H ・ H ・ 33~34

小児科医...・ H ・..…-…....・ H ・.....… ..62

情報共有システム

一 14~15 ・46 ・64~65'70~71 

助産師……...・ H ・..………・・ 44~46・ 53

シリア…...・ H ・.....・ H ・-……...・ H ・..… 56

心筋梗塞……H ・ H ・....…… H ・ H ・..… 100

人工股関節……...・H ・....…… H ・ H ・ ...65

人工呼吸器….....・ H ・.....…...・ H ・..… 15

人工知能 (AI) ………...… 14~15・64

人工透析....・ H ・..… H ・ H ・....…...・ H ・ ..67

新生児…...・ H ・...・ H ・...・ H ・..........・ H ・ 64

陣痛促進剤……....・H ・-…...・ H ・ .....108

心電図………...・ H ・.....・ H ・...…一… 65

シンポジウム…...・H・..……ー 114~115

診療所

19~21.37~38 ・ 51 ・58~59 ・70~71

牌臓がん・....................・・・・・・・・・ 90~91

生活保護…....・ H ・....・ H ・...・ H ・ ...30~32

生殖補助医療…....・H ・.......・ H ・ .84~85

精神科医・…...・H ・ H ・ H ・...・ H ・ H ・ H ・... 114 

精神障害….....・ H ・・・ H ・ H ・....・ H ・-….87

線虫……...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ ....90~91

先天性心疾患...・ H ・......・ H ・ ......52~53

先天性ミオパチー・..................77~78

タイ肝吸虫症…...・ H ・.....・ H ・..……… 50

多職種連携一……・……・…...・H ・ ..18

地域医療

....12~13 ・ 18~19・ 59・68~69・ 98

治験・…....・ H ・....… H ・ H ・.....… H ・ H ・ ..93

低酸素性虚血性脳症....・H ・…...・ H ・ ..64

東京五輪・パラリンピック 67 ・ 114~115

統合失調症………....・H ・....・ H ・...・ H ・ 87

糟原病....・ H ・....・ H ・.....・ H ・-… H ・ H ・ ...95

ドクター力一・....................・・・・・88~89

ドクタヘリ...・ H・..………… 116~117

特定機能病院………H ・ H ・.....・ H ・..… 61

特定行為……・……・・…H ・ H ・ "'12~13

難病…...・ H ・..…...・ H ・ '58~59・77~79

日こつほん釜ヶ崎診療所J ……….35~43 

乳がん……………ー…・…・…80~81

認知行動療法・…....・ H ・-…… H ・ H ・-… 86



Nihon-M渧 
仁 REATIVE FARM GROUP 

EWSPAPER 
[掲載新聞一覧]

通信社
共同通信社 時事通信社

全国紙 一一一一一一一 一一 一一 一一一一一一一一一一 一一一 一一一一一一一

朝日新聞 産経新聞 日本経済新聞 毎日新聞 読売新聞

東京本社 東京本社 東京本社 東京本社 東京本社

大阪本社 大阪本社 大阪本社 大阪本社 大阪本社

名古屋本社 中部本社(名古屋) 中部支社(名古屋)

西部本社(北九州) 西部本社(北九州) 西部本社(福岡)

北海道支社 北海道支社

ブロック紙ー
中日新聞 北海道新聞 西日本新聞

地方紙(県紙)
十勝毎日新聞(帯広) 信濃毎日新聞(長野) 日本海新聞(鳥取)

室蘭民報(室蘭) 長野日報(諏訪) 山陽新聞(岡山)
出11 路新聞(創11 路) 山梨日日新聞(甲府) 山陰中央新報(松江)

岐車新聞(岐阜) 中国新聞(広島)
東奥田報(青森) 静岡新聞(静岡) 山口新聞(下関)
岩手日報(盛岡)

岩手日日(一関)
新潟日報(新潟) 徳島新聞(徳島)

河北新報(仙台) 富山新聞(富山) 愛媛新聞(松山)

秋田魁新報(秋田) 北日本新聞(富山) 高知新聞(高知)

山形新聞(山形) 北陸中日新聞(金沢)

福島民友(福島) 北園新聞(金沢) 佐賀新聞(佐賀)

福島民報(福島) 福井新聞(福井) 長崎新聞(長崎)

熊本日日新聞(熊本)

茨城新聞( 7Jく戸) 伊勢新聞(津) 大分合同新聞(大分)

下野新聞(宇都宮) 京都新聞(京都) 南日本新聞(鹿児島)

上毛新聞(前橋) 京都新聞(滋賀) 宮崎日日新聞(宮崎)

埼玉新聞(さいたま) 大阪日日新聞(大阪) 琉球新報(那覇)

千葉日報(千葉) 神戸新聞(神戸) 沖縄タイムス(那覇)

東京新聞(東京) 奈良新聞(奈良)

神奈川新聞(横浜) 紀伊民報(田辺)

専門紙
日経流通新聞 MJ( 日本経済新聞社発行) 中部経済新聞 日刊工業新聞

フシサンケイク lレ 一ず

日経産業新聞(日本経済新聞社発行) ビジネスアイ(日本土業新間半土発行) 日本農業新聞

日本新聞協会
新聞協曾報

政党紙
公明新聞(公明党)

社会新報(社民党)

自由民主(自民党)

しんぶん赤旗(共産党)

お申込み・お問い合わせ窓口

器ニホン・ミック
E.:tI:::W~'.IlT._，C':臥_n:.1I8....:.I

TEL~06(6365)1560 
FAX~06(6365)9518 c::ヨ砂 info@nihon-mic.co.jp

|http://www.nihon-mic.co.jp/C I 
〒530-0045 大阪市北区天神西町6番7号ファイン・アートビル

.配本に関するお知らせ
配本日が当社休業日の場合は配本が翌営業日となり、お届けに時間がかかる場合がございます。
何卒、ご了承くださいますようお願い申しよげます。 林業日 土日祝祭日、要期休眠及び年末年始

.取引銀行

ゅうちょ銀行

りそな銀行

みずほ銀行

三菱UFJ銀行

三井住友銀行

-郵便振替

民進プレス(民進党)

0 九支店 当座預金No0880186

梅田北口支店 当座預金No.0411158

梅田支店 当座預金No.0007179

梅田新道支店 当座預金NO.0005696

梅田支店 当座預金NO.228631

001 90-0-8801 86 

2018年5号平成30年5月 1 日発行通巻 152号(毎月 1 回 1 日発行)
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日本の歴史がスタートしました。
読み比べシリーズ

SEt.昭生
本誌「切抜き速報@シリース:J の別冊版。切抜き速報@シリーズと連動し、
テーマ別に編集。朝日・産経・日経・毎日・読売の中央紙に加え、北海道

から沖縄までのブロック紙・地方紙85紙より、「今」注目を集める話題を

タイムリーにまとめて発行します。切抜き速報@シリーズとあわせることで、

より深く読み比べできます。

奪還報.r鋸草壁義幼露毅犠撫s 欝構。

017 年の児童福祉報道は……

子どもの虐待記事読み比べ⑧
児童虐待対策、児童福祉報道を収録した第 8 弾!

全国の警察初の専門部署、児童虐待対策室の状況は…、乙うのとりのゆりかごの今後は…

2017 年の児童福祉関連報道の要点が掴めます!

.A4判

.152頁

・ 2，500円(本体 2，315 円+税)
.記事掲載期間:

2016/9ハ ~2017パ 0/7

.2017 年 11 月 24 日発刊

.掲載内容
調査・データ l 司法・児童相談所のいま

警察の取り組み ;児童養護施設のいま

こうのとりのゆりかご 10 年 l 退所後支援の取り組み

若年妊婦のいま l 里親・ファミリーホームのいま
医療機関の取り組み :社説・論説 など

嚇J脚側三す糟繍潟悼み併で緩みたも嚇掛川町ズ 崎欄紛糊鮒機蜘側議糊量一町持議告へ

-E胃沼E害事習~・・ E霊璽望E24直革主建造志位盃ヨ -ü 霊MO$Ml盟Z置・・
月刊切抜き速報@ ~医療と安全管理総集版」別冊

・記事掲載期間/200511011 0~2013/4119 
.A4判 120 頁本体 1 ，944 円+税

.2013年 6 月 1 日発刊

月刊切抜き速報@ ~医療と安全管理総集飯」別冊

.記事掲載期間/ 2011/3/25~201217124 

.A4判 72 頁本体 1 ，528 円+税

・ 2013年 1 月 1 日発刊

月干IJ 切抜き速報@ u福祉二ユース高齢福祉編J 別冊

・記事掲載期間/2015/4ハ 6~2016/5120 

.A4判 120 頁本体 2，∞0 円+税

.2016 年 7 月 11 日発刊

※最新の緩和ケア、災害医療、在宅ケアにつきましては、切抜き速報民『医療と安全管理総集版~ ~福祉ニュース高齢福祉編」をご覧ください。

闘臨EWSPAPE阻R眠s .‘』踊a醐醐m剛"
s智PE聞剛e創l凪
EDlnON 月刊切抜書速報d教育版JßIJ冊

朝日産経日経毎日読売の5大紙と全国のブ口ック

紙地方紙、専門紙から大晦日元日を中心lこ社説

論説と新聞コラムを総集。

11 年を締めくくり、新年の流れ」を掴めます。

|延長議長糧事 i 
各新聞社の主張や見方などを

読み比べ! 大晦日と元日とい
う局面を新たな展望と幅広い
視点、からど覧いただけます。

eA4判・ 160頁
.本体2，778円+税

・ 2018年1 月 17日発刊

|…一一日版
新聞コラム読み比べ

コラムニス卜の着眼点や地域

性豊かな年末年始の情景を読
み比べ l 表現力文章力の向

上にも役立つ 7 冊です。

eA5事l ・ 128頁
・本体1 ， 158円+税

・ 2018年1 月 17日発刊

お申込み・詳細はホームページで!

当社ホームページ索引検索/目次・索引ダウンロード

ご購読者様限定サービスのご案内

当社ホームページにて公開しております下記サービスはご購読者様限定です。

ID ・パスワードを入力していただくと、ご利用いただけます。

0索引検索

。目次・索引ダウンロード
務目次ダウンロードは、発刊日より 1 年以内のみのご利用です。ご了承くださいませ。

ぜひ当サ ビスをご活用ください。

http・//www.nihon-mi c.co.jp/contents/download/index.html

(有効期限 2018 年 2 月-2018 年 4 月)

10 : 45529489 パスワード: rhb6Uxx4 

(有効期限 2018 年 5 月 -2018 年 7 月)

10 : 64692825 パスワード: J8wgqstv 

[ http://wvvw.nihon-mic.co.jp/ Cl r ニホン・ミツク ド犠諌企J



日本の新聞女大女新しい魅力、提案します。

Nihon-Miécoよtd.
CREATIVE FARM GROUP 

http://www.nihon ・ mic.co.jp

本誌から他の著作物への転載は禁止されております


